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へ　
　
　
凡
　
　
　
三

一、

ｴ
文
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
つ
と
め
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
字
体
を
用
い
た
が
送
り
仮
名
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
漢
字

で
著
し
く
一
般
的
で
な
い
も
の
に
は
、
マ
マ
の
ル
ビ
を
つ
け
た
。
ま
た
判
読
不
能
の
場
合
は
□
で
現
わ
し
た
。

一、

{
文
上
欄
外
に
記
さ
れ
た
も
の
は
当
日
の
最
後
に
＊
を
付
し
記
し
た
。



父
　
孤
蝶
の
思
い
出

大
津
留
　
晴
　
子

　
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
の
は
昭
和
十
五
年
六
月
二
十
日
置
、
場
所
は
渋
谷
区
松
濤
町
鳶
番
地
（
現
神
山
町
十
三
－
八
）
。
今
か
ら
四
十

六
年
前
の
事
に
な
り
ま
す
。
い
つ
の
問
に
こ
ん
な
に
長
い
歳
月
が
立
っ
た
の
か
と
不
思
議
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

　
父
母
が
過
し
て
い
た
頃
の
夏
は
、
う
ち
わ
に
扇
風
機
が
あ
る
の
が
精
一
杯
、
ク
ー
ラ
ー
な
ど
は
考
え
も
及
ば
な
い
時
代
で
し
た
。
弟
が

友
達
か
ら
譲
り
受
け
た
一
台
の
扇
風
機
を
家
中
で
大
切
に
使
っ
て
お
り
ま
し
た
。
食
事
の
時
は
、
扇
風
機
の
あ
る
父
の
書
斉
に
食
事
を
運

び
、
い
く
ら
か
の
涼
風
に
満
足
し
た
も
の
で
し
た
。
父
に
と
っ
て
、
そ
ん
な
暑
さ
の
避
夏
法
は
野
球
に
熱
中
す
る
事
で
し
た
。
現
在
で
こ

そ
野
球
が
一
般
的
で
す
が
、
当
時
父
は
必
ず
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
と
い
っ
て
お
り
ま
し
た
。
日
記
に
ス
ト
ラ
イ
ク
に
は
丸
が
、
ボ
ー
ル
に
は
黒

丸
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
学
院
在
学
中
に
一
高
か
ら
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
教
え
て
も
ら
い
に
来
た
事
を
、
後
に
な
っ
て
何
度
か
聞
か
さ

れ
た
事
が
あ
り
ま
す
。
多
分
外
人
教
師
か
ら
聞
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
程
学
院
は
外
国
の
事
に
つ
い
て
は
進
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
父
は
学
院
に
通
っ
て
い
た
頃
か
ら
す
で
に
な
か
く
の
読
書
家
だ
っ
た
様
で
、
当
時
は
本
郷
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
の
で
学
院
ま
で
は

　
　
　
父
孤
蝶
の
思
い
出
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孤
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い
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い

相
当
の
距
離
な
の
で
朝
だ
け
は
人
力
車
で
、
帰
り
は
人
力
車
代
を
節
約
の
た
め
歩
い
た
そ
う
で
、
「
た
だ
い
ま
」
と
云
う
と
縁
側
に
大
の

字
に
な
り
、
祖
母
が
「
お
か
え
り
」
と
い
っ
て
出
て
み
る
と
も
う
英
語
の
本
を
開
い
て
あ
お
む
け
に
寝
た
ま
x
読
ん
で
い
た
と
親
類
の
者

に
話
し
て
い
た
の
を
聞
い
た
事
が
あ
り
ま
す
。

　
父
は
学
院
卒
業
後
、
高
知
、
彦
根
、
浦
和
と
英
語
の
教
師
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
兄
辰
猪
を
ア
メ
リ
カ
で
亡
く
し
た
馬
場
家
で
は
何

と
か
生
計
の
道
を
た
て
な
く
て
は
と
親
類
の
者
達
が
骨
を
折
っ
て
日
本
銀
行
の
文
書
課
に
就
職
先
を
見
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
日
銀
で
は

外
国
文
書
を
、
北
島
互
氏
が
主
と
し
て
英
文
を
、
父
が
邦
文
を
担
当
し
、
又
現
金
輸
送
等
の
仕
事
を
し
て
い
た
様
で
す
。
そ
の
頃
は
多
く

て
も
一
日
三
、
四
通
の
電
報
が
入
る
程
度
な
の
で
時
間
的
に
余
裕
が
あ
り
、
父
は
こ
の
時
期
他
日
文
壇
に
出
る
た
め
の
勉
強
が
出
来
た
と

い
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
様
に
し
て
就
職
し
た
日
銀
で
し
た
が
、
．
父
の
文
学
に
対
す
る
気
持
は
強
く
ど
う
し
て
も
退
職
し
た
い
と
申
し
、

結
局
母
の
伯
父
土
方
寧
の
奔
走
に
よ
り
、
明
治
三
十
九
年
九
月
差
り
慶
応
義
塾
の
文
学
部
に
就
職
し
、
昭
和
五
年
三
月
差
で
教
え
て
お
り

ま
し
た
。
は
じ
め
は
時
間
数
も
多
か
っ
た
様
で
す
が
私
が
覚
え
て
い
る
の
は
一
週
間
に
火
曜
日
一
日
の
講
義
で
父
も
相
当
力
を
入
れ
て
い

た
よ
う
で
し
た
。
こ
の
縁
で
没
後
父
の
蔵
書
を
慶
応
に
寄
贈
し
ま
し
た
が
、
戦
争
中
、
整
理
中
に
図
書
館
の
屋
根
裏
で
全
部
焼
失
し
ま
し

た
。
佐
々
木
孝
丸
氏
に
よ
れ
ば
日
本
に
二
冊
し
か
な
い
も
の
も
あ
っ
た
よ
し
、
か
え
す
が
え
す
も
残
念
な
事
で
す
。

　
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
戦
争
と
平
和
」
を
最
初
に
翻
訳
し
た
の
は
父
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
英
語
か
ら
で
し
た
が
。
父
は

翻
訳
す
る
事
は
小
説
を
書
く
事
と
同
等
、
或
い
は
そ
れ
以
上
の
努
力
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
つ
か
私
に
申
し
ま
し
た
の
を
覚
え
て

お
り
ま
す
。
父
の
語
学
力
に
つ
い
て
は
、
木
戸
番
平
氏
の
著
書
「
馬
場
孤
蝶
」
の
は
し
が
き
の
中
に
次
の
様
な
一
節
が
あ
り
ま
す
。
彼
は

夏
目
漱
石
も
舌
を
巻
く
ほ
ど
の
語
学
の
天
才
で
あ
．
り
、
博
覧
強
記
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
と
い
う
。
最
近
、
本
郷
の
ペ
リ
カ
ン
書
房
主
人
品

川
挙
挙
が
佐
々
木
孝
丸
著
「
風
雪
新
劇
志
」
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。
そ
の
中
に
孤
蝶
を
評
し
て
「
世
の
中
に
は
、
デ
ヵ
バ
チ
も
な
い
ア
タ
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マ
を
し
た
人
も
い
る
も
の
だ
」
と
あ
っ
た
。
お
世
辞
に
し
て
も
娘
の
私
に
と
っ
て
は
う
れ
し
い
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。
父
の
兄
馬
場
辰
猪

も
ア
メ
リ
カ
で
鎧
を
つ
け
、
日
本
の
武
士
道
を
英
語
で
説
い
た
と
記
録
さ
れ
、
写
真
も
残
っ
て
お
り
ま
す
。
語
学
に
は
す
ぐ
れ
た
も
の
を

持
っ
て
い
た
兄
弟
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
父
の
周
囲
は
さ
な
が
ら
日
本
近
代
文
学
史
を
見
る
様
で
、
徳
富
蘇
峯
、
大
町
桂
月
、
幸
田
露
語
、
森
鴎
外
、
島
崎
藤
村
、
戸
川
秋
骨
、

夏
目
漱
石
、
樋
口
一
葉
、
斉
藤
緑
雨
、
与
謝
野
夫
妻
、
森
田
草
平
、
佐
藤
春
夫
、
水
上
瀧
太
郎
、
久
保
田
万
太
郎
、
小
島
政
二
郎
、
村
松

梢
風
、
小
泉
信
三
、
野
上
豊
一
郎
・
弥
生
子
夫
妻
、
井
伏
鱒
二
、
他
に
も
大
勢
の
友
人
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
だ
と
思
い
ま
す
。

又
昭
和
女
子
大
の
学
生
さ
ん
の
様
に
孤
蝶
を
卒
論
に
選
ん
で
下
さ
っ
た
り
、
父
に
つ
い
て
色
々
発
表
し
て
下
さ
る
方
々
も
あ
り
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
昨
年
高
知
工
高
教
諭
の
木
戸
昭
平
氏
が
「
馬
場
孤
蝶
」
と
い
う
本
を
執
筆
さ
れ
、
こ
れ
は
第
七
回
平
尾
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
没
後
半
世
紀
近
く
も
立
ち
ま
す
の
に
こ
う
し
て
父
の
事
に
思
い
を
は
せ
て
下
さ
る
方
に
恵
ま
れ
ま
し
た
め
は
父
に
取
り
ま
し
て
は
名

誉
な
事
で
あ
り
、
娘
の
私
に
取
ワ
ま
し
て
は
有
難
い
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
在
流
行
の
探
偵
物
語
も
父
は
婦
人
倶
楽
部
に
連
載
し
、
締
切
り
に
間
に
合
わ
ず
、
講
談
社
の
少
年
が
私
が
学
校
か
ら
帰
る
と
玄
関
に

待
っ
て
い
た
の
も
度
々
で
し
た
。
私
が
何
爵
位
か
一
寸
思
い
出
せ
ま
せ
ん
が
、
幼
い
日
に
父
か
ら
聞
い
た
探
偵
小
説
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
頃
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
盗
ん
だ
宝
石
泥
棒
が
隠
し
場
所
に
困
り
、
近
く
に
い
た
七
面
鳥
の
口
の
中
に
押
し
込
み
、

し
ば
ら
く
し
て
そ
の
場
所
に
来
て
み
た
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
事
な
の
で
鳥
屋
が
す
っ
か
り
買
い
取
っ
て
い
た
と
い
う
話
で
、
吾
々
三
人

・
（
照
子
、
晴
子
、
昂
太
郎
）
は
大
変
面
白
が
つ
た
の
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
、
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
、
セ
キ
ス

ト
ン
・
ブ
レ
ー
キ
等
は
、
や
は
り
幼
い
日
に
耳
に
し
た
作
家
で
し
た
。
今
は
な
い
「
新
青
年
」
で
探
偵
物
で
一
時
代
を
画
し
た
森
下
岩
太

郎
（
雨
村
）
氏
は
父
母
の
同
県
人
で
皆
様
良
く
ご
存
じ
の
江
戸
川
乱
塾
、
横
溝
正
史
の
育
て
の
親
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
氏
は

　
　
　
父
　
孤
蝶
の
思
い
出
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父
　
孤
蝶
の
思
い
三

三
が
昭
和
五
年
に
改
造
社
か
ら
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
「
オ
リ
バ
ー
・
ツ
イ
ス
ト
」
・
の
訳
本
を
出
版
し
た
時
相
当
苦
労
し
た
事
、
セ
キ
ス
ト
ン

・
，
ブ
レ
ー
キ
叢
書
の
こ
ま
か
い
字
を
虫
眼
鏡
を
た
よ
り
に
ほ
と
ん
ど
読
ん
だ
事
等
に
つ
い
て
、
「
先
生
と
い
う
人
は
そ
お
い
う
人
だ
」
と

他
人
に
は
理
解
出
来
な
い
様
な
父
の
訳
本
に
対
す
る
一
途
な
傾
倒
ぶ
り
を
私
に
し
み
じ
み
話
し
て
下
さ
っ
た
事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
，
私

も
父
が
虫
眼
鏡
を
使
っ
て
ブ
レ
ー
キ
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
様
子
が
今
も
目
に
浮
び
、
な
つ
か
し
さ
に
絶
え
が
た
い
気
が
い
た
し
ま
す
。

　
父
の
思
い
出
に
は
こ
ん
な
事
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
三
田
の
豊
岡
町
に
お
り
ま
し
た
時
、
あ
る
日
突
然
三
田
署
の
署
長
の
訪
問
を
受
け
、

何
事
か
と
話
を
良
く
聞
き
ま
す
と
、
父
が
何
年
も
の
問
、
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
の
っ
て
い
た
と
の
事
で
し
た
。
「
別
に
何
十
年
も
政
治
運

動
ら
し
い
事
を
な
さ
る
様
子
も
な
い
の
で
こ
の
際
リ
ス
ト
か
ち
は
ず
す
」
と
の
事
で
し
た
。
社
会
主
義
者
の
堺
利
彦
、
大
杉
栄
、
荒
畑
寒

村
、
’
山
川
均
氏
等
と
の
親
交
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
皆
様
の
訪
問
は
す
べ
て
文
学
上
の
事
で
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
は
そ
ん
な
事
と
は

夢
に
も
知
ら
な
か
っ
た
事
な
の
で
家
族
で
大
笑
い
し
た
も
の
で
し
た
が
、
思
え
ば
父
は
自
分
で
は
気
が
付
か
ず
に
激
動
の
時
代
の
一
部
を

体
験
し
て
い
た
事
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
折
も
折
、
こ
の
夏
N
H
K
で
昔
幼
い
日
に
父
か
ら
聞
い
た
な
つ
か
し
い
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
を
放
映
し
て
お
り
ま
し
た
。
ス
ト

ー
リ
ー
は
昔
と
変
り
ま
せ
ん
が
、
い
っ
し
ょ
に
聞
い
た
姉
と
弟
は
す
で
に
亡
く
な
り
、
当
時
を
偲
べ
る
の
は
私
一
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
昭
和
六
十
一
年
八
月
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馬
場
孤
蝶
に
お
け
る
文
学
的
青
春

伊
　
東

一

夫

　
　
　
　
　
　
　
1

　
文
学
へ
の
関
心
を
深
め
、
や
が
て
積
極
的
に
文
学
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
孤
蝶
を
い
ざ
な
っ
て
い
っ
た
、
そ
の
き
っ
か
け
の
源
を
求

め
て
ゆ
く
と
、
や
は
り
明
治
学
院
普
通
部
へ
の
入
学
、
そ
し
て
学
院
で
結
ば
れ
た
在
学
生
と
の
交
遊
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

厳
格
で
献
身
的
な
信
仰
を
も
つ
カ
ル
ヴ
ィ
ン
主
義
を
建
学
精
神
と
し
な
が
ら
、
明
治
学
院
の
教
育
に
流
れ
て
い
た
個
性
尊
重
の
リ
ベ
ラ
リ

ズ
ム
や
優
れ
た
多
く
の
教
師
の
指
導
は
、
孤
蝶
ら
在
学
生
の
文
学
的
個
性
の
育
成
に
、
大
き
く
働
い
て
い
た
も
の
と
推
量
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
外
側
を
と
り
ま
き
、
そ
の
育
成
に
栄
養
を
与
え
た
の
が
、
明
治
女
学
校
と
女
学
雑
誌
派
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
で
、
開
花
結
実

を
も
た
ら
し
た
の
が
、
文
学
界
派
の
文
学
運
動
で
あ
っ
た
。

　
孤
蝶
は
、
明
治
二
十
二
年
に
明
治
学
院
に
入
学
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
在
学
生
に
は
、
島
崎
藤
村
．
戸
川
秋
骨
．
和
田
英
作
ら
の
よ

う
な
、
芸
術
的
個
性
の
持
主
が
多
く
、
彼
ら
と
の
交
遊
が
、
孤
蝶
の
開
眼
に
働
い
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
刊
行
を
み

た
「
孤
蝶
日
記
」
は
、
孤
蝶
が
、
文
学
界
派
の
一
人
置
し
て
、
そ
の
活
動
に
入
る
、
い
わ
ば
開
拓
期
と
も
い
う
べ
き
明
治
二
十
三
年
の
記

　
　
　
馬
場
孤
蝶
に
お
け
る
文
学
的
青
春
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馬
場
孤
蝶
に
お
け
る
文
学
的
青
春

録
で
あ
る
。
ま
さ
に
萌
芽
期
に
あ
る
孤
蝶
の
文
学
的
青
春
の
実
相
が
、
こ
こ
に
は
躍
如
と
し
て
活
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
「
孤
蝶
日
記
」
の
記
述
を
資
料
と
し
て
、
彼
の
．
文
学
上
の
遍
歴
の
跡
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

　
第
一
は
、
外
国
文
学
へ
の
対
応
で
あ
る
。
孤
蝶
が
繕
い
た
作
者
と
作
品
と
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
三
口
朝
ノ
内
「
シ
ョ
ウ
」
ノ
文
学
史
ヲ
読
ム
（
一
月
十
一
日
）
〔
欝
〕
（
O
。
o
お
。
切
磁
土
舞
α
ω
ゲ
9
≦
）

　
夜
二
．
入
り
テ
テ
ニ
ソ
ン
．
氏
イ
、
ノ
．
ツ
ク
、
ア
ー
デ
ン
ヲ
読
ム
（
．
一
月
十
六
日
）
〈
夜
二
丁
リ
テ
「
テ
ニ
ソ
ン
氏
」
ノ
「
イ
ノ
ツ
ク
、
ア

」
デ
ン
」
ヲ
字
引
、
ヲ
用
イ
テ
読
ム
（
四
月
十
日
）
〔
留
〕
（
〉
ほ
お
自
↓
岩
髭
の
o
P
国
岩
。
ゲ
》
巳
窪
）

　
余
響
「
リ
ッ
ト
ン
」
、
ノ
「
リ
エ
ン
ヂ
」
ヲ
少
シ
読
・
モ
タ
リ
（
三
月
二
日
）
〔
群
〕
（
国
侮
芝
跨
餌
0
8
茜
Φ
ゆ
巳
≦
o
サ
い
旨
8
『
空
9
N
尉
）

、
三
二
入
リ
テ
「
ジ
ョ
ン
ソ
ン
」
ノ
支
及
ビ
詩
ヲ
読
ム
（
三
月
四
日
）
〔
欝
〕
（
ω
⇔
ヨ
⊆
9
匂
。
ぎ
。
。
8
）

　
丸
善
二
立
寄
リ
バ
イ
ロ
ン
ノ
「
チ
ヤ
ル
ド
・
ハ
一
目
ー
ル
ド
」
ヲ
買
フ
（
三
月
二
十
一
日
）
〔
躍
〕
（
O
①
霞
α
q
o
O
o
巳
。
口
b
σ
饗
。
昌
“

O
ぼ
匡
。
＝
霞
。
崔
”
ω
、
国
蒔
鳳
旨
9
。
α
q
①
）

　
文
学
ノ
試
験
二
逢
ヒ
「
セ
キ
ス
ピ
ヤ
i
。
ス
コ
ッ
ト
。
テ
ニ
ソ
ン
。
ヂ
ツ
ケ
ン
ス
。
マ
コ
ー
レ
ー
。
」
ノ
五
名
声
付
イ
テ
書
ク
。
〔
群
〕

（
ω
ゲ
9
パ
。
。
・
℃
8
お
℃
ω
8
詳
目
㊦
ロ
昌
矯
。
。
o
P
U
甘
犀
Φ
昌
。
・
L
≦
餌
8
⊆
『
楼
）

　
「
カ
ー
ラ
イ
ル
」
ノ
「
ル
リ
ツ
ド
、
ピ
ク
チ
ユ
ア
ー
」
ヲ
読
ミ
シ
バ
午
後
ニ
シ
テ
（
五
月
八
日
）
〔
酬
〕
（
↓
ゲ
O
目
器
O
鎚
ζ
8
）

　
午
後
「
ド
、
、
ク
イ
ン
シ
イ
」
ノ
「
ノ
ッ
キ
ン
グ
、
ア
ッ
ト
、
ゼ
、
ゲ
ー
ト
云
．
々
」
ノ
一
章
ヲ
読
ミ
終
レ
リ
（
五
月
七
日
）
〔
群
〕
（
↓
ゲ
9

白
鶴
。
。
U
o
ρ
q
ぎ
8
団
”
O
昌
臣
①
犀
づ
o
o
閃
ぎ
α
q
象
些
。
α
q
象
。
ぎ
罎
8
び
。
爵
）

　
翻
訳
課
に
て
は
「
ほ
を
そ
を
ん
」
の
「
す
か
一
れ
つ
と
、
れ
た
あ
」
を
読
み
始
め
た
り
（
六
月
十
二
日
）
〔
群
〕
（
Z
⇔
ま
9
巳
2
団
讐
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ぞ
臣
。
旨
⑦
“
↓
ゲ
①
ω
＄
匡
9
U
①
け
8
H
）

　
欧
米
文
学
に
つ
い
て
は
、
孤
蝶
の
受
容
は
、
シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
を
除
け
ば
、
主
と
し
て
十
八
、
九
世
紀
の
英
米
文
学
、

が
お
か
れ
て
お
り
、
日
本
文
学
に
比
べ
る
と
、
そ
の
範
囲
は
、
む
し
ろ
狭
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
は
、
日
本
の
近
代
文
学
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
こ
の
日
記
を
検
索
し
て
、
と
り
出
す
こ
と
に
す
る
。

特
に
小
説
に
主
力

　
新
著
百
種
及
び
日
本
之
文
華
の
代
を
本
屋
に
払
ふ
（
六
月
二
十
一
日
）

　
朝
食
後
新
著
百
種
、
号
外
（
紅
葉
著
新
桃
花
扇
及
び
巴
波
川
）
を
読
み
終
る
（
十
二
月
三
十
一
日
）

　
「
新
著
百
種
」
は
、
明
治
二
十
二
年
か
ら
二
十
四
年
に
か
け
て
、
吉
岡
書
籍
店
の
発
刊
に
よ
る
小
説
叢
書
で
、
第
一
号
は
、
尾
崎
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ず
ま

の
「
二
人
比
丘
尼
色
臓
悔
」
で
あ
る
。
孤
蝶
は
、
紅
葉
の
「
新
里
花
器
・
巴
波
川
」
を
読
み
、
〈
さ
わ
云
ふ
者
の
筆
力
周
到
、
写
す
所
、

真
に
近
し
。
．
氏
は
世
間
平
凡
の
事
を
脱
化
し
て
以
て
一
一
部
を
な
す
。
之
れ
蓋
し
氏
の
明
治
の
西
鶴
た
る
所
以
か
。
余
わ
只
文
章
わ
知
ら
ず
、

其
着
想
に
至
り
て
は
氏
の
西
鶴
に
勝
る
点
多
々
な
る
を
認
む
る
者
な
り
。
V
（
同
）
と
評
し
て
い
る
。
孤
蝶
の
文
学
へ
の
関
心
が
、
硯
友

社
の
総
帥
で
あ
る
紅
葉
の
よ
う
な
保
守
派
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
批
評
の
的
確
に
し
て
、
識
見
の
高
さ
に
は
、
注
目
に
価

す
る
も
の
が
あ
る
。
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此
日
午
前
ハ
新
小
説
日
本
振
袖
始
等
ヲ
読
ム

　
　
馬
場
孤
蝶
に
お
け
る
文
学
的
青
春

（
一
月
四
日
）



　
　
馬
場
孤
蝶
に
お
け
る
文
学
的
青
春

拾
時
頃
床
に
入
ル
。
就
眠
新
小
説
ヲ
読
ム
（
二
月
二
十
八
日
）

久
米
ヲ
訪
ヒ
新
小
説
第
二
巻
ヲ
受
取
リ
帰
ル
（
四
月
二
十
六
日
）

此
日
本
屋
に
て
都
乃
花
、
新
小
説
、
閨
秀
新
紙
を
買
え
り
。
（
六
月
十
七
日
）

　
「
新
小
説
」
は
、
「
文
芸
倶
楽
部
」
と
と
も
に
、
明
治
文
学
を
担
う
有
力
な
文
芸
雑
誌
で
あ
る
っ
初
期
は
、
明
治
二
十
二
、
三
年
、
小

　
　
　
　
　
　
　
あ
え
ば

説
家
・
劇
評
家
の
饗
庭
篁
村
ほ
か
須
藤
南
翠
・
森
田
思
軒
ら
同
好
会
に
よ
る
発
行
で
あ
っ
た
が
、
二
十
九
年
に
春
陽
堂
が
継
承
、
本
格
的

な
文
芸
誌
と
し
て
発
足
し
た
。
孤
蝶
が
愛
読
し
た
の
は
、
初
期
の
「
新
小
説
」
で
あ
る
。

本
屋
二
行
キ
都
之
花
、
日
本
之
文
華
、
先
代
三
等
ヲ
買
ヒ
帰
ル
。
（
一
月
五
日
）

本
屋
二
立
寄
り
都
之
花
ヲ
請
受
リ
帰
ル
。
（
二
月
二
日
）

外
二
出
デ
本
屋
二
三
ノ
花
ノ
綴
ヲ
頼
ミ
（
三
月
八
日
）

四
時
前
外
二
一
浴
シ
都
乃
花
ヲ
求
メ
来
レ
リ
（
三
月
十
六
日
）

万
世
橋
ヨ
リ
車
二
乗
リ
日
吉
町
二
三
リ
都
ノ
花
ヲ
読
ム
（
四
月
六
日
）

午
前
都
乃
花
三
拾
七
号
ヲ
読
ミ
終
レ
リ
（
四
月
二
十
六
日
）

三
日
ハ
朝
ノ
三
都
ノ
花
ヲ
読
ミ
、
国
民
三
友
ヲ
モ
見
ル
（
五
月
五
日
）

「
都
乃
花
」
及
「
出
世
景
清
」
を
読
終
れ
り
（
五
月
十
九
日
）

「
都
乃
花
を
受
取
り
帰
れ
り
（
六
月
一
日
）
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本
屋
に
行
き
都
乃
花
及
び
日
本
乃
文
華
、
劇
種
本
数
冊
を
求
め
来
れ
り
（
七
月
十
日
）

　
孤
蝶
が
も
っ
と
も
愛
読
し
た
文
芸
雑
誌
は
、
「
新
小
説
」
に
つ
い
で
「
都
の
花
」
で
あ
っ
た
。
「
都
の
花
」
は
、
明
治
二
十
一
年
か
ら
二

十
六
年
に
か
け
て
、
金
港
堂
発
行
の
文
芸
誌
で
、
山
田
美
妙
が
最
初
編
集
に
あ
た
り
、
小
説
を
主
と
す
る
、
明
治
初
期
の
代
表
的
な
雑
誌

で
あ
る
。
「
国
民
酒
友
」
は
、
明
治
二
十
年
、
徳
富
蘇
峰
の
民
友
誼
か
ら
発
行
さ
れ
た
革
新
的
な
総
合
雑
誌
で
あ
る
が
、
孤
蝶
の
関
心
は
薄

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
う
点
で
は
、
後
年
、
「
文
学
界
」
の
母
胎
と
な
っ
た
「
女
学
雑
誌
」
も
、
こ
の
こ
ろ
の
孤
蝶
に
は
、
無
縁
の

よ
う
で
あ
っ
た
。

　
第
三
は
、
日
本
の
古
典
へ
の
対
応
で
あ
る
。
日
記
か
ら
と
り
出
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

9

途
ニ
テ
日
本
文
学
全
書
、
恋
八
卦
柱
暦
ヲ
買
フ
（
四
月
二
十
五
日
）

日
本
文
学
全
書
二
篇
及
び
近
江
源
氏
を
受
取
る
（
六
月
一
」
日
）

此
日
朝
よ
り
徒
然
草
を
読
み
二
時
頃
迄
に
読
み
終
る
之
れ
に
て
日
本
文
学
全
書
第
一
篇
を
終
る
（
七
月
五
日
）

「
文
学
全
書
九
篇
」
及
び
「
好
色
五
人
女
」
を
取
り
て
表
町
に
着
す
（
十
二
月
二
十
五
日
）

此
日
朝
ヨ
リ
栄
花
物
語
ヲ
読
ミ
午
後
二
時
過
之
ヲ
終
り
ソ
レ
ヨ
リ
曲
亭
雑
記
、
源
氏
物
語
等
ヲ
読
ム
（
三
月
十
日
）

此
日
朝
よ
り
伊
勢
物
語
を
読
み
始
め
（
七
月
二
日
）

此
日
朝
よ
り
紫
式
部
日
記
を
読
み
（
七
月
三
日
）

三
時
頃
よ
り
土
佐
日
記
を
読
み
始
め
（
七
月
五
日
）

　
　
馬
場
孤
蝶
に
お
け
る
文
学
的
青
春



　
　
馬
場
孤
蝶
に
お
け
る
文
学
的
青
春

「
方
丈
記
」
を
も
読
む
（
七
月
九
日
）

　
当
時
の
孤
蝶
の
、
文
学
へ
の
関
心
は
、
欧
米
文
学
や
日
本
の
近
代
文
学
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
日
本
の
古
典
に
傾
注
し
て
い
た
こ
と
が
こ

の
日
記
か
ら
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
第
一
ば
『
日
本
文
学
全
書
』
で
あ
る
。
こ
の
叢
書
は
、
日
本
の
代
表
的
な
古
典
文
学
を
集
録
し
た
最
初

の
古
典
全
集
と
も
い
う
べ
ぎ
も
の
で
、
」
池
辺
義
士
と
落
合
直
文
の
編
集
に
よ
ヴ
、
明
治
二
十
三
年
か
ら
二
十
五
年
に
か
け
て
博
文
館
か
ら

二
十
四
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
全
書
を
中
心
に
、
孤
蝶
の
古
典
作
品
の
旙
読
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
、
日
記
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
彼
の
古
典
遍
歴
の
な
か
で
、
注
目
す
べ
き
は
、
浄
瑠
璃
本
（
語
り
本
）
へ
の
執
着
で
あ
る
。
彼
は
、
寄
席
に
足
し
げ
く
訪
れ
、
特
に

義
太
夫
の
語
り
を
聞
く
の
が
好
き
で
、
義
太
夫
本
五
冊
を
購
入
し
た
な
ど
の
記
録
も
あ
る
。
十
二
月
三
十
日
の
記
に
、
一
年
を
ふ
り
か
え

り
、
〈
義
太
夫
を
聞
き
し
事
の
非
常
に
多
く
な
り
（
中
略
）
出
れ
を
壱
月
分
よ
り
通
算
す
る
時
は
四
百
五
拾
四
段
と
な
る
な
り
V
と
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
文
化
文
政
以
後
の
文
学
か
ら
着
手
し
て
ゆ
く
が
、
劇
作
家
近
松
門
左
衛
門
ら
が
活
動
し
た
元
禄

文
学
は
、
彼
の
も
っ
と
も
愛
好
し
た
古
典
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
平
田
苦
木
は
、
〈
そ
の
土
佐
の
宿
で
の
こ
と
を
思
ひ
出
し
、
我
々
は
一
つ

浄
瑠
璃
を
聞
か
し
て
く
れ
と
所
望
し
た
。
快
諾
直
ち
に
形
を
改
め
、
端
座
し
て
、
音
吐
朗
々
と
例
の
太
閤
記
十
段
目
一
段
を
語
っ
て
く
れ

た
。
由
来
義
太
夫
は
土
佐
人
の
嗜
好
で
、
そ
の
後
も
君
は
、
親
類
の
豊
川
邸
へ
来
る
そ
の
道
の
師
匠
に
就
い
て
相
当
修
業
を
積
ん
だ
ら
し

い
。
登
張
竹
風
君
な
ど
も
、
・
中
国
生
れ
の
広
島
出
身
で
、
義
太
夫
は
な
か
な
か
お
得
意
ら
し
い
が
、
今
に
ま
だ
一
度
も
聞
か
し
て
貰
っ
た

こ
と
が
な
い
。
が
、
馬
場
君
の
方
が
確
か
に
一
枚
上
の
や
う
に
思
へ
る
。
大
体
咽
喉
が
美
い
の
で
あ
る
。
ち
よ
つ
と
小
唄
や
僅
謡
を
歌
っ

て
も
、
そ
の
余
韻
哀
調
捨
て
難
い
も
の
が
あ
っ
た
。
V
（
『
文
学
界
前
後
』
）
と
、
そ
の
回
想
に
記
し
て
い
る
。
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2
．

　
孤
蝶
が
文
学
に
開
眼
し
て
ゆ
く
な
か
で
、

明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

彼
に
大
き
な
力
を
与
え
た
友
人
に
島
崎
藤
村
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
「
孤
蝶
日
記
」
が

四
時
よ
り
島
崎
氏
部
屋
に
行
き
種
々
談
話
し
小
説
の
題
名
五
つ
を
得
た
り
「
仙
人
、
屋
気
楼
、

（
二
月
十
二
日
）

花
曇
り
、
運
気
、
天
の
河
」
こ
れ
な
り
、

　
小
説
を
制
作
し
た
孤
蝶
が
、
そ
の
題
名
に
つ
い
て
藤
村
に
相
談
し
、
彼
の
教
示
に
も
と
づ
い
て
五
題
を
あ
げ
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。

当
孤
蝶
」
の
号
も
藤
村
が
与
え
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
く
ソ
レ
ヨ
リ
昼
食
シ
島
崎
、
赤
田
、
二
氏
ト
共
に
散
歩
二
出
デ
田
圃
道
ヲ
サ
マ
ヨ

ヒ
品
川
ノ
宿
札
出
デ
学
院
二
言
ル
V
（
三
月
六
日
）
、
〈
島
崎
氏
ト
学
院
ヲ
出
デ
種
々
談
話
シ
ナ
ガ
ラ
京
橋
二
三
リ
（
中
略
）
椎
菓
子
等

ノ
馳
走
ニ
ナ
リ
テ
拾
時
帰
宅
ス
〉
（
三
月
七
日
）
、
〈
サ
ン
ダ
ム
予
後
ノ
芝
地
ニ
テ
島
崎
、
赤
田
ノ
ニ
氏
ト
相
撲
ヲ
取
ル
〉
（
四
月
九
日
）

な
ど
の
記
述
か
ら
も
零
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
二
人
は
、
日
常
生
活
の
面
で
も
、
と
り
わ
け
親
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
な
お
こ
の
こ
ろ
の
、
孤
蝶
の
文
学
に
お
け
る
表
現
力
や
そ
の
傾
向
を
示
す
も
の
と
し
て
、

　
　
魁
く
る
矢
竹
心
の
斯
く
そ
と
わ
簸
に
薫
る
花
に
こ
そ
知
れ
（
二
月
十
二
日
）

の
よ
う
な
自
作
の
短
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
陳
腐
な
旧
派
の
作
風
で
、
新
味
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
様
に
、
た

と
え
ば
叙
景
文
に
し
て
も
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追
々
春
景
色
立
初
メ
テ
野
路
ノ
若
草
崩
出
ル
緑
ノ
色
モ
床
シ
ク
、
霞
薄
ク
籠
メ
テ
小
山
ノ
下
ヲ
辿
ル
モ
ヲ
カ
シ
キ
心
地
ス
。
加
フ
ル
ニ

小
川
ノ
流
レ
溝
濃
タ
ル
、
所
々
ノ
園
ノ
梅
ノ
咲
キ
香
フ
ナ
ド
何
レ
カ
春
ノ
心
ヲ
長
閑
ナ
ラ
シ
ム
ル
者
ナ
ラ
ザ
ラ
ン
。
（
三
月
六
日
）

四
時
過
御
殿
山
二
行
ク
ニ
道
ノ
傍
リ
ノ
桜
陣
雲
尽
ク
満
開
ニ
テ
最
早
空
胸
知
ラ
レ
ヌ
雪
モ
降
り
シ
テ
、
加
フ
ル
ニ
菜
ノ
花
ノ
黄
金
色
ナ

ド
又
ツ
キ
ヌ
眺
メ
ニ
コ
ソ
、
御
殿
山
近
ク
ニ
行
ヶ
バ
杉
ノ
木
ノ
緑
リ
ノ
中
ヨ
リ
桜
ノ
白
キ
ガ
ホ
ノ
見
ユ
ル
又
一
シ
ホ
、
山
二
行
ヶ
バ
早

九
分
通
リ
ノ
盛
り
、
相
変
ラ
ズ
掛
茶
屋
ナ
下
モ
多
ク
有
レ
ド
憩
フ
人
モ
少
ゲ
ナ
リ
、
田
圃
二
面
セ
ル
唾
端
二
草
折
リ
敷
キ
テ
眺
メ
レ
バ
、

此
ノ
辺
り
ハ
小
山
多
ク
其
間
二
田
ノ
入
り
込
ミ
タ
ル
、
菜
畑
ノ
一
面
二
花
ツ
ケ
タ
ル
が
黄
金
ノ
板
ノ
如
ク
見
ユ
ル
ナ
ド
イ
ト
ヲ
カ
シ

（
三
月
二
十
七
日
）

と
い
う
よ
う
に
、
古
典
的
美
文
調
で
、
柔
軟
に
し
て
格
調
高
い
擬
古
文
体
を
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
擬
古
的
で
あ
る
こ
と
が
著
し
い
た

め
に
、
作
者
の
個
性
は
発
現
す
る
こ
と
な
く
埋
没
し
て
い
て
、
ま
だ
表
に
十
分
発
芽
し
て
い
な
い
の
が
こ
の
時
代
で
あ
っ
た
。

　
明
治
二
十
六
年
に
「
文
学
界
」
が
発
行
さ
れ
た
。
孤
蝶
は
高
知
に
い
た
が
、
透
谷
や
藤
村
ら
在
京
の
同
人
に
協
力
、
積
極
的
な
文
学
活

動
に
入
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
他
の
同
人
ら
も
、
透
谷
を
除
い
て
は
、
孤
蝶
と
同
じ
傾
向
を
も
っ
て
文
学
的
近
代
の
模
索
を
続
け
て
お

り
、
旧
套
か
ら
十
分
脱
出
し
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
旧
い
感
覚
や
思
想
・
表
現
か
ら
脱
皮
解
放
さ
れ
て
、
い
か
に
し

て
文
学
的
近
代
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
日
常
は
、
焦
燥
と
不
安
に
包
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
彼
ら
が
、
日
本
の
古
典
に
、
そ
の
若
々
し
い
眸
を
向
け
た
こ
と
が
、
そ
の
た
め
に
、
旧
い
情
感
や
思
想
に
習
え
ら
れ
て
、
近
代
へ
の

開
眼
を
遮
断
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
即
断
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
代
の
文
学
界
派
の
古
典
へ
の
対
応
と
そ
の

理
解
に
は
、
独
自
の
世
界
が
あ
り
、
む
し
ろ
彼
ら
は
日
本
古
典
の
あ
つ
か
い
と
し
て
は
、
新
鮮
な
開
拓
者
と
し
て
の
功
績
を
担
う
も
の
と

・
1
2



い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
明
治
二
十
六
年
、
「
女
学
雑
誌
」
の
分
派
と
し
て
生
ま
れ
た
「
文
学
界
」
は
、
明
治
女
学
校
と
明
治
学
院
の
関
係
者
を
中
心
と
し
て
成

立
し
た
。
同
人
と
さ
れ
た
星
野
天
知
兄
弟
・
北
村
透
谷
・
島
崎
藤
村
・
平
田
悪
木
・
戸
川
蛇
骨
・
馬
場
孤
蝶
・
上
田
敏
ら
は
、
大
方
が
キ

リ
ス
ト
者
で
あ
る
か
、
キ
リ
ス
ト
教
に
心
を
寄
せ
る
人
々
で
、
ま
た
そ
の
多
く
は
、
西
欧
の
文
学
や
思
想
を
受
容
し
た
若
い
学
徒
で
あ
り

な
が
ら
、
古
典
に
強
い
関
心
を
も
っ
た
こ
と
が
、
大
き
な
特
色
で
あ
っ
た
。
上
田
敏
の
ギ
リ
シ
ア
古
典
学
習
の
ほ
か
は
、
す
べ
て
が
日
本

古
典
に
そ
の
眼
を
向
け
た
。
天
知
は
中
古
中
世
文
学
、
櫨
谷
は
中
近
世
文
学
、
藤
村
は
中
近
世
文
学
、
組
木
は
中
世
文
学
、
秋
骨
は
、
中

世
芸
能
（
能
と
謡
曲
）
、
孤
蝶
は
近
世
文
学
（
浄
瑠
璃
）
に
親
し
ん
だ
。
訓
詰
を
主
と
し
て
き
た
古
典
研
究
に
対
し
て
、
文
学
界
派
の
古

典
対
応
は
、
日
本
古
典
の
再
検
討
・
再
認
識
で
あ
り
、
文
学
と
し
て
の
古
典
批
判
を
通
し
て
古
典
復
興
（
日
本
の
ル
ネ
サ
ン
ス
運
動
）
と

い
う
新
し
い
対
応
の
し
か
た
で
あ
っ
て
、
日
本
文
学
研
究
に
注
目
す
べ
き
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
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文
学
界
同
人
と
は
い
う
も
の
の
、
孤
蝶
だ
け
は
東
京
を
離
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
明
治
二
十
四
年
、
明
治
学
院
卒
業
後
、
彼
は
高
知

市
私
立
共
立
学
校
の
教
師
と
し
て
赴
任
、
二
十
六
年
八
月
に
辞
任
し
て
上
京
、
九
月
に
は
日
本
中
学
に
就
任
、
二
十
八
年
に
は
彦
根
中
学

に
転
勤
、
明
治
三
十
年
帰
京
、
浦
和
中
学
に
転
勤
後
は
、
日
本
銀
行
に
勤
務
、
そ
れ
か
ら
は
東
京
定
住
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
文
学
界
同

人
ら
と
の
交
遊
は
、
密
接
で
あ
っ
て
、
彼
の
文
学
の
展
開
と
拡
充
に
は
、
や
は
り
「
文
学
界
」
が
中
心
的
役
割
を
果
し
た
が
、
三
十
一
年

の
「
文
学
界
」
の
廃
刊
後
、
明
治
三
十
四
年
ご
ろ
か
ら
は
、
新
詩
社
の
明
星
派
に
移
り
、
与
謝
野
鉄
幹
と
の
友
交
を
深
め
て
い
っ
た
。

　
文
学
界
時
代
の
孤
蝶
の
主
な
る
作
品
に
は
、
「
文
学
界
」
発
表
の
も
の
を
挙
げ
る
と
、
長
詩
「
酒
匂
川
」
（
2
6
．
1
1
）
、
．
評
論
「
想
荒
肝
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歩
」
（
同
）
、
小
説
「
片
羽
の
を
し
ど
り
」
（
2
7
・
1
）
、
小
説
「
流
水
日
記
」
（
2
7
・
3
5
）
、
詩
「
破
三
味
線
」
（
2
7
・
9
）
、
小
説
「
み
を

つ
く
し
」
（
2
7
・
9
～
1
2
）
、
詩
「
孤
雁
」
（
2
7
・
1
1
）
、
小
説
「
か
れ
野
」
（
2
8
・
1
）
、
詩
「
す
り
ご
ろ
も
」
（
2
8
・
3
）
、
随
筆
「
我
お
も

し
ろ
の
記
」
（
2
8
・
7
）
、
随
筆
「
柴
刈
る
童
」
（
2
9
・
1
）
、
小
説
「
雪
の
朝
」
（
3
1
・
1
）
、
詩
「
み
ち
し
ば
」
（
3
1
・
1
）
な
ど
が
あ
る
。

同
人
ら
一
の
な
か
で
、
孤
蝶
の
作
品
は
、
小
説
に
お
い
て
、
優
れ
た
才
藻
を
発
揮
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
、
初
期
の
藤
村
を
は
る
か
に
越

え
る
ユ
ー
口
重
ク
な
存
在
で
あ
っ
た
ρ
孤
蝶
が
小
説
を
中
心
に
、
そ
の
文
学
活
動
を
始
め
た
背
景
に
は
、
卒
業
後
、
尾
崎
紅
葉
や
樋
口
一
葉

と
の
交
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
．
そ
し
て
、
小
説
や
詩
、
ま
た
随
想
に
お
い
て
も
、
古
典
調
を
脱
し
得
な
か
っ
た
に

せ
よ
、
『
野
守
草
』
（
明
治
3
5
）
、
『
連
麹
』
（
3
8
）
の
ご
と
き
、
滋
味
深
い
随
想
集
も
遺
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
孤
蝶
の
特
質
を
、
他
の
同
人
に
比
べ
る
時
、
も
う
一
つ
の
独
自
の
方
面
と
し
て
、
批
評
（
評
論
）
家
の
風
貌
を
備
え
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
木
戸
昭
平
氏
が
、
〈
孤
蝶
は
文
学
に
お
け
る
一
種
の
土
佐
の
脱
藩
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
兄
辰
猪
の
残
し
た
自
由
民
権
の
流
れ
を
つ

ぎ
時
流
を
つ
ね
に
浄
化
し
よ
う
と
挑
戦
し
た
と
こ
ろ
が
な
ん
と
も
志
士
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
V
〈
『
馬
場
孤
蝶
』
）
と
評
さ
れ
て
い
る

の
も
、
．
い
わ
ば
孤
蝶
が
、
ア
ウ
ト
サ
イ
．
ダ
ー
的
な
文
明
批
評
家
・
警
世
家
で
あ
る
こ
と
を
指
し
た
も
の
と
思
う
⑩
『
近
代
文
芸
の
解
剖
』

『
社
会
的
近
代
文
芸
』
『
野
客
漫
言
』
な
ど
の
著
作
は
、
そ
の
片
鱗
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
な
か
で
も
一
軍
が
、
出
発
を
始
め
た
文
学
界
同
人
ら
の
心
情
を
、
藤
村
を
中
心
に
、
告
白
的
に
語
っ
た
次
の
回
想
は
、
出
色
で
あ
る
。

14

　
．
先
日
、
島
崎
君
が
、
（
中
略
）
『
あ
の
時
分
の
僕
は
自
分
が
何
を
書
い
て
み
る
の
だ
か
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
何
う
い
ふ
風
に
す
れ

ぽ
い
N
の
か
、
自
分
に
は
分
ら
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
、
自
分
の
も
の
と
い
ふ
も
の
を
、
何
も
持
っ
て
る
な
か
っ
た
の
だ
。
「
そ
れ
か
ら

見
る
と
他
の
諸
君
の
方
が
、
確
か
に
自
分
の
も
の
と
い
ふ
も
の
を
書
い
て
み
た
』
と
云
ふ
様
な
意
味
の
こ
と
を
云
っ
た
。
勿
論
、
さ
う



い
ふ
様
な
所
は
あ
っ
た
に
相
違
な
か
ら
う
が
、
こ
れ
を
他
の
方
面
か
ら
見
れ
ば
、
さ
う
い
ふ
所
が
反
っ
て
島
崎
君
の
強
味
で
あ
っ
た
と

思
ふ
。
自
分
の
持
っ
て
る
な
い
何
物
か
を
求
め
よ
う
と
す
る
。
言
葉
を
換
へ
て
云
へ
ぽ
、
自
分
の
持
っ
て
る
る
何
物
か
を
し
っ
か
り
と

捉
へ
得
る
よ
う
に
な
ら
う
と
す
る
努
力
、
さ
う
い
ふ
努
力
の
た
め
に
作
者
の
全
人
格
が
甚
だ
し
く
動
揺
し
て
み
る
と
い
ふ
所
が
島
崎
君

の
初
期
の
作
物
か
ち
は
明
か
に
看
取
せ
ら
れ
る
と
思
ふ
。
即
ち
、
生
ま
ん
と
す
る
悶
え
、
作
り
出
さ
ん
と
す
る
胞
き
が
そ
れ
ら
の
作
品

の
大
部
分
で
認
め
得
ら
れ
る
。

　
『
文
学
界
』
の
連
中
の
芸
術
的
の
方
面
の
目
的
と
い
ふ
の
は
、
今
の
言
葉
で
云
ふ
な
ら
ば
、
各
自
の
個
性
、
少
く
と
も
主
観
を
ば
充

分
に
且
つ
明
か
に
投
影
し
た
作
品
を
発
表
し
よ
う
と
云
ふ
の
で
あ
っ
た
。
然
し
、
当
時
の
文
壇
に
現
は
れ
た
先
輩
の
作
品
は
吾
々
の
さ

う
い
ふ
心
持
か
ら
見
て
模
範
に
す
る
こ
と
の
出
来
る
や
う
な
も
の
は
殆
ど
な
い
と
云
っ
て
よ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
さ
う
い
ふ
目
的
を
も

つ
て
み
る
者
共
は
、
自
ら
敢
然
起
っ
て
自
分
達
に
と
っ
て
最
も
コ
ン
ジ
ニ
ア
ル
な
形
式
な
り
、
精
神
な
り
の
も
の
を
、
何
か
作
り
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
当
時
吾
々
の
間
に
は
、
ジ
エ
ニ
ユ
イ
ン
な
も
の
を
作
り
た
い
と
い
う
言
葉
を
よ
く
用
み
た
。
即
ち
、

純
な
も
の
を
作
り
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
今
日
の
言
葉
で
云
へ
ば
、
充
分
個
性
の
表
わ
れ
た
も
の
を
作
る
と
い
ふ
意
味
に
な
る
。
島

崎
君
が
さ
う
い
ふ
純
な
も
の
を
作
り
出
さ
う
と
、
最
も
多
く
努
力
し
た
人
の
一
人
で
あ
る
こ
と
は
疑
ひ
が
な
い
。
（
『
明
治
文
壇
の
人
々
』
）
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次
に
あ
げ
る
も
う
一
篇
は
、
文
字
界
刊
行
時
代
を
回
顧
し
て
、
文
学
界
同
人
ら
が
、
文
学
を
通
し
て
、
何
を
志
し
、
何
を
主
張
し
よ
う

と
し
た
か
、
そ
の
特
質
、
そ
の
独
自
性
を
、
明
晰
に
的
確
に
指
摘
し
た
思
想
と
文
学
に
関
す
る
重
厚
な
評
論
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ

『
文
学
界
』
の
創
立
者
等
は
、
兎
に
角
腫
れ
か
の
耶
蘇
教
の
教
会
に
籍
を
置
い
た
人
々
で
あ
る
。

　
馬
場
孤
蝶
に
お
け
る
文
学
的
青
春

そ
の
当
時
の
耶
蘇
教
な
る
も
の
は



　
　
馬
場
孤
蝶
に
お
け
る
文
学
的
青
春

可
成
り
新
知
識
の
進
歩
主
義
の
人
々
を
集
め
て
み
た
。
が
、
し
か
し
、
さ
う
い
ふ
人
々
の
中
心
思
想
は
、
東
西
の
旧
い
道
徳
か
ら
何
程

も
脱
出
し
て
み
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
『
文
学
界
』
の
創
立
者
等
の
志
は
、
さ
う
い
ふ
旧
い
道
徳
か
ら
自
分
等
の
思
想
を
解
放
し
よ
う

と
い
ふ
の
に
在
っ
た
。
『
文
学
界
』
の
創
立
者
等
の
問
に
は
『
縄
墨
を
脱
す
る
』
と
い
ふ
言
葉
が
行
は
れ
た
。
即
ち
旧
い
轟
絆
を
脱
す

る
、
即
ち
習
俗
を
脱
す
る
と
い
ふ
意
味
だ
と
解
し
て
宜
か
ら
う
。

　
前
に
引
用
し
た
透
谷
の
文
章
の
中
か
ら
も
窺
ひ
得
ら
れ
る
が
如
く
、
『
文
学
界
』
の
創
立
者
等
の
志
は
所
謂
凡
人
の
思
想
行
為
、
即

ち
凡
人
の
生
活
の
尊
重
に
在
っ
た
。
凡
人
の
存
在
の
意
義
、
凡
人
の
尊
厳
を
主
張
す
る
に
在
っ
た
。
『
文
学
界
』
創
立
者
等
の
当
時
文

界
に
対
す
る
態
度
は
1
其
当
時
の
思
想
界
に
対
す
る
態
度
は
、
そ
の
当
時
文
界
の
権
威
を
成
し
て
み
た
と
こ
ろ
の
硯
友
魚
心
及
び
民

友
社
派
の
文
学
に
対
す
る
反
逆
の
態
度
で
あ
っ
た
。
謂
は
ば
物
質
主
義
に
対
す
る
精
神
主
義
の
反
抗
で
あ
っ
た
。
洗
煉
に
対
す
る
野
性

の
反
抗
で
あ
っ
た
。
文
界
の
紳
士
に
対
す
る
文
星
の
書
生
の
反
抗
で
あ
っ
た
の
だ
。
言
葉
を
換
へ
て
云
へ
ぽ
、
理
知
主
義
に
対
す
る
感

情
主
義
の
反
抗
、
客
観
主
義
に
対
す
る
主
観
主
義
の
反
抗
で
あ
っ
た
の
だ
。

　
『
文
学
界
』
の
同
人
は
自
分
等
の
失
恋
の
こ
と
を
平
気
で
書
い
．
た
。
尤
も
そ
の
点
で
は
僕
と
戸
川
君
と
が
一
番
罪
が
深
か
っ
た
か
も

知
れ
な
い
が
、
他
の
諸
君
も
そ
の
点
で
全
然
無
罪
だ
と
は
言
へ
な
か
ら
う
。
と
こ
ろ
で
、
二
十
八
年
頃
だ
と
思
ふ
の
だ
が
、
川
上
眉
山

が
、
尾
崎
紅
葉
が
『
文
学
界
の
連
中
は
恋
の
失
敗
の
こ
と
を
殆
ん
ど
誇
り
が
に
書
い
て
居
る
の
だ
が
、
あ
れ
は
並
の
人
な
ら
ば
隠
す
の

が
本
当
で
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
あ
あ
い
ふ
風
に
露
骨
に
書
く
の
で
あ
ら
う
。
あ
の
連
中
の
心
持
が
ど
う
も
解
ら
な
い
』
と
云
っ
て
み

る
と
い
ふ
こ
と
を
僕
に
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。
『
文
学
界
』
の
連
中
が
露
骨
に
自
分
等
の
失
恋
を
告
白
し
た
の
は
、
前
に
言
っ
た
通
り

の
平
凡
生
活
の
尊
重
、
客
観
主
義
に
対
す
る
主
観
主
義
の
反
抗
、
洗
煉
に
対
す
る
野
性
の
反
抗
、
、
と
い
ふ
や
う
な
所
に
根
拠
を
有
し
て

み
た
の
だ
と
思
ふ
。
『
英
雄
畢
寛
馬
前
の
塵
で
あ
る
。
つ
は
も
の
共
の
夢
の
跡
は
夏
草
で
あ
る
。
羅
馬
の
城
壁
は
心
な
く
崩
れ
て
し
ま
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は
る
か

っ
た
。
英
雄
の
事
業
に
何
の
永
遠
が
あ
ら
う
。
恋
を
澱
め
天
地
の
美
を
探
る
凡
人
の
心
の
方
が
、
遙
に
永
遠
で
あ
り
、
意
義
が
あ
る
』

と
、
島
崎
君
が
高
知
で
僕
に
話
し
た
こ
と
が
あ
る
や
う
に
思
ふ
。

　
『
文
学
界
』
の
同
人
等
は
当
時
の
思
想
界
の
現
状
、
当
時
の
文
革
の
現
状
に
は
あ
き
た
ら
な
か
っ
た
。
で
、
彼
等
は
そ
の
現
状
か
ら

脱
却
し
よ
う
と
し
た
事
は
前
に
言
っ
た
通
り
で
あ
る
が
、
其
脱
却
し
よ
う
と
思
っ
た
当
人
が
矢
張
り
彼
等
自
身
の
裡
に
旧
い
多
く
の
も

の
を
有
っ
て
居
っ
た
。
な
ほ
そ
の
上
に
、
残
念
な
る
哉
、
彼
等
は
自
然
主
義
の
開
拓
者
等
の
如
き
良
い
師
表
を
有
っ
て
み
な
か
っ
た
。

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
と
『
若
き
エ
ル
テ
ル
の
わ
づ
ら
ひ
』
と
で
は
さ
う
遠
く
ま
で
行
け
な
い
こ
と
は
知
れ
切
っ
て
み
る
。
彼
等
は
人
生
に

ロ
オ
マ
ン
ス
を
索
め
た
。
即
ち
彼
等
の
向
つ
た
方
向
は
間
違
っ
て
は
み
な
か
っ
た
。
が
、
到
着
点
を
確
か
に
睨
ん
で
み
た
の
で
は
な
か

っ
た
。
『
文
学
界
』
の
創
立
者
等
及
び
『
文
学
界
』
に
可
成
り
関
係
を
有
っ
て
み
た
人
々
の
中
で
、
出
発
点
か
ら
到
着
点
ま
で
少
し
も

疲
れ
ず
に
来
た
人
が
二
人
あ
る
。
そ
れ
は
島
崎
藤
村
君
と
田
山
墨
袋
君
で
あ
る
。
（
『
明
治
文
壇
の
人
々
』
）
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孤
蝶
の
指
摘
は
、
文
学
界
派
の
心
情
や
思
想
が
、
西
欧
浪
漫
主
義
者
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
、
も
っ
と
も
鮮
明
に
語
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
浪
漫
主
義
的
志
向
に
お
い
て
、
彼
ら
は
、
旧
弊
へ
の
反
抗
批
判
を
試
み
、
心
情
の
告
白
、
自
我
の
主
張
に
よ
っ
て
、
旧

い
束
縛
か
ら
烈
し
く
解
放
を
求
め
た
。
そ
こ
に
は
、
西
欧
的
近
代
の
到
来
へ
の
切
な
る
待
望
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
文
学
に
近
代

を
も
た
ら
そ
う
と
す
る
模
索
と
苦
闘
、
そ
れ
が
「
文
学
界
」
の
人
々
の
、
偽
ら
ぬ
文
学
的
青
春
で
あ
る
こ
と
を
、
孤
蝶
は
、
い
み
じ
く
も

こ
こ
で
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

馬
場
孤
蝶
に
お
け
る
文
学
的
青
春



　
　
　
馬
場
孤
蝶
に
お
け
る
文
学
的
青
春

　
　
　
　
　
　
　
4

　
文
学
界
派
の
人
々
が
、
学
芸
や
生
活
に
つ
い
て
、
親
し
く
語
り
あ
っ
た
場
所
は
、
下
谷
区
三
輪
町
の
藤
村
の
兄
の
家
、
上
野
に
近
い
池

の
端
七
軒
町
の
十
二
の
下
宿
、
元
箱
根
の
葦
の
湖
畔
に
建
つ
民
宿
青
木
で
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
で
も
、
箱
根
で
の
明
治
二
十
六
年
一
夏
の

生
活
は
、
彼
ら
の
文
学
的
青
春
と
交
遊
、
明
治
人
の
生
き
方
を
、
も
っ
と
も
鮮
烈
に
克
明
に
、
し
か
も
劇
的
に
物
語
る
、
文
学
界
派
ロ
マ

ン
ス
と
も
い
う
べ
き
一
篇
の
叙
事
詩
に
比
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
明
治
二
十
六
年
、
関
西
探
訪
の
旅
に
出
発
し
た
藤
村
は
、
七
月
、
石
山
か
ら
帰
京
の
途
に
上
り
、
途
中
、
東
海
道
の
吉
原
に
近
い
鈴
川

で
、
透
谷
、
唐
車
・
禿
木
と
会
合
、
四
人
は
、
そ
の
後
で
箱
根
に
上
り
、
元
箱
根
の
青
木
に
宿
泊
し
た
。
青
木
は
旅
館
橋
本
屋
の
親
戚
で
、

現
在
の
民
宿
に
あ
た
り
、
当
時
の
主
人
は
青
木
新
太
郎
、
こ
の
青
木
家
は
、
現
在
は
「
美
松
」
と
い
う
食
堂
を
経
営
し
て
昔
日
の
面
影
を

残
し
て
い
る
。
天
知
兄
弟
は
、
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
文
学
界
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が
一
堂
に
会
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
透
谷
に
続
い
て
、

三
木
が
下
山
し
て
か
ら
、
秋
山
・
藤
村
は
残
留
し
、
八
月
に
は
、
孤
蝶
が
来
訪
、
下
旬
に
三
人
は
下
山
、
途
中
、
塔
の
沢
の
宿
に
た
ち
よ

り
、
二
人
に
送
ら
れ
て
ま
ず
藤
村
が
鎌
倉
に
出
発
、
続
い
て
孤
蝶
が
帰
京
、
秋
起
は
一
人
残
っ
て
元
箱
根
に
帰
っ
た
。
こ
れ
が
、
、
一
夏
の

彼
ら
の
交
遊
と
会
談
の
生
活
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
こ
の
箱
根
の
会
合
は
、
・
藤
村
の
小
説
『
春
』
を
引
用
し
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
『
春
』
は
小
説
で

あ
る
か
ら
、
内
容
を
直
ち
に
事
実
乏
し
て
う
け
と
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
、
な
る
べ
く
事
実
に
近
い
資
料
に
よ
っ
て
、

こ
の
会
合
を
再
現
し
た
い
と
思
う
。

　
ま
ず
油
木
は
『
文
学
界
前
後
』
に
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
透
谷
の
風
貌
が
見
事
に
活
写
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
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二
三
日
そ
こ
へ
滞
在
し
て
透
字
君
叔
父
さ
ん
の
一
家
へ
も
別
れ
を
告
げ
、
鈴
川
か
ら
沼
津
へ
出
て
、
帰
京
の
途
に
就
い
た
。
沼
津
か

ら
は
円
太
郎
馬
車
に
乗
っ
て
、
三
島
ま
で
来
た
。
そ
の
時
興
言
君
が
自
ら
駅
者
台
へ
ど
っ
か
と
坐
を
占
め
て
、
凄
じ
い
勢
で
馬
を
畏
し

た
こ
と
を
覚
え
て
み
る
。
三
島
で
昼
食
を
し
て
箱
根
の
山
へ
か
か
っ
た
。
二
黒
下
駄
履
き
で
、
び
勘
だ
石
を
し
き
つ
め
た
道
を
登
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
く

で
あ
っ
た
が
、
十
国
峠
あ
た
り
ま
で
来
て
、
や
っ
と
ほ
っ
と
し
た
。
夕
暮
近
く
に
箱
根
の
宿
に
来
る
と
、
秋
骨
君
が
懇
意
の
明
治
学
院

の
洋
人
が
散
歩
し
て
み
る
の
に
会
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
秋
骨
君
が
知
っ
て
み
る
、
湖
畔
の
、
下
宿
屋
の
や
う
な
家
へ
落
着
い
た
。
そ
こ

の
お
婆
さ
ん
が
よ
く
学
生
の
世
話
を
し
、
宿
泊
箇
中
に
は
知
名
の
士
も
出
て
み
て
、
そ
れ
が
自
慢
な
の
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
一

浴
後
、
夕
食
と
な
っ
た
が
、
何
で
も
湖
で
と
れ
た
小
海
老
の
煮
付
か
な
に
か
を
下
物
に
、
ま
た
し
て
も
珍
し
く
酒
を
命
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
浅
酌
中
、
透
谷
君
は
横
浜
榎
戸
坂
上
の
ゲ
ー
テ
ィ
ー
座
で
見
た
パ
ム
レ
ヅ
ト
劇
の
思
ひ
出
を
語
っ
た
。
座
頭
と
い
ふ
の
は
、
も
と
牧

師
で
あ
っ
た
の
が
俊
者
に
な
っ
て
、
東
洋
へ
放
浪
し
て
来
た
の
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
興
に
入
る
と
、
透
谷
津
は
起
っ
て
ハ
ン
ケ

チ
を
頭
へ
載
せ

　
　
　
い
つ
れ
を
君
が
恋
人
と

　
　
　
　
わ
き
て
知
る
べ
き
す
べ
や
あ
る
馳

の
、
オ
フ
エ
リ
ヤ
狂
乱
の
舞
を
一
と
さ
し
舞
ふ
の
で
あ
っ
た
。

　
翌
日
は
透
谷
君
が
東
京
へ
帰
る
と
い
ふ
の
で
、
三
人
で
底
倉
ま
で
送
っ
て
行
き
、
蔦
屋
へ
寄
っ
て
一
浴
し
、
此
処
で
も
ま
た
ビ
ー
ル

を
命
じ
、
給
仕
に
出
た
宿
の
お
婆
さ
ん
か
ら
そ
の
息
子
が
鎌
倉
の
師
範
学
校
へ
出
て
み
る
と
い
ふ
の
で
、
自
慢
話
も
聞
か
さ
れ
、
ま
た

歓
待
も
さ
れ
た
つ
日
が
過
っ
て
か
ら
紅
谷
君
は
立
っ
て
行
っ
た
が
、
そ
の
時
秋
骨
君
が
尻
つ
濃
し
よ
り
で
人
力
の
後
押
し
を
し
た
姿
は

今
に
忘
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
，

　
　
馬
場
孤
蝶
に
お
け
る
文
学
的
青
春
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馬
場
孤
蝶
に
お
け
る
文
学
葡
青
春

三
人
で
宿
に
帰
っ
て
行
っ
た
が
、
藍
ノ
湯
へ
来
た
時
は
も
う
暗
く
、

（「

阜
ﾎ
畔
の
一
夕
」
）

松
明
を
二
本
買
ひ
、
そ
れ
を
頼
り
に
湖
畔
の
宿
に
帰
っ
た
。

次
は
藤
村
の
『
眼
鏡
』
（
青
春
の
自
伝
を
児
童
読
物
風
に
語
っ
た
作
）
の
箱
根
の
場
面
で
あ
る
。

　
も
と
は
こ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ん

　
元
箱
根
へ
着
き
ま
し
た
。
ま
あ
、
高
い
山
の
上
に
ま
た
斯
様
な
湖
水
が
あ
る
。
広
い
晴
々
と
し
た
琵
琶
湖
と
は
違
っ
て
斯
の
藍
の
湖

　
ほ
と
り

の
畔
は
シ
ン
く
と
し
た
や
う
な
と
こ
ろ
で
す
。
見
て
も
冷
た
さ
う
な
、
青
い
、
深
い
、
透
き
通
る
や
う
な
水
で
す
。

　
「
ギ
イ
ー
　
ギ
イ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
ろ

　
山
の
上
で
人
が
櫓
を
漕
い
で
、
旦
那
の
着
い
た
宿
の
障
子
の
外
を
通
り
ま
す
。
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
け

　
部
屋
の
天
井
で
も
、
畳
で
も
、
湿
け
て
白
く
成
っ
て
居
ま
す
。
庭
の
木
を
見
れ
ば
苔
が
生
え
て
居
ま
す
し
、
石
垣
の
方
を
見
れ
ば
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
つ

こ
に
も
苔
が
生
え
て
居
ま
す
。
何
も
か
も
苔
だ
ら
け
で
す
。
天
井
や
畳
の
白
い
の
も
、
必
と
あ
れ
も
苔
で
す
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
だ

　
こ
り
や
ま
あ
、
う
っ
か
り
し
て
居
る
と
私
達
の
身
体
に
ま
で
苔
が
生
え
さ
う
だ
。
斯
の
静
か
な
湖
水
の
岸
の
宿
で
、
林
さ
ん
と
藤
森

さ
ん
と
は
一
．
一
晩
か
三
晩
も
泊
っ
て
話
し
て
、
や
が
て
東
京
の
方
へ
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。
吉
川
さ
ん
と
旦
那
だ
け
残
り
ま
し
た
。
（
十
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
で

　
斯
の
箱
根
の
宿
へ
は
、
高
知
で
お
目
に
掛
っ
た
旦
那
の
お
友
達
の
中
西
さ
ん
が
訪
ね
て
お
出
に
成
り
ま
し
た
。

　
旦
那
も
三
四
び
ま
し
て
、

　
「
僕
は
今
度
の
旅
で
、
面
白
い
お
爺
さ
ん
に
逢
っ
て
来
た
。
」

　
と
言
っ
て
、
来
助
爺
さ
ん
に
逢
っ
た
時
の
こ
と
や
、
、
あ
の
隠
居
が
人
に
知
ら
れ
ず
に
お
百
姓
の
鍬
な
ぞ
を
打
っ
て
居
た
話
を
し
て
、
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お
友
達
に
聞
か
せ
ま
し
た
。

　
い
よ
く
旦
那
も
箱
根
を
発
つ
と
い
ふ
日
に
は
、
中
西
さ
ん
も
吉
川
さ
ん
も
山
の
下
ま
で
見
送
ら
う
と
言
ひ
ま
し
て
、
三
人
し
て
湖

水
の
岸
に
あ
る
宿
を
出
掛
け
ま
し
た
。
（
中
略
）

　
翫
な
草
の
露
に
濡
れ
て
、
山
を
下
り
て
行
き
ま
す
と
、
谷
の
下
の
方
に
馨
膿
の
水
が
見
え
ま
す
。
山
を
下
り
れ
ば
下
り
る
ほ
ど
、
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ふ
　
　
さ
は

々
近
く
な
っ
て
来
て
、
し
ま
ひ
に
は
往
来
へ
掛
け
た
橋
の
下
へ
そ
の
水
が
流
れ
て
来
て
居
ま
し
た
。
そ
こ
に
あ
る
の
が
塔
の
沢
の
温
泉

場
で
し
た
。
（
十
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
す
り

　
塔
の
．
沢
の
温
泉
宿
の
二
階
か
ら
は
、
早
川
が
直
ぐ
欄
の
下
に
見
え
ま
し
た
。

　
「
一
ぽ
い
入
っ
て
来
よ
う
ち
や
な
い
か
。
」

　
　
　
　
　
　
ゆ
か
た

　
と
旦
那
達
は
浴
衣
に
着
更
へ
ま
し
て
、
三
人
で
話
し
く
湯
殿
の
方
へ
参
り
ま
し
た
。

　
「
パ
タ
く
、
パ
タ
く
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ぬ
ぐ
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
は
ざ
う
り

　
長
い
廊
下
の
と
こ
ろ
に
は
、
手
拭
を
提
げ
た
お
客
だ
の
、
宿
の
姉
さ
ん
達
の
往
つ
た
り
来
た
り
す
る
上
草
履
の
音
が
し
て
居
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
は
し
ご
　
だ
ん

　
湯
殿
は
ず
っ
と
梯
子
段
を
降
り
て
行
っ
た
下
の
方
に
あ
り
ま
し
た
。
湯
殿
の
直
ぐ
前
か
ら
見
る
と
、
丁
度
滝
壷
の
中
の
や
う
な
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
こ
こ
ろ
も
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
が

う
に
、
中
西
さ
ん
や
、
吉
川
さ
ん
や
、
そ
れ
か
ら
旦
那
が
好
い
心
地
さ
う
に
入
っ
て
汗
を
洗
し
て
居
ま
し
た
。
（
二
十
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ん

　
旦
那
は
二
人
の
お
友
達
と
部
屋
へ
戻
り
ま
し
て
、
お
昼
飯
を
食
べ
ま
し
た
。
オ
サ
シ
、
・
・
で
も
何
で
も
斯
様
な
山
の
下
で
食
べ
ら
れ
る

ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
し

　
中
西
さ
ん
で
も
、
吉
川
さ
ん
で
も
、
年
は
旦
那
よ
り
一
つ
二
つ
上
で
し
た
が
、
皆
な
若
い
さ
か
り
の
お
友
達
で
、
面
白
さ
う
に
齢
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
も
と

た
り
、
笑
っ
た
り
し
ま
し
た
。
や
が
て
御
二
人
と
も
湯
元
ま
で
旦
那
を
送
ら
う
と
言
ひ
ま
し
て
、
連
立
っ
て
塔
の
沢
の
宿
を
出
ま
し
た
。

　
　
馬
場
孤
蝶
に
お
け
る
文
学
的
青
春
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馬
場
孤
蝶
に
お
け
る
文
学
的
青
春

　
塔
の
沢
と
湯
元
と
は
、
く
ッ
つ
い
て
居
る
と
言
っ
て
も
暗
い
位
で
す
。

が
湯
元
で
し
た
。
（
二
十
一
）

崖
に
添
う
て
静
か
な
道
を
下
り
て
行
き
ま
す
と
、
も
う
そ
こ

　
旦
那
は
作
者
藤
村
、
吉
川
さ
ん
は
秋
骨
、
中
西
さ
ん
が
、
高
知
の
共
立
学
校
を
退
職
し
て
帰
京
し
た
孤
蝶
で
あ
る
。
藤
村
・
秋
骨
・
孤

蝶
は
、
明
治
学
院
在
学
中
は
、
同
級
生
と
い
う
よ
し
み
も
あ
っ
て
、
こ
の
三
人
の
間
に
は
、
ま
た
格
別
の
親
交
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
間
の
心
情
を
、
三
三
は
、
『
自
画
像
』
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
詳
細
に
語
っ
て
い
る
。

　
私
よ
り
少
し
後
れ
て
馬
場
孤
蝶
君
が
入
学
し
て
来
ら
れ
た
。
フ
ロ
ッ
ク
・
コ
オ
ト
を
著
塗
し
て
来
ら
れ
た
と
私
は
思
っ
て
居
た
が
、

そ
れ
は
モ
黒
鯛
ツ
ブ
で
あ
っ
た
さ
う
で
、
そ
れ
は
馬
場
繋
累
ら
の
私
に
語
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
如
き
粗
末
な
和
服
の
も
の
か
ら

モ
オ
ニ
ン
グ
姿
の
君
を
見
た
の
で
あ
る
か
ら
、
私
は
好
奇
心
を
も
つ
た
の
は
勿
論
で
あ
っ
た
が
、
何
で
も
豪
い
人
に
相
違
な
い
と
思
っ

た
。
当
時
の
馬
場
君
は
非
常
に
著
実
に
几
帳
面
な
人
で
、
学
課
な
ど
も
正
直
に
勉
強
し
て
来
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
1
さ
う
云
ふ
と

今
は
篤
実
で
も
な
く
正
直
で
も
な
い
と
云
っ
た
や
う
に
も
取
れ
る
が
、
私
の
云
ふ
の
は
さ
う
云
ふ
意
味
で
は
な
い
。
今
日
で
は
そ
れ
以

上
に
も
っ
と
立
派
な
特
徴
を
も
つ
て
居
ら
れ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
な
ほ
こ
れ
は
今
で
も
さ
う
で
あ
る
が
、
何
で
も
よ
く
知
っ
て
居
ら

れ
る
人
で
、
要
す
る
に
私
共
よ
り
先
進
の
人
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
私
よ
り
学
問
に
於
て
も
世
事
に
関
す
る
知
識
に
於
て
も
、
遙
か

に
進
ん
だ
人
で
あ
っ
た
。
殊
に
国
文
学
の
知
識
に
於
て
は
、
到
底
私
共
の
そ
の
足
下
に
も
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
、
学
期
学
年
の
試
験
と

な
る
と
、
芝
生
に
円
座
を
つ
く
っ
て
、
馬
場
君
に
来
て
も
ら
ひ
、
一
学
期
の
講
義
を
く
り
か
へ
し
て
や
っ
て
貰
ふ
の
が
例
で
あ
っ
た
。

が
、
こ
ん
な
風
に
し
て
何
時
と
は
無
し
に
、
四
十
幾
年
も
つ
づ
く
友
誼
が
此
処
で
作
ぢ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
性
情
や
傾
向
の
然
ら
し
め
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’
た
と
ご
ろ
も
あ
り
は
し
た
の
で
あ
ら
う
が
、
私
に
於
け
る
両
君
の
感
化
と
云
ふ
も
の
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
、
か
く
し
て
今
日
の
私
の
基

礎
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
両
君
が
無
か
っ
た
な
ら
ば
、
私
は
当
初
学
院
に
入
っ
た
時
が
空
々
で
あ
っ
た
や
う
に
、
終
り
も
空
々
で

あ
っ
た
ら
う
と
思
ふ
。
な
ほ
そ
れ
に
つ
け
て
も
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
島
崎
君
の
態
度
で
あ
る
。
私
の
入
学
当
時
の
君
の
態

度
が
そ
の
ま
ま
続
け
ら
れ
て
居
た
な
ら
ば
、
」
私
な
ど
は
到
底
島
崎
君
に
は
口
を
き
く
事
さ
へ
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
そ
れ

が
一
と
夏
の
変
化
で
、
極
め
て
質
素
な
人
と
な
ら
れ
た
の
で
、
而
も
島
崎
君
の
方
か
ら
口
を
き
き
始
め
ら
れ
た
の
で
、
私
は
交
際
す
る

こ
と
が
出
来
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
自
か
ら
馬
場
君
と
三
人
の
仲
間
が
成
立
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
秋
思
の
孤
蝶
評
が
、
こ
の
回
想
に
み
ら
れ
る
こ
と
も
参
考
に
な
る
が
、

い
る
。
こ
れ
に
は
虚
構
は
な
く
、
事
実
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

藤
村
は
、
『
春
』
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
、
孤
蝶
を
評
し
て

23

　
三
人
の
中
で
は
足
立
が
一
番
年
上
で
あ
る
。
彼
は
青
木
よ
り
す
こ
し
若
い
位
の
年
頃
で
あ
っ
た
。
男
ら
し
い
額
に
は
軒
昂
と
し
た
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

気
を
示
し
て
居
る
。
物
言
な
ぞ
の
テ
キ
パ
キ
と
し
て
且
つ
大
人
び
た
と
こ
ろ
は
、
早
く
か
ら
浮
世
の
波
に
望
ま
れ
た
ら
し
く
見
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

か
り
そ
め
に
も
曲
っ
た
こ
と
の
嫌
ひ
な
男
で
あ
る
と
、
日
頃
他
か
ら
言
は
れ
て
居
た
が
、
一
面
に
は
甚
だ
気
象
の
面
白
い
と
こ
ろ
が
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
と

っ
て
、
西
国
の
人
に
特
有
な
聡
い
感
覚
を
具
へ
て
居
た
。
元
箱
根
の
宿
に
居
た
間
、
近
松
の
世
話
物
な
ぞ
を
読
ん
で
友
達
を
泣
か
せ
た

こ
と
も
有
る
。
義
太
夫
の
一
節
も
語
っ
て
見
よ
う
と
い
ふ
も
の
は
、
友
達
仲
間
で
彼
一
人
で
あ
っ
た
。
（
十
）

藤
村
は
、
秋
骨
が
ふ
れ
な
か
っ
た
面
か
ら
、

　
　
馬
場
孤
蝶
に
お
け
る
文
学
的
青
春

孤
蝶
像
を
と
り
あ
げ
て
興
味
深
く
語
っ
て
い
る
。
私
は
最
近
、
秋
骨
と
藤
村
が
連
名
で
、



馬
場
孤
蝶
に
お
け
る
文
学
的
青
春

迄
V
と
記
す
内
容
か
ら
察
す
る
と
、
こ
の
葉
書
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
、

き
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
、
藤
村
よ
り
依
頼
さ
れ
た
近
松
の
世
話
物
浄
瑠
璃
を
持
参
、

聞
い
て
、
秋
骨
と
藤
村
は
感
泣
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
「
文
学
界
」
が
創
刊
さ
れ
て
、
明
治
文
学
や
明
治
思
想
は
、
そ
こ
に
寄
り
集
ま
る
青
年
ら
に
よ
っ
て
、
近
代
へ
の
門
戸
が
半
ば
開
か
れ
、

清
新
な
文
化
の
夜
明
け
の
光
が
、
射
し
こ
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
担
手
の
一
人
で
あ
っ
た
土
佐
出
身
の
孤
蝶
は
、
郷
土
土
佐
の
自
由

民
権
運
動
の
志
士
達
の
理
想
を
、
い
わ
ば
文
学
に
お
い
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
学
界
同
人
の
な
か
で
は
、

き
わ
め
て
個
性
的
で
異
色
あ
る
人
物
と
し
て
彼
が
理
解
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
彼
の
文
学
的
青
春
を
育
ん
だ
明
治
学
院
と
そ

の
学
友
ら
と
の
、
若
き
日
の
生
活
の
実
態
、
そ
の
日
常
の
歴
史
が
、
克
明
詳
細
に
記
さ
れ
た
こ
の
「
孤
蝶
日
記
」
の
価
値
と
重
要
性
は
、

こ
の
さ
さ
や
か
な
解
説
で
は
、
語
り
つ
く
す
こ
と
の
で
き
な
い
ほ
ど
、
豊
か
な
滋
味
を
湛
え
て
い
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
（
本
稿
を
草

す
る
に
あ
た
り
、
品
川
力
・
阿
部
洋
・
馬
場
二
太
郎
の
諸
氏
の
御
厚
意
に
謝
意
を
表
す
る
。
）

孤
蝶
に
宛
て
た
葉
書
（
明
治
二
十
六
年
八
月
九
日
付
、
元
箱
根
の
青
木
か
ら

発
送
）
を
入
手
し
た
。
こ
れ
は
『
春
』
の
敏
述
が
、
事
実
を
語
っ
て
い
る
こ

と
の
証
明
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
ま
た
秋
骨
・
藤
村
・
孤
蝶
の
三
者
の
親
交

を
示
す
資
料
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
書
信
本
文
は
藤
村
筆
で
あ
る
が
、
〈
此
度
は
御
上
京
の
旨
に
て
近
々
拝
顔

を
見
ん
と
は
近
来
の
快
事
に
御
座
織
付
て
は
御
駕
来
に
は
少
々
無
心
有
之
候

御
都
合
に
て
巣
林
子
世
話
物
に
て
も
御
懐
中
用
意
被
懇
懇
様
早
速
御
返
事

　
　
　
　
あ
つ
い
友
情
に
ほ
だ
さ
れ
て
、
は
る
ば
る
孤
蝶
は
箱
根
に
上
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
家
で
、
孤
蝶
が
読
み
語
っ
た
そ
の
作
品
を

24



明
治
二
十
三
年
．

馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
い
て

秋
　
山
　
繁
雄

　
こ
の
馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
の
明
治
二
十
三
年
の
日
記
が
、
馬
場
家
の
ご
好
意
に
よ
っ
て
明
治
学
院
史
資
料
集
に
収
録
、
公
表
さ
れ
る
こ

と
は
き
わ
め
て
意
義
深
い
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
日
記
の
も
つ
意
味
に
二
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
明
治
学
院
の
歴
史
に
と
り
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
文
学
者
と
し
て
め
馬
場
孤
蝶
研
究
に
と
り
こ
れ
ま
た
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
大
ざ
っ
ぱ
に
い
っ
て
も
、
明
治
学
院
の
百
余
年
に
わ
た
る
歴
史
の
中
で
、
最
も
資
料
の
少
な
い
白
金
開
校
時
か
ら
明
治
三
十
年
頃
に
至

る
間
に
、
こ
の
馬
場
の
日
記
が
加
わ
る
こ
と
は
、
こ
の
間
の
歴
史
解
明
に
一
つ
の
光
明
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
白
金

初
期
の
間
に
資
料
が
全
然
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
明
治
学
院
開
校
願
を
は
じ
φ
、
明
治
学
院
一
覧
な
ど
も
一
部
の
欠
落
は
あ
る
も
の

の
か
な
り
保
存
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
学
生
簿
や
成
績
表
、
在
学
証
な
ど
い
わ
ゆ
る
実
務
記
録
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
明

治
学
院
理
事
会
記
録
に
し
て
も
当
時
は
英
文
、
和
文
二
通
の
記
録
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
年
か
ら
二
十
五
年
に
至
る
間
は

皆
無
で
、
わ
ず
か
に
明
治
二
十
六
年
頃
か
ら
の
英
文
理
事
会
記
録
が
史
料
室
に
保
存
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
明
治
学
院
九
十

　
　
　
馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
旧
記
に
つ
い
て
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馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
い
て

年
史
、
明
治
学
院
百
年
史
の
編
集
、
．
執
筆
に
当
っ
て
は
、
こ
の
時
期
の
新
た
な
資
料
の
発
掘
に
大
き
な
努
力
が
払
わ
れ
た
ご
と
は
関
係
者

の
す
べ
て
が
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

．
こ
れ
に
引
き
か
え
明
治
学
院
五
十
年
史
の
編
集
出
版
は
昭
和
二
年
で
あ
る
か
ら
、
今
よ
り
六
十
年
近
く
も
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時

鳳
学
院
の
規
模
も
現
在
と
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
小
規
模
で
あ
り
、
資
料
収
集
も
容
易
で
あ
り
、
ヘ
ボ
ン
博
士
の
後
を
継
い
で
明
治
二
十
三

年
か
ら
第
二
代
総
理
と
な
り
大
正
十
年
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
井
深
輝
輝
助
も
健
在
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
当
時
の
学
生
も
か
な
り
生
存
し

て
い
た
の
で
こ
れ
ら
の
人
び
と
の
助
言
、
回
想
な
ど
も
う
る
こ
と
が
で
き
、
執
筆
者
の
鷲
山
蓮
三
郎
（
第
三
郎
）
は
五
十
年
史
の
執
筆
に

随
分
便
宜
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ち
れ
る
。
従
っ
て
今
日
か
ら
見
る
と
明
治
学
院
五
十
年
史
は
明
治
学
院
の
歴
史
に
と
り
貴
重
な
資
料
源

に
な
つ
馳
て
い
る
こ
と
も
争
え
な
い
事
実
で
あ
る
。

　
し
か
し
五
十
年
史
完
成
後
は
折
角
集
め
ら
れ
た
資
料
は
分
散
さ
れ
、
時
の
経
過
と
共
に
散
慰
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
明
治
学
院
九
十
年

史
の
編
集
事
業
は
、
分
散
し
た
資
料
を
再
び
集
め
な
お
す
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
、
そ
の
上
に
新
た
な
資
料
の
発
掘
整
理
に
力
を
注
ぎ
、
九

十
年
史
の
完
成
後
、
集
積
さ
れ
た
資
料
に
加
う
る
に
新
た
に
集
め
ら
れ
た
資
料
を
用
い
て
井
深
梶
之
助
と
そ
の
時
代
三
巻
を
刊
行
し
、
さ

ら
に
明
治
学
院
百
年
史
の
編
集
事
業
に
引
き
継
が
れ
、
新
資
料
の
発
掘
に
努
め
て
、
執
筆
者
の
工
藤
英
一
教
授
の
起
案
に
よ
り
、
明
治
学

院
百
年
史
資
料
集
を
刊
行
し
、
百
年
史
完
成
後
も
引
き
続
い
て
明
治
学
院
史
資
料
集
を
刊
行
で
き
て
い
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
幸
い
と
い
わ

な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
さ
て
既
述
の
如
く
白
金
移
転
当
時
の
資
料
不
足
の
状
況
の
中
に
、
今
新
た
に
こ
の
馬
場
孤
蝶
の
明
治
二
十
三
年
の
日
記
が
全
文
、
明
治

学
院
史
資
料
集
に
収
録
、
・
公
表
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
た
し
か
に
長
い
歴
史
の
中
に
お
い
て
一
年
と
い
う
の
は
ま
こ
と
に
微
々
た
る
期
間

で
あ
る
。
明
治
学
院
百
余
年
の
歴
史
に
と
っ
て
も
、
ま
た
馬
場
孤
蝶
の
七
十
二
年
の
生
涯
に
と
っ
て
も
一
年
間
と
い
う
の
は
た
し
か
に
短
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か
い
期
間
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
明
治
学
院
史
に
と
っ
て
も
馬
場
孤
蝶
研
究
に
と
っ
て
も
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
い
う
の
は
ど

う
い
う
こ
と
か
ら
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
馬
場
が
こ
の
明
治
二
十
三
年
に
明
治
学
院
の
学
生
で
あ
っ
た
こ
と
の
自
己
証
明
で
あ
り
、
こ
の
一

年
間
を
綴
る
自
ら
の
日
々
の
記
録
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
も
う
少
し
具
体
的
に
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
二
十
三
年
の
日
記
は
、
馬
場
孤
蝶
が
明
治
学
院
普
通
学
部
二
年
の
後
半
に
当
る
明
治

二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
、
普
通
学
部
三
年
の
前
半
の
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
々
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
馬
場
の
日
記
を

通
し
て
見
る
と
き
、
こ
れ
ま
で
無
味
乾
燥
で
あ
っ
た
明
治
学
院
一
覧
に
記
さ
れ
て
い
る
明
治
学
院
普
通
学
部
の
学
科
課
程
、
学
年
、
学
期

及
休
業
、
入
学
、
在
学
及
退
学
、
礼
拝
及
聖
書
授
業
、
試
業
及
卒
業
証
書
、
奨
学
金
及
褒
賞
金
、
寄
宿
及
取
締
、
生
徒
心
得
、
束
脩
、
授

業
料
及
其
他
の
費
用
、
生
徒
の
結
会
、
学
年
暦
等
に
つ
き
、
普
通
学
部
の
学
生
の
一
人
で
あ
る
馬
場
を
通
し
て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
か
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
馬
場
の
日
記
に
は
、
教
師
、
学
友
、
手
に
し
た
書
物
、
見
に
行
っ
た
義
太
夫
の
こ
と
な
ど
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
ま

た
当
時
の
学
生
生
活
を
知
る
上
で
た
い
へ
ん
貴
重
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
日
記
で
あ
る
か
ら
自
ら
は
名
前
や
書
名
や
外
題
を
記
す
こ
と
に
よ

っ
て
多
く
の
想
像
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
が
、
日
記
を
読
む
も
の
に
と
っ
て
は
単
な
る
列
記
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
で
も
な

い
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
日
記
に
は
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
い
と
考
え
る
の
は
私
一
人
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
下
に
こ
の
馬
場
の
日
記
を
読
む
た
め
の
補
助
に
と
考
え
、
参
考
資
料
を
い
く
つ
か
記
す
こ
と
に
す
る
。

　
先
ず
初
め
に
馬
場
孤
蝶
の
学
友
た
ち
を
知
る
た
め
に
明
治
二
十
九
年
普
通
学
部
一
覧
の
中
か
ら
明
治
二
十
四
年
卒
業
生
の
所
を
み
る
こ

と
に
す
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
明
治
二
十
四
年
六
月
に
卒
業
証
書
を
も
ら
っ
た
学
生
た
ち
で
、
こ
の
中
に
は
中
島
久
萬
吉
、
和
田
英
作
、

北
村
季
晴
・
関
友
三
な
ど
何
人
か
の
中
退
者
が
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
い
て
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馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
い
て

〔
明
治
二
十
四
年
普
通
学
部
卒
業
〕

　
　
当
時
の
近
況

在
東
京

彦
根
尋
常
中
学
校
教
諭

在
東
京

在
静
岡
県
三
島

石
見
国
浜
田
製
糸
所
在
勤

在
米
国
ハ
ア
ー
ワ
ル
ド
大
学

農
科
大
学
別
科
生

在
神
戸
伝
道
者

在
米
楓
ノ
ル
ス
ウ
エ
ス
ト
ル
ン
大
学

在
米
国

東
京
倉
庫
会
社
々
員
大
阪
在
勤

バ
チ
ェ
ラ
ー
、
オ
ヴ
、
デ
ビ
ニ
テ
ー
（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
、
．
7
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン

在
米
国

東
京
一
番
町
日
本
基
督
教
会
伝
道
者
明
治
学
院
神
学
三
三
托
講
師

三
三
京

氏

　　　神
島小奥学小岡松松子比星花福馬赤
　　　校
崎倉野）城本浦回安佐野島間場田

名
開
　
太

勝
　
弥

源
太
郎
轍
吉

元
　
治

道
太
郎

千
代
松

茂
　
雄

和
　
平

敏
　
行

徳
太
郎

武
之
助
鋭
喜
春
樹

長高東　長滋群石東福二三三三東本
野縁京　崎弓馬川京島馬岡取京京i籍
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在
北
海
道

　
在
東
京

　
在
東
京
帝
国
大
学
文
科
撰
修
生

在
群
馬
一
ノ
宮

　
在
横
浜

　
広
島
教
会
牧
師

　
以
上
二
十
名
が
明
治
二
十
四
年
普
通
学
部
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
。

ち
う
ん
日
記
に
出
て
こ
な
い
名
前
も
あ
る
が
、

　
次
に
戸
川
明
三

日
、
第
八
十
六
号
を
左
に
掲
げ
る
。

和友富戸高高
知野永川崎畑
牧三兵三四宜
　三
太郎弥三郎一一

北
海
道

鹿
児
島

東
　
京

群
　
馬

神
奈
川

山
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
学
友
た
ち
の
名
前
が
馬
場
の
日
記
の
中
に
出
て
く
る
。
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
院
に
お
い
て
机
を
並
べ
て
学
ん
だ
学
友
た
ち
で
あ
る
。

（
秋
骨
）
が
死
去
し
た
と
き
島
崎
藤
村
が
戸
川
の
追
悼
文
を
書
い
て
い
る
「
明
治
学
院
時
報
」
昭
和
十
四
年
八
月
二
十

29

　
学
院
時
代
と
云
へ
ば
、
わ
た
し
た
ち
の
ク
ラ
ス
と
て
さ
う
取
り
立
て
x
云
ふ
ほ
ど
の
特
色
も
な
か
っ
た
が
、
一
体
に
皆
の
気
が
そ
ろ

っ
て
み
た
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
が
ら
、
各
自
思
ひ
く
の
気
質
を
延
ば
し
て
行
か
れ
も
し
た
し
ま
た
学
窓
を
巣
立
っ
て
か
ら
も
種
々
な
方

面
に
出
て
働
く
人
物
を
養
ひ
得
た
か
と
、
今
に
な
っ
て
い
ろ
く
想
ひ
当
る
ふ
し
も
多
い
。
年
齢
か
ら
言
へ
ば
、
わ
た
し
た
ち
ク
ラ
ス

の
も
の
は
随
分
不
揃
ひ
で
、
当
時
と
し
て
は
そ
の
不
平
均
も
止
む
を
得
な
か
っ
た
か
ら
、
戯
れ
に
「
お
爺
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の

年
頃
の
生
徒
も
ま
じ
っ
て
み
た
が
、
一
学
級
と
し
て
の
学
生
の
数
も
さ
う
多
く
な
く
、
時
に
増
減
は
あ
っ
て
も
二
十
四
五
名
を
超
え
な

か
っ
た
こ
と
が
、
い
ろ
く
の
意
味
で
わ
た
し
た
ち
め
た
め
に
好
か
っ
た
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
和
知
君
、
奥
野
君
、
小
倉
君
な
ぞ
は

　
　
馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
い
て



　
　
馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
い
て

壷
中
で
も
年
嵩
な
人
達
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
諸
君
は
い
つ
れ
も
宗
教
に
行
か
う
と
し
て
る
た
く
ら
み
だ
か
ら
、
万
事
を
争
は
ず
大

概
の
こ
と
は
譲
り
に
譲
る
と
い
ふ
遣
り
方
で
あ
っ
た
し
、
年
少
な
仲
間
に
は
松
浦
、
友
野
、
富
永
、
星
野
等
の
諸
君
を
数
へ
、
ベ
エ
ス
、

ボ
ー
ル
の
運
動
な
ぞ
に
身
が
入
っ
た
の
も
こ
の
年
少
な
も
の
の
方
に
多
か
っ
た
が
、
学
業
の
成
績
に
か
け
て
は
ク
ラ
ス
中
堅
の
人
達
に

及
ば
な
か
っ
た
。
戸
川
君
は
、
比
佐
君
や
馬
場
君
等
と
共
に
そ
の
中
堅
の
人
達
で
年
齢
の
上
で
も
わ
た
し
な
ぞ
よ
り
二
歳
乃
至
三
歳
の

兄
で
あ
っ
た
。
そ
の
周
囲
に
は
気
を
負
ふ
岡
本
君
の
や
う
な
人
も
あ
り
、
努
力
家
の
高
畠
君
の
や
う
な
人
も
あ
っ
て
、
ジ
ニ
オ
ル
、
コ

ソ
テ
ス
》
な
ぞ
で
賑
は
つ
た
も
の
だ
。
わ
た
し
た
ち
は
皆
で
廻
覧
雑
誌
な
ぞ
も
つ
く
り
、
文
才
に
富
ん
だ
比
佐
君
や
稲
葉
君
は
早
く
か

ら
好
い
も
の
を
書
い
た
や
う
に
覚
え
て
み
る
し
、
戸
川
君
も
廻
覧
雑
誌
寄
稿
者
の
一
人
に
は
相
違
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
学
院
時
代
の

戸
川
君
は
ど
ち
ら
か
と
云
へ
ば
お
も
む
う
な
準
備
の
日
を
送
っ
て
み
て
、
主
と
し
て
語
学
の
勉
強
に
専
心
し
て
み
た
や
う
に
思
ふ
。
故

ラ
ン
ヂ
ス
教
授
が
米
国
か
ら
の
赴
任
も
、
わ
た
し
た
ち
が
二
年
生
の
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
や
う
に
記
憶
す
る
が
、
同
教
授
の
精
緻
な
学

風
と
熱
意
と
は
い
つ
の
間
に
か
ク
ラ
ス
の
も
の
玉
敬
慕
の
的
と
な
り
、
「
夫
人
も
ま
た
学
生
を
愛
し
て
有
志
の
も
の
に
独
逸
語
の
初
歩
を

授
け
て
呉
れ
た
。
：
・
…
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次
に
島
崎
藤
村
が
『
桜
の
実
の
熟
す
る
時
』
の
中
で
馬
場
孤
蝶
に
つ
い
て
描
い
て
い
る
箇
所
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
『
桜
の
実
の
熟
す

る
時
』
は
藤
村
の
自
伝
小
説
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
明
治
二
十
三
年
の
初
夏
の
頃
か
ら
卒
業
後
一
年
の
明
治
二
十
五
年
春
頃
ま
で
を
書
い

て
い
る
の
で
、
こ
の
馬
場
孤
蝶
の
明
治
二
十
三
年
の
日
記
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
中
に
含
ま
れ
、
時
期
的
に
相
重
な
る
部
分
が
あ
る
の
で
あ

る
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
引
用
は
か
な
り
長
く
な
る
が
、
以
下
に
馬
場
が
描
か
れ
て
い
る
箇
所
を
記
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
げ

こ
と
に
す
る
。
な
お
こ
の
『
桜
の
実
の
熟
す
る
時
』
で
は
、
馬
場
孤
蝶
は
足
立
、
戸
川
秋
骨
は
菅
、
藤
村
自
身
は
岸
本
捨
吉
と
し
て
描
か



れ
て
い
る
。

　
（
三
）
の
中
で
、
三
年
を
終
了
し
た
夏
休
み
に
、
捨
吉
は
キ
リ
ス
ト
食
青
年
会
主
催
の
夏
期
学
校
の
講
演
を
聞
き
に
明
治
学
院
に
行
き
、

菅
と
会
話
す
る
所
で
、

　
「
『
ど
う
だ
ら
う
ね
、
足
立
君
は
来
な
い
だ
ら
う
か
。
』
と
捨
吉
は
も
う
一
人
の
同
級
生
の
こ
と
を
菅
に
言
っ
て
見
た
。
捨
吉
は
菅
と
親

　
し
く
な
る
頃
か
ら
足
立
と
も
附
合
ひ
は
じ
め
た
。
三
人
は
よ
く
一
緒
に
話
す
や
う
に
な
っ
た
。

　
『
足
立
君
は
来
る
と
い
ふ
話
が
無
か
っ
た
。
し
か
し
来
る
と
白
い
ね
。
』

　
　
と
菅
も
言
っ
て
う
捨
吉
と
一
緒
に
部
屋
の
窓
際
へ
行
っ
て
眺
め
た
。
」

と
あ
る
。

　
（
五
）
の
中
で
、
捨
吉
が
黙
し
勝
ち
に
な
り
、
学
友
と
も
め
っ
た
に
口
を
き
か
な
い
頃
、

　
h
斯
う
い
ふ
中
で
、
捨
吉
は
一
．
一
人
の
友
達
に
心
を
寄
せ
た
。
相
変
ら
ず
菅
は
築
地
の
家
の
方
か
ら
通
学
し
て
居
た
。
足
立
が
寄
宿
舎
生

　
活
を
す
る
や
う
に
成
っ
て
か
ら
は
、
三
人
し
て
一
緒
に
成
る
機
会
が
多
か
っ
た
。
」
．

　
と
捨
吉
が
足
立
と
菅
を
特
別
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
、
・
次
に
捨
吉
が
足
立
の
部
屋
を
訪
ね
る
所
で
、

　
「
「
捨
吉
は
足
立
の
部
屋
の
前
へ
行
っ
て
、
コ
ン
く
と
扉
を
叩
い
て
見
た
。

　
『
お
入
り
。
』
「

　
　
と
い
ふ
声
が
す
る
。
『
カ
ム
・
イ
ン
。
』
と
英
語
で
い
ふ
声
も
す
る
。

　
　
扉
を
開
け
て
入
る
と
、
丁
度
菅
も
学
校
の
帰
り
が
け
に
寄
っ
て
居
た
。
三
脚
し
か
椅
子
の
置
い
て
無
い
部
屋
の
内
に
は
足
立
、
菅
の

　
外
に
同
級
の
寄
宿
生
も
二
人
居
て
、
腰
掛
け
る
も
あ
り
、
立
つ
も
あ
り
、
濃
い
色
の
ペ
ン
キ
で
木
目
に
似
せ
て
塗
っ
た
窓
枠
の
内
側
の

　
　
　
馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
い
て
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馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
い
て

　
と
こ
ろ
に
回
り
か
玉
る
も
有
っ
た
。

　
『
岸
本
は
丁
度
好
い
と
こ
ろ
へ
来
た
。
』

　
　
　
　
　
　
と
し
う
へ

　
　
と
足
立
は
年
長
の
青
年
ら
し
く
言
っ
て
、
机
の
上
に
置
い
て
あ
る
菓
子
の
袋
を
勧
め
た
。
」

と
あ
り
、
捨
吉
が
皆
と
一
緒
に
菓
子
を
食
べ
る
。
菅
が
風
呂
敷
包
か
ら
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
の
英
訳
本
を
取
り
出
し
て
見
せ
た
り
す
る
。

続
い
て
、
回
想
を
交
え
な
が
ら
、

　
「
足
立
が
前
に
言
っ
た
こ
と
は
、
ふ
と
捨
吉
の
胸
を
通
過
ぎ
た
。
『
何
故
、
君
は
彼
様
に
一
時
黙
っ
て
居
た
ん
だ
』
と
足
立
が
尋
ね
た

　
　
　
　
　
ち
ょ
く
さ
い
　
　
　
ノ

　
が
、
左
様
直
戴
に
言
っ
て
呉
れ
る
も
の
は
斯
の
友
達
の
外
に
無
い
。
捨
吉
は
そ
の
時
の
答
を
も
う
一
度
探
し
て
見
た
。
『
僕
は
自
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
り
ご
と

　
言
ふ
こ
と
が
気
に
入
ち
な
く
成
っ
て
来
た
…
…
一
時
は
も
う
誰
に
も
口
を
利
く
ま
い
と
思
っ
た
…
…
左
様
す
る
と
狛
語
を
始
め
た
、
往

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
て
も

　
来
を
歩
い
て
居
て
も
何
か
言
ふ
や
う
に
成
っ
た
…
…
到
底
沈
黙
を
守
る
な
ん
て
こ
と
は
出
来
な
い
：
…
・
』

　
　
あ
の
時
、
足
立
は
快
活
な
声
で
笑
っ
た
。
そ
し
て
斯
様
な
こ
と
を
言
っ
た
。
『
な
に
し
ろ
岸
本
に
も
驚
く
よ
。
折
角
あ
ん
な
に
賢
い

　
た
物
を
焼
い
て
了
ふ
な
ん
て
男
だ
か
ら
ね
え
。
』

　
　
め
の
ま
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
眼
前
に
あ
る
こ
と
と
済
ん
で
了
つ
た
こ
と
と
が
妙
に
混
り
合
っ
た
。
捨
吉
は
足
立
や
菅
と
一
緒
に
居
て
、
一
人
の
友
達
の
左
か
ら
分

　
け
た
髪
が
眼
に
つ
い
た
り
、
一
人
の
友
達
の
黒
い
羽
織
の
色
や
袴
の
縞
な
ぞ
が
眼
に
つ
い
た
り
し
た
。
何
処
ま
で
が
『
今
』
の
瞬
間
で
、

　
何
処
ま
で
が
過
去
つ
た
こ
と
だ
か
、
そ
の
差
別
を
つ
け
か
ね
た
。

　
　
髭
の
赤
い
舎
監
が
部
屋
の
扉
を
開
け
て
見
廻
り
に
来
た
。
第
四
学
年
と
成
っ
て
か
ら
は
舎
監
も
皆
の
為
る
や
う
に
為
せ
て
、
強
ひ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
か
ま

　
寄
宿
の
規
則
な
ぞ
を
八
署
し
く
は
言
は
な
い
。
以
前
は
こ
は
い
顔
を
し
て
居
た
人
が
心
易
い
笑
顔
を
さ
へ
見
せ
、
友
達
で
も
呼
ぶ
や
う

　
な
調
子
で
『
足
立
君
』
と
か
『
菅
君
』
と
か
呼
ぶ
や
う
に
成
っ
た
。
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『
残
り
物
で
す
が
奈
何
で
す
。
』

　
　
一
人
の
同
級
生
は
菓
子
の
袋
を
割
い
て
舎
監
の
前
に
置
い
た
。

　
『
そ
れ
ぢ
や
一
つ
御
馳
走
に
成
る
か
ナ
。
』

　
　
と
舎
監
は
手
を
揉
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か

　
　
軍
人
あ
が
り
の
斯
の
舎
監
は
体
操
の
教
師
を
も
兼
ね
て
居
た
。
部
屋
の
中
央
に
あ
る
机
の
側
に
立
っ
て
、
足
立
達
の
用
ふ
教
科
書
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
こ
り

　
字
書
を
眺
め
た
目
を
窓
の
外
へ
移
し
、
毎
日
丸
々
塵
埃
に
な
っ
て
器
械
体
操
な
ぞ
を
教
へ
る
広
い
運
動
場
の
方
を
眺
め
乍
ら
、

　
『
秋
ら
し
く
成
っ
た
ネ
。
西
南
戦
争
を
思
出
す
ナ
…
…
』

　
　
と
粗
い
髭
を
ひ
ね
り
く
言
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
だ
な

　
　
捨
吉
は
窓
に
近
く
造
り
つ
け
て
あ
る
書
架
の
前
へ
行
っ
て
立
っ
て
見
た
。
何
気
な
く
足
立
の
蔵
書
を
覗
く
と
、
若
い
明
治
の
代
に
翻
「

　
刻
さ
乳
癒
ば
か
り
の
『
一
代
女
』
が
入
れ
て
あ
る
。
古
い
珍
本
か
ら
模
刻
し
た
と
い
ふ
そ
の
挿
画
の
め
づ
ら
し
い
元
禄
風
俗
や
、
髪
の
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
け
は
な

　
形
や
、
円
味
を
竜
つ
売
袖
や
、
束
髪
な
ぞ
の
流
行
っ
て
来
た
時
世
に
あ
っ
て
考
へ
る
と
不
思
議
な
ほ
ど
隔
絶
れ
て
居
る
寛
潤
で
悠
暢
な

　
昔
の
男
女
の
姿
や
、
そ
れ
か
ら
あ
の
皆
な
の
褒
め
る
○
○
の
多
い
西
鶴
の
文
章
は
捨
吉
も
争
っ
て
買
っ
て
来
て
開
け
て
見
た
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん

型
い
書
廃
書
だ
ら
う
。
左
様
考
へ
た
彼
は
『
一
代
女
』
を
引
割
い
て
捨
て
た
話
を
し
て
、
聯
翌
に
は
笑
は
奏
。
’
そ
れ
ら

　
の
こ
と
が
」
緒
に
成
っ
て
胸
の
中
を
往
来
し
た
。
：
：
：
、

　
　
菅
が
築
地
を
さ
し
て
帰
ら
う
と
言
ひ
か
け
た
頃
は
足
立
も
捨
吉
も
窓
の
と
こ
ろ
が
ら
一
緒
に
秋
ら
し
い
空
を
望
ん
だ
。
」

と
描
い
て
い
て
、
馬
場
孤
蝶
の
日
記
を
読
む
上
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。
、

　
（
七
）
の
中
で
、
捨
吉
が
日
本
橋
の
恩
人
田
辺
の
家
か
ら
寄
宿
舎
に
帰
っ
て
き
た
所
で
、

　
　
　
馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
い
て
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馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
い
て

　
「
捨
吉
は
足
立
の
部
屋
の
扉
を
叩
い
て
見
た
が
、
あ
の
友
達
は
ま
だ
帰
っ
て
居
な
か
っ
た
。
…
…

　
秋
の
日
の
ひ
か
り
は
岡
の
上
に
あ
る
校
堂
の
果
物
の
内
に
満
ち
た
。
翌
朝
に
な
っ
て
捨
吉
が
教
室
の
方
へ
通
っ
て
行
っ
て
見
る
と
、
二

　
十
人
ば
か
り
の
同
級
生
の
中
に
復
た
菅
と
足
立
の
笑
顔
を
見
つ
け
た
。
」

と
記
さ
れ
、
卒
業
謹
書
を
も
ら
っ
た
あ
と
記
念
樹
を
植
え
る
所
で
、

　
　
　
　
よ
　
　
　
た
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
－

　
「
皆
で
寄
っ
て
集
っ
て
そ
こ
に
新
七
い
記
念
樹
を
植
ゑ
た
。
樹
の
下
に
は
一
つ
の
石
を
建
て
た
。
最
後
に
、
捨
吉
は
菅
や
足
立
と
・
一
緒

　
に
そ
の
石
に
刻
ん
だ
文
字
の
前
へ
行
っ
て
立
つ
た
。

　
　
　
　
　
『
明
治
二
十
四
年
－
卒
業
生
』
」

と
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
捨
吉
が
足
立
と
菅
と
別
れ
て
行
く
所
で
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ち
つ
き

　
「
学
校
を
卒
業
す
る
頃
の
菅
は
エ
マ
ア
ソ
ン
な
ぞ
の
好
き
な
、
何
と
な
く
哲
学
者
ら
し
い
沈
着
を
有
っ
允
青
年
に
成
っ
て
行
っ
た
。
そ

　
れ
に
ク
リ
ス
　
チ
ア
ン
と
し
て
の
信
仰
も
こ
の
人
の
は
極
く
自
然
で
あ
っ
た
。
足
立
は
ま
た
さ
か
ん
な
気
象
の
青
年
で
、
基
督
教
主
義
の

　
学
校
の
空
気
の
中
に
あ
り
な
が
ら
卒
業
す
る
ま
で
未
信
者
で
押
し
通
し
た
と
い
ふ
こ
と
に
も
、
一
つ
の
見
識
を
見
せ
て
居
た
。

　
『
い
よ
く
お
別
れ
だ
ね
。
』

　
　
捨
吉
は
二
人
の
友
達
と
互
ひ
に
言
ひ
合
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
ち

　
　
菅
は
築
地
へ
、
足
立
は
本
郷
へ
、
い
つ
れ
も
思
ひ
く
に
別
れ
て
行
っ
た
。
十
六
歳
の
秋
か
ら
二
十
歳
の
夏
ま
で
を
送
っ
た
学
窓
に

　
離
れ
て
行
く
時
が
捨
吉
に
も
来
た
。
」

と
叙
述
し
て
い
み
。

　
捨
吉
は
卒
業
後
学
校
へ
通
わ
せ
て
く
れ
た
恩
返
え
し
に
横
浜
の
伊
勢
崎
屋
の
手
伝
い
に
行
く
の
で
あ
る
が
「
し
ば
ら
く
も
う
東
京
の
方
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の
菅
や
刷
颯
の
こ
と
を
思
出
す
暇
さ
へ
も
な
し
に
暮
し
」
、
「
他
の
学
校
に
比
べ
る
と
割
合
に
好
い
図
書
館
が
有
り
、
自
分
の
行
く
道
を
思

ひ
知
る
こ
と
が
出
来
、
そ
れ
か
ら
ま
た
菅
や
劉
の
や
う
な
友
達
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
ふ
だ
け
で
も
、
こ
の
学
窓
に
学
ん
だ

甲
斐
は
あ
っ
た
」
と
回
想
す
る
。

　
（
九
）
の
中
で
、
伊
勢
崎
屋
の
手
伝
い
を
や
め
て
、
「
捨
吉
は
し
ば
ら
く
逢
は
な
か
っ
た
菅
や
足
立
を
見
る
楽
み
を
も
っ
て
東
京
の
方

へ
帰
っ
て
行
っ
た
」
の
で
あ
る
が
、
東
京
へ
帰
っ
た
後
、
捨
吉
は
菅
を
誘
っ
て
青
木
（
モ
デ
ル
北
村
透
谷
）
を
訪
ね
よ
う
と
す
る
時
に
、

　
「
そ
の
時
菅
は
高
輪
の
学
校
を
卒
業
す
る
頃
に
撮
っ
た
写
真
を
取
出
し
て
、
捨
吉
と
一
緒
に
あ
の
学
窓
を
偲
ば
う
と
し
た
。
四
年
も
暮

　
し
た
学
窓
は
何
と
言
っ
て
も
二
人
に
懐
か
し
か
っ
た
。
そ
の
写
真
の
中
に
は
、
菅
、
足
立
、
捨
吉
の
外
に
、
も
う
一
人
の
学
友
が
い
つ

　
れ
も
単
衣
も
の
に
兵
児
帯
を
巻
き
つ
け
、
’
書
生
然
と
し
た
容
子
に
撮
れ
て
居
た
。

　
、
菅
は
、
膝
の
上
に
手
を
置
き
腰
掛
け
な
が
ら
写
っ
て
居
る
足
立
の
姿
を
捨
吉
と
一
緒
に
見
て
、

　
『
僕
の
家
に
下
宿
し
て
い
る
朝
鮮
の
名
士
が
、
こ
の
中
で
一
番
黒
血
君
を
褒
め
た
つ
け
。
こ
の
人
は
出
世
し
さ
う
だ
、
左
様
言
っ
た
つ

　
け
。
見
給
へ
、
こ
の
写
真
に
は
僕
も
随
分
面
白
く
撮
れ
て
る
ぢ
や
な
い
か
一
ま
る
で
僕
の
容
子
は
山
賊
だ
ね
。
』
と
濃
い
眉
を
動
か

　
し
て
笑
っ
た
。
…
…

　
　
斯
う
三
人
一
緒
に
成
っ
て
見
る
と
、
も
う
一
人
の
学
友
t
青
木
と
幾
つ
も
年
の
違
ひ
さ
う
も
な
い
あ
の
足
立
を
こ
玉
に
加
へ
た
な

　
　
　
　
　
そ
　
う
　

　
ち
ば
、
と
左
様
捨
吉
は
思
っ
た
。
」
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以
上
は
島
崎
藤
村
の
自
伝
小
説
『
桜
の
実
の
熟
す
る
時
』
の
中
か
ら
足
立
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
馬
場
孤
蝶
の
出
て
く
る
箇
所
を
拾
っ

て
み
た
の
で
あ
る
が
、
藤
村
と
馬
場
の
関
係
に
は
深
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
を
馬
場
の
日
記
に
み
て
も
、
島
崎
の
出
て
く
る
回
数
は
か
な

　
　
　
馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
、
い
て



　
　
　
　
馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
い
て

．
ヴ
多
い
。
参
考
の
た
め
に
次
に
大
ま
か
に
調
べ
た
も
の
を
記
し
て
み
た
い
。

〔
明
治
二
十
三
年
の
馬
場
孤
蝶
日
記
に
出
る
学
友
、
教
師
の
頻
度
数
〕

（
2
8
何
y
比
佐
道
太
郎
、
赤
田
開
太
　
（
2
2
回
）
島
崎
春
樹
　
（
2
0
回
）
戸
川
明
三
　
（
1
3
回
）
高
畑
宜
一

回
）
近
藤
忠
恕
、
（
7
回
）
ハ
リ
ス
、
小
倉
鋭
喜
　
（
6
回
）
高
崎
四
郎
馬
．
ラ
ン
デ
ィ
ス
、
マ
ク
ネ
ア

野
武
之
助
、
井
深
梶
之
助
、
岡
本
敏
行
　
（
4
回
）
花
島
轍
吉
　
（
2
回
目
友
野
与
四
郎
、
和
知
牧
太

石
本
三
十
郎
、
・
押
川
方
義
、
富
永
兵
弥
、
福
間
源
太
郎
、
ワ
イ
コ
フ
、
・
杉
森
此
期

　
（
9
回
）
子
安
千
代
松
　
（
8

（
5
回
）
．
ジ
思
．
ン
・
バ
ラ
、
奥

（
1
回
）
ラ
ン
デ
ィ
ス
夫
人
、

　
こ
の
他
中
島
と
い
う
の
が
何
回
か
出
て
く
る
が
馬
こ
の
中
島
が
中
島
久
萬
吉
で
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　
次
に
馬
場
孤
蝶
の
日
記
に
出
て
く
る
馬
場
が
手
に
し
だ
書
箒
、
、
雑
誌
、
新
聞
等
を
列
記
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

か
な
り
大
ざ
っ
ぱ
な
調
べ
で
あ
り
、
日
記
肥
記
さ
れ
た
通
り
の
ま
ま
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
も

　
国
民
製
靴
、
日
本
振
袖
記
、
院
本
六
本
、
新
小
説
ハ
捨
小
舟
、
都
之
花
、
日
本
之
文
華
、
先
代
萩
、
小
説
文
範
、
改
進
新
聞
、
、
シ
ョ

ウ
の
文
学
史
（
英
文
）
、
ブ
イ
ッ
シ
ヤ
ー
の
万
国
史
（
英
文
）
、
テ
ニ
ス
ン
の
イ
ノ
ヅ
ク
・
ア
ー
デ
ン
（
英
文
）
、
田
舎
荘
子
四
冊
、

自
本
人
、
．
売
色
案
配
丹
ハ
曲
亭
雑
記
、
吉
原
談
語
、
倭
文
範
（
三
日
太
平
記
、
平
仮
名
盛
衰
記
、
彦
山
権
現
誓
助
平
、
蝶
花
形
名
歌
島

台
、
北
条
時
頼
記
ハ
太
平
記
忠
臣
蔵
講
釈
）
、
文
庫
古
著
百
種
、
道
中
膝
栗
毛
、
百
日
曽
我
、
講
義
録
、
濡
燕
宿
傘
、
寝
物
語
、
．
仏
連

勢
ブ
ツ
グ
、
新
著
百
種
、
国
民
新
聞
、
源
氏
桐
壷
之
巻
、
，
文
章
軌
範
、
ヘ
ボ
ン
辞
書
、
義
太
夫
本
十
四
種
、
．
夙
ツ
ト
ツ
の
リ
エ
ソ
ジ
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（
英
文
）
、
ア
イ
バ
ン
ホ
ヲ
（
英
文
）
、
天
智
天
皇
、
読
売
新
聞
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
文
と
詩
（
英
文
）
、
バ
イ
ク
の
ロ
ー
ド
．
チ
ヤ
タ
ム

貧
文
）
ハ
拾
二
殺
単
三
譜
源
氏
物
講
聖
経
物
講
バ
イ
・
ン
の
チ
ャ
イ
ル
ド
・
↑
▽
ル
ド
（
英
文
）
、
徒
然
草
無
想

三
華
八
豪
（
漢
文
×
ク
ラ
写
債
三
馬
の
戯
場
粋
言
幕
の
外
歴
世
姦
養
素
人
狂
一
言
紋
切
形
中
将
填
蓮
蒙
罹

カ
レ
リ
ツ
ジ
の
詩
ラ
ブ
、
及
び
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ヒ
ム
・
ツ
ー
・
モ
ソ
・
ブ
ラ
ン
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
フ
ロ
ム
・
ゼ
・
ス
ピ
ー
チ
・
イ
ン

・
レ
プ
ラ
イ
し
ツ
i
・
へ
ー
ソ
、
関
八
州
繋
馬
、
小
文
学
、
日
本
文
学
全
書
、
恋
八
卦
柱
暦
、
ロ
ー
ヤ
ル
第
四
、
ド
ク
イ
ン
シ
イ
の

「
の
ツ
ギ
ン
グ
・
ア
ツ
ト
・
ぜ
・
ゲ
イ
ト
・
イ
ン
・
マ
ク
ベ
ス
」
、
マ
コ
ー
レ
ー
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
、
出
世
景
清
、
フ
リ
ー
マ
ン
の
麻

雀
気
質
（
英
文
）
、
正
夢
草
紙
、
神
明
角
力
金
看
板
喧
嘩
之
板
、
国
華
、
義
士
の
ゆ
か
り
、
忠
臣
蔵
、
閏
秀
新
誌
、
文
学
院
の
講
義
録
、

エ
マ
ー
ソ
ン
の
底
報
（
英
文
）
・
松
の
緑
、
本
朝
三
国
史
、
近
江
源
氏
、
芦
屋
中
里
大
士
鑑
、
蘇
東
披
の
密
訴
韓
文
公
の
碑
、
エ
ン
シ

エ
ン
小
・
マ
リ
ナ
ア
（
英
文
）
㌔
上
萢
司
玉
書
、
ホ
ー
ソ
ン
の
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
・
レ
タ
ー
（
英
文
）
、
江
戸
紫
、
や
ま
と
新
聞
、
歴
史
上
の

基
軽
㍉
伊
勢
物
語
、
紫
法
華
日
記
、
住
吉
物
語
、
妹
背
山
女
庭
訓
、
信
州
川
中
島
合
戦
、
太
平
記
旭
鎧
、
方
丈
記
、
劇
種
本
数
冊
、
祇

園
祭
礼
、
小
野
道
風
青
柳
硯
、
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
、
近
江
源
氏
先
陣
館
、
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
、
枕
の
草
紙
、
十
六
夜
日
記
、
お
ち
く
ぼ

物
語
昇
内
侍
所
論
り
か
へ
ば
や
物
調
里
郷
談
、
日
本
文
典
文
学
院
西
諸
（
塾
学
心
理
堂
峯
法
学
通
論
×

勝
関
」
都
新
聞
、
ス
ゥ
イ
ン
ト
ツ
大
家
論
集
中
の
ア
ー
ゼ
ン
ブ
の
「
凹
み
ん
す
と
乃
あ
べ
い
㌣
（
英
文
）
、
サ
ツ
カ
レ
イ
の
デ
プ
イ
ニ
メ

ス
（
英
文
）
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
の
デ
フ
オ
の
伝
（
英
文
）
、
国
民
英
学
新
誌
、
讃
岐
典
侍
日
記
、
和
泉
式
部
日
記
、
開
明
の

用
文
、
近
松
作
吉
野
都
女
楠
、
グ
リ
イ
ン
の
農
楽
子
爵
（
英
文
）
、
せ
き
す
ぴ
あ
1
著
作
集
（
英
文
）
、
兼
好
法
師
物
見
車
、
碁
盤
太
平

記
、
分
権
三
重
帷
子
、
ス
チ
イ
ル
の
星
学
（
英
文
）
、
音
曲
近
松
集
、
蜻
蛉
日
記
、
こ
ぬ
ら
七
、
帰
省
、
マ
ア
チ
や
噛
ン
．
ト
・
オ
フ
・
べ

、ニ

X
（
英
文
）
、
噛
英
語
論
、
物
集
氏
編
初
学
日
本
文
典
、
謝
撰
拾
遺
、
羅
旬
文
典
、
「
地
質
学
（
英
文
）
、
・
鎌
倉
三
代
記
、
蝉
丸
、
伊
達
染

　
　
馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
い
て
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馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
い
て

手
綱
、
娼
山
姥
、
重
井
筒
、
民
法
人
事
篇
、
双
子
隅
田
川
、
近
頃
河
原
達
引
、
田
浦
兜
軍
記
、
恋
女
房
、
心
中
紙
屋
治
兵
衛
、
行
平
磯

馴
松
、
大
功
記
、
帯
常
盤
、
祇
園
女
御
九
重
錦
、
軍
法
冨
士
見
西
行
、
管
原
好
色
五
人
女
、
大
内
裏
大
友
真
鳥
、
太
平
記
忠
臣
蔵
講
釈
、

新
著
百
種
号
外
（
紅
葉
三
新
桃
花
扇
及
び
巴
波
川
）

　
馬
場
は
ヘ
ボ
ン
館
に
寄
宿
し
て
い
た
が
、
土
曜
、
日
曜
に
は
本
郷
の
自
宅
に
帰
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
土
曜
、
日
曜
に
は
実
に
よ
く
寄
世

に
行
っ
て
義
太
夫
を
見
聞
し
た
。
義
太
夫
の
外
題
は
読
み
が
む
つ
か
し
い
の
で
以
下
に
主
な
る
も
の
に
読
み
仮
名
を
ふ
っ
て
参
考
に
供
し

た
い
ゆ

め
い
ぼ
く
か
さ
ね
も
の
が
た
り
み
　
う
　
　
　
　
　
だ
ん
　

薫
木
累
物
語
身
売
り
ノ
段

よ
し
つ
ね
こ
し
ご
え
じ
や
う
ご
　
と
う
な
ま
よ
ひ
　
　
だ
ん

義
経
腰
越
状
五
斗
生
酔
之
段

は
で
す
が
た
を
ん
な
ま
ひ
ぎ
ぬ
さ
か
や
　
　
　
だ
ん

艶
容
女
舞
衣
酒
屋
之
段

駆
　
よ
く
つ
か
ば
ん
ず
い
い
ん
ち
ょ
う
べ
　
ゑ
　
う
ち
　
　
だ
ん

比
翻
異
』
塚
幡
…
随
院
長
丘
ハ
衝
…
内
ノ
段

め
い
ぼ
く
せ
ん
だ
い
は
ぎ
ま
さ
お
か
ち
う
ぎ
　
　
　
だ
ん

伽
羅
先
代
萩
政
岡
忠
義
之
段

い
ぶ
こ
え
だ
う
ち
う
す
ご
　
お
か
ざ
き
　
だ
ん

伊
賀
越
道
中
双
六
岡
崎
之
段

ゑ
　
は
ん
た
い
ご
う
き
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
　
　
さ
き
　
　
だ
ん

絵
本
太
功
記
（
十
段
目
）
尼
ケ
崎
之
段
　
〔
太
閤
記
も
あ
る
〕

か
る
か
や
だ
う
し
ん
つ
く
し
　
み
や
げ
み
や
も
り
さ
け
　
　
だ
ん

苅
萱
道
心
筑
紫
土
産
宮
守
酒
之
段

や
ぶ
う
ぐ
ひ
す
こ
ひ
の
あ
ぜ
み
ち
こ
　
　
　
　
　
　
　
は
ら
ゆ
き
ふ
り
　
　
だ
ん

藪
鶯
恋
枝
路
旧
い
そ
が
原
雪
降
之
段
　
〔
畦
道
も
あ
る
〕
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は
ち
じ
ん
し
ゅ
ご
　
　
や
う
ま
さ
き
よ
ほ
ん
じ
や
う
　
　
だ
ん

八
陣
守
護
城
正
清
本
城
之
段
．

－
か
．
漉
　
み
　
や
ま
し
き
勘
ヶ
の
に
し
き
ゑ
．
　
　
　
　
　
　
．
と
り
る
　
ま
た
す
け
す
み
か
　
　
　
だ
ん

加
．
賀
見
山
旧
．
錦
絵
（
五
ツ
目
）
鳥
居
又
助
往
家
之
段

　
　
　
　
げ
ん
だ
う
む
な
ぎ
の
ゆ
　
躯
い
へ
い
た
，
ら
う
す
み
か
　
　
．
だ
ん
　
．

三
拾
三
周
堂
棟
木
．
由
来
平
太
郎
住
家
之
段

ち
う
U
や
う
ひ
め
こ
　
せ
き
ま
つ
．
ゆ
き
ぜ
め
　
　
だ
ん

中
将
姫
古
跡
松
雪
責
之
段

ピ
ぴ
に
ょ
う
ぼ
う
ぞ
め
紅
け
た
　
づ
な
．
　
く
つ
か
け
む
ら
　
　
だ
ん

恋
女
．
房
染
分
手
綱
、
．
沓
掛
村
ノ
段

蹴
う
し
う
あ
「
だ
も
　
　
は
ち
そ
で
は
ぎ
さ
い
も
ん
，
．
　
だ
ん

．
奥
洲
安
達
．
ケ
原
袖
萩
祭
．
文
の
般

こ
ひ
む
す
、
め
一
か
か
し
は
ち
惨
や
う
す
ず
、
も
り
　
　
だ
ん

恋
娘
．
昔
八
丈
鈴
ケ
森
．
之
殺

も
か
ヶ
し
ん
い
ち
り
き
．
．
．
ゆ
・
ら
　
の
　
す
け
お
ひ
た
ち
　
　
だ
ん

忠
臣
一
力
、
由
良
之
助
生
立
の
段
．

－
け
W
蛭
い
あ
ば
　
　
　
な
る
と
．
U
ゆ
う
ら
う
べ
　
ゑ
う
ち
　
　
だ
ん

．
傾
城
阿
波
の
鳴
門
拾
郎
兵
衛
内
之
段
　
　
－
．

こ
し
ぎ
ぐ
ら
管
か
．
窒
う
ち
．
．
．
．
　
べ
ん
睦
い
じ
ょ
う
し
、
だ
ん

御
所
桜
堀
川
夜
尉
．
（
三
「
ツ
目
）
弁
慶
上
使
之
段

コ
　
　
　
ド

ほ
ん
て
う
に
　
．
じ
ウ
う
し
　
か
う
き
つ
ね
び
　
　
　
だ
ん

本
朝
二
捨
．
西
孝
狐
次
之
段
．
．

た
ま
も
の
富
へ
あ
さ
ひ
の
た
も
と
　
き
ん
虹
う
U
　
U
よ
う
し
。
　
　
だ
ん
、
．

玉
藻
前
旭
弓
馬
金
．
藤
次
上
使
之
段

は
ぢ
か
ら
び
．
乙
ぐ
つ
か
　
　
ち
ょ
う
べ
ゑ
　
ヶ
ち
　
　
だ
ん
．

．
同
胞
比
翼
塚
、
長
兵
衛
内
之
段

，
臨
な
の
ぐ
喧
さ
　
く
ら
の
あ
け
ぼ
の
そ
う
ご
．
．
ら
ヶ
う
ち
　
　
だ
ん

花
雲
佐
倉
曙
宗
五
郎
内
之
段

も
ん
か
く
し
よ
う
に
ん
．
、

文
覚
上
入
．

ふ
た
．
　
て
ふ
て
ふ
く
る
わ
に
つ
き
．
．

」ニ

c
蝶
々
一
廓
凪
記
．
〔
双
ツ
蝶
々
曲
鯖
日
記
も
あ
る
〕

ぜ
っ
．
し
う
が
つ
ば
う
か
つ
ぢ
た
ま
て
し
つ
ど
　
だ
ん

．
摂
州
合
邦
辻
玉
手
嫉
妬
之
段

　
　
　
馬
．
場
．
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
い
て
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馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
い
て

ほ
ん
て
う
　
　
　
　
　
　
か
う
　
　
じ
ゅ
し
ゆ
か
う
　
　
だ
ん

本
朝
二
拾
四
孝
、
十
種
香
之
段

に
ち
れ
．
ん
ぎ
　
　
　
か
ん
さ
く
う
ち
　
　
だ
ん

日
蓮
記
、
勘
作
内
之
段
．

せ．

ｫ
と
り
せ
ん
り
よ
う
の
ぼ
り
　
．
い
な
が
は
う
ち
　
　
だ
ん

関
取
千
両
幟
、
稲
川
内
之
段

す
が
は
．
ら
で
ん
じ
ゅ
て
　
な
ら
ひ
か
ボ
み
　
　
て
ら
こ
　
や
　
　
　
だ
ん

菅
原
伝
授
手
習
鑑
、
寺
子
屋
之
．
段

し
ん
ば
ん
う
た
ざ
い
も
ん
．
　
の
　
ざ
き
む
ら
　
、
、
だ
ん
．

新
版
歌
祭
文
、
野
崎
村
ノ
段

ぜ
い
し
ゅ
う
す
ず
か
　
ぶ
つ
せ
ん

勢
州
鈴
鹿
合
戦
、

こ
ん
び
　
ら
　
．
り
　
し
や
う
き

金
比
羅
利
．
生
記
、

お
つ
ま
は
ち
ら
う
べ
ゑ

於
妻
八
郎
兵
衛
’

い
ち
の
　
た
に
ふ
た
ば
ぐ
、
痘
き

一
之
谷
鰍
軍
記
、

そ
め
も
．
，
や
ヶ
い
も
せ
の
か
ど
ま
つ

染
模
様
妹
背
門

百事悪

三熱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ら
み
の
さ
め
ざ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
錯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ま
ボ
ひ
ぢ
ん
や
　
　
、
．
だ
ん
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
熊
谷
陣
屋
之
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ち
み
せ
　
　
だ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
、
質
店
之
段

げ
ん
．
べ
い
ぬ
の
び
き
の
た
き
ま
つ
な
み
け
ん
げ
う
び
　
．
は
　
　
　
だ
ん

源
平
布
引
瀧
松
並
検
校
琵
琶
之
段

あ
け
が
ぢ
す
ゆ
め
．
の
あ
わ
ゆ
き
　
　
や
ま
な
　
や
　
　
　
だ
痘

明
鳥
夢
泡
雪
、
山
名
屋
之
段

か
つ
ら
が
は
れ
ん
り
の
し
が
ら
み
お
び
や
　
　
　
だ
ん

桂
川
連
理
柵
、
帯
屋
之
段

．
ひ
り
が
　
な
　
せ
い
す
る
ぎ
．
　
さ
か
ろ
　
　
　
だ
ん
．

平
仮
名
盛
衰
記
、
．
逆
櫓
之
段

は
こ
ね
一
れ
い
げ
ん
ぎ
　
い
ざ
り
の
あ
だ
弥
ち
　
　
．
．

箱
根
霊
．
験
記
麩
仇
討
施
行
場
．
之
段
・

だ
う
ち
う
ひ
ざ
く
り
げ
．
、
し
ま
だ
じ
ゅ
く
．
．
．
だ
ん

道
中
膝
栗
毛
、
島
田
宿
之
段

ひ．

謔
ｵ
ま
る
を
さ
な
ざ
く
ら
　
　
ご
、
ら
ヶ
す
け
う
ち
　
　
だ
ん

日
吉
丸
稚
桜
、
五
郎
助
内
之
段

．
｝
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．
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馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
い
て

に
ち
れ
ん
し
よ
う
に
ん
み
の
り
の
う
み
　
　
か
ん
さ
く
う
ち
　
　
だ
ル

日
蓮
上
人
御
法
海
、
勘
作
内
之
段

げ
ん
ぺ
い
ぬ
の
び
き
の
た
き
　
　
ざ
ん
に
ん
じ
ゃ
う
ご
　
　
だ
ん

源
平
布
引
滝
、
三
人
上
戸
之
段

わ
　
だ
　
が
つ
せ
ん
　
　
い
ち
わ
か
う
ψ
ち
ん
　
一
だ
ん

和
田
合
戦
、
市
若
初
陣
之
段

た
ま
も
の
ま
へ
あ
さ
ぴ
の
虹
も
と
　
　
だ
う
し
ウ
ん
や
か
た
　
　
．
だ
ん
．

玉
藻
前
．
旭
．
挟
《
道
．
旧
館
之
段
．

け
痘
じ
ょ
か
ぶ
み
、
　
　
ち
ゆ
5
ぎ
．
、
．
だ
三

三
女
鑑
片
岡
忠
義
之
旧

い
も
せ
　
や
ま
を
ん
な
て
い
．
き
ん
　
　
し
ば
ろ
く
す
み
か
　
　
　
だ
ん

姉
背
山
女
庭
訓
、
．
芝
山
ハ
住
家
之
回

せ
き
ど
り
に
．
だ
い
か
ぶ
み
　
　
あ
き
つ
　
し
ま
せ
つ
ぶ
ぐ
、
．
　
だ
ん
．

関
取
二
代
鑑
、
秋
津
島
切
腹
之
段
．
．

あ
し
や
．
．
だ
う
ま
ん
お
多
ち
蒙
み
く
ず
　
は
こ
わ
か
れ
．
．
．
だ
ん

藍
屋
三
三
大
内
鑑
、
．
葛
の
葉
子
別
之
段
．

こ
も
ち
や
ま
う
ば
ぐ
る
窪
だ

嬉
山
姥
廓
噺
し

な
つ
ま
ヴ
ゥ
な
に
は
　
か
が
み
　
　
さ
ん
ぶ
　
う
ち
．
だ
ん

夏
祭
浪
速
鑑
、
．
三
三
内
之
段

さ
．
ぐ
ら
っ
ぎ
う
ら
み
の
ざ
め
ざ
や
　
　
　
　
つ
ま
は
ち
ら
う
べ
．
ゑ
　
う
な
ぎ
だ
に
　
　
だ
ん

糖
棲
鞭
わ
顎
．
藝
三
脚
藩
磐
之
段

．
双
蝶
々
廓
日
記
、
引
窓
の
段

こ
く
せ
ん
や
U
や
ゲ
も
ん
　
だ
ん

国
性
爺
．
城
門
之
段

を
ん
な
か
げ
ぎ
ょ
や
し
ま
に
り
き
　
　
ひ
う
ぶ
び
ま
　
　
だ
ん
　
．

．
女
景
清
八
嶋
旧
記
、
日
向
島
之
段

〔
桜
鍔
恨
鮫
鞘
も
あ
る
〕
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心
後
忙
「
朋
治
学
重
層
報
」
㍉
昭
和
ナ
五
年
開
墾
二
十
澱
、
第
九
十
二
号
に
馬
場
孤
蝶
の
訪
問
記
が
の
っ
て
い
る
の
で
次
に
引
用
す
る
。

三
三
t
は
「
明
治
文
壇
の
逸
材
馬
場
孤
蝶
氏
を
訪
ふ
」
と
な
っ
て
い
る
。



　
柔
ら
か
い
日
ざ
し
の
早
春
の
午
後
、
渋
谷
松
濤
の
自
宅
に
、
明
治
文
壇
の
花
形
、
馬
場
孤
蝶
氏
を
訪
ね
る
。

　
奥
ま
っ
た
一
室
に
案
内
さ
れ
る
と
氏
は
、
胃
が
お
悪
い
と
か
病
臥
中
で
あ
っ
た
が
快
よ
く
会
っ
て
下
さ
れ
嬰
乾
た
る
御
姿
は
七
十
有

余
の
御
高
齢
と
は
思
へ
ぬ
程
に
御
元
気
で
あ
る
。
早
速
御
質
問
に
及
ぶ
。
「
そ
の
頃
の
学
院
の
想
出
話
を
一
つ
」

　
私
は
明
治
二
十
四
年
島
崎
藤
村
・
戸
川
掌
骨
・
岡
本
敏
行
君
等
と
共
に
、
出
た
も
の
で
そ
の
頃
は
中
学
部
は
未
だ
な
く
神
学
部
と
普

通
部
（
今
の
高
等
学
部
）
丈
で
あ
っ
た
。
此
頃
は
学
院
へ
も
久
し
く
行
か
ぬ
の
で
よ
く
判
ら
ぬ
が
、
私
共
の
植
え
た
楠
が
今
大
き
く
成

っ
て
残
っ
て
み
る
筈
だ
。
あ
れ
は
私
達
の
一
、
．
二
年
前
の
人
か
ら
始
め
た
も
の
で
そ
の
当
時
は
銀
杏
の
木
で
あ
っ
た
の
を
私
達
の
時
か

ら
よ
く
持
つ
木
が
い
N
と
云
ふ
の
で
、
目
黒
の
方
ま
で
、
行
っ
て
植
木
屋
で
買
っ
て
来
た
の
が
あ
れ
だ
、
も
う
五
十
年
に
も
な
る
か
な

と
氏
は
当
時
を
追
想
せ
ら
れ
感
慨
無
量
の
体
。
当
時
学
院
の
あ
た
り
は
東
京
の
郊
外
の
方
で
あ
っ
て
、
建
物
と
云
っ
た
ら
学
院
位
の
も

の
だ
っ
た
、
そ
の
当
時
は
、
田
舎
の
人
が
多
か
っ
た
様
で
、
芝
築
地
あ
た
り
か
ら
来
る
人
は
通
っ
て
み
た
が
私
共
は
寄
宿
舎
に
入
っ
て

居
た
。
そ
の
当
時
の
生
活
は
た
ま
に
あ
み
だ
を
や
る
位
で
授
業
は
時
間
通
に
出
て
み
た
。

　
私
の
ク
ラ
ス
に
比
佐
道
太
郎
と
云
ふ
人
が
み
て
こ
め
人
が
実
に
よ
く
出
来
た
。
島
崎
君
等
も
最
初
は
よ
く
出
来
た
ら
し
い
。
前
、
に
大

臣
を
や
っ
て
居
っ
た
申
信
愛
萬
吉
君
等
は
よ
く
僕
の
事
等
を
知
っ
て
み
た
と
云
ふ
が
僕
の
方
で
は
記
憶
が
な
い
。
し
か
し
よ
く
御
馳
走

に
な
る
三
等
知
ら
な
い
に
↓
て
も
知
っ
て
み
た
と
云
つ
と
い
た
方
が
得
だ
か
ら
そ
う
云
ふ
が
ね
ワ
ヅ
ハ
ツ
ハ
ツ
…
…

　
違
－
勉
強
は
如
何
で
し
た
一

　
そ
の
頃
の
教
へ
方
は
全
部
英
語
で
只
数
学
丈
が
日
本
語
で
あ
っ
た
と
想
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
漢
文
は
な
く
、
和
文
は
あ
っ
て
、
二
年
で
竹
取
土
佐
日
記
等
を
三
、
四
年
で
源
氏
物
語
を
や
っ
た
。
源
氏
等
全
判
の
途
中
で
教
師
が

　
　
馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
い
て
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馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
い
て

は
ず
か
し
が
っ
た
り
す
る
と
、
「
先
生
こ
ん
な
事
な
ん
で
も
な
い
で
せ
う
」
と
か
つ
い
て
僕
等
の
方
か
ら
冷
や
か
ル
た
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
時
分
は
外
人
教
師
が
多
か
っ
た
が
、
彼
等
は
こ
せ
く
と
し
た
教
へ
方
を
せ
ず
又
余
り
怒
り
も
せ
ず
、
寛
大
な
お
師
匠
さ
ん
だ
っ

た
。
試
験
等
で
も
紙
を
渡
す
と
表
へ
行
っ
て
し
ま
ひ
皆
で
カ
ン
ニ
ン
グ
等
や
つ
て
も
平
生
か
ら
気
を
つ
け
て
み
る
の
で
、
そ
れ
相
応
の

点
が
つ
い
た
。
面
白
い
事
に
は
一
度
信
用
す
る
と
答
案
も
、
ろ
く
に
見
ず
に
み
る
ら
し
く
僕
等
は
、
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
と
云
ふ
論
文
を

書
い
た
時
は
ど
う
し
て
も
僕
の
説
で
は
月
が
西
か
ら
出
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
に
、
そ
れ
で
も
九
十
何
点
か
の
点
を
呉
れ
た
。
、
「
今
で
も
こ

の
寛
大
な
ゆ
る
み
の
あ
る
教
へ
方
を
な
つ
か
し
く
想
っ
て
み
る
。
今
之
を
や
れ
と
云
ふ
の
で
は
な
い
が
、
カ
ン
ニ
ン
グ
等
眼
を
皿
の
様

に
し
て
、
さ
が
す
必
要
も
な
い
と
想
ふ
。

　
i
で
は
今
の
学
院
に
ど
ん
な
御
意
見
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
一
1

　
外
人
の
教
師
も
多
い
事
だ
か
ら
、
も
っ
と
外
国
語
に
力
を
入
れ
る
可
き
で
は
な
か
ら
う
か
。
今
の
時
代
鳳
外
国
語
を
習
ぶ
の
で
は
な

く
し
て
、
む
し
ろ
自
分
の
方
か
ら
積
極
的
に
外
国
語
に
深
く
入
り
込
ん
で
み
つ
て
理
解
す
る
。
之
で
な
ぐ
て
は
い
か
ん
之
想
ふ
。
学
院

は
初
か
ら
英
語
が
盛
ん
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
特
色
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
今
で
も
こ
の
特
色
を
助
長
し
て
、
永
く
や
っ
て
行
き
た
い
も
の

で
あ
る
。

　
未
だ
く
話
は
つ
き
な
か
っ
た
が
、
余
り
に
御
邪
魔
す
る
の
も
失
礼
な
の
で
こ
の
大
先
輩
の
御
健
康
を
祈
っ
て
辞
去
し
た
。

44

馬
場
孤
蝶
、
島
崎
藤
村
な
ど
明
治
学
院
普
通
学
部
明
治
二
十
四
年
卒
業
の
学
生
の
教
師
、
学
友
に
つ
い
て
の
参
考
文
献
を
次
に
掲
げ
る
。

『
明
治
学
院
百
年
史
』
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
一
日
発
行
、
工
藤
英
一
「
第
四
節
、
初
期
普
通
学
部
の
師
弟
た
ち
」



「
白
金
通
信
」
昭
和
五
十
四
年
七
月
一
日
平
林
武
雄
「
学
校
唱
歌
の
開
拓
者
北
村
季
晴
」

「
白
金
通
信
」
昭
和
五
十
四
年
九
月
一
日
平
林
武
雄
「
地
方
政
治
に
注
い
だ
新
知
識
星
野
元
治
」

「
白
金
通
信
」
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
一
日
平
林
武
雄
「
日
本
語
会
話
教
本
を
英
文
で
著
し
た
赤
田
開
太
」

「
白
金
通
信
」
昭
和
五
十
五
年
二
月
一
日
平
林
武
雄
「
今
も
残
る
ヘ
ボ
ン
の
教
科
書
富
永
食
立
」

「
白
金
通
信
」
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
平
林
武
雄
「
牧
師
に
送
る
心
尽
し
の
眞
綿
福
沢
仁
太
郎
」

「
白
金
通
信
」
昭
和
五
十
六
年
二
月
一
日
並
木
張
「
野
球
好
き
な
少
年
関
友
三
（
そ
の
一
）
」

「
白
金
通
信
」
昭
和
五
十
六
年
三
月
一
日
並
木
張
「
絵
画
修
業
か
ら
骨
董
商
へ
関
友
三
（
そ
の
二
）
」

「
島
崎
藤
村
研
究
」
第
九
・
十
合
併
号
昭
和
五
十
七
年
八
月
二
十
日
秋
山
繁
雄
「
島
崎
藤
村
の
教
師
た
ち
i
『
桜
の
実
の
熟
す

る
時
』
を
中
心
と
し
て
…
一
」

『
明
治
人
物
拾
遺
物
語
』
昭
和
五
十
七
年
十
月
二
十
五
日
秋
山
繁
雄

「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
十
一
月
臨
時
増
刊
号
現
代
作
品
の
造
型
と
モ
デ
ル
の
中
の
秋
山
繁
雄
「
桜
の
実
の
熟
す
る
時
（
島
崎
藤

村
）
」「

白
金
通
信
」
昭
和
六
十
年
四
月
～
八
月
秋
山
繁
雄
「
農
業
教
育
か
ら
実
業
へ
子
安
千
代
松
」
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馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）
日
記
に
つ
い
て





庚
寅
日
記
期
謹
虐

馬
場
勝
弥
（
孤
蝶
）

明
治
二
十
三
年
壱
月
コ
日
　
水
曜
日
　
，
朝
来
曇
天
夜
二
男
リ
テ
雨
降
ル

此
日
数
拾
軒
二
年
礼
二
廻
ル
　
午
前
拾
壱
時
過
福
島
氏
来
ル
　
即
チ
喫
飯

シ
氏
ト
共
二
高
野
氏
ヲ
訪
フ
　
ソ
レ
ヨ
リ
福
島
氏
方
二
行
キ
少
時
談
話
ノ

後
去
ツ
テ
龍
岡
野
辺
ヲ
廻
り
テ
帰
宅
ス
　
夜
曲
入
り
テ
久
米
氏
来
リ
寄
席

二
行
カ
ン
コ
ト
ヲ
企
ッ
　
サ
レ
ド
モ
雨
降
リ
来
り
ケ
レ
バ
ソ
レ
ヲ
止
メ
テ

松
永
氏
ヲ
訪
ヒ
源
氏
合
セ
ヲ
ナ
シ
テ
帰
宅
ス

叉
手
何
故
力
元
日
ハ
大
抵
曇
天
ナ
ル
が
例
ノ
如
ク
ナ
リ
居
り
此
日
モ
矢
張

リ
其
例
ヲ
免
レ
ザ
リ
キ
　
サ
レ
ド
モ
幾
多
ノ
童
子
が
弄
ブ
紙
鳶
ノ
ウ
ナ
リ

幾
多
ノ
子
女
が
衝
ク
追
羽
子
ノ
音
ハ
サ
ス
ガ
ニ
新
年
ノ
喜
シ
サ
ヲ
顕
ハ
ス

モ
ノ
玉
一
ツ
ナ
リ
　
今
年
ハ
彼
ノ
旅
行
中
ト
二
又
ハ
手
紙
ニ
テ
ノ
年
礼
流

行
ノ
故
力
町
々
モ
余
り
賑
ハ
シ
カ
ラ
ザ
リ
シ
ナ
レ
ド
モ
午
後
一
碧
シ
バ
街

ノ
込
合
ヒ
シ
様
ナ
リ
シ

壱
月
二
日
　
木
曜
日
　
朝
来
曇
天
朝
ノ
内
ハ
少
雨
ナ
リ
シ
が
午
後
二
至

　
　
リ
テ
雨
止
ム

此
日
午
前
ハ
家
二
引
込
リ
居
り
シ
が
正
午
頃
ヨ
リ
外
出
セ
ン
ト
準
備
ヲ
為

シ
居
ル
途
端
二
早
川
氏
来
レ
リ
氏
去
ッ
テ
余
ハ
河
田
氏
方
二
野
ル
　
氏
ノ

宅
ニ
テ
横
田
氏
二
二
フ
　
高
等
中
学
ノ
生
徒
三
面
来
り
酒
ヲ
呑
ム
　
家
父

モ
次
ギ
テ
来
レ
リ
　
午
後
五
時
前
帰
宅
ス
夜
口
入
リ
テ
福
島
氏
ヲ
訪
フ
ニ

高
野
氏
モ
来
り
居
り
テ
西
洋
骨
牌
ヲ
弄
ビ
テ
九
時
前
氏
ノ
宅
ヲ
辞
シ
本
屋

ニ
テ
国
民
之
友
。
日
本
振
袖
始
。
及
（
ビ
）
院
本
六
冊
ヲ
買
フ

一
月
三
日
　
金
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
少
雨
　
前
夜
来
ノ
雨
ニ
テ
道
路
泥
檸

　
　
甚
シ
　
午
前
ヨ
リ
雨
止
ム

此
日
新
小
説
ヲ
本
屋
ヨ
リ
受
取
ル
　
昼
食
後
谷
内
氏
来
ル
　
氏
ト
共
二
葉

岡
町
二
行
キ
豊
川
二
行
ク
ニ
不
在
ナ
リ
　
谷
内
氏
方
ニ
ハ
来
客
ア
ル
様
子

ナ
リ
シ
が
故
二
直
チ
ニ
帰
宅
セ
リ

夜
曲
入
り
テ
福
島
氏
ヲ
訪
ヒ
氏
ト
共
二
小
川
亭
二
行
キ
豊
竹
三
福
連
中
ノ

義
太
夫
ヲ
聞
ク
　
三
ケ
日
ノ
内
ノ
事
ナ
レ
バ
入
り
ハ
随
分
多
カ
リ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

加
フ
ル
ニ
批
評
百
出
余
程
誼
シ
カ
リ
シ
　
先
ツ
最
初
ハ
花
沢
津
賀
蝶
ノ

『
冠
木
累
物
語
身
売
リ
ノ
段
』
ナ
リ
　
此
人
ハ
大
分
骨
偏
折
ラ
レ
タ
レ
ド

モ
声
ノ
ヨ
ク
コ
ナ
レ
テ
居
ラ
ザ
ル
故
力
聞
苦
シ
キ
箇
所
少
ナ
カ
ラ
ザ
リ
シ

　
然
レ
ド
モ
声
ハ
能
ク
立
ツ
　
次
ハ
鶴
沢
文
璃
ガ
「
義
経
腰
越
状
」
五
斗

生
酔
之
段
L
随
分
タ
シ
カ
ナ
ル
所
ア
リ
可
成
面
白
ク
聞
込
ミ
タ
リ
　
次
ハ
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豊
竹
駒
之
助
　
三
回
線
鶴
沢
三
生
ニ
テ
『
艶
容
女
舞
衣
酒
屋
之
段
』
ヲ
語

ル
　
随
分
艶
モ
有
り
テ
面
白
カ
リ
シ
が
願
バ
ク
ハ
脚
下
シ
声
二
変
化
ノ
ア

ラ
マ
ホ
シ
ト
思
フ
　
次
ハ
竹
本
東
代
玉
ノ
『
比
翼
塚
播
随
院
長
兵
衛
内
ノ

　
　
マ
マ
　

段
』
骨
稽
百
出
能
ク
人
ノ
願
ヲ
解
キ
シ
バ
感
服
ト
云
フ
可
シ
　
扱
大
切
ハ

豊
竹
三
福
「
伽
羅
先
代
萩
」
政
岡
忠
義
之
段
」
ナ
リ
　
此
レ
ハ
吾
々
が
待

チ
ニ
待
チ
タ
ル
甲
斐
ア
ッ
テ
余
程
面
白
ク
感
ジ
タ
ル
所
モ
サ
ワ
ナ
リ
キ

就
中
政
岡
ノ
千
松
ノ
屍
ヲ
抱
テ
ノ
愁
嘆
ハ
大
受
ケ
ナ
リ
　
サ
レ
ド
モ
『
誠

二
国
ノ
礎
ゾ
ヤ
』
　
『
礎
ゾ
ヤ
』
ハ
四
二
シ
声
ノ
徹
ラ
バ
ト
思
ヒ
テ
残
念
ナ

リ
　
サ
レ
ド
モ
惣
体
ヨ
リ
言
エ
バ
実
二
旨
ヒ
者
ナ
リ
　
且
ツ
論
調
骨
抜
セ

　
　
　
　
　
マ
マ
　

シ
ノ
ミ
ニ
テ
恰
ン
ド
全
体
ヲ
語
う
レ
シ
バ
大
満
足
ノ
至
り
ナ
リ
　
ナ
ン
ニ

　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む

セ
ヨ
サ
ソ
プ
ク
否
カ
ン
プ
ク
ノ
至
ナ
リ

隔
月
四
日
　
土
曜
日
　
朝
来
晴
天
　
風
下
シ
ク
吹
キ
少
シ
ク
寒
気
ヲ
感
ジ

　
　
タ
リ

三
日
午
前
ハ
新
小
説
日
本
振
袖
始
等
ヲ
読
ム
　
午
後
二
時
ヨ
リ
龍
岡
町
二

行
キ
谷
内
氏
ヲ
訪
　
早
川
氏
方
二
行
キ
馳
走
ニ
ナ
リ
午
後
五
時
前
帰
宅
ス

　
三
二
入
リ
テ
豊
川
二
行
キ
馳
走
ニ
ナ
リ
テ
帰
ル

一
月
五
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
午
後
久
米
氏
来
ル
氏
ト
共
二
外
二
出
テ
本
屋
二
行
キ
都
乃
花
。
日
本

之
文
華
。
先
代
萩
等
ヲ
買
ヒ
帰
ル
　
夜
目
入
り
氏
ト
盲
評
福
島
氏
方
二
行

キ
歌
骨
牌
ヲ
取
ル
　
拾
二
時
過
帰
宅
ス

一
月
六
目
　
月
曜
日
　
朝
来
晴
天

忌
日
ハ
朝
ヨ
リ
京
橋
区
役
所
二
行
キ
タ
ル
ニ
同
所
ハ
既
二
引
ケ
居
り
テ
詮

．
方
ナ
ク
日
吉
町
二
行
キ
竹
内
方
ヲ
訪
フ
ニ
不
在
ナ
リ
シ
カ
ド
モ
妻
君
出
来

リ
テ
種
々
馳
走
ニ
ナ
ル

家
二
帰
リ
テ
居
り
シ
ニ
船
越
ノ
令
嬢
来
リ
テ
晩
二
歌
骨
牌
取
り
ニ
来
ル
可

シ
ト
ノ
案
内
ア
リ
　
此
日
ハ
日
本
上
文
華
ヲ
読
ミ
午
後
八
時
前
ヨ
リ
船
越

氏
方
二
骨
牌
取
リ
ニ
行
キ
拾
二
時
前
二
帰
宅
ス

哨
月
七
日
　
火
曜
日
　
朝
来
晴
天

三
日
午
前
小
文
学
ヲ
受
取
ル
　
午
後
三
時
頃
外
出
シ
本
屋
二
行
キ
小
説
文

範
ヲ
買
ヒ
来
ル
　
帰
途
筆
及
ビ
罫
紙
ヲ
買
フ

夜
二
入
り
テ
松
永
氏
ヲ
訪
フ
ニ
不
在
ナ
リ
シ
カ
バ
本
ヲ
置
イ
テ
帰
ル

福
島
氏
ヲ
訪
フ
ニ
不
在
ナ
リ
ケ
レ
バ
直
二
家
二
言
リ
小
説
文
範
ヲ
読
ム

一
月
八
日
　
水
曜
日
　
朝
来
晴
天
　
至
極
暖
気

拾
時
過
早
川
氏
来
レ
リ
、
余
ハ
拾
二
時
前
ヨ
リ
家
ヲ
出
デ
萬
代
橋
ヨ
リ
鉄

道
馬
車
二
乗
リ
京
橋
区
役
所
二
行
キ
徴
丘
ハ
適
齢
届
ヲ
出
シ
帰
ル

此
日
姻
草
屋
来
レ
リ

五
時
頃
家
ヲ
発
シ
テ
新
橋
迄
乗
車
シ
ソ
レ
ヨ
リ
徒
歩
シ
テ
学
院
二
行
ク

鉱
主
捨
小
舟
ヲ
読
ム
　
同
拾
時
過
就
蓉

幽
月
九
日
　
木
曜
日
　
朝
来
晴
天
・
午
後
乱
雲
出
置
リ

此
日
ヨ
リ
課
業
始
マ
レ
リ
　
昼
食
後
捨
小
舟
ヲ
読
ミ
終
ル

同
日
夜
二
曹
リ
テ
ハ
雪
曇
会
二
議
席
シ
タ
ル
が
随
分
閉
ロ
ノ
至
り
ナ
リ
シ

一
月
拾
日
金
曜
日
　
森
吉
曇
天
朝
ノ
面
戸
少
シ
時
雨
レ
タ
レ
ド
モ
夜

　
　
二
入
リ
テ
ハ
全
ク
晴
レ
タ
リ

此
日
書
籍
室
ヨ
リ
本
ヲ
借
ル
　
昼
食
後
直
チ
ニ
学
院
ヲ
出
テ
帰
途
二
上
ル

　
午
後
二
時
頃
家
二
達
ス
　
改
進
新
聞
ヲ
読
ム
　
中
島
氏
来
リ
テ
歴
史
ノ

抜
華
ヲ
頼
マ
ル
　
氏
二
改
進
新
聞
ヲ
貸
ス
　
六
時
過
福
島
氏
ヲ
同
伴
シ
小
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マ
ご

川
西
二
浄
璃
下
聞
キ
百
行
ク
　
訪
日
ハ
可
成
ノ
入
り
ナ
リ
シ
が
其
多
数
ハ

書
生
ノ
如
シ

最
初
ハ
花
沢
津
賀
蝶
ノ
「
日
高
川
」
ナ
リ
シ
が
未
ダ
声
ノ
コ
ナ
レ
ザ
ル
故

力
余
リ
引
キ
立
タ
ザ
リ
キ
　
次
ハ
鶴
沢
文
璃
ガ
「
伊
賀
越
道
中
双
六
岡
崎

之
段
」
ナ
リ
　
是
レ
ハ
随
分
骨
折
リ
ノ
甲
斐
ア
ツ
テ
面
白
カ
リ
シ
が
惜
イ

哉
外
題
ノ
影
青
ラ
ザ
ル
為
メ
客
ノ
倦
怠
ヲ
招
キ
シ
バ
是
非
モ
ナ
シ
　
次
ハ

豊
竹
駒
之
助
三
味
線
鶴
沢
三
生
ニ
テ
「
絵
本
大
閤
記
十
段
目
尼
ケ
黒
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

段
」
ヲ
語
ル
　
随
分
熱
心
二
語
リ
タ
レ
バ
大
分
喝
采
ヲ
二
言
シ
モ
今
少
シ

落
チ
付
イ
テ
調
子
ノ
変
化
二
工
夫
セ
バ
天
晴
ナ
ル
物
ト
ナ
ル
可
シ
　
ナ
ニ

シ
出
先
ヅ
開
脚
吟
ノ
部
ト
云
フ
テ
習
陥
キ
ナ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

次
ハ
竹
本
東
代
玉
ガ
「
刈
萱
道
心
筑
紫
土
産
」
宮
守
酒
壷
段
」
ナ
リ
　
相

　
マ
マ
　

更
ラ
ズ
熱
心
二
語
リ
タ
レ
バ
随
分
面
白
カ
リ
シ
　
就
中
前
ノ
方
ヲ
抜
カ
サ

レ
シ
バ
大
二
能
シ
　
然
シ
二
二
力
ノ
入
ラ
ザ
ル
所
モ
少
シ
ハ
ア
ル
様
ナ
リ

　
扱
又
大
切
ハ
豊
竹
三
福
ガ
「
藪
鶯
恋
枝
路
賢
い
そ
が
原
雪
降
之
段
」
ナ

リ
シ
が
此
レ
ハ
言
フ
迄
モ
ナ
ク
実
二
感
心
ノ
外
ナ
シ
　
妙
技
真
二
迫
リ
人

ヲ
シ
テ
泣
カ
シ
メ
ン
ト
ス
　
就
中
雲
助
ノ
歌
ノ
如
キ
ハ
最
モ
善
シ
　
此
夜

ハ
不
思
議
．
ニ
モ
余
ハ
幾
度
聞
キ
シ
者
ニ
ッ
ア
リ
　
即
チ
三
福
ノ
三
密
ト
東

　
　
　
マ
マ
　

代
玉
ノ
刈
萱
ト
ナ
リ
　
去
年
ノ
夏
若
竹
亭
ニ
テ
之
ヲ
聞
ケ
リ
　
但
シ
同
人

同
曲
ナ
リ

扁
月
拾
一
日
　
土
曜
日
　
朝
来
曇
天
　
午
後
四
時
過
降
雨
二
二
入
り
テ
ハ

　
　
星
ヲ
見
ル

此
日
朝
ノ
内
「
シ
ョ
ウ
」
ノ
文
学
史
ヲ
読
ム
　
午
後
関
口
襲
来
ル
　
姉
次

イ
デ
来
ル
ニ
時
過
滋
藤
リ
歴
史
ノ
抜
書
ヲ
初
ム
福
島
氏
来
レ
リ
午
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後
六
時
赤
田
氏
来
ル
　
氏
二
辞
書
及
ビ
都
ノ
花
ヲ
貸
ス
　
七
時
頃
福
島
氏

ヲ
訪
ヒ
氏
ト
共
二
又
小
川
亭
二
行
ク
　
此
日
ハ
随
分
ノ
入
ナ
リ
シ
　
且
批

評
百
出
大
二
賑
ハ
シ
カ
リ
シ
　
余
計
ノ
行
キ
タ
ル
時
ハ
遅
カ
リ
シ
が
故
由

駒
之
助
ヨ
リ
聞
キ
タ
リ
　
此
夜
ハ
先
代
萩
ノ
筈
ナ
リ
シ
ニ
『
八
陣
守
護
城

正
清
本
城
之
段
』
二
組
ミ
代
エ
タ
ル
ハ
甚
残
念
ナ
リ
シ
　
然
レ
ド
モ
「
八

七
」
モ
熱
心
二
語
ラ
レ
タ
レ
バ
随
分
面
白
カ
リ
シ
　
次
ハ
竹
本
東
銘
肝
ノ

「
加
賀
見
山
甘
露
半
張
ツ
目
鳥
居
又
助
住
家
之
段
」
ナ
リ
シ
　
随
分
面
白

ク
ハ
ア
リ
シ
が
声
二
藍
ノ
入
ラ
ザ
ル
所
思
常
二
多
ク
甲
斐
ナ
ク
思
ヒ
シ
所

少
ナ
カ
ラ
ズ
甚
残
念
ノ
至
り
ナ
リ

大
切
ハ
豊
竹
三
福
ガ
「
艶
容
女
舞
衣
酒
屋
之
段
」
ニ
テ
之
レ
ハ
望
ヲ
属
セ

シ
甲
斐
ア
ッ
テ
余
程
面
白
ク
感
ジ
ヌ
　
先
ヅ
「
去
年
ノ
夏
ノ
煩
ヒ
」
以
下

数
行
ノ
所
実
二
妙
ト
や
云
ハ
ソ
音
ト
や
着
払
マ
シ
隣
ノ
三
味
線
ノ
所
相
変

ラ
ズ
ツ
レ
引
キ
ニ
テ
中
々
愉
快
ナ
リ
シ
何
ニ
セ
乙
女
ノ
越
路
ト
ノ
称
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

シ
カ
ラ
ザ
ル
可
シ
ト
思
フ
　
此
ノ
一
段
ノ
ミ
ニ
テ
座
料
充
分
ナ
リ
　
箇
程

ノ
妙
曲
ヲ
僅
少
ノ
座
料
ニ
テ
聞
ク
ハ
勿
体
ナ
キ
程
ナ
リ
　
此
ニ
テ
打
出
シ

タ
リ
　
時
二
拾
時
拾
分
前
ナ
リ

一
月
拾
二
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
天
至
極
暖
気
　
昼
前
ヨ
リ
南
風
吹
キ
荒

　
　
レ
タ
リ

朝
ヨ
リ
歴
史
ヲ
書
ク
拾
時
過
倉
部
氏
来
レ
リ
　
作
文
ノ
添
削
ヲ
ナ
ス

昼
食
後
お
清
さ
ん
来
ル
　
余
ハ
外
二
出
テ
草
履
ヲ
買
ヒ
雑
誌
代
ヲ
本
屋
日

払
フ
　
三
時
頃
中
島
氏
来
レ
リ

　
午
後
五
時
過
家
ヲ
出
ヅ
　
道
々
風
息
シ
ク
シ
テ
甚
困
難
ナ
リ
シ
カ
バ
目

鏡
橋
ヨ
リ
車
二
乗
リ
日
本
橋
迄
行
キ
ソ
レ
ヨ
リ
徒
歩
シ
テ
丸
善
二
行
キ
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フ
イ
ッ
シ
ヤ
ノ
万
国
史
ヲ
買
ヒ
京
橋
ヨ
リ
鉄
道
馬
車
ニ
テ
新
橋
迄
行
キ
ソ

レ
ヨ
リ
入
力
車
ニ
テ
三
田
迄
至
リ
遂
二
学
院
二
歳
ル
　
前
日
来
遊
ビ
が
単

三
タ
レ
バ
課
業
ノ
下
読
タ
マ
リ
テ
甚
困
難
ヲ
感
ジ
タ
リ
キ

薗
月
拾
三
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴
天
　
前
夜
来
ノ
風
息
ダ
止
マ
ザ
リ
キ

忌
日
午
後
高
畑
氏
ヲ
訪
ヒ
菓
子
ノ
馳
走
ニ
ナ
リ
テ
帰
ル
巳
帰
途
又
菓
子
ラ

食
フ
　
部
屋
二
帰
リ
又
阿
弥
陀
ヲ
ナ
シ
菓
子
ヲ
買
ヒ
テ
食
セ
リ

ー
月
拾
四
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
天
　
時
々
電
ヲ
降
ス

此
日
ハ
仏
語
ノ
教
授
始
メ
テ
ア
リ
　
前
二
定
メ
タ
ル
書
物
ハ
本
屋
ニ
ナ
キ

由
ヲ
教
師
二
話
セ
リ
　
夜
二
入
リ
テ
ハ
別
段
ノ
事
モ
ナ
シ

幽
月
拾
五
日
　
水
曜
日
　
朝
来
曇
天
　
四
時
頃
ヨ
リ
降
雨
拾
時
前
上
レ
リ

此
日
昼
食
後
高
畑
氏
ヲ
訪
フ
ニ
不
在
ナ
リ
キ
　
三
二
入
リ
テ
総
勢
九
人
許

リ
ニ
テ
阿
弥
陀
ヲ
ナ
シ
菓
子
ヲ
四
貝
七
タ
リ

国
月
拾
六
日
　
木
曜
日
　
朝
来
曇
天
ナ
リ
シ
モ
午
前
ヨ
リ
晴
レ
渡
レ
リ

忌
日
昼
食
後
五
人
許
リ
ニ
テ
弓
ヲ
射
二
行
ク
　
晩
食
後
金
子
二
行
キ
菓
子

ヲ
食
ス
　
三
日
昼
食
ハ
麺
麹
ナ
リ
キ
　
夜
二
入
リ
テ
テ
ニ
ソ
ン
氏
イ
ノ
ッ

ク
、
ア
ー
デ
ン
ヲ
読
ム

＊
歴
史
ノ
時
間
ニ
ス
ト
ー
ブ
破
レ
テ
休
ミ
ト
ナ
レ
リ

一
月
拾
七
日
　
金
曜
日
　
朝
来
晴
天
至
極
暖
気

此
日
演
説
歴
史
ノ
ニ
科
目
ハ
休
ミ
ナ
リ
シ
　
余
ハ
前
日
来
ノ
風
気
少
シ
ク

重
り
頭
痛
甚
シ
ク
余
程
困
難
セ
リ

午
後
三
時
過
刻
ン
ヂ
ス
夫
人
ノ
所
二
行
キ
フ
レ
ン
チ
、
ブ
ッ
ク
ヲ
見
ル

三
時
三
十
分
赤
田
氏
ト
共
二
学
院
ヲ
出
デ
帰
途
二
心
ク
　
五
時
十
分
許
リ

三
三
ニ
家
二
着
ス

夜
口
入
リ
テ
中
嶋
氏
来
ル
　
氏
去
ッ
テ
久
米
氏
来
リ
共
員
外
ヲ
散
歩
シ
勧

工
場
ニ
テ
股
引
ヲ
買
ヒ
義
太
夫
二
冊
ヲ
夜
店
ニ
テ
買
ヒ
新
道
ノ
蕎
麦
屋
ニ

テ
蕎
麦
ヲ
食
ヒ
テ
帰
ル
　
就
眠
前
改
進
新
聞
ヲ
読
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

一
月
拾
八
日
　
土
曜
日
　
朝
来
天
気
清
朗
ニ
シ
テ
至
極
暖
気
ナ
リ
キ

此
肝
拾
壱
時
過
医
師
ノ
門
ヲ
訪
ヒ
薬
ヲ
貰
ヒ
テ
帰
ル
コ
ヒ
筆
入
リ
角
砂
糖

ヲ
食
セ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

午
後
一
時
過
外
二
出
デ
紙
銭
ビ
其
二
一
ニ
ノ
買
物
ヲ
成
セ
リ
　
山
回
テ
宇
佐

美
氏
二
二
フ
　
夜
二
季
リ
テ
田
舎
荘
子
四
冊
ヲ
読
ム

幽
月
拾
九
日
　
日
曜
日
　
朝
来
曇
天
四
時
過
霰
降
ル

此
日
ハ
前
日
来
ノ
風
解
ダ
癒
エ
ズ
臥
床
セ
リ
　
午
前
田
舎
荘
子
ヲ
読
ミ
終

ル午
後
小
説
文
範
ヲ
読
ミ
其
句
ノ
出
所
ヲ
調
べ
タ
リ
　
三
時
頃
草
野
来
レ
リ

　
五
時
頃
中
嶋
早
来
レ
リ

一
月
二
拾
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴
天
午
前
風
吹
キ
出
タ
リ
此
日
朝
起
キ
出

テ
見
ル
ニ
爾
志
夜
隆
　
リ
シ
雪
が
稽
｛
リ
居
ル
ヲ
見
ル

午
前
ヨ
リ
此
日
記
ヲ
綴
ヂ
ヌ
　
午
後
壱
時
過
本
屋
ヨ
リ
都
営
花
材
ビ
日
本

人
ヲ
持
来
レ
リ
　
ニ
時
頃
杉
氏
母
子
来
ラ
レ
タ
リ
　
夜
二
二
ケ
テ
都
乃
花

及
ビ
日
本
人
ヲ
読
ム

一
月
二
拾
幽
日
　
火
曜
日
　
朝
来
晴
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

三
日
午
前
拾
一
時
頃
医
師
ノ
門
ヲ
拍
キ
診
察
ヲ
請
ヒ
薬
ヲ
貰
ヒ
テ
帰
ル

道
ニ
テ
珈
瑳
入
角
砂
糖
及
日
本
之
文
華
ヲ
買
ヒ
来
レ
リ
　
母
二
頼
、
三
ア
練

　
マ
マ
　

羊
甘
及
ビ
唐
饅
頭
ヲ
買
ヒ
来
り
テ
之
ヲ
食
フ
　
夜
工
臨
ケ
テ
日
本
之
文
華

ヲ
読
ム
　
此
日
午
後
姉
ヨ
リ
ノ
書
状
ヲ
受
取
ル
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一
月
二
拾
二
日
　
水
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
午
前
日
本
全
文
華
ヲ
読
ム
　
午
後
五
時
頃
外
二
出
テ
本
屋
ニ
テ
売
色

案
本
丹
ヲ
借
り
曲
亭
雑
記
ヲ
買
ヒ
帰
ル
　
夜
二
入
リ
テ
之
ヲ
読
ム

扁
月
二
拾
三
日
　
木
曜
日
　
朝
来
曇
天
照
降
雨

此
日
午
前
拾
時
頃
谷
内
氏
来
リ
歌
ノ
事
丁
付
キ
談
話
シ
同
拾
二
時
過
帰
去

ル
　
此
日
学
校
二
行
カ
ン
ト
思
ヒ
タ
レ
ド
モ
風
未
ダ
全
ク
癒
エ
ズ
　
依
ツ

テ
之
ヲ
止
メ
本
屋
二
行
キ
「
吉
原
耳
語
」
「
倭
文
範
」
ノ
前
書
ヲ
借
り
帰

ツ
テ
之
ヲ
読
ム
『
倭
文
範
』
ハ
「
三
日
大
平
記
、
平
仮
名
盛
衰
記
、
彦
山

権
現
誓
助
劔
蝶
花
形
名
歌
島
台
、
北
条
時
頼
記
、
大
平
記
忠
臣
講
釈
、
ノ

六
ナ
リ
一
月
二
拾
四
日
　
金
曜
日
　
朝
来
晴
天
風
甚
シ

朝
ヨ
リ
倭
文
範
ヲ
読
ム
　
午
後
四
時
前
町
ノ
内
ノ
下
女
金
ヲ
持
チ
来
ル

あ
ん
ま
り
奇
麗
な
装
な
り
志
か
ば
何
処
の
奥
様
か
と
思
ひ
た
る
ぞ
笑
し
け

れ
　
お
安
次
ギ
テ
来
レ
リ
　
姉
二
君
ツ
テ
ノ
手
紙
ヲ
認
ム
　
島
崎
ヨ
リ
手

紙
ヲ
請
取
ル

旧
月
二
拾
五
日
　
土
曜
日
　
朝
来
晴
天
随
分
ノ
風
ナ
リ
キ
朝
起
後
拾
時
頃

ヨ
リ
家
ヲ
出
デ
本
屋
二
本
ヲ
返
シ
医
師
ガ
リ
行
キ
音
図
得
テ
帰
り
ヌ
午

後
福
島
氏
訪
ヒ
来
ヌ
　
四
方
山
ノ
談
シ
ノ
内
松
永
亀
及
ビ
内
藤
氏
モ
訪
ヒ

来
り
ヌ
　
夜
二
三
リ
テ
書
目
五
種
ヲ
書
キ
送
ル
ト
テ
文
二
三
行
認
メ
ヅ
眠

二
就
キ
侍
り
ヌ

闘
月
二
拾
六
目
　
朝
来
晴
天
風
少
シ
ク
吹
ク
五
二
入
り
テ
止
ム

此
日
午
前
久
米
、
内
藤
、
松
永
亀
ノ
三
氏
来
リ
テ
昼
少
シ
過
ル
頃
帰
リ
ヌ

　
五
時
頃
家
ヲ
立
出
デ
目
鏡
橋
ヨ
リ
鉄
道
馬
車
二
乗
リ
新
橋
ニ
テ
下
り
ソ

庚
寅
日
記

レ
ヨ
リ
馬
車
ニ
テ
札
ノ
辻
ニ
テ
下
り
ソ
レ
ヨ
リ
歩
キ
テ
七
時
頃
学
院
二
行

着
キ
ヌ
　
島
崎
氏
訪
ヒ
来
テ
種
々
ノ
事
語
リ
出
デ
ヌ
　
英
文
ノ
草
稿
ヲ
作

レ
リ隔
月
二
拾
七
日
　
月
曜
日
朝
ノ
内
山
晴
レ
居
り
タ
レ
ド
昼
過
ル
頃
ヨ
リ

　
　
黒
キ
雲
空
貯
留
リ
出
デ
ヌ
　
六
時
頃
ヨ
リ
雨
降
リ
出
デ
ヌ
　
夜
中
ニ

　
　
ハ
雪
ト
ナ
リ
タ
ル
ト
カ
聞
キ
ヌ

此
日
ハ
学
校
申
出
デ
幹
事
局
二
行
キ
テ
月
謝
及
ビ
寄
宿
料
七
円
ヲ
払
ヒ
ツ

其
後
課
業
モ
事
ナ
ク
ス
ミ
ヌ
　
朝
ヨ
リ
頭
痛
激
シ
ク
ホ
ト
〈
コ
ヲ
ジ
ハ

テ
ヌ
　
暮
相
頃
一
シ
ヲ
苦
シ
カ
リ
ツ
レ
バ
サ
テ
ハ
ト
テ
学
院
ヲ
立
掛
デ
三

田
ヨ
リ
車
二
乗
リ
テ
眼
鏡
橋
迄
来
リ
其
レ
ヨ
リ
歩
キ
テ
家
二
帰
リ
着
キ
ヌ

雨
ハ
夜
二
入
ル
三
従
ヒ
最
ト
ド
降
増
ル
ケ
シ
キ
ニ
ゾ
ア
リ
ケ
ル

ロ
月
二
拾
八
日
　
火
曜
日
　
朝
ヨ
リ
曇
り
朝
ノ
内
ハ
黒
雨
降
り
ツ
レ
ド
暮

　
　
前
ニ
短
髪
ク
止
ミ
ヌ

忌
日
帰
朝
ヨ
リ
床
ノ
内
二
有
リ
ツ
母
ノ
外
二
出
行
序
二
藤
村
二
行
キ
テ
唐

崩
霞
頭
ヲ
ロ
貝
ヒ
来
ラ
セ
テ
食
べ
ハ
テ
ヌ

一
月
二
拾
九
日
　
水
曜
日
　
朝
口
リ
ハ
曇
リ
居
ツ
レ
ド
折
節
日
光
ヲ
漏
シ

　
　
ヌ
レ
ド
暮
前
旧
師
曇
リ
ヌ

此
日
計
医
師
ノ
許
二
行
キ
託
泣
ヒ
得
テ
帰
り
ヌ
　
昼
過
ル
頃
ヨ
リ
文
庫
古

品
百
種
ナ
ド
取
り
出
デ
テ
見
ツ
五
時
前
於
安
善
ヲ
持
チ
来
ヌ

一
月
三
十
日
　
木
曜
日
　
朝
来
晴
天
至
極
暖
気

此
日
ハ
朝
ヨ
リ
家
二
居
リ
タ
リ
　
午
後
清
司
来
レ
リ
晩
方
二
見
レ
リ
　
於

安
次
ギ
テ
来
ル
　
夜
二
目
リ
テ
文
章
ノ
下
書
キ
ヲ
ナ
ス

ロ
月
三
十
嗣
日
　
金
曜
日
　
朝
来
晴
天
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庚
寅
日
記

朝
医
師
許
行
キ
薬
ヲ
貰
ヒ
テ
帰
ル
　
松
永
氏
ヲ
訪
フ
久
米
氏
来
レ
リ
余
ハ

壱
時
頃
二
帰
宅
ス
　
四
時
前
福
島
氏
ヲ
訪
フ
テ
道
中
膝
栗
毛
ヲ
貸
リ
テ
帰

ル
　
夜
目
入
リ
テ
之
ヲ
読
ム

三
月
一
日
　
土
曜
日
　
朝
来
晴
天

朝
ヨ
リ
膝
栗
毛
ヲ
読
ム
　
松
永
久
米
両
氏
来
ル
　
相
伴
フ
テ
外
．
玉
出
デ
寄

席
行
ヲ
発
起
シ
若
竹
亭
二
行
ク
此
日
ハ
少
シ
遅
レ
タ
ル
が
故
二
最
早
一
杯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

ノ
客
取
テ
座
ス
可
キ
所
モ
ナ
ク
稻
ク
ニ
階
ノ
片
隅
ニ
テ
聴
聞
セ
リ
　
最
初

ハ
竹
本
子
染
ガ
「
三
拾
三
問
堂
棟
木
由
来
平
太
郎
住
家
之
段
」
ニ
テ
ア
リ

シ
が
中
途
ヨ
リ
聞
キ
シ
故
力
感
心
ス
ル
点
モ
見
出
ス
ニ
由
ナ
カ
リ
シ
　
然

シ
声
ハ
可
成
リ
立
ツ
様
ナ
リ
シ
　
次
ハ
竹
本
追
録
助
ノ
「
伽
羅
先
代
萩
政

岡
忠
義
之
段
」
ニ
テ
相
変
ラ
ズ
「
ヲ
ツ
カ
サ
ン
」
ノ
三
味
線
ナ
リ
　
之
レ

ハ
申
ス
迄
モ
ナ
ク
感
服
物
ナ
リ
　
然
シ
鯨
リ
短
キ
ハ
少
シ
不
満
足
ノ
事
ト

　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　

存
ズ
ル
　
例
ノ
礎
ゾ
ヤ
ハ
今
少
シ
ト
思
侍
ベ
リ
キ
　
次
ハ
竹
本
薬
勝
ガ

「
義
経
腰
越
状
五
斗
生
酔
之
段
」
ナ
リ
　
大
坂
表
ヨ
リ
今
度
初
上
リ
ト
ノ

ロ
上
ア
リ
シ
此
人
ハ
少
シ
声
が
大
キ
ク
テ
少
シ
切
り
切
り
ガ
目
立
テ
聞
苦

シ
カ
リ
シ
が
中
程
ヨ
リ
余
程
聞
キ
能
ク
ナ
リ
タ
リ
何
ニ
モ
セ
ヨ
可
成
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

ノ
物
ト
云
フ
可
シ
　
大
切
ハ
小
誌
ガ
『
中
将
姫
古
跡
松
岩
責
之
段
」
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
之
レ
ハ
充
分
聞
キ
堪
エ
ア
リ
テ
感
心
セ
リ
之
レ
ニ
テ
家
二
帰
ル

昨
日
午
後
谷
内
氏
来
リ
テ
余
ト
共
二
神
田
二
行
キ
本
ヲ
買
フ
余
ハ
淡
路
町

ニ
テ
西
洋
林
檎
ヲ
買
ヘ
リ
国
民
新
聞
ヲ
買
来
レ
リ

ニ
月
二
日
．
日
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
朝
豊
川
二
行
ク
　
昼
食
ヲ
馳
走
ニ
ナ
リ
テ
帰
ル
　
其
レ
ヨ
リ
本
屋
二

立
寄
リ
都
之
花
ヲ
請
受
リ
帰
ル
　
宝
貝
ハ
画
質
来
リ
居
ラ
レ
タ
リ
　
直
チ

二
久
米
町
ヲ
呼
ビ
行
キ
少
時
ニ
シ
テ
久
米
氏
来
レ
リ
　
諸
氏
去
リ
シ
頃
ハ

四
時
前
ナ
リ
シ
　
六
時
中
頃
ヨ
リ
家
ヲ
出
デ
福
島
氏
ヲ
訪
フ
ニ
不
在
ナ
リ

シ
カ
バ
余
一
人
ニ
テ
若
竹
二
行
ク
　
此
日
モ
随
分
ノ
入
り
ニ
テ
前
日
二
三

ラ
ザ
ル
程
ナ
リ
シ
　
最
初
ハ
鶴
沢
文
綱
ガ
「
恋
女
房
染
分
手
綱
」
沓
掛
村
ノ

段
」
ニ
テ
ア
リ
シ
が
随
分
ノ
骨
折
リ
ハ
見
ヘ
タ
レ
ド
モ
少
シ
調
子
が
新
内

然
タ
ル
所
ア
リ
シ
バ
蝕
リ
面
白
カ
ラ
ズ
次
ハ
子
染
ガ
『
奥
洲
安
達
ケ

原
。
袖
萩
祭
文
の
段
』
ニ
テ
随
分
面
白
カ
リ
シ
　
能
ク
勉
強
ノ
効
顕
レ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

喝
采
ヲ
拍
セ
シ
バ
宜
シ
　
就
中
余
リ
抜
カ
サ
ズ
シ
テ
恰
ン
ド
全
体
ヲ
語
り

シ
バ
大
満
足
ナ
リ
　
次
ハ
綾
瀬
助
ガ
『
恋
娘
昔
八
丈
、
鈴
ケ
森
之
段
』
ナ

リ
　
此
レ
ハ
実
二
骨
折
ノ
効
充
分
ニ
テ
槌
二
受
ケ
マ
シ
タ
　
然
シ
ア
ン
マ

リ
短
キ
様
ナ
リ
シ
バ
何
時
モ
ナ
ガ
ラ
残
念
く
　
次
ハ
照
勝
ノ
『
忠
臣
一

力
。
由
良
之
助
生
立
の
段
』
ニ
テ
前
夜
ヨ
リ
声
ノ
聞
苦
シ
キ
所
定
少
ナ
ク

大
二
聞
能
ク
ナ
リ
シ
が
二
二
可
成
リ
面
白
ク
聞
キ
タ
リ
　
大
切
ハ
小
梅
ガ

『
艶
容
女
舞
衣
酒
屋
之
段
』
ナ
リ
シ
が
可
成
リ
感
吟
物
ナ
リ
　
塩
森
三
味

線
ノ
所
ハ
随
分
面
白
カ
リ
シ
　
然
シ
歌
ハ
逸
品
シ
ト
思
フ
　
然
シ
先
ヅ
宜

キ
出
来
ナ
ル
可
シ
　
此
レ
ニ
テ
家
二
心
ル
　
就
眠
前
膝
栗
毛
ヲ
読
ム

ニ
月
三
日
　
月
曜
日
　
朝
来
曇
天
然
レ
ド
モ
時
々
日
光
ヲ
見
ル

午
前
拾
時
頃
福
島
氏
来
レ
リ
道
具
屋
掛
物
ヲ
持
チ
来
レ
リ
午
後
甥

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ

毛
ヲ
読
ミ
終
レ
リ
　
草
堂
工
手
紙
ヲ
出
ス
　
午
前
二
時
過
福
島
氏
ヲ
訪
ヒ

膝
栗
毛
ヲ
返
ス
　
五
時
過
帰
宅
ス
　
道
ニ
テ
日
本
人
四
拾
号
及
筆
ヲ
買
フ

　
六
時
過
三
家
ヲ
出
デ
福
島
氏
ヲ
誘
ヒ
若
竹
亭
二
行
ク
　
此
日
モ
随
分
ノ

大
入
リ
ナ
リ
シ
　
初
ヅ
最
初
ハ
下
之
助
ノ
『
傾
城
阿
波
鳴
門
拾
郎
兵
衛
内

之
段
』
ニ
テ
妙
曲
美
声
肝
油
ニ
…
聞
ク
者
ヲ
感
動
セ
シ
メ
シ
様
子
ナ
リ
シ
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む
　
む
　
む
　
む
　
む

時
々
女
客
ノ
手
布
ヲ
目
二
三
ヒ
シ
ヲ
見
掛
ケ
タ
リ
　
就
中
ふ
だ
ら
く
や
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

々
の
御
詠
歌
は
感
服
ノ
至
り
ナ
リ
実
二
能
ク
モ
歌
ヒ
シ
物
哉
　
次
ハ
子
染

ノ
『
八
陣
守
護
城
八
ツ
目
正
清
本
城
之
段
』
先
ヅ
可
成
ノ
出
来
ナ
ラ
ソ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

思
フ
　
然
シ
＆
削
夜
二
劣
ル
事
圭
皿
シ
数
等
ナ
ル
可
シ
　
次
ハ
照
々
ノ
「
御
…

所
桜
堀
川
夜
討
。
三
ツ
目
弁
慶
上
使
之
段
」
ナ
リ
シ
が
此
レ
ハ
ア
ン
マ
リ

声
ノ
大
キ
イ
ノ
ヲ
気
ニ
セ
シ
故
力
語
リ
ロ
非
常
二
不
活
濃
ニ
テ
絵
リ
面
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

カ
ラ
ザ
リ
シ
大
切
ハ
小
丸
ノ
『
本
朝
二
拾
四
孝
』
狐
火
之
段
』
ニ
テ
能
ク

骨
折
ノ
甲
斐
ア
リ
テ
除
程
面
白
カ
リ
シ
　
威
望
狐
火
の
歌
口
琴
ト
三
味
線

ヲ
加
エ
テ
語
り
シ
バ
甚
ダ
宜
シ
　
又
狐
火
ノ
所
ハ
ニ
挺
ニ
テ
賑
ヤ
カ
ニ
語

リ
終
り
シ
バ
面
白
シ
忌
門
セ
ヨ
随
分
能
キ
出
来
ナ
リ
ト
思
フ
然
レ
ハ

前
夜
二
優
ル
コ
ト
万
々
ナ
リ
此
レ
ニ
テ
家
二
帰
リ
就
眠
前
日
本
人
ヲ
読

ム
＊
「
照
勝
ハ
竹
本
若
辰
ト
ノ
評
ハ
蓋
シ
当
ラ
ズ
ト
錐
モ
遠
カ
ラ
ザ
ル
者
ナ

ラ
ン
」

二
月
四
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
天
少
シ
ク
寒
気
ナ
リ
シ
暮
相
母
語
雨

朝
ヨ
リ
日
本
人
ヲ
読
ム
　
午
後
ハ
本
箱
ノ
片
付
ケ
ナ
ド
為
シ
居
ル
内
二
時

移
リ
シ
カ
バ
四
時
頃
晩
食
ヲ
ナ
シ
直
チ
ニ
帰
院
ノ
途
二
上
ル
　
例
付
帯
テ

万
世
橋
ヨ
リ
鉄
道
馬
車
ニ
テ
新
橋
迄
行
キ
其
レ
ヨ
リ
人
力
車
三
田
二
行
キ

ソ
レ
ヨ
リ
徒
歩
シ
テ
学
院
二
着
ス
　
途
中
神
田
明
神
ノ
手
前
ヨ
リ
雨
降
リ

出
デ
ヌ
　
サ
レ
ド
モ
三
田
二
至
リ
シ
頃
ハ
降
リ
止
ミ
タ
リ
　
夜
念
入
リ
テ

島
崎
氏
ノ
部
室
二
行
キ
種
々
談
話
ス
　
部
室
二
帰
リ
テ
後
、
日
本
之
文
華

三
号
ヲ
読
ム
　
拾
時
二
拾
分
頃
外
二
出
タ
ル
ニ
空
ハ
何
時
シ
カ
晴
シ
行
キ

テ
一
輪
ノ
鮫
月
中
天
二
輝
ク
ヲ
見
タ
リ

二
月
五
日
　
水
曜
日
　
朝
来
晴
天

虚
日
朝
幹
事
局
二
行
キ
賄
方
料
ヲ
払
ヒ
昼
食
後
近
傍
ヲ
散
歩
シ
紙
ヲ
買
フ

　
部
室
二
「
帰
り
文
章
ヲ
書
ク
　
晩
食
後
近
傍
ヲ
散
歩
セ
リ
　
無
二
、
入
り
嶋

崎
氏
「
来
り
テ
余
ノ
替
ハ
ヲ
書
　
ケ
リ

ニ
月
六
日
　
木
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
幹
事
局
ヨ
リ
欠
席
届
ヲ
ナ
セ
ト
ノ
命
令
ア
リ
　
午
後
之
ヲ
認
メ
タ
リ

晩
食
後
近
傍
ヲ
散
歩
シ
南
京
豆
及
ビ
菓
子
ヲ
食
フ
　
六
時
ヨ
リ
礼
拝
堂
二

面
デ
賄
ノ
事
由
付
キ
テ
ノ
相
談
二
心
ス

ニ
月
七
日
　
金
曜
日
　
朝
来
晴
天
　
南
風
吹
キ
出
テ
至
極
暖
気
ナ
リ
シ

三
日
午
前
書
籍
室
ヨ
リ
書
ヲ
借
ル
　
幹
事
局
二
三
リ
届
ヲ
出
ダ
ス
　
其
後

赤
田
氏
ト
前
置
幹
事
局
二
行
キ
賄
ノ
二
二
付
キ
近
藤
氏
ト
談
話
シ
本
屋
ノ

切
符
ヲ
貰
ヒ
テ
帰
ル
　
昼
食
後
ミ
ッ
セ
ス
・
ラ
ン
ヂ
ス
方
ニ
テ
本
ヲ
貰
イ

来
ル
．
三
時
過
学
院
ヲ
発
シ
帰
宅
ノ
途
二
上
ル
　
猿
楽
町
ニ
テ
国
語
伝
習

所
二
立
寄
リ
校
外
生
ノ
月
謝
ヲ
納
ム
　
此
レ
友
野
氏
ノ
依
頼
二
依
レ
バ
ナ

リ
五
時
過
家
二
着
ス
　
姉
来
ル
　
六
時
過
竹
町
二
．
行
ク
置
目
夢
前
日
程
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

入
り
ニ
テ
ハ
ナ
カ
リ
シ
モ
可
成
リ
頭
数
多
カ
リ
キ
　
先
ヅ
最
初
ハ
文
綱
ノ

『
玉
藻
前
四
這
。
金
藤
次
上
使
之
段
』
ナ
リ
シ
が
調
子
ガ
ア
ソ
マ
リ
気
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

り
過
ギ
テ
面
白
カ
ラ
ズ
　
次
ハ
子
染
ガ
『
同
胞
比
翼
塚
。
長
兵
衛
内
之

段
』
ニ
テ
可
成
面
白
カ
リ
シ
　
次
ハ
『
綾
之
助
』
ガ
『
絵
本
太
即
急
十
段

目
尼
ケ
崎
之
段
』
ニ
テ
語
り
人
ハ
ヨ
シ
外
題
モ
ヨ
ケ
レ
バ
絵
程
楽
シ
キ
心

地
セ
リ
　
実
と
声
ノ
善
キ
ニ
ハ
何
時
モ
感
服
セ
リ
　
就
中
「
不
義
ノ
富
貴
」

以
下
「
操
ノ
鏡
面
リ
ナ
キ
」
迄
実
二
妙
々
ト
云
フ
可
シ
　
初
ハ
照
勝
ノ

コ
ニ
十
三
番
札
所
霊
験
壷
坂
之
段
」
ナ
リ
シ
が
先
ヅ
上
出
来
ノ
部
ナ
ラ
ン
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む
　
　
む

（
此
ノ
人
ニ
シ
テ
ハ
）
　
大
切
ハ
学
政
ノ
「
花
雲
佐
倉
曙
宗
五
郎
内
之

段
」
ナ
リ
シ
が
之
レ
端
金
ス
迄
モ
ナ
ク
可
成
リ
ノ
出
来
ナ
レ
ド
モ
余
程
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
む

白
カ
リ
キ
　
此
レ
ニ
テ
三
二
帰
ル
　
此
日
途
中
ニ
テ
日
本
之
文
華
及
ビ
百

む
　
　
む
　
　
む

日
曾
我
ヲ
買
フ

三
月
八
日
　
土
曜
日
朝
来
南
風
烈
シ
ク
至
極
暖
気
先
ヅ
過
半
晴
天
夜
鷹

　
　
時
貸
雨
降
リ
来
レ
リ

忌
日
朝
ハ
家
ニ
テ
下
読
ヲ
ナ
シ
午
後
ハ
龍
岡
町
二
行
キ
谷
内
ヲ
訪
ヒ
談
話

中
早
川
モ
来
り
テ
笑
話
シ
テ
午
後
五
時
頃
豊
川
二
行
キ
六
時
少
シ
前
帰
宅

ス
、
晩
食
後
家
ヲ
出
デ
竹
町
二
行
ク
　
此
日
田
風
位
シ
キ
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

大
分
ノ
入
り
ナ
リ
シ
　
先
ヅ
最
初
ハ
文
綱
ノ
『
文
覚
上
人
』
ニ
テ
ア
リ
シ

が
絵
リ
感
心
ハ
セ
ズ
サ
レ
ド
モ
三
味
線
ハ
可
成
鳴
ル
様
二
宮
フ
　
次
ハ

　
　
　
む

子
染
ガ
「
恋
娘
昔
八
丈
。
鈴
ケ
森
之
段
」
ナ
リ
　
之
レ
ハ
先
ヅ
此
人
ニ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

テ
ハ
上
出
来
ノ
部
ナ
ル
可
シ
ト
面
白
ク
聞
キ
タ
リ
　
次
ハ
曇
勝
ガ
「
ニ
ツ

蝶
々
廓
日
記
」
ニ
テ
先
ヅ
中
位
ノ
出
来
ナ
ラ
ン
ト
思
フ
　
扱
其
次
ハ
当
日

　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

ノ
呼
ビ
物
。
馬
之
助
ガ
『
奥
州
安
達
原
。
袖
萩
祭
文
之
段
』
ニ
テ
ア
リ
シ

が
相
変
ラ
ズ
感
吟
物
ナ
リ
」
取
り
分
ケ
歌
祭
文
議
場
レ
モ
感
服
可
致
候

然
モ
此
レ
ニ
テ
自
負
セ
ズ
ニ
充
分
勉
強
セ
ン
コ
ト
ヲ
祈
申
候
　
扱
大
切
ノ

む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

小
政
ガ
「
三
三
合
法
辻
」
玉
手
嫉
妬
之
段
』
ハ
中
々
面
白
カ
リ
シ
且
充
分

語
リ
尽
セ
シ
カ
バ
絵
解
満
足
ノ
至
り
ナ
リ

ニ
月
九
日
　
日
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
降
雪
拾
二
時
頃
ニ
ハ
上
り
タ
リ

此
日
午
前
倉
部
及
中
島
氏
来
レ
リ
　
午
食
後
直
チ
ニ
宇
佐
美
ヲ
訪
フ
　
客

来
ノ
様
子
ナ
リ
シ
カ
バ
去
ッ
テ
松
永
氏
ヲ
訪
フ
」
二
障
不
在
ナ
リ
シ
カ
バ
暫

三
三
チ
合
分
居
リ
テ
氏
二
逢
ヒ
仏
語
ヲ
習
ヒ
テ
後
種
々
長
談
シ
四
時
過
帰

ル
　
玩
方
ニ
テ
素
麺
及
び
薯
ノ
馳
走
ニ
ナ
レ
リ
　
本
屋
二
行
キ
雑
誌
代
ヲ

払
ヒ
帰
ル
　
新
小
説
廿
五
巻
ヲ
読
ム
　
又
日
本
之
文
華
第
三
号
ヲ
モ
…
…

二
月
拾
日
　
月
曜
日
　
朝
来
曇
天
寒
気
風
吹
ク
時
々
日
光
ヲ
漏
ス

此
日
朝
ヨ
リ
仏
語
ヲ
復
旧
シ
タ
景
松
永
氏
ヲ
訪
フ
不
在
ナ
リ
キ
　
去
ツ
テ

福
島
氏
ヲ
訪
フ
　
氏
モ
不
在
ナ
リ
シ
カ
バ
単
騎
膝
栗
毛
二
鞭
ツ
テ
竹
町
回

　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

行
ク
　
最
初
ハ
三
綱
ノ
「
西
郷
一
代
記
。
岩
崎
再
会
之
段
」
ナ
リ
シ
が
之

レ
ハ
随
分
耳
新
シ
ケ
レ
パ
可
成
面
白
キ
心
地
セ
リ
　
然
シ
語
り
様
ハ
感
服

　
　
　
　
　
む
　
　
む

不
惑
　
次
ハ
子
染
ノ
「
艶
容
女
舞
衣
。
酒
屋
之
段
」
ナ
リ
シ
が
随
分
善

シ
「
跡
ニ
ハ
園
ガ
」
ノ
辺
ハ
可
成
能
キ
出
来
ナ
ラ
ン
　
次
ハ
綾
之
助
ガ
「
本

朝
二
拾
四
孝
。
十
種
香
之
段
」
必
勝
ヨ
シ
調
子
モ
妙
只
感
服
致
候
　
就
中

身
ハ
姫
御
前
云
々
ノ
所
抜
群
ノ
出
来
　
次
ハ
照
勝
力
「
日
蓮
記
。
勘
作
内

之
段
」
ナ
リ
シ
が
調
子
下
記
シ
モ
変
化
ナ
キ
為
メ
面
白
カ
ラ
ザ
リ
シ
　
次

　
む
　
　
む
ハ
小
出
ノ
『
大
功
記
。
尼
ケ
崎
之
段
』
ナ
リ
シ
が
骨
折
リ
ノ
甲
斐
ア
ツ
テ

余
程
面
白
カ
リ
シ
　
取
り
分
ケ
「
不
義
ノ
富
貴
」
ヨ
リ
コ
涙
二
誠
顕
ワ
セ

リ
」
ノ
辺
最
モ
妙
撫
大
切
ハ
「
関
取
千
両
幟
。
」
稲
川
内
之
段
」
総
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

座
掛
ケ
合
ニ
テ
ア
リ
シ
が
子
金
壷
女
房
勝
レ
タ
出
来
ナ
リ
　
照
勝
ノ
三
味

線
上
出
来
く
之
ニ
テ
家
二
心
ル
空
ハ
一
面
二
晴
レ
渡
り
満
天
星
ナ

ラ
ヌ
隈
モ
ナ
キ
カ
ト
疑
フ
バ
カ
リ
ナ
リ
キ

ニ
月
拾
隔
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
天
拾
二
時
頃
ヨ
リ
降
雪
四
五
寸
ハ
単
二

　
　
積
レ
リ
六
時
頃
ニ
ハ
止
ム

三
日
朝
起
キ
ル
や
否
や
宇
佐
美
氏
ヲ
訪
フ
ニ
不
在
ナ
リ
シ
カ
バ
去
ツ
テ
福

島
茂
ヲ
訪
ヒ
談
話
益
々
漫
ミ
込
ム
頃
氏
ヨ
リ
午
食
ノ
膳
ヲ
出
サ
レ
タ
レ
バ

其
時
余
峙
立
上
り
テ
窓
外
ヲ
眺
メ
タ
ル
ニ
何
ン
ゾ
知
ラ
ソ
何
時
シ
カ
雪
ノ
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降
り
出
テ
テ
早
や
一
面
銀
世
界
ノ
観
ヲ
昏
冥
ン
ト
ハ
　
食
後
窓
ヲ
推
シ
テ

外
ノ
景
色
ヲ
眺
メ
タ
ル
ニ
雪
ハ
益
々
降
リ
増
［
リ
歌
心
座
ロ
ニ
余
輩
ノ
脳
二

心
ベ
リ
其
所
ニ
テ
余
ハ
庭
ノ
竹
ノ
雪
面
挽
ミ
タ
ル
ヲ
見
テ
以
為
ラ
ク
呼
・

人
生
モ
又
此
ノ
如
キ
カ
人
間
何
ン
ゾ
一
生
難
難
ナ
ク
テ
過
ゴ
ス
ヲ
得
ベ
キ

ヤ
　
然
レ
ド
モ
蛍
窓
二
品
フ
モ
少
シ
モ
挽
マ
ズ
難
難
平
ラ
バ
又
巻
本
二
復

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ス
可
シ
ト
云
フ
心
を
「
降
る
雪
に
庭
の
弱
竹
埋
む
と
も
な
ど
岩
本
に
帰
ら

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ざ
る
べ
き
（
又
ハ
緑
の
色
は
代
ら
ざ
り
け
り
）
」
（
題
若
竹
）
閑
談
に
時
移
り
雪

降
り
出
し
を
知
ら
ざ
り
け
れ
ば
「
思
き
や
互
に
か
わ
す
言
の
葉
の
積
る
と

知
ら
ぬ
庭
の
白
雪
」
又
雪
と
云
へ
る
に
て
「
心
な
く
庭
に
降
り
積
む
白
雪

も
何
時
し
か
消
る
果
敢
な
さ
よ
。
人
の
命
も
斯
く
ば
か
り
。
数
に
は
も
れ

ぬ
山
桜
。
只
潔
く
消
な
ん
と
思
う
心
ぞ
壮
夫
の
い
と
頼
み
あ
る
誠
な
る
ら

ん
」
同
じ
題
に
て
「
恋
人
の
忍
ぶ
た
よ
り
も
絶
ぬ
ら
ん
庵
に
閉
す
雪
の
関

守
」
又
窓
外
の
雪
を
取
り
食
ひ
た
れ
ば
戯
れ
て
「
斯
く
ば
か
り
不
風
流
な

る
歌
人
の
な
ど
勝
れ
た
る
節
や
あ
る
べ
き
」
町
を
隔
て
た
る
家
に
処
女
の

窓
二
依
リ
テ
此
方
を
眺
め
居
た
る
が
雪
の
垣
根
に
積
る
に
従
ひ
此
方
よ
り

は
見
え
ず
な
り
け
れ
ば
「
美
女
を
垣
間
む
聞
も
絶
に
け
り
籠
に
積
る
雪
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

関
守
」
折
節
通
る
美
形
の
批
評
な
ど
な
し
居
る
内
に
四
時
の
鐘
声
避
け
れ

ば
直
に
家
に
帰
り
た
る
に
老
母
の
梅
を
読
め
と
あ
り
け
れ
ば
「
降
る
雪
は

梅
の
小
枝
を
埋
む
と
も
な
ど
薫
り
を
ば
包
み
七
つ
べ
き
」
鉢
の
梅
を
と
あ

り
け
れ
ぽ
「
我
庭
の
鉢
の
梅
ケ
枝
雪
籠
め
て
佐
野
の
昔
も
忍
ぼ
る
る
哉
」

其
後
都
の
花
の
中
の
鉢
の
木
。
百
日
曾
我
等
ヲ
父
母
二
読
み
聞
か
せ
か
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

餅
を
焼
き
て
食
べ
つ
つ
あ
り
し
に
老
父
の
「
旧
び
ぬ
れ
ぽ
」
を
始
め
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

て
読
ミ
ね
と
云
へ
り
け
れ
ば
「
託
び
ぬ
れ
ば
今
降
る
雪
も
哀
添
ひ
猶
忍
ば

庚
三
月
記

る
る
昔
な
り
け
り
」
中
将
姫
と
云
ふ
心
を
「
よ
し
や
身
は
積
る
吹
雪
に
温

む
と
も
松
の
操
は
変
ら
じ
と
思
ふ
」
袖
萩
を
と
あ
り
け
れ
ば
「
声
立
て
て

歌
ふ
古
糸
音
占
さ
え
し
め
り
勝
な
る
雪
の
夕
暮
」
常
盤
御
前
を
と
あ
り
け

れ
ば
「
糸
竹
な
る
我
古
郷
を
出
立
て
て
小
幡
の
雪
に
哀
れ
を
ぞ
添
ふ
」
宗

清
「
我
君
の
お
き
て
た
が
え
ず
常
盤
な
る
松
を
助
く
る
雪
の
関
守
」
浦
里

「
常
盤
な
る
松
の
緑
も
萎
む
と
わ
知
ら
で
や
積
る
庭
の
自
雪
」
藪
六
畜
の

お
賎
を
と
有
り
げ
れ
ば
『
踏
み
迷
ふ
恋
の
枝
路
降
る
雪
に
な
く
く
た
ど

る
目
無
鳥
か
な
』
同
じ
く
礼
三
郎
を
と
て
「
恋
ふ
妻
と
慕
ふ
夏
子
を
右
左

猶
袖
絞
る
雪
の
夕
暮
」
同
じ
く
雪
降
り
の
雲
助
を
と
て
「
心
な
き
身
に
も

誠
を
顕
わ
せ
し
謡
い
そ
が
原
の
雪
の
夕
暮
」
是
に
て
ほ
っ
と
草
臥
れ
て
寝

床
に
入
り
ぬ
、

二
月
拾
二
日
　
水
曜
日
　
朝
来
晴
天

虚
日
む
っ
く
り
起
き
る
や
否
や
奮
然
と
し
て
以
為
ら
く
我
今
日
は
外
に
五

つ
れ
ば
必
ら
ず
人
の
雪
掃
除
し
た
る
道
を
通
る
な
ら
ん
に
我
暮
し
家
の
前

の
雪
片
付
け
で
は
冥
加
の
程
こ
そ
恐
し
き
次
第
な
り
と
て
前
町
の
雪
か
き

払
ひ
て
後
昼
食
し
其
れ
よ
り
家
を
面
出
、
萬
世
橋
よ
り
馬
車
に
乗
り
例
の

妄
想
に
耽
り
つ
つ
有
り
し
が
家
を
出
し
よ
り
考
え
出
せ
し
歌
一
生
田
の
森

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

の
梶
原
源
太
を
題
と
せ
る
一
壷
く
出
来
上
る
「
絡
く
る
矢
竹
心
の
斯
く

そ
と
わ
簸
に
薫
る
花
に
こ
そ
知
れ
」
二
時
前
学
院
に
着
す
　
講
義
録
第

二
号
を
借
覧
す
四
時
よ
り
島
崎
氏
部
屋
に
行
き
種
々
談
話
し
小
説
の
題
名

五
つ
を
得
た
り
「
仙
人
。
屋
気
楼
。
花
曇
り
。
運
気
。
天
の
河
。
載
れ
な

り
二
月
拾
三
日
　
木
曜
日
　
朝
の
内
ハ
少
シ
曇
り
居
り
シ
が
午
後
ハ
晴
天
二
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庚
寅
日
記

　
　
成
レ
リ

此
日
中
午
後
三
時
ヨ
リ
歴
史
ノ
試
験
ヲ
受
ケ
シ
が
下
読
ミ
無
カ
リ
シ
カ
バ

大
ヒ
ニ
困
却
セ
シ
が
出
鱈
目
ヲ
書
キ
テ
於
茶
ヲ
濁
シ
テ
帰
ル
　
四
時
過
子

安
赤
田
島
崎
他
一
名
ト
高
輪
ノ
旧
伊
藤
伯
邸
ヲ
見
二
行
キ
タ
リ
米
所
ハ
恰

モ
停
車
場
ノ
筋
向
ヒ
辺
り
ニ
当
リ
居
レ
ル
が
門
ヲ
入
り
テ
付
キ
当
り
ニ
梅

園
ア
リ
　
入
要
論
ハ
茅
葦
キ
ノ
冠
木
門
ア
リ
テ
一
寸
風
雅
ナ
見
偏
好
ロ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

ク
右
手
ニ
ハ
茅
葺
キ
ノ
家
ア
リ
　
梅
雌
馬
ン
ド
七
八
本
モ
有
り
皆
満
開
ナ

リ
　
枝
二
詩
歌
ノ
書
キ
寄
セ
ノ
為
メ
ノ
帳
面
吊
ル
シ
有
り
タ
リ
　
其
レ
ヨ

リ
進
ミ
タ
ル
“
二
聞
ノ
堂
ア
リ
額
ア
リ
　
光
山
ノ
助
字
ヲ
記
ス
　
如
何
ナ

ル
仏
神
ナ
リ
や
知
ラ
ズ
　
其
ノ
前
月
池
ニ
テ
水
端
二
選
ナ
ド
生
ヒ
繁
り
水

中
二
緋
鯉
ナ
ド
ノ
泳
グ
様
最
を
か
し
げ
ナ
リ
　
池
ヲ
回
り
テ
少
シ
築
山
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

上
り
タ
ル
所
二
東
屋
ア
リ
　
天
上
ニ
ハ
寛
文
年
間
ノ
記
シ
ア
ル
遊
女
及
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

三
々
ヲ
画
キ
タ
ル
板
ア
リ
　
脇
キ
ニ
記
ス
ニ
諸
願
成
就
ノ
四
字
ヲ
以
テ
ス

山
ヲ
上
り
タ
ル
所
二
又
東
屋
ア
リ
　
此
辺
ハ
一
面
二
品
川
沖
ヲ
見
晴
ラ
シ

テ
風
景
中
々
宜
シ
　
時
二
恰
モ
汽
車
ノ
出
ヅ
ル
ヲ
見
タ
リ
其
レ
ヨ
リ
横

道
二
出
デ
畑
中
ヲ
歩
キ
小
松
ノ
有
ル
庭
ヲ
通
り
テ
外
二
出
ヅ
　
随
分
取
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

補
う
ヒ
ナ
バ
中
々
好
キ
庭
皇
帝
ナ
ル
可
シ
ト
思
ハ
ル
　
然
レ
ド
モ
家
ノ
少

キ
ニ
ハ
一
驚
ヲ
喫
セ
リ
：
：
“
・
伊
藤
伯
が
時
々
来
リ
テ
住
ハ
レ
シ
ト
思
ヘ
バ

…
…
其
レ
ヨ
リ
帰
り
タ
ル
ニ
五
時
過
ナ
リ
キ
　
六
時
ヨ
リ
チ
ヤ
ペ
ル
ニ
テ

伍
長
撰
世
外
ビ
賄
方
料
ノ
話
シ
ア
リ
　
賄
料
ハ
終
二
上
ゲ
ザ
ル
コ
ト
ニ
決

セ
リ
ニ
月
拾
四
日
中
金
曜
日
　
朝
来
晴
天
可
成
暖
気

此
目
剰
員
何
事
モ
ナ
ク
過
行
キ
シ
が
昼
前
訳
読
が
当
り
テ
下
読
ナ
カ
リ
シ

カ
バ
少
シ
ク
ヨ
ハ
リ
タ
リ
　
午
後
三
時
頃
ヨ
リ
戸
川
氏
ト
共
二
学
院
ヲ
出

ヅ
　
高
崎
氏
モ
三
田
舞
同
道
セ
リ
　
戸
川
氏
ト
共
二
新
橋
ヨ
リ
鉄
道
馬
車

二
乗
リ
万
世
橋
ニ
テ
下
り
元
富
士
町
迄
同
道
セ
リ
　
五
時
過
家
二
着
ス

晩
食
後
久
米
及
中
嶋
氏
来
レ
リ
　
六
時
過
豊
川
二
行
ク
ニ
お
安
留
主
ナ
リ

シ
カ
バ
七
時
過
迄
待
チ
合
ハ
団
居
リ
シ
が
未
ダ
帰
ラ
ザ
リ
シ
カ
バ
同
家
ヲ

辞
シ
寄
席
二
行
ク
ニ
丁
度
照
年
ノ
「
お
つ
ま
八
郎
兵
衛
」
ヲ
語
り
進
ミ
タ

ル
折
り
ナ
リ
ケ
リ
　
之
レ
ト
云
フ
テ
悪
イ
所
モ
無
ケ
レ
ド
モ
調
子
ハ
始
終

一
調
ニ
テ
面
白
カ
ラ
ズ
　
次
ハ
綾
之
助
ノ
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
寺
子
屋

之
段
」
ニ
シ
テ
中
程
ヨ
リ
語
り
初
メ
シ
が
相
ヒ
変
ラ
ズ
旨
イ
物
デ
御
座
ル

取
り
分
ケ
「
門
火
ヲ
頼
ミ
」
云
々
ノ
辺
ジ
ョ
リ
結
尾
迄
実
二
面
白
サ
云
ハ

　
　
　
　
　
　
　
む

ン
方
ナ
シ
　
次
ハ
小
政
ノ
「
加
賀
見
山
旧
錦
絵
」
尾
上
部
屋
之
段
」
此
レ

ハ
先
ヅ
中
位
ノ
出
来
ナ
リ
キ
　
然
シ
中
々
面
白
カ
リ
シ
　
扱
大
切
ハ
「
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

版
歌
祭
文
」
野
崎
村
ノ
段
」
ニ
テ
小
鼻
ノ
於
染
。
島
国
ノ
久
作
。
子
染
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

於
光
。
駒
鶴
久
松
。
母
親
ナ
リ
シ
が
区
政
ノ
国
警
ハ
中
々
ノ
出
来
年
光
ハ

可
成
其
他
先
ヅ
善
キ
出
来
ナ
リ
キ
　
シ
マ
イ
ハ
三
味
線
回
外
ニ
テ
政
鶴
胡

弓
ヲ
ス
リ
タ
リ

ニ
月
拾
五
日
　
土
曜
日
　
朝
来
曇
天
時
々
日
光
ヲ
漏
ス
夜
二
入
リ
テ
拾
時

　
　
前
ヨ
リ
雨

三
日
昼
前
ヨ
リ
下
読
ミ
ヲ
始
ム
　
八
時
前
大
石
勾
画
リ
種
々
談
話
シ
帰
ル

　
午
後
五
時
過
中
嶋
氏
訪
ヒ
来
ル
　
六
時
頃
久
米
来
リ
同
道
シ
テ
外
二
出

デ
寄
席
二
行
ク
　
先
ヅ
最
初
ハ
「
殿
中
喧
嘩
場
之
段
」
ニ
テ
三
三
ハ
子
染

中
々
ノ
出
来
　
若
狭
之
助
ハ
駒
鶴
先
ヅ
宜
シ
　
政
鶴
ノ
伴
内
中
々
宜
シ

同
ジ
ク
子
染
ノ
勘
平
ハ
中
々
善
ク
駒
鶴
ノ
お
軽
可
成
　
次
ハ
’
「
判
官
切
腹
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之
段
」
ニ
テ
照
勝
之
レ
ヲ
語
ル
　
先
ヅ
善
キ
出
来
ト
云
フ
可
シ
　
次
ハ

「
ニ
ッ
玉
ノ
段
」
ニ
テ
子
染
ナ
リ
シ
が
之
レ
半
可
全
面
白
月
リ
シ
　
次
ハ

「
於
軽
身
売
之
段
」
駒
鶴
先
ヅ
善
シ
ー
此
人
ニ
シ
テ
ハ
ー
　
扱
テ
次
ハ

「
勘
平
腹
切
ノ
段
」
小
国
ナ
リ
シ
が
之
レ
ハ
云
フ
迄
モ
ナ
ク
二
月
善
戦
リ

シ
　
大
切
ハ
コ
力
之
段
」
ニ
テ
由
良
之
助
、
小
智
ハ
中
々
宜
シ
　
喜

多
八
ハ
勘
二
、
矢
間
野
太
郎
ハ
政
鶴
　
千
崎
弥
五
郎
ハ
駒
鶴
ナ
リ
シ
が
之

　
　
ぐ
マ
　
レ
ハ
先
ヅ
無
ン
デ
モ
ナ
シ
　
子
染
ノ
平
右
衛
門
ハ
顔
ヲ
ヌ
リ
テ
出
来
リ
シ

が
跡
ト
ニ
小
政
ト
掛
ケ
合
セ
ニ
ナ
リ
テ
モ
中
々
辺
砦
リ
シ
政
道
ノ
月

内
。
駒
鶴
ノ
九
太
夫
ハ
中
々
宜
シ
　
例
ノ
謎
ニ
チ
ハ
客
ノ
腹
ヲ
細
ラ
蛙
声

リ
　
然
シ
少
シ
狼
…
…
小
政
ノ
於
軽
中
々
面
白
ク
聞
キ
ヌ
　
ソ
シ
テ
此
ノ

夜
ハ
小
政
迄
が
由
良
之
助
ノ
時
ニ
ハ
黒
ノ
衣
物
ヲ
着
テ
頭
二
紙
切
レ
ヲ
結

ピ
付
ケ
又
津
軽
ノ
時
切
ハ
紅
ノ
嬬
絆
ヲ
着
ル
等
中
々
ノ
趣
向
他
ノ
人
々
ノ

車
輪
ニ
テ
総
体
二
善
キ
出
来
ナ
ラ
ソ
ト
思
フ
　
帰
途
密
柑
ヲ
買
フ

ニ
月
拾
六
日
　
日
曜
日
　
朝
来
降
雨

三
日
午
前
拾
時
過
倉
部
氏
来
ル
　
赤
田
氏
次
イ
デ
来
レ
リ
　
蜂
腰
後
戸
チ

ニ
松
永
氏
ヲ
訪
フ
テ
長
談
ス
　
牡
丹
餅
ノ
御
馳
走
二
相
成
リ
申
ス
　
三
時

過
同
家
ヲ
辞
シ
帰
宅
ス
　
五
時
頃
ヨ
リ
雨
降
リ
出
ケ
レ
バ
大
ヒ
ニ
弱
リ
家

三
三
リ
ヌ
　
演
説
文
ノ
草
稿
ヲ
作
ル

一一

誌
E
七
日
　
月
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
時
々
降
雨
、

三
日
都
乃
花
三
拾
三
号
ヲ
受
取
リ
之
ヲ
読
ム
　
午
後
五
時
頃
家
ヲ
出
ヅ

万
世
橋
辺
ヨ
リ
雨
降
リ
来
ル
　
例
ノ
如
ク
同
所
ヨ
リ
鉄
道
馬
車
ニ
テ
新
橋

迄
来
リ
ソ
レ
ヨ
リ
徒
歩
シ
テ
学
院
二
着
ス
　
途
中
ニ
テ
雨
激
シ
ク
降
り
出

デ
随
分
困
難
ヲ
極
メ
タ
リ

二
月
拾
八
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
天

午
後
三
時
頃
ヨ
リ
外
出
シ
里
宮
榎
の
大
弓
店
下
テ
弓
ヲ
引
ク
　
夜
具
入
り

テ
ハ
例
ノ
如
ク
課
業
ノ
下
読
ヲ
ナ
シ
タ
リ
「

二
月
拾
九
日
　
水
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
降
雨
夜
二
時
リ
テ
雷
鳴
ヲ
聞
ク

此
日
ハ
午
後
一
時
過
幹
事
局
ヨ
リ
伍
長
ニ
ナ
レ
ト
ノ
辞
令
ヲ
頂
戴
セ
リ

二
日
始
メ
テ
漢
学
ノ
課
業
二
出
席
セ
リ

ニ
月
二
拾
日
　
木
曜
日
　
此
日
朝
来
曇
天
時
々
日
光
ヲ
見
ル

忌
日
晩
食
後
二
本
緬
収
ノ
通
り
ヲ
散
歩
シ
種
円
々
笑
談
ヲ
シ
ナ
ガ
ラ
歩
キ
蜜
柑

屋
ニ
テ
蜜
柑
ヲ
食
フ
　
又
菓
子
屋
ニ
テ
珈
瑳
ヲ
飲
ム

ニ
月
二
拾
一
日
　
金
曜
日
　
朝
来
晴
レ
居
り
タ
ル
が
午
後
ハ
少
シ
雲
が
出

　
　
来
レ
リ
夜
二
入
リ
テ
少
シ
雨
降
ル

此
目
二
時
頃
家
父
ヨ
リ
ノ
書
状
ヲ
受
取
ル
　
故
二
文
学
会
ヲ
断
り
テ
家
二

帰
ル
　
三
田
ノ
幼
稚
舎
二
行
キ
タ
ル
ニ
太
一
ハ
既
二
横
浜
二
巴
リ
去
り
居

り
タ
レ
パ
余
ハ
直
チ
ニ
三
二
帰
リ
着
キ
タ
ル
ニ
恰
モ
五
時
半
位
ナ
リ
シ

ソ
レ
ヨ
リ
晩
食
ノ
後
河
田
氏
ヲ
訪
フ
　
姉
ノ
迎
ノ
業
晒
ナ
リ
　
同
氏
方
ニ

テ
八
時
頃
迄
談
話
シ
姉
ト
共
二
同
家
ヲ
出
デ
菊
坂
下
ノ
汁
粉
屋
ニ
テ
汁
粉

ヲ
食
ス
　
帰
宅
後
本
屋
二
行
キ
濡
燕
宿
傘
。
寝
物
語
ノ
ニ
書
ヲ
買
ヒ
来
ル

　
就
蓉
後
寝
物
語
リ
ヲ
読
ム

ニ
月
二
拾
二
日
　
土
曜
日
　
朝
来
晴
天
可
成
暖
気

此
日
ハ
朝
月
新
聞
及
ビ
日
本
人
ヲ
読
ミ
午
食
後
文
学
史
及
ビ
三
連
星
ブ
ッ

ク
」
ヲ
読
ム
　
四
時
過
於
安
来
レ
リ
　
寄
席
二
行
カ
ソ
ト
ノ
発
言
ア
リ
皆

々
同
意
シ
行
コ
ト
ニ
決
ス
　
中
島
琉
来
ル
　
六
時
分
家
ヲ
出
デ
寄
席
二
行

ク
　
於
安
次
イ
デ
来
レ
リ
　
入
り
ハ
先
ヅ
大
入
リ
ノ
部
ナ
リ
　
最
初
ハ
名
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モ
知
ラ
ヌ
男
ニ
テ
面
白
カ
ラ
ズ
　
次
ハ
「
鈴
之
助
」
ノ
三
世
相
ナ
リ
シ
が

之
レ
ハ
可
成
リ
ノ
出
来
ノ
様
二
思
フ
　
体
ノ
構
へ
非
常
二
金
之
助
二
似
タ

リ
次
ハ
今
輔
ニ
テ
「
江
戸
ッ
子
ノ
旅
」
ヲ
語
ル
中
々
軽
ク
滑
稽
百
出

聴
客
ノ
腹
ヲ
ヨ
ラ
セ
タ
リ
　
終
り
ノ
三
味
線
ハ
中
々
達
者
サ
テ
モ
能
ク
上

達
セ
シ
モ
ノ
カ
ナ
　
次
ハ
加
賀
太
夫
ノ
「
酔
月
音
聞
」
ナ
リ
シ
が
之
レ
ハ

中
々
旨
ク
語
り
タ
レ
バ
随
分
面
白
カ
リ
シ
　
桂
文
治
ノ
「
鍋
草
履
」
ト
云

フ
話
シ
前
置
二
三
シ
狸
褻
ナ
ル
所
ア
リ
タ
リ
…
…
擬
声
ハ
中
々
…
…
再
見

三
朝
例
ノ
「
縁
カ
イ
ナ
」
ヲ
五
ツ
パ
カ
リ
ヤ
リ
終
り
ニ
櫓
太
鼓
ノ
曲
言
キ

ヲ
ヤ
リ
タ
ル
が
中
々
ノ
腕
前
ツ
ク
み
＼
感
服
ノ
至
り
ナ
リ
　
次
ハ
奏
賀
此

ノ
爺
益
々
頭
ハ
ゲ
テ
「
ラ
ン
ム
プ
」
其
所
除
ケ
ト
ノ
有
様
。
話
シ
バ
相
変

ラ
ズ
ノ
ベ
ツ
マ
ク
ナ
シ
ニ
テ
可
成
リ
善
キ
出
来
ナ
ラ
ン
　
次
ハ
玉
輔
ガ

「
義
士
銘
々
伝
」
ハ
鯨
リ
ニ
気
取
リ
過
ギ
テ
面
白
カ
ラ
ズ
　
之
レ
ニ
テ
中

入
リ
於
安
ハ
此
ノ
時
帰
リ
去
レ
リ
　
中
入
リ
後
景
桃
太
郎
が
女
郎
買
ノ
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

シ
中
々
ノ
出
来
次
ハ
文
楽
ノ
続
キ
話
シ
中
々
面
白
ク
聞
キ
タ
リ
　
此
レ

ニ
テ
家
二
帰
ル
　
就
胴
部
革
削
新
著
百
種
｛
ヲ
弛
覗
ム

＊
道
ニ
テ
新
著
百
種
及
ビ
日
本
風
文
華
ヲ
買
フ

ニ
月
二
拾
三
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
午
食
前
福
島
氏
ヲ
訪
ヒ
十
二
時
頃
帰
宅
シ
午
食
後
浜
田
氏
ヲ
訪
ヒ
種

々
談
話
ノ
末
帰
宅
ス
　
直
チ
ニ
晩
食
ヲ
喫
シ
家
ヲ
出
ヅ
　
此
時
姉
ヨ
リ
一

円
貰
ヒ
父
二
二
拾
銭
ヲ
与
フ
　
万
世
橋
ヨ
リ
馬
車
ニ
テ
新
橋
迄
来
リ
ソ
レ

ヨ
リ
徒
歩
シ
学
院
二
帰
ル
　
読
売
新
聞
ヲ
読
ム

ニ
月
二
拾
四
日
　
月
曜
日
　
朝
来
曇
天
拾
時
頃
ヨ
リ
降
雨

此
日
朝
．
バ
ラ
氏
二
三
ゲ
テ
試
験
ノ
場
所
ヲ
キ
メ
テ
貰
ピ
タ
リ
　
昼
食
後
仏

語
翻
訳
ヲ
ナ
ス
　
午
後
四
時
頃
「
ア
ミ
ダ
」
ヲ
ナ
シ
菓
子
ヲ
三
瀬
リ
テ
之

ヲ
食
フ
　
夜
二
入
り
テ
日
本
之
文
華
第
四
号
ヲ
読
ム
　
拾
時
過
外
二
出
タ

ル
比
量
晴
レ
テ
星
耀
ヤ
キ
居
タ
ル
ヲ
見
タ
リ

ニ
月
二
拾
五
日
　
火
曜
日
　
朝
来
過
半
晴
天
昼
頃
ヨ
リ
風
吹
キ
出
山
リ

此
日
源
氏
桐
壷
之
養
虎
ル
　
国
民
新
聞
二
三
枚
ヲ
読
メ
リ
　
午
前
「
ハ
リ

ス
」
氏
白
鴎
チ
ノ
文
学
史
ノ
試
験
ア
リ
タ
リ
　
仏
連
知
ブ
ッ
ク
六
、
七
、

二
立
早
ヲ
装
丁
メ
リ

ニ
月
二
拾
六
日
　
水
曜
日
　
朝
来
晴
天
、
風
甚
ダ
強
シ

此
日
数
学
課
ハ
休
ミ
ナ
リ
キ
　
拾
時
頃
火
事
ア
リ
四
ツ
当
月
ト
ノ
事
ナ
リ

キ
、
累
物
入
り
一
儲
前
「
フ
レ
ン
チ
ブ
ッ
ク
」
ノ
八
章
ヲ
読
メ
リ
　
墨
黒

ハ
塾
監
ヨ
リ
頼
マ
レ
テ
余
計
二
巡
廻
ヲ
ナ
セ
リ

ニ
月
二
拾
七
日
　
金
曜
日
　
朝
来
晴
天
中
々
暖
シ

昼
食
前
幹
事
局
ヨ
リ
金
ヲ
請
取
ル
其
中
二
円
ダ
ケ
賄
料
ヲ
払
込
ム
午

後
和
学
ノ
時
事
木
之
巻
ヲ
読
ミ
始
ム
　
此
日
午
前
近
藤
氏
二
漢
学
ヲ
習
フ

事
ヲ
頼
ミ
テ
承
諾
ヲ
得
タ
リ
　
夜
二
入
リ
テ
「
ラ
ン
ヂ
ス
」
教
師
ヲ
訪
ヒ

物
理
ノ
質
問
ヲ
ナ
シ
演
劇
ノ
益
鳥
其
他
種
々
談
話
ヲ
ナ
シ
テ
帰
レ
リ
九

時
頃
ヨ
リ
雨
降
リ
出
デ
ヌ
　
九
時
過
玉
眼
ヨ
リ
部
室
ノ
事
二
付
テ
ノ
話
ア

リ
タ
リ

二
月
二
拾
八
日
　
金
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
降
雨
午
後
ヨ
リ
雨
上
リ
四
時
過

　
　
八
日
快
晴

朝
乳
屋
二
金
三
拾
五
銭
ヲ
払
フ
　
此
日
ア
ヂ
ソ
ン
氏
ノ
文
ヲ
読
ミ
終
ル

午
後
二
時
過
課
業
二
出
ン
身
延
出
行
キ
タ
ル
ニ
便
所
ニ
テ
本
ヲ
落
シ
タ
レ

ド
是
非
ナ
ク
之
ヲ
拾
ヒ
挙
ゲ
、
水
ニ
テ
之
ヲ
磯
馴
リ
　
三
時
過
学
院
ヲ
出
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テ
帰
途
二
二
ク
　
新
橋
ヨ
リ
鉄
道
馬
車
ニ
テ
日
本
橋
迄
来
リ
其
レ
ヨ
リ
徒

歩
シ
テ
家
二
着
ス
　
夜
雨
入
り
テ
ハ
歌
ナ
ド
歌
ヒ
テ
時
ヲ
費
シ
拾
時
頃
黒

円
入
ル
　
就
眠
新
小
説
ヲ
読
ム

三
月
口
日
　
土
曜
日
　
朝
来
曇
天
九
時
頃
ヨ
リ
晴
ル
然
レ
ド
モ
風
呂
リ

此
日
朝
床
ノ
内
子
テ
新
小
説
ヲ
読
ミ
終
ル
　
九
時
前
豊
川
二
行
キ
文
章
軌

範
ヲ
借
り
「
ヘ
ボ
ン
」
辞
書
ヲ
持
チ
拾
一
時
前
二
同
家
ヲ
出
デ
家
二
男
ル

　
濃
鼠
ニ
テ
浜
田
氏
二
逢
フ
　
直
チ
ニ
髪
ヲ
カ
リ
同
行
キ
湯
二
入
リ
テ
家

二
帰
ル
　
午
後
福
島
氏
ヲ
訪
フ
　
高
野
尊
話
イ
デ
来
ル
　
同
家
ニ
テ
桜
餅

ノ
馳
走
ニ
ナ
ル
　
四
時
頃
同
家
ヲ
出
デ
帰
宅
ス
　
其
レ
ヨ
リ
課
業
ノ
下
読

ヲ
ナ
ス
　
夜
二
入
リ
於
安
来
ル
　
谷
内
氏
次
ギ
テ
来
レ
リ
於
安
余
ノ
義
太

夫
本
六
本
ヲ
拾
銭
ニ
テ
買
ヒ
ク
レ
タ
リ
八
時
過
谷
内
氏
ト
共
二
外
二
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

デ
義
太
夫
本
八
冊
ト
「
リ
エ
ン
ジ
」
　
「
イ
パ
ン
ホ
ヲ
」
及
び
天
智
天
皇
ヲ

田
貝
フ
　
就
眠
晶
剛
改
進
新
聞
ヲ
動
覗
ム

＊
茎
長
午
前
姉
帰
レ
リ

三
月
二
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
天
晩
方
曇
ル

午
前
倉
部
氏
松
永
、
早
川
氏
請
来
レ
リ
　
氏
等
去
ツ
テ
中
嶋
氏
来
レ
リ

余
ハ
「
リ
ッ
ト
ン
」
ノ
「
リ
エ
ン
ヂ
」
ヲ
少
シ
読
ミ
タ
リ
　
三
時
過
外
二

出
テ
都
ノ
花
及
ビ
曲
亭
雑
記
ヲ
買
フ
　
安
野
氏
来
レ
リ
　
氏
去
ッ
テ
中
島

二
又
来
レ
リ
　
六
時
過
家
ヲ
出
デ
万
代
橋
ヨ
リ
鉄
道
馬
車
二
乗
リ
新
橋
ニ

テ
下
り
ソ
レ
ヨ
リ
徒
歩
シ
テ
三
田
二
出
デ
密
柑
ヲ
買
ヒ
道
々
之
ヲ
食
ヒ
戸

閾
学
院
三
遠
ス
　
ソ
レ
ヨ
リ
課
業
ノ
下
読
ミ
ヲ
ナ
シ
拾
一
時
頃
都
ノ
花
ヲ

読
ム

庚
寅
日
記

三
月
三
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴
天
　
然
シ
八
時
頃
ヨ
リ
花
曇
リ

命
日
午
前
ハ
歴
史
課
休
ミ
ナ
リ
シ
カ
バ
部
室
二
帰
リ
テ
読
売
新
聞
三
日
分

ヲ
読
ム
　
午
後
一
時
半
ヨ
リ
近
藤
氏
二
文
章
軌
範
ノ
講
義
ヲ
聞
ク
　
部
室

二
三
リ
テ
後
、
都
ノ
花
及
ビ
天
智
天
皇
ヲ
読
ミ
終
レ
リ

三
月
四
日
　
火
曜
日
　
朝
来
薄
曇
リ

油
日
午
前
ハ
歴
史
休
ミ
ナ
リ
シ
カ
バ
部
室
二
帰
リ
テ
源
氏
帯
木
ヲ
少
シ
読

ム
　
午
後
文
章
軌
範
ヲ
読
ム
　
四
時
過
金
子
屋
二
行
キ
容
物
菓
子
ヲ
食
シ

近
傍
ヲ
散
歩
ス
　
夜
二
入
リ
テ
「
ジ
ョ
ン
ソ
ン
」
ノ
文
言
ビ
詩
ヲ
読
ム

三
月
五
日
　
水
曜
日
　
朝
来
晴
天
風
烈
シ

此
日
課
業
師
タ
ノ
如
ク
済
マ
セ
シ
後
漢
学
課
二
出
席
シ
居
タ
ル
一
二
二
田
二

火
事
始
マ
レ
リ
　
故
二
野
チ
ニ
部
室
二
帰
リ
島
崎
、
赤
田
、
桜
井
、
三
氏

ト
火
事
場
二
赴
ク
　
近
藤
氏
方
ヲ
見
舞
ヒ
、
出
塁
ヲ
下
レ
バ
猛
火
眼
前
二

燃
二
巴
デ
百
屋
蕩
尽
ス
ル
様
イ
ト
モ
哀
レ
ゲ
ナ
ル
ニ
人
々
ノ
己
ガ
ジ
シ
荷

物
ヲ
持
運
ブ
者
引
キ
モ
切
ラ
ズ
　
中
ニ
ハ
手
桶
又
ハ
下
駄
等
ヲ
大
切
ソ
ヲ

ニ
持
チ
居
ル
婦
人
モ
ア
ル
ハ
其
周
章
ノ
様
思
遣
ラ
レ
テ
座
ロ
ニ
暗
涙
ゾ
浮

バ
レ
ケ
ル
　
坂
下
ヲ
横
二
三
レ
小
山
町
二
出
デ
、
三
田
四
国
町
二
士
デ
、

比
佐
民
ヲ
訪
フ
三
　
川
、
赤
田
、
桜
井
、
他
ノ
一
人
来
リ
居
レ
リ
、
依
ツ

テ
同
家
ノ
屋
根
二
登
リ
見
タ
ル
ニ
慶
応
義
塾
ハ
坂
ノ
上
人
堤
ヲ
作
り
蒸
気

直
壁
ノ
姻
ノ
立
町
ル
ヲ
見
ル
　
松
山
氏
ノ
家
ハ
姻
中
二
冤
然
タ
ル
ヲ
見
ル

　
其
時
火
先
キ
臨
港
二
田
町
ノ
方
二
向
ヒ
黒
熱
日
二
映
ジ
テ
黄
色
ヲ
帯
ビ

一
目
長
里
、
中
ニ
モ
気
ノ
毒
ナ
リ
シ
バ
新
町
辺
ノ
店
庫
ノ
火
ノ
入
り
テ
時

々
姻
ヲ
吐
ク
様
ナ
リ
キ
　
問
モ
ナ
ク
同
家
ヲ
出
デ
慶
応
義
塾
ヲ
通
り
抜
ケ

聖
坂
ヲ
上
り
学
院
二
帰
ル
　
晩
食
後
井
深
先
生
鯨
等
二
三
グ
ル
ニ
炊
出
シ
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庚
寅
日
記

ヲ
ナ
ス
三
二
今
夜
ハ
手
助
ケ
ク
レ
ヨ
ト
ノ
依
頼
ア
リ
　
七
時
前
ヨ
リ
食
堂

　
　
　
む
　
　

二
入
リ
結
ビ
ヲ
作
ル
　
八
時
頃
ヨ
リ
追
々
操
リ
出
シ
品
等
ハ
最
後
心
残
リ

シ
カ
バ
九
時
頃
学
院
ヲ
出
デ
高
輪
海
岸
ノ
借
家
ヲ
見
シ
ー
ニ
ノ
貧
民
ヲ
モ

見
ズ
　
直
チ
ニ
三
田
二
行
キ
タ
ル
ニ
昨
日
迄
モ
可
成
ノ
町
ナ
リ
シ
所
モ
今

見
ン
パ
一
望
暖
原
ノ
様
ヲ
現
出
シ
只
所
々
二
残
火
ノ
姻
ル
ヲ
見
ル
三
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

ハ
嶋
崎
氏
ト
共
麟
二
籠
ノ
ム
ス
ビ
ヲ
携
工
所
々
歩
キ
タ
レ
ド
モ
食
ヲ
乞
フ

ノ
人
モ
ナ
シ
　
依
ッ
テ
学
院
二
三
レ
バ
拾
時
ノ
号
鐘
告
ゲ
渡
り
ヌ

＊
小
泉
氏
ヲ
訪
フ

三
月
六
日
　
木
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
曜
前
夜
ノ
火
事
ニ
テ
休
業
　
拾
一
時
頃
迄
比
佐
氏
ト
教
場
ニ
テ
雑
談

ス
　
ソ
レ
ヨ
リ
昼
食
シ
島
崎
、
赤
田
、
二
野
ト
共
二
散
歩
二
出
デ
田
圃
道

ヲ
サ
マ
ヨ
ヒ
品
川
ノ
宿
二
藍
デ
学
院
二
帰
ル
　
扱
テ
追
々
春
景
色
立
初
暦

テ
野
路
ノ
若
草
萌
出
ル
緑
ノ
色
モ
床
シ
ク
別
霞
薄
ク
籠
メ
テ
小
山
ノ
下
ヲ

巡
ル
モ
ヲ
カ
シ
キ
心
地
ス
、
加
フ
ル
ニ
小
川
ノ
流
レ
溝
濃
タ
ル
、
所
々
ノ

園
ノ
梅
ノ
咲
キ
香
フ
ナ
ド
何
レ
豆
単
ノ
心
ヲ
長
閑
ナ
ラ
シ
ム
ル
者
ナ
ラ
ザ

ラ
ン
、
ソ
レ
ヨ
リ
晩
食
後
物
理
ノ
問
題
ヲ
学
ビ
、
吉
夢
後
ノ
「
パ
ー
ク
」

氏
「
ロ
ー
ド
、
チ
ャ
タ
ム
」
ヲ
抽
覗
ム

三
月
七
日
　
金
曜
日
　
朝
来
晴
天
晩
景
ハ
少
曇

此
日
ハ
朝
ヨ
リ
物
理
ノ
主
題
テ
大
心
配
ヲ
ナ
シ
タ
レ
ド
モ
案
ジ
ル
ヨ
リ
産

ム
が
安
シ
ト
カ
ソ
レ
モ
事
ナ
ク
過
冷
午
後
仏
語
ノ
試
験
モ
ス
マ
セ
島
崎
氏

ト
・
学
院
ヲ
出
デ
種
々
談
話
シ
ナ
ガ
ラ
京
橋
二
来
リ
ソ
レ
ヨ
リ
鉄
道
馬
車
二

乗
リ
同
氏
二
日
本
橋
ニ
テ
別
レ
帰
宅
ス
　
時
二
五
時
過
ギ
ニ
テ
ア
リ
タ
リ

ソ
レ
ヨ
リ
新
聞
ヲ
読
ミ
又
拾
二
段
ヲ
少
々
読
ム

三
月
八
日
　
土
曜
日
　
朝
来
晴
天
非
常
ノ
好
天
気

忌
日
朝
十
二
段
ヲ
読
ミ
終
ル
　
倉
部
氏
来
ル
　
氏
去
ツ
テ
課
業
ノ
下
読
ミ

ヲ
ナ
ス
　
久
米
及
ビ
中
島
氏
来
レ
リ
　
氏
等
等
ッ
テ
大
石
早
川
来
ル
　
於

安
来
ル
　
晩
食
後
於
安
ヲ
伴
ナ
ヒ
外
二
出
デ
本
屋
二
都
ノ
花
ノ
綴
ヲ
頼
ミ

豊
川
二
行
ク
ニ
門
付
ケ
来
り
居
り
テ
寺
子
屋
及
ビ
仙
台
藩
ヲ
聞
ク
　
落
菓

子
等
ノ
馳
走
ニ
ナ
リ
テ
拾
時
帰
宅
ス
　
途
中
ニ
テ
足
袋
、
義
太
夫
本
、
日

本
之
文
華
等
ヲ
買
ヒ
来
レ
リ

三
月
九
日
　
日
曜
日
　
朝
来
曇
天
拾
一
時
過
ヨ
リ
霧
雨
降
リ
出
デ
夜
二
入

　
　
リ
テ
本
雨
降
リ
来
レ
リ

朝
中
島
三
惑
レ
リ
　
九
時
過
豊
川
二
行
キ
手
紙
ヲ
貰
フ
、
椎
ラ
食
ヒ
拾
｝

時
頃
同
家
ヲ
出
デ
タ
ル
ニ
大
石
早
川
二
氏
二
逢
ヒ
同
家
二
至
リ
少
時
談
話

ノ
後
帰
宅
ス
　
ソ
レ
ヨ
リ
久
米
氏
来
ル
　
文
章
ヲ
書
ク
　
題
シ
テ
国
語
之

研
究
ト
云
フ
　
五
時
頃
湯
屋
二
行
キ
一
浴
ス
　
六
時
過
家
ヲ
出
デ
雨
ヲ
冒

シ
テ
仲
町
吹
抜
亭
二
行
キ
豊
竹
小
当
連
中
ノ
浄
瑠
璃
ヲ
聞
ク
　
最
初
ハ
緑

恵
ノ
「
勢
州
鈴
鹿
合
戦
、
平
治
住
家
之
段
」
ナ
リ
　
可
成
骨
折
リ
ハ
見
エ

タ
レ
ド
モ
少
シ
急
グ
様
ナ
心
地
セ
リ
、
次
ハ
新
緑
、
三
味
線
、
数
尾
ニ
テ

「
傾
城
阿
波
之
鳴
門
」
十
郎
兵
衛
住
家
之
段
」
ヲ
語
ル
　
中
々
宜
シ
　
所

々
四
緑
其
侭
ト
モ
云
フ
可
キ
所
ア
リ
、
就
中
巡
礼
歌
ハ
大
出
来
ナ
ラ
ン

次
ハ
三
三
、
三
味
線
、
海
老
造
ニ
テ
「
管
原
伝
授
手
習
鑑
、
寺
子
屋
之
段
」

ヲ
語
レ
リ
　
数
尾
ハ
ニ
十
六
七
位
ナ
ル
ベ
シ
　
眼
ノ
キ
ョ
ト
〈
然
タ
ル

人
ニ
テ
頭
ニ
四
五
ノ
島
田
髭
ヲ
頂
ケ
リ
　
語
り
様
ハ
何
処
力
小
緑
二
似
テ

中
々
熱
心
二
語
リ
タ
レ
バ
随
分
感
服
セ
リ
　
次
ハ
竹
本
鹿
の
子
ガ
「
御
所

桜
堀
川
夜
討
、
弁
慶
上
使
之
段
」
ナ
リ
シ
が
中
々
ノ
出
来
、
昨
年
ト
ハ
チ
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ガ
ヒ
テ
声
モ
直
り
テ
鯨
程
面
自
カ
リ
シ
、
扱
大
切
ハ
『
金
比
羅
利
生
記
、

百
度
平
住
家
之
段
』
小
序
之
レ
ヲ
語
ル
　
外
題
が
鯨
リ
善
ク
ナ
キ
が
故
二

何
フ
カ
ト
思
ヒ
シ
ガ
サ
ス
ガ
ハ
中
々
宜
ク
シ
テ
ノ
ケ
ラ
レ
タ
リ
　
実
二
語

リ
来
り
歌
ヒ
去
ル
ノ
楽
座
ロ
昭
南
ノ
進
ム
ヲ
覚
エ
ヌ
許
リ
ナ
リ
キ
　
ソ
シ

テ
楽
日
ハ
例
ノ
束
髪
ヲ
ヤ
メ
テ
島
田
合
結
ヒ
テ
居
り
シ
が
大
分
若
ヤ
ギ
タ

ル
…
様
二
見
受
申
候
　
以
上
二
人
ノ
三
味
線
ハ
海
老
造
勤
メ
タ
リ
　
此
夜
直

雨
天
ノ
故
主
客
入
り
思
ハ
シ
カ
ラ
ザ
リ
キ
之
レ
ニ
テ
家
二
士
ル

三
月
拾
日
　
月
曜
日
　
朝
来
降
雨
三
時
誌
上
レ
リ

此
日
朝
ヨ
リ
栄
花
物
語
ヲ
読
ミ
午
後
二
時
過
之
ヲ
終
り
ソ
レ
ヨ
リ
曲
亭
雑

記
、
源
氏
物
語
等
ヲ
読
ム
　
六
時
過
福
島
氏
ヲ
訪
フ
ニ
氏
不
在
ナ
リ
シ
カ

バ
一
入
ニ
テ
仲
町
二
行
ク
　
先
夜
ト
ハ
差
ヒ
可
成
ノ
入
り
ナ
リ
書
生
ヲ
モ

多
ク
見
掛
ケ
タ
リ
　
傍
二
下
等
職
人
ノ
気
障
気
充
分
ナ
ル
が
居
り
テ
聞
ク

モ
忌
ハ
シ
キ
事
ド
モ
ヲ
高
声
二
話
シ
立
テ
シ
ニ
八
事
ロ
セ
リ
　
最
初
ハ
豊

竹
新
緑
ガ
「
加
賀
見
着
旧
錦
絵
鳥
居
又
助
住
家
之
段
」
ヲ
語
ル
　
相
変
ラ

ズ
気
ヲ
入
レ
テ
語
う
レ
シ
バ
感
心
且
中
々
旨
イ
所
ア
リ
　
次
ハ
豊
竹
柏
尾

ガ
「
於
妻
八
郎
兵
衛
滴
滴
錆
」
ニ
テ
中
々
ノ
出
来
先
ヅ
感
吟
之
部
ナ
ラ
ン

ト
存
ジ
申
ス
、
廟
議
竹
本
鹿
子
ガ
コ
之
谷
鍬
軍
記
、
熊
谷
陣
屋
之
段
」

ニ
テ
之
レ
ハ
去
年
聞
キ
シ
時
ヨ
リ
モ
声
ノ
直
り
シ
故
力
添
キ
能
カ
リ
シ
、

且
中
々
ノ
上
出
来
ト
思
ハ
ル
「
国
ヲ
隔
テ
拾
六
年
」
ノ
辺
り
ハ
鯨
程
旨
シ

　
大
切
ハ
豊
竹
小
野
ガ
「
艶
容
女
舞
衣
、
酒
屋
之
段
」
ニ
テ
ア
リ
シ
が
之

ハ
云
フ
迄
モ
ナ
ク
中
々
軽
妙
ト
や
申
ベ
ケ
ン
、
先
ヅ
「
跡
ニ
扇
動
ガ
」
ヨ

リ
以
下
実
二
感
服
ノ
外
ナ
シ
　
又
「
聞
テ
イ
ル
サ
ノ
」
及
ビ
「
ヲ
シ
ノ
片

羽
」
云
々
ノ
所
二
二
挺
ニ
テ
語
う
レ
シ
が
此
レ
モ
旨
イ
者
ナ
リ
何
ニ
セ

庚
寅
日
記

ヨ
真
打
ノ
価
値
充
分
ナ
ル
可
シ
ト
思
フ
　
此
レ
ニ
テ
家
二
帰
ル

＊
以
上
三
味
線
ハ
何
レ
モ
海
老
造
随
分
ノ
骨
折
ナ
ラ
ン
、
中
々
二
勉
強
ノ

程
感
心
ナ
リ

三
月
拾
回
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
天
昼
頃
時
々
日
光
ヲ
見
ル

重
日
午
後
出
発
ヲ
用
意
ヲ
ナ
シ
居
り
タ
ル
ニ
大
石
、
早
川
、
谷
内
、
来
レ

リ
種
々
雑
談
ヲ
為
シ
去
ル
　
姉
次
イ
デ
来
ル
　
四
時
過
共
存
同
衆
一
二
何
物

ヲ
受
取
リ
ニ
行
ク
　
五
時
過
荷
物
ヲ
受
取
リ
帰
り
箱
ヲ
開
イ
テ
種
々
ノ
品

物
ヲ
見
ル
　
夜
二
入
リ
テ
於
安
来
レ
リ
拾
時
過
於
安
ヲ
伴
ナ
ヒ
豊
川
二
行

キ
掛
ケ
物
及
ビ
ジ
ヤ
ボ
ヲ
貰
ヒ
ニ
帰
宅
ス
　
途
ニ
テ
義
太
央
本
五
冊
．
バ
カ

リ
求
ム
　
此
日
新
橋
ノ
家
ノ
事
稽
ク
落
着
ス

三
月
拾
二
日
　
水
曜
日
　
朝
来
曇
天
降
雨
甚
シ

此
日
ハ
朝
ヨ
リ
家
二
部
リ
テ
種
々
荷
物
ヲ
取
り
調
べ
タ
リ
シ
が
夜
封
入
リ

テ
一
種
｛
々
雑
”
　
談
ヲ
為
セ
リ

三
月
拾
三
日
　
木
曜
日
　
朝
来
曇
天
午
後
ハ
日
光
ヲ
見
ル

此
日
日
午
前
姉
帰
リ
余
モ
拾
時
過
家
ヲ
出
デ
萬
世
橋
ヨ
リ
鉄
道
馬
車
二
乗

リ
新
橋
手
前
ニ
テ
下
車
シ
日
吉
町
二
行
キ
家
ヲ
見
舞
フ
千
金
及
ビ
落
居
リ

タ
リ
　
暫
時
談
話
ノ
上
新
橋
停
車
場
ヨ
リ
汽
車
二
乗
リ
品
川
ニ
テ
下
車
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

ソ
レ
ヨ
リ
徒
歩
シ
テ
学
院
二
帰
宅
ス
　
直
チ
ニ
衣
食
ヲ
喫
シ
和
文
ノ
課
業

二
出
席
ス
　
課
業
終
リ
テ
ヨ
リ
夜
二
入
リ
非
常
二
物
理
ヲ
読
ム
ニ
苦
心
ス

三
月
拾
四
日
　
金
曜
日
　
朝
来
曇
天
時
々
日
光
ヲ
見
ル

嘉
日
ハ
朝
．
ハ
ラ
が
大
二
怒
リ
タ
ル
様
子
ニ
テ
来
ル
　
月
曜
日
ニ
ハ
厳
密
ナ

ル
試
験
ヲ
為
ス
可
キ
ニ
付
添
積
リ
ニ
テ
居
ル
可
シ
ト
云
ヒ
タ
リ
　
ソ
レ
ヨ

リ
事
ナ
ク
過
ギ
テ
三
時
過
赤
田
、
及
ビ
戸
川
氏
ト
共
二
学
院
ヲ
出
デ
三
田

61



庚
寅
日
記

ノ
幼
稚
舎
二
行
キ
タ
ル
ニ
太
一
ハ
居
ラ
ザ
リ
シ
ニ
付
キ
下
女
二
本
郷
町
来

ル
様
期
日
ク
レ
ヨ
ト
云
ヒ
置
キ
テ
同
所
ヲ
去
り
新
橋
上
来
リ
ソ
コ
ニ
テ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

二
二
別
レ
日
吉
町
二
行
キ
タ
ル
ニ
い
の
来
り
居
り
タ
レ
バ
少
々
用
談
シ
去

ツ
テ
竹
内
二
行
キ
種
々
礼
ヲ
述
べ
直
チ
ニ
同
家
ヲ
辞
シ
新
橋
ヨ
リ
鉄
道
馬

車
二
乗
リ
今
世
橋
ニ
テ
下
車
シ
ソ
レ
ヨ
リ
家
風
帰
ル
　
晩
食
後
倉
部
主
唱

ル
年
並
氏
来
リ
姉
モ
来
レ
リ
八
時
過
家
ヲ
出
デ
仲
町
ノ
吹
抜
亭
二
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

キ
タ
ル
ニ
時
刻
急
難
リ
ケ
レ
バ
竹
本
鹿
ノ
子
ガ
「
管
原
伝
授
手
習
鑑
、
．
寺

子
屋
之
段
」
ヲ
語
り
中
程
辺
リ
迄
進
ミ
タ
ル
時
ニ
テ
有
り
タ
ル
が
中
々
旨

イ
所
多
シ
、
ワ
ケ
テ
“
御
台
若
君
”
以
下
終
リ
迄
鯨
程
面
白
カ
リ
シ
　
次

ハ
小
緑
ガ
「
叢
雲
佐
倉
曙
、
吟
味
場
之
段
」
ナ
リ
　
之
レ
粟
興
メ
テ
ニ
テ

如
何
カ
ト
思
ヒ
シ
ニ
中
々
ノ
出
来
、
加
フ
ル
ニ
熱
心
ニ
ヤ
ラ
レ
シ
バ
感
服
、

中
ニ
モ
父
玉
子
ヲ
気
配
ヒ
子
ハ
親
ヲ
庇
ヒ
、
兄
弟
互
二
苦
痛
ヲ
忍
ブ
所
等

ハ
宛
然
一
部
ノ
演
劇
ヲ
見
ル
ノ
心
地
シ
テ
思
ハ
ズ
モ
涙
下
リ
タ
リ
之
ニ

テ
帰
宅
ス

＊
小
松
敏
太
郎
三
二
逢
フ
　
氏
ハ
桜
井
ト
云
フ
下
宿
屋
二
居
ラ
ル
ル
由

三
月
拾
五
日
置
土
曜
日
　
朝
来
曇
天
夜
再
入
リ
降
雨

三
日
月
朝
ヨ
リ
課
業
ノ
下
読
ヲ
ナ
ス
　
午
後
久
米
及
ビ
大
石
来
レ
リ
　
三

時
過
姉
及
ビ
太
一
来
レ
リ
　
七
時
前
家
ヲ
出
デ
松
永
氏
ヲ
訪
フ
ニ
伊
達
氏

来
リ
居
り
タ
リ
　
七
時
過
松
永
氏
ト
共
二
立
出
テ
家
二
帰
ル
ニ
谷
内
氏
来

リ
居
レ
リ
　
外
二
出
山
ル
ニ
酔
客
ア
リ
暴
言
ヲ
吐
キ
居
り
タ
レ
バ
之
ヲ
捕

エ
テ
詑
ピ
サ
ス
　
七
時
半
頃
吹
抜
二
行
着
ク
　
丁
度
鹿
之
子
ガ
「
四
段
目

扇
ギ
ガ
谷
ノ
段
」
ヲ
語
り
進
ミ
タ
ル
時
ナ
リ
シ
が
中
々
宜
キ
ニ
．
ハ
相
違
ナ

キ
モ
で
端
ヲ
見
テ
其
全
班
ヲ
評
ス
ル
ニ
由
ナ
シ
　
次
ハ
新
緑
三
味
緯
脚
数
尾

ニ
テ
「
六
段
目
勘
平
腹
切
之
段
」
ヲ
語
ル
　
可
成
ノ
出
来
ナ
リ
シ
が
少
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

セ
キ
込
ミ
一
八
ズ
ヤ
ト
思
フ
所
モ
ア
リ
　
次
ハ
小
硯
ガ
「
九
段
目
山
科
隠

家
ノ
段
」
ニ
テ
之
レ
ハ
申
ス
迄
モ
ナ
キ
上
出
来
正
二
感
服
申
候
実
二
之

レ
耳
ミ
ニ
テ
モ
座
料
十
分
ナ
ラ
ン
ト
思
ハ
レ
タ
リ
　
扱
大
切
ハ
「
七
段
目

一
力
之
段
」
ニ
テ
ア
リ
シ
が
其
レ
く
相
応
ノ
出
来
ナ
ラ
ン
　
サ
レ
ド
モ

小
量
ノ
平
右
衛
門
ヲ
数
尾
口
繰
リ
カ
エ
タ
ル
ハ
残
念
く
　
扱
一
々
申
サ

ウ
ゾ
ナ
レ
・
期
先
ヅ
新
緑
ノ
弥
五
郎
、
緑
恵
重
太
郎
、
雛
緑
、
喜
多
八
ハ
如

何
ニ
モ
御
苦
労
、
雛
緑
ノ
力
弥
、
九
太
夫
ハ
可
成
リ
緑
恵
ノ
伴
内
中
々
善

シ
　
鹿
之
子
ノ
由
良
之
助
先
ヅ
善
シ
耳
底
ノ
平
右
衛
門
上
出
来
ナ
ラ
ン
新

緑
ノ
於
軽
、
此
人
ニ
シ
テ
ハ
上
等
ノ
出
来
ナ
リ
　
此
ニ
テ
帰
宅
ス
　
機
甲

ハ
客
ハ
大
入
リ
ノ
部
ナ
リ
キ

＊
此
夜
一
例
ノ
通
り
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
ノ
通
シ
ニ
テ
中
々
ノ
客
室
ナ

　
リ
キ

三
月
拾
六
日
　
日
曜
日
　
朝
来
曇
天
四
強
シ
午
後
九
時
過
頃
ヨ
リ
晴
天

此
日
ハ
朝
ヨ
リ
聖
経
物
語
ヲ
読
ム
　
午
後
中
島
氏
来
レ
リ
　
四
時
前
外
二

一
浴
シ
都
乃
花
ヲ
求
メ
来
レ
リ
六
時
過
家
ヲ
出
デ
帰
校
ノ
道
二
上
ル
　
萬

世
橋
ヨ
リ
人
力
車
ニ
テ
新
橋
迄
来
リ
日
吉
町
二
立
寄
リ
荷
物
ヲ
預
ケ
ソ
レ

ヨ
リ
出
雲
町
警
醒
社
二
行
キ
写
真
ヲ
置
キ
来
レ
リ
　
ソ
レ
ヨ
リ
又
日
吉
町

二
行
キ
タ
ル
ニ
草
郷
義
兄
来
リ
居
レ
リ
鰻
飯
ノ
馳
走
ニ
ナ
リ
申
ス
　
種
々
．

談
話
末
八
時
過
去
ル
　
余
ハ
少
々
談
話
ヲ
ナ
シ
ツ
ツ
ア
リ
シ
ニ
八
時
半
頃

ニ
ナ
リ
シ
カ
バ
泊
ル
事
二
千
シ
拾
時
頃
ヨ
リ
聖
経
物
語
ヲ
読
ミ
出
シ
拾
二

時
過
之
ヲ
読
ミ
終
レ
リ
　
ソ
レ
ニ
テ
眠
二
就
ク

三
月
拾
七
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴
天
中
々
ノ
好
天
気
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忌
日
朝
煙
時
二
寝
起
直
チ
ニ
朝
飯
ヲ
喫
シ
七
時
日
吉
町
ヲ
出
デ
土
橋
端
ヨ

リ
車
ニ
テ
三
田
迄
来
リ
ソ
レ
ヨ
リ
徒
歩
学
院
二
三
ル
　
丁
度
八
時
ナ
リ
キ

　
ソ
レ
ヨ
リ
課
業
二
出
ヅ
　
昼
食
後
バ
イ
ブ
ル
試
験
ノ
書
写
「
ノ
ー
ト
」

ヲ
シ
ラ
ベ
タ
リ
　
三
時
ヨ
リ
試
験
ヲ
受
ク
先
ヅ
上
出
来
ノ
部
ナ
リ
　
晩
食

後
高
畑
氏
ヲ
訪
フ
　
但
シ
島
崎
、
子
安
之
二
心
同
伴
菓
子
ヲ
饗
セ
ラ
レ
七

時
頃
帰
校
ス
　
ソ
レ
ヨ
リ
課
…
業
ノ
下
巻
睨
ヲ
ナ
ス

＊
斜
日
物
理
ノ
時
間
二
発
句
ヲ
得
タ
リ
…
…

　
　
　
蚊
帳
漏
る
る
月
影
涼
し
夏
の
夜
半

三
月
拾
八
日
　
火
曜
日
　
朝
来
晴
天
三
時
頃
ヨ
リ
雲
出
風
吹
ク

此
日
朝
読
売
新
聞
ヲ
読
ム
　
「
ハ
リ
ス
」
氏
ノ
課
業
ニ
ハ
文
学
家
ノ
伝
ヲ

書
キ
テ
出
ス
　
午
後
仏
語
翻
訳
ヲ
大
急
ギ
ニ
テ
ナ
ス
　
三
時
頃
文
学
会
ノ

会
費
ヲ
払
フ
　
．
六
日
歴
史
ノ
時
間
思
歌
ヲ
読
ム
…
…
花
モ
雪
モ
吹
キ
払
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

タ
ル
大
空
二
清
ク
モ
涼
ル
月
ヲ
コ
ソ
見
ル
…
…
拾
時
頃
．
ハ
ー
ク
氏
ノ
文
ヲ

読
ミ
文
章
ノ
草
稿
ヲ
作
ル

三
月
拾
九
日
　
水
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
降
雨

此
日
歴
史
ノ
時
間
ニ
ハ
歴
史
ノ
書
キ
抜
キ
ヲ
ナ
ス
　
昼
食
後
文
章
軌
範
ヲ

読
ム
　
漢
学
科
ハ
此
日
在
リ
タ
リ
　
夜
二
入
リ
テ
ハ
物
理
ノ
問
題
ヲ
ナ
ス

三
月
二
拾
日
　
木
曜
日
　
朝
来
曇
天

此
旧
歴
史
科
ニ
テ
前
日
ノ
続
キ
ヲ
書
ク
　
午
後
和
文
源
玩
物
語
ノ
註
解
ヲ

ナ
ス
　
三
時
ヨ
リ
大
西
壷
井
ノ
演
説
ヲ
聞
ク
　
氏
ハ
ニ
十
七
位
ナ
ル
可
シ

　
中
々
旨
ク
演
目
ラ
レ
タ
リ
、
演
題
ハ
「
文
学
二
於
ケ
ル
悲
哀
」
ナ
リ
キ
、

五
時
晩
食
シ
直
チ
ニ
学
院
ヲ
発
シ
新
橋
ニ
テ
赤
田
氏
ト
分
レ
日
吉
町
二
行

ク
　
姉
ト
種
々
談
話
ス
　
八
時
頃
親
爺
帰
ル
　
拾
時
過
就
　
辱

庚
寅
日
記

三
月
二
拾
繭
日
　
金
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
午
後
降
雨
夜
十
時
頃
ハ
晴
居
リ

　
　
タ
リ

此
日
朝
九
時
頃
日
吉
町
ヲ
出
デ
帰
途
二
上
ル
　
道
丸
善
二
立
寄
リ
バ
イ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

ン
ノ
「
チ
ャ
ル
ド
・
ハ
ー
ロ
ー
ル
ド
」
ヲ
買
フ
　
其
レ
ヨ
リ
家
二
達
ス
レ

バ
下
元
馬
来
ル
事
ニ
ナ
リ
居
レ
リ
　
午
前
ヨ
リ
新
聞
及
ビ
新
小
説
及
ビ
都

乃
花
ヲ
読
ム
　
午
後
二
時
頃
松
永
氏
来
レ
リ
　
氏
去
ツ
テ
久
米
来
レ
リ

六
時
過
松
永
氏
ヲ
訪
ヒ
氏
ト
二
二
伊
豆
本
二
行
ク
　
三
跡
客
種
下
等
ニ
ジ

テ
屋
根
モ
低
ク
従
ツ
テ
空
気
ノ
流
通
悪
シ
ク
大
二
困
難
セ
リ
　
先
ヅ
最
初

ハ
「
竹
本
円
八
」
ガ
「
忠
臣
蔵
」
平
右
衛
門
出
世
ノ
段
」
ナ
リ
シ
が
之

レ
ハ
サ
ス
が
寄
席
が
下
等
ダ
ケ
ニ
マ
ズ
イ
事
甚
シ
　
次
局
「
竹
本
文
玉
」

ガ
「
八
陣
守
護
城
」
正
清
本
城
之
段
」
ナ
リ
シ
が
之
レ
モ
本
ノ
真
似
事

二
過
ギ
ズ
　
次
ハ
「
竹
本
小
住
」
ガ
「
染
模
様
妹
背
門
松
」
質
店
之
段
」

ニ
テ
中
々
面
白
ク
語
り
タ
リ
　
然
シ
貫
目
ノ
少
ナ
キ
ハ
手
々
渾
々
　
次
ハ

「
竹
本
三
八
」
　
ガ
「
三
木
累
物
語
」
土
橋
之
段
」
ヲ
語
り
シ
が
同
人
早
急

ダ
拾
四
位
ノ
小
供
ナ
レ
ド
モ
中
々
旨
イ
者
ナ
リ
　
然
シ
否
二
頭
ヲ
マ
ゲ
ル

　
　
　
　
マ
ご

／
口
止
メ
ニ
タ
ラ
ト
思
フ
　
扱
大
切
リ
ハ
「
竹
本
梅
尾
」
ガ
「
源
平
布
引

瀧
松
並
検
校
琵
琶
之
段
」
ナ
リ
シ
が
之
レ
ハ
中
々
宜
シ
　
同
人
ハ
年
頃
二

拾
六
七
ニ
モ
ナ
リ
ヌ
ベ
シ
　
体
格
中
々
シ
ツ
カ
リ
シ
テ
居
り
テ
慢
語
リ
ロ

土
佐
栄
ノ
モ
ツ
ト
善
キ
物
ナ
リ
　
サ
レ
バ
声
モ
大
キ
ク
男
子
ニ
モ
劣
り
具

申
ト
モ
云
エ
ル
程
、
ケ
レ
ド
モ
今
少
シ
艶
か
ア
リ
テ
落
ス
処
ナ
ド
モ
少
シ

バ
有
ル
が
宜
シ
イ
ト
思
フ
　
之
ノ
連
中
ハ
何
故
力
「
住
八
」
ト
「
小
住
」

ヲ
除
キ
テ
平
他
ハ
銀
杏
返
シ
　
サ
テ
モ
不
思
議
、
終
り
ノ
歩
人
ノ
三
味
線

ハ
清
花
勤
メ
申
候
　
之
ニ
テ
家
二
帰
ル
　
就
眠
前
徒
然
草
ヲ
読
ム
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三
三
日
記

三
月
二
拾
二
日
　
土
曜
日
　
朝
来
降
雨
三
時
頃
雨
止
ミ
追
々
晴
ル

此
日
朝
改
進
新
聞
三
枚
ヲ
読
ム
　
万
国
史
ヲ
読
ム
　
ホ
許
ノ
養
子
ト
種
々

談
話
ス
　
午
後
三
時
過
迄
二
万
国
史
ヲ
読
ミ
終
り
徒
然
草
ヲ
読
ム
　
夜

二
三
リ
テ
外
二
出
デ
薬
ヲ
買
ヒ
来
レ
リ
文
章
一
ッ
相
楽
メ
申
ス
題
ハ

「
起
テ
ヨ
大
和
ノ
快
男
児
」
ナ
リ

三
月
二
拾
三
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
天
午
後
ハ
曇
ル

三
日
朝
毎
華
氏
ヲ
訪
フ
　
西
川
星
影
レ
リ
　
種
々
談
話
シ
拾
一
時
同
家
ヲ

辞
ス
　
午
後
「
墓
参
リ
」
ナ
ル
小
説
ヲ
楽
章
ス
同
三
時
頃
入
浴
シ
表
紙
ヲ

買
ヒ
帰
レ
バ
於
安
来
リ
居
レ
リ
　
午
後
五
時
頃
家
ヲ
出
デ
万
世
橋
ヨ
リ
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
　

二
乗
ラ
ン
ト
思
フ
ニ
車
夫
ハ
何
レ
モ
馬
車
直
デ
ハ
行
カ
ズ
　
折
柄
鉄
道
馬

車
モ
ナ
シ
　
詮
方
ナ
ク
今
川
橋
手
前
牛
歩
キ
タ
ル
ニ
稽
ク
馬
車
二
行
逢
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

之
二
乗
リ
新
橋
ニ
テ
下
り
日
吉
町
二
立
寄
リ
暫
時
遊
ビ
居
タ
ル
ニ
い
の
ガ

「
チ
ョ
コ
レ
ッ
ト
」
ヲ
ク
レ
タ
リ
　
之
ヲ
喫
シ
居
り
タ
ル
ニ
、
竹
内
暴
露

ル
、
種
々
雑
談
ノ
上
八
時
半
頃
軍
戸
ル
　
余
斜
張
チ
ニ
出
立
デ
、
芝
公
園

手
前
ニ
テ
雨
降
リ
出
デ
ヌ
、
二
本
榎
ニ
テ
半
鐘
ノ
音
ヲ
聞
キ
顧
ミ
レ
バ
火

元
雨
雲
二
映
ジ
タ
ル
ヲ
見
ル
　
九
時
頃
学
院
二
三
ス

三
月
二
拾
四
日
月
曜
日
朝
来
曇
天
且
降
雨
拾
一
時
ヨ
リ
風
烈
シ

三
日
ハ
リ
ス
民
休
業
、
志
想
之
華
ヲ
見
ル
　
夜
泣
入
り
テ
物
理
ヲ
沢
山
読

ム三
月
二
拾
五
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
時
々
降
雨

此
日
ハ
朝
数
学
ノ
試
験
二
出
逢
ヒ
シ
が
用
意
ナ
カ
リ
シ
が
故
二
大
キ
ニ
閉

ロ
セ
リ
「
ハ
リ
ス
」
氏
ノ
時
間
二
文
学
ノ
試
験
西
南
ヒ
「
セ
キ
ス
ピ
ヤ
ー
。

ス
コ
ッ
ト
。
テ
ニ
ソ
ン
。
ヂ
ツ
ケ
ン
ス
。
マ
コ
ー
レ
ー
。
」
ノ
五
道
二
付

イ
テ
書
ク
　
虚
日
和
学
休
業
致
ス
　
昼
食
前
文
章
輯
範
ヲ
読
ム
　
昼
食
後

島
崎
氏
ノ
部
室
ニ
テ
珈
瑳
ソ
馳
走
二
相
成
申
ス
　
夜
二
三
リ
テ
ハ
物
理
ヲ

サ
ラ
ヒ
、
歴
史
ヲ
見
「
パ
ー
ク
」
ノ
「
亜
米
利
加
二
倍
ケ
ル
自
由
之
精
神
」

ナ
ル
章
ヲ
読
ミ
終
ル
　
文
学
会
々
費
金
拾
銭
ヲ
払
フ

三
月
二
拾
六
日
　
水
曜
日
　
朝
来
半
晴

三
日
ハ
内
国
博
覧
会
ノ
開
場
式
ア
リ
　
「
ラ
ン
ヂ
ス
」
氏
ノ
時
間
二
物
理

ヲ
書
ク
　
歴
史
科
ニ
チ
ハ
「
マ
ク
」
氏
余
輩
ノ
英
語
ヲ
正
ス
可
キ
由
ヲ
注

意
サ
レ
ヌ
　
食
後
文
章
三
図
ノ
講
義
ヲ
聞
ク
　
其
後
八
大
家
ノ
講
義
ヲ
モ

聞
ケ
リ
　
ソ
レ
ヨ
リ
明
日
物
理
ノ
試
験
ノ
準
備
二
忙
シ
カ
リ
シ

三
月
二
拾
七
日
　
木
曜
日
　
朝
来
曇
天

　
　
　
　
　
　
　

此
日
漂
う
ち
ヨ
リ
手
紙
ヲ
請
取
ル
　
中
二
徴
兵
検
査
日
ノ
事
膚
付
キ
テ
ノ

区
役
所
ノ
召
喚
状
入
リ
居
り
タ
レ
バ
直
チ
ニ
幹
事
局
二
行
キ
休
ム
旨
ヲ
断

り
聖
書
課
及
ビ
礼
拝
盛
時
出
席
シ
書
籍
…
三
二
借
用
書
物
ヲ
返
シ
ソ
レ
ヨ
リ

白
金
ヨ
リ
車
ニ
テ
新
橋
迄
来
り
日
吉
町
二
立
寄
リ
ソ
レ
ヨ
リ
上
下
車
ニ
テ

京
橋
区
役
所
二
往
復
シ
届
ヲ
済
ス
　
ソ
レ
ヨ
リ
車
ニ
テ
学
院
二
帰
リ
直
チ

ニ
翻
訳
ノ
試
験
二
出
席
ス
　
問
題
八
ツ
皆
之
ヲ
書
ク
　
午
後
二
時
過
物
理

ノ
試
験
ヲ
受
ク
　
問
題
ハ
七
ツ
ナ
レ
ド
モ
中
々
六
ケ
敷
カ
リ
ケ
レ
ド
「
ラ

ン
ヂ
ス
」
氏
去
リ
シ
カ
バ
本
ヲ
見
テ
胡
魔
カ
シ
タ
リ
　
四
時
過
御
殿
山
二

　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

行
ク
ニ
道
ノ
傍
リ
ノ
桜
ハ
三
三
ク
満
開
ニ
テ
最
早
三
二
知
ラ
レ
ヌ
雪
モ
降

り
ソ
ラ
、
加
フ
ル
一
菜
ノ
花
ノ
黄
金
色
ナ
ド
又
ツ
キ
ヌ
眺
メ
ニ
コ
ソ
、
御

殿
山
近
ク
ニ
行
ケ
バ
杉
ノ
木
ノ
緑
リ
ノ
中
ヨ
リ
桜
ノ
白
キ
ガ
ホ
ノ
見
ユ
ル

又
一
シ
ホ
、
山
二
行
ケ
バ
早
九
分
通
リ
ノ
盛
り
、
相
変
ラ
ズ
掛
茶
屋
ナ
ド

モ
多
ク
有
レ
ド
憩
フ
人
モ
少
ゲ
ナ
リ
、
田
圃
二
面
セ
ル
漏
電
起
草
折
リ
敷
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キ
テ
眺
ム
レ
バ
、
此
ノ
辺
り
ハ
小
山
多
ク
其
間
二
田
ノ
入
り
込
ミ
タ
ル
、

菜
畑
ノ
一
面
二
花
ツ
ケ
タ
ル
が
黄
金
ノ
板
ノ
如
ク
見
ユ
ル
ナ
ド
イ
ト
ヲ
カ

シ
、
暫
時
休
息
シ
学
院
二
号
ル
「
時
二
五
時
過
、
晩
食
後
六
時
過
学
院
ヲ

発
ス
　
送
本
榎
ノ
通
り
ニ
テ
鶏
卵
ノ
折
詰
ヲ
求
メ
近
藤
氏
方
二
行
キ
氏
二

之
ヲ
送
ル
　
種
々
談
話
ノ
後
八
時
過
同
家
ヲ
辞
シ
九
時
過
日
吉
町
二
来
ル

福
富
氏
来
リ
居
ラ
レ
、
種
々
談
話
ノ
末
拾
一
時
過
擶
ラ
レ
タ
リ
　
ソ
レ
ヨ

リ
眠
性
就
ク
ニ
曇
声
人
語
耳
二
入
リ
テ
削
成
リ
難
カ
リ
シ

三
月
二
拾
八
日
　
金
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
降
雨

　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

此
日
前
六
時
寝
起
、
い
の
ヲ
起
シ
朝
飯
ノ
用
意
ヲ
ナ
シ
居
り
シ
ニ
七
時
鳴

り
シ
カ
バ
陛
下
、
名
古
屋
エ
ノ
御
出
発
ヲ
拝
シ
奉
ラ
ン
ト
テ
立
出
ヅ
　
先

ヅ
銀
座
通
リ
囲
碁
タ
ル
眠
人
ハ
多
人
数
居
ル
気
色
モ
ナ
シ
　
即
チ
巡
査
二

御
出
発
ノ
有
無
及
ビ
御
道
筋
ヲ
問
フ
ニ
御
出
発
ハ
ア
リ
テ
且
御
道
筋
ハ
幸

橋
ヨ
リ
西
久
保
ト
ノ
事
ナ
レ
バ
新
橋
端
ニ
テ
待
チ
奉
り
シ
ニ
ヤ
ガ
テ
七
時

二
拾
分
二
向
々
タ
ル
頃
ヲ
ヒ
先
駆
後
従
厳
メ
シ
ク
通
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
ヌ

我
ア
マ
リ
ノ
畏
サ
ニ
傘
ヲ
タ
タ
ミ
テ
拝
シ
奉
レ
リ
　
サ
テ
モ
一
天
万
乗
ノ

君
が
親
シ
ク
陸
軍
総
督
ノ
為
メ
ト
テ
雨
ヲ
モ
官
記
ラ
レ
ズ
御
出
発
ア
ル
ハ

臣
民
ノ
我
等
二
取
リ
テ
ハ
恐
レ
多
ク
モ
有
難
ケ
レ
ト
思
ハ
ズ
涙
盗
レ
ケ
リ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

、
ソ
レ
ヨ
リ
日
吉
町
二
帰
リ
日
本
之
文
華
四
、
五
、
櫓
下
ヲ
読
ム
　
い
の
ヲ

横
浜
ニ
ヤ
ル
　
余
ハ
午
後
二
時
過
家
ヲ
出
デ
学
院
二
心
ル
途
中
雨
中
々
二

降
リ
テ
少
々
濡
レ
申
ス
　
途
中
芝
公
園
ノ
桜
ハ
美
事
二
重
揃
ヒ
且
雨
中
ノ

眺
メ
ー
シ
ホ
ナ
リ
キ
、
五
時
カ
タ
ノ
如
ク
晩
食
ヲ
喫
シ
、
六
時
過
ヨ
リ
文

学
会
二
臨
ム
　
当
夜
ハ
雨
ノ
故
力
来
賓
少
ナ
ク
之
レ
が
為
メ
ニ
我
等
鯨
ツ

タ
菓
子
ノ
分
ケ
前
二
王
リ
付
キ
タ
ル
ハ
喜
コ
バ
シ
、
然
シ
弁
士
ニ
ハ
気
ノ

庚
寅
日
記

毒
ナ
リ
、
七
時
頃
ヨ
リ
始
ム
、
「
デ
ク
ラ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
伊
王
野
氏
中
々

旨
ク
ヤ
ラ
レ
タ
リ
　
題
ハ
ゼ
、
ラ
イ
ジ
イ
ン
グ
、
イ
ン
、
一
七
七
六
ナ
リ

　
次
ハ
笹
尾
粂
太
郎
氏
ノ
邦
語
演
説
「
日
本
社
会
ハ
誰
ヲ
カ
待
ツ
」
ハ
中

々
熱
心
二
論
ゼ
ラ
レ
タ
レ
バ
充
分
善
キ
出
来
ナ
ラ
ン
　
然
シ
声
ヲ
ア
ン
マ

リ
出
サ
レ
タ
早
目
後
ニ
ナ
リ
テ
声
ガ
カ
レ
タ
ル
ト
羅
馬
ヲ
掻
堀
引
カ
レ
タ

ル
時
二
「
四
世
紀
ノ
昏
晦
羅
馬
が
盛
ナ
リ
シ
云
々
」
ト
云
ハ
レ
タ
ル
拝
賀

シ
不
感
服
、
次
二
「
ピ
ヤ
ノ
」
ヲ
引
ク
　
我
等
ハ
音
楽
ノ
嗜
好
ナ
キ
営
力

少
シ
モ
面
白
カ
ラ
ズ
　
只
時
々
ド
ン
チ
ャ
ン
云
フ
高
音
ヲ
聞
キ
テ
ハ
耳
ヲ

ツ
ブ
シ
ケ
ル
、
次
ハ
英
語
演
説
、
「
ア
ワ
ー
、
コ
ソ
フ
イ
ユ
ー
ズ
ド
、
リ

テ
レ
ー
チ
ュ
ア
。
ゼ
・
イ
ビ
ル
、
エ
ン
ド
、
イ
ツ
ツ
、
レ
メ
ヂ
イ
」
弁
士

松
浦
和
平
氏
之
レ
ハ
意
外
ノ
出
来
、
其
上
非
常
二
戸
付
イ
テ
居
レ
シ
バ
愈

々
感
服
、
次
ハ
邦
文
朗
読
「
人
世
」
古
川
勇
之
ヲ
読
ム
、
実
二
旨
イ
ト
云

フ
ノ
外
ナ
シ
　
是
レ
ニ
テ
又
音
楽
。
学
院
生
徒
、
中
々
旨
シ
、
次
ハ
「
デ

ク
ラ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
「
潮
曇
テ
イ
、
リ
ー
ヂ
ン
グ
」
吉
川
氏
随
分
発
音
ハ

善
カ
リ
シ
カ
ド
モ
醗
リ
急
ギ
過
タ
ル
ラ
ン
ト
威
逼
思
フ
、
次
ハ
邦
語
演
説

「
師
友
ノ
感
化
」
弁
士
奥
野
氏
　
相
変
ラ
ズ
熱
心
二
且
教
師
ノ
職
ヲ
論
ジ

テ
絵
ス
所
ナ
ク
実
二
我
学
院
二
適
中
シ
タ
ル
所
報
ナ
カ
ラ
ズ
、
願
バ
ク
ハ

之
レ
が
英
語
ナ
ラ
バ
ト
思
フ
程
ナ
リ
、
是
レ
ニ
テ
音
楽
又
洋
琴
、
次
ハ
英

文
朗
読
「
ア
ワ
ー
、
ウ
オ
ー
ク
ス
、
イ
ン
、
ゼ
、
ツ
エ
ン
チ
エ
ス
セ
ソ
チ

ュ
リ
イ
」
花
嶋
玩
之
ヲ
読
ム
　
平
常
ト
ハ
違
イ
テ
中
々
落
チ
着
キ
テ
居
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

レ
タ
レ
ド
声
が
少
シ
少
サ
カ
リ
シ
カ
バ
絵
リ
感
服
モ
致
シ
不
申
、
終
り
ハ

青
木
君
ノ
英
語
演
説
「
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
ナ
リ
シ
が
中
々
六
ケ
敷
ク

テ
我
等
ニ
旧
訳
リ
兼
ネ
タ
ー
ー
・
、
然
シ
演
ジ
落
丁
中
々
…
…
声
ノ
自
然
的
二
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庚
寅
日
記

シ
テ
毫
モ
暗
唱
的
ノ
所
ナ
キ
ハ
実
以
テ
感
嘆
ノ
至
り
ナ
リ
、
之
ニ
テ
又
洋

琴
ア
リ
、
其
後
石
本
君
ノ
祈
濤
、
及
ビ
讃
美
歌
風
琴
ハ
花
嶋
氏
ナ
リ
’
「
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

コ
ー
レ
ー
」
氏
ノ
祝
濤
、
ソ
レ
ヨ
リ
菓
子
出
デ
清
楽
合
奏
ア
リ
タ
リ
　
是

レ
ハ
中
々
面
白
カ
リ
シ
其
他
手
品
愚
又
「
バ
イ
ヲ
リ
ン
」
モ
ア
リ
　
終
り

　
　
　
マ
マ
　

ご
又
清
楽
ヲ
奏
シ
ヌ
、
之
レ
ニ
テ
部
室
二
帰
ル
、
三
二
就
キ
シ
バ
拾
一
時

過
ギ
三
月
二
拾
九
日
　
土
曜
日
　
朝
来
雨
甚
シ

朝
七
時
過
寝
起
　
ソ
レ
ヨ
リ
麺
魏
ヲ
喫
シ
九
時
過
学
院
ヲ
発
シ
帰
途
二
上

ル
、
雨
激
シ
ク
シ
テ
、
三
田
二
三
ル
頃
ホ
ヒ
性
心
程
濡
レ
タ
リ
シ
カ
ド
モ

勇
気
ヲ
鼓
シ
テ
歩
ミ
出
シ
公
園
二
三
リ
タ
ル
ニ
雨
中
ノ
桜
見
ル
所
デ
ナ
シ

　
余
等
ツ
グ
ぐ
風
流
ハ
寒
キ
者
ト
感
申
候
、
ソ
レ
ヨ
リ
ビ
シ
ヨ
濡
レ
ニ

テ
帰
り
衣
類
ヲ
ホ
ス
ニ
絵
程
時
間
カ
カ
リ
ヌ
、
昼
頃
、
竹
内
妻
達
ラ
レ
タ

リ
、
ソ
レ
ヨ
リ
思
考
シ
新
聞
ナ
ド
読
ミ
居
ル
内
日
暮
レ
ニ
高
屋
氏
ヨ
リ
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

紙
来
リ
直
チ
ニ
之
レ
ヲ
横
浜
二
出
ス
六
時
過
い
の
帰
レ
リ
　
姉
モ
帰
り
直

チ
ニ
本
郷
二
行
キ
宿
ル
　
此
日
夜
竹
内
二
行
キ
歴
世
女
装
考
ト
云
フ
書
ヲ

借
ル
三
月
三
拾
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
天
三
二
入
リ
テ
曇
ル
・

此
日
朝
ヨ
リ
女
装
考
ヲ
読
ミ
秋
ノ
巻
回
読
ミ
タ
ル
頃
姉
帰
リ
来
り
竹
内
氏

モ
来
ル
　
同
氏
ト
談
話
中
高
屋
ノ
夫
人
来
レ
リ
　
三
時
過
日
吉
町
ヲ
立
出

デ
京
橋
ヨ
リ
車
二
乗
リ
万
世
無
勢
テ
下
り
ソ
レ
ヨ
リ
家
二
士
ル
夜
二
入
り

テ
近
傍
ヲ
散
歩
シ
種
々
買
ヒ
物
ヲ
ナ
ス
　
新
聞
ヲ
沢
山
読
ミ
申
ス

＊
松
永
氏
及
ビ
於
安
来
レ
リ

三
月
三
拾
一
日
　
月
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
生
命
シ

朝
拾
時
前
寝
起
下
元
氏
二
「
ク
ラ
イ
ブ
」
伝
ヲ
読
ミ
テ
ヤ
ル
　
午
後
ハ

日
本
之
文
華
ヲ
読
ム
夜
晒
入
り
テ

九
時
頃
姉
来
リ
テ
一
宿
ス

＊
四
時
頃
福
島
氏
来
レ
リ

三
馬
ノ
戯
場
星
占
幕
の
外
ヲ
読
ム

四
月
隔
日
　
火
曜
日
　
朝
来
晴
天

朝
北
沢
二
行
キ
金
ノ
催
促
ヲ
ナ
ス
　
久
米
ヲ
訪
フ
　
九
時
頃
眼
鏡
屋
二
行

キ
眼
鏡
ノ
修
復
ヲ
頼
ム
　
拾
時
頃
家
ヲ
出
デ
車
二
乗
リ
日
吉
町
二
曹
ル
、

丁
度
横
浜
ヨ
リ
下
女
が
来
り
居
り
タ
リ
　
之
レ
ハ
大
事
ノ
要
事
ア
リ
テ
其

手
紙
ヲ
持
チ
来
り
シ
ト
云
フ
事
ナ
リ
シ
　
午
後
下
女
二
人
共
本
郷
二
行
ク

ト
テ
出
行
ケ
リ
　
余
ハ
戯
場
粋
言
幕
之
外
記
ビ
歴
世
女
装
考
ヲ
読
ム
　
五

時
頃
親
人
帰
ラ
レ
其
レ
ヨ
リ
食
事
ヲ
為
シ
山
郭
ル
ニ
下
女
帰
リ
来
レ
リ

八
時
過
初
ハ
横
浜
二
帰
レ
リ
、
素
人
狂
言
紋
切
形
ヲ
読
ミ
終
ル
　
拾
時
頃

ヨ
リ
雨
降
リ
来
ル

＊
三
時
頃
河
田
氏
来
ル
氏
去
ツ
テ
後
暫
［
時
ニ
シ
テ
松
・
氷
壁
訪
ヒ
来
り
ヌ

四
月
二
日
　
水
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
降
雨
五
時
頃
ヨ
リ
止
ミ
夜
二
入
リ
快

　
　
晴

三
日
朝
ヨ
リ
仏
連
知
部
津
苦
ヲ
読
ム
　
拾
時
前
号
来
レ
リ
　
拾
時
過
帰
ル

ト
テ
新
橋
ノ
停
車
場
迄
送
リ
行
キ
銭
ヲ
四
拾
銭
貰
ヒ
申
シ
テ
帰
ル
　
午
後

親
爺
殿
区
役
所
エ
ノ
届
ノ
事
二
付
キ
本
郷
二
行
キ
暮
方
帰
ラ
レ
タ
リ
　
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

二
入
リ
八
時
半
玄
鶴
仙
二
行
キ
浄
璃
理
ヲ
聞
ク
、
点
訳
大
抵
商
人
分
子
多

キ
様
ナ
リ
女
モ
中
々
比
較
的
二
多
カ
リ
シ
、
入
り
ハ
先
ヅ
八
分
過
立
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

ナ
ル
可
シ
、
遅
カ
リ
シ
カ
バ
小
顔
ノ
「
摂
州
合
法
辻
」
玉
手
嫉
妬
之
段
」
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ヨ
リ
聞
キ
タ
ル
が
先
ヅ
可
成
ノ
出
来
ナ
ラ
ソ
ト
思
フ
　
然
シ
今
少
シ
爽
二

行
ケ
カ
シ
ト
思
ヒ
シ
、
今
旦
東
玉
ノ
「
艶
容
女
舞
衣
」
三
勝
三
七
酒
屋
之

段
」
ニ
テ
三
味
線
ハ
小
末
、
何
時
モ
ナ
ガ
ラ
調
子
ハ
中
々
旨
ケ
レ
ド
所
々

腹
二
力
ノ
無
キ
所
ア
リ
シ
バ
残
念
至
極
ト
云
フ
可
シ
　
其
上
「
聞
テ
イ
ル

サ
ノ
云
々
」
ノ
所
一
挺
ニ
チ
ハ
サ
ッ
パ
リ
用
立
タ
ズ
、
然
シ
「
跡
ニ
ハ
園
」

云
々
ノ
所
以
下
ハ
中
々
面
白
ク
聞
キ
タ
リ
、
之
レ
ヨ
リ
先
キ
小
末
ノ
語
り

　
　
　
　
　
　
　
　
む

居
り
タ
ル
時
い
の
ガ
跡
ヨ
リ
来
レ
リ
　
世
世
月
島
ニ
帰
ル
　
時
二
拾
一
時
二

拾
分
前
ナ
リ
キ
　
直
チ
ニ
就
眠

四
月
三
日
　
木
曜
日
　
朝
来
晴
天
風
中
々
強
シ

朝
ヨ
リ
仏
レ
ン
チ
ブ
ッ
ク
ヲ
読
ミ
午
後
三
時
過
二
世
ク
之
ヲ
読
、
、
・
終
レ
リ

　
午
前
親
人
一
生
川
幅
出
行
カ
レ
タ
リ
　
午
後
五
時
前
義
太
夫
語
リ
弥
昇

ト
カ
云
フ
者
来
レ
リ
　
種
々
談
話
ノ
末
六
時
過
帰
リ
去
レ
リ
　
親
父
次
デ

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

帰
レ
リ
七
時
過
い
の
ト
共
二
寄
席
二
行
ク
三
日
ハ
丁
度
祭
日
ナ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ

パ
如
何
ニ
モ
込
ミ
合
フ
事
ナ
ラ
ン
ト
思
ヒ
シ
ニ
左
程
入
ラ
ヅ
ニ
冷
帯
僅
五

六
人
位
ナ
リ
シ
　
先
ヅ
最
初
の
竹
本
東
吉
ガ
「
明
烏
夢
泡
雪
」
山
名
屋
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ご

段
」
ナ
リ
シ
が
先
ヅ
善
キ
出
来
ナ
ル
可
シ
ト
思
フ
　
次
ハ
東
満
王
ガ
「
伽

羅
先
代
萩
、
御
殿
之
段
」
ナ
リ
シ
が
之
レ
ハ
声
モ
善
ク
中
々
感
心
セ
リ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

次
二
月
末
ハ
「
桂
川
連
理
柵
」
帯
屋
之
段
」
ナ
リ
シ
が
茶
理
モ
中
々
善
ク

且
終
リ
ノ
部
分
ハ
充
分
二
旨
シ
　
扱
大
切
伊
東
玉
ガ
「
平
仮
名
盛
衰
記
」

逆
櫓
之
段
」
ナ
リ
シ
が
之
レ
ハ
前
夜
凹
凹
引
キ
代
エ
テ
余
程
ノ
出
来
我
等

ア
ツ
ト
感
嘆
ニ
ゾ
及
ケ
ル
、
之
レ
ニ
テ
家
二
黒
ル

四
月
四
日
　
金
曜
日
　
朝
来
晴
天
非
常
二
野
力
夜
二
入
リ
曇
ル

朝
ヨ
リ
「
テ
ニ
ソ
ン
」
氏
ノ
「
い
ノ
ッ
ク
。
あ
Σ
デ
ン
」
ヲ
読
、
ミ
始
メ
拾

庚
寅
日
記

二
時
頃
之
ヲ
読
終
ル
、
拾
一
時
頃
小
島
来
レ
リ
　
一
時
頃
横
浜
ヨ
リ
机
箪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

二
等
到
着
ス
　
短
冊
二
陣
ヲ
書
ク
　
四
時
頃
い
の
ノ
妹
来
レ
リ
晩
方
姉
来

ル
　
竹
内
、
小
島
二
早
来
レ
リ

四
月
五
日
　
土
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
降
雨

二
日
拾
一
時
草
郷
義
兄
弟
レ
リ
　
時
計
ノ
鎖
ヲ
取
り
代
エ
タ
リ
　
午
後
二

時
前
家
ヲ
出
デ
本
郷
二
戸
ル
　
三
時
過
松
永
氏
ヲ
訪
フ
ニ
不
在
ナ
リ
シ
カ

バ
久
米
ヲ
訪
フ
ニ
内
藤
氏
来
リ
居
り
晩
二
寄
席
二
行
ク
可
キ
由
ノ
約
束
二

及
ベ
リ
　
六
時
過
松
永
氏
ヲ
訪
ヒ
氏
ト
同
道
ニ
テ
久
米
、
内
藤
氏
ト
共
二

竹
町
二
行
ク
　
此
日
ハ
土
曜
日
ナ
レ
バ
大
入
リ
ナ
ラ
ン
ト
思
七
シ
ニ
思
ノ

外
カ
ナ
リ
シ
ガ
、
デ
モ
九
分
位
ノ
入
り
ナ
ラ
ン
、
先
ヅ
最
初
ハ
「
鶴
司
」

ガ
「
お
さ
ん
茂
兵
衛
大
経
師
之
段
」
先
ヅ
可
成
リ
ト
デ
モ
云
フ
テ
置
ク
可

シ
　
次
ノ
朝
政
ガ
「
本
朝
二
拾
四
孝
。
十
種
香
之
段
」
ナ
リ
シ
が
之
レ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

サ
ス
ガ
ニ
感
服
物
ナ
リ
　
然
シ
此
所
ハ
ス
ケ
ニ
テ
他
二
本
職
ガ
ア
ル
故
力

非
常
二
声
ヲ
惜
マ
レ
シ
バ
サ
ル
事
ナ
ガ
ラ
我
等
二
取
リ
テ
ハ
遺
憾
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

次
ハ
土
佐
栄
ガ
「
摂
州
合
法
辻
。
下
之
巻
」
ニ
テ
ア
リ
シ
が
三
味
線
が
鳴

ラ
ザ
レ
バ
引
キ
甲
乙
ザ
リ
シ
カ
ド
此
人
ニ
シ
テ
ハ
上
出
来
ナ
ラ
ン
ト
思
ハ

　
　
　
　
む
　
　
む

ル
　
次
ハ
制
勝
ガ
「
箱
根
霊
験
記
彊
仇
討
施
行
場
之
段
」
ナ
リ
シ
が
之
レ

ハ
滑
稽
十
分
ニ
テ
客
ノ
腹
ヲ
絢
ラ
セ
タ
ル
ハ
感
心
く
　
考
フ
ル
ニ
去
年

ヨ
リ
ハ
ズ
ッ
ト
芸
が
上
り
タ
ル
様
二
見
受
ケ
ヌ
　
扱
大
切
ハ
綾
之
助
ガ

「
三
拾
三
肝
心
棟
木
由
来
。
平
太
郎
住
家
之
段
」
　
之
レ
ハ
只
ア
ツ
ト
許

リ
感
嘆
ニ
ゾ
及
ケ
レ
、
此
ノ
前
ト
ハ
違
イ
テ
三
味
線
ノ
調
子
ヲ
上
ゲ
テ
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ

ニ
シ
タ
ル
ハ
ヨ
シ
且
三
味
線
引
誓
言
津
ハ
ヨ
ク
合
ワ
セ
テ
引
キ
シ
バ
感
服
、

　
　
　
　
　
　
　
コ
マ

一
体
綾
之
助
ノ
節
ノ
少
カ
キ
ニ
ハ
毎
度
感
心
ス
、
先
ヅ
玉
ノ
中
ノ
玉
ト
思
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庚
寅
日
記

　
　
　
む
　
　
む

ヒ
シ
バ
木
遣
リ
ヲ
ニ
挺
ニ
テ
充
分
声
ヲ
張
り
上
ゲ
テ
語
り
シ
バ
聞
ク
モ
中

々
心
地
ヨ
カ
リ
キ
之
レ
ニ
テ
帰
宅
ス

四
月
六
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
天
晩
方
曇
り
拾
一
時
過
巨
富
ビ
降
雨
ス

朝
中
島
却
来
リ
テ
書
ヲ
読
ム
　
拾
時
頃
ヨ
リ
谷
内
氏
ヲ
訪
フ
ニ
大
石
、
早

川
等
居
リ
暫
時
談
話
ノ
後
豊
川
二
行
キ
密
柑
ヲ
食
シ
午
後
二
時
過
谷
内
氏

ヲ
訪
ヒ
三
時
過
帰
宅
ス
　
途
ニ
テ
曲
亭
雑
記
ヲ
買
フ
　
七
二
帰
レ
バ
姉
来

リ
居
り
テ
根
岸
工
花
台
及
ビ
他
一
品
ヲ
付
返
エ
シ
ク
レ
ト
ノ
頼
ミ
ヲ
受
ケ

之
レ
ヲ
返
シ
テ
来
ン
ト
車
二
乗
リ
家
ヲ
出
デ
上
野
山
下
ヨ
リ
根
岸
ノ
加
藤

ノ
家
二
行
キ
品
物
ヲ
返
シ
ソ
レ
ヨ
リ
新
坂
ヲ
上
り
博
覧
会
ノ
裏
ヲ
通
り
テ

摺
鉢
山
ノ
裏
ヲ
通
り
テ
広
小
路
二
半
ヅ
　
道
々
ノ
桜
最
早
散
リ
タ
ル
モ
ア

リ
又
散
リ
野
離
リ
タ
ル
モ
ア
リ
　
盛
ハ
既
二
過
ギ
タ
レ
ド
風
ニ
チ
う
く

散
ル
サ
マ
ハ
サ
ス
が
拾
テ
難
キ
心
地
ゾ
ス
ル
此
日
ハ
中
々
ノ
人
出
ナ
リ
キ

　
最
早
所
々
売
店
等
出
来
上
り
中
々
奇
麗
ナ
リ
シ
、
家
二
着
シ
テ
靴
ヲ
磨

キ
居
り
タ
ル
ニ
本
屋
都
ノ
花
ヲ
持
チ
来
レ
リ
　
七
時
頃
家
ヲ
出
デ
本
屋
二

本
代
ヲ
払
ヒ
万
世
橋
ヨ
リ
車
二
乗
リ
日
吉
町
二
尊
リ
都
ノ
花
ヲ
読
ム

四
月
七
日
　
月
曜
日
　
朝
来
半
乾
二
時
過
雨
降
リ
出
デ
タ
レ
ド
モ
暫
時
ニ

　
　
シ
テ
止
ミ
ヌ

此
日
朝
ヨ
リ
都
ノ
花
及
ビ
曲
亭
雑
記
ヲ
読
ム
拾
一
時
頃
姉
来
レ
リ
午

後
二
時
頃
高
木
、
及
ビ
竹
内
旧
来
レ
リ
、
黒
岩
次
イ
デ
来
レ
リ
、
四
時
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

親
父
帰
宅
ス
　
六
時
頃
い
の
ハ
横
浜
二
帰
レ
リ

四
月
八
日
　
火
曜
日
　
朝
来
晴
天
中
々
暖
気

三
日
階
数
奮
発
ニ
テ
朝
五
時
過
二
寝
起
六
時
半
二
喫
飯
直
チ
ニ
日
吉
町
ヲ

出
デ
土
橋
手
前
ヨ
リ
車
二
乗
リ
学
院
二
藍
ル
　
思
出
榎
ニ
テ
麻
裏
草
履
及

ヒ
鉛
筆
ヲ
買
フ
、
八
時
半
頃
物
理
書
ヲ
書
籍
室
ヨ
リ
借
ル
、
隔
日
ハ
二
字

ク
起
キ
シ
故
力
非
常
二
眠
タ
ク
感
ジ
タ
リ
、
課
業
モ
事
ナ
ク
終
り
三
時
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

ヨ
リ
学
院
ヲ
出
デ
日
吉
町
二
帰
ル
ニ
皆
留
守
ニ
テ
有
り
シ
カ
バ
浜
二
頼
ミ

テ
鮨
ヲ
買
来
ラ
セ
之
ヲ
食
管
ン
ト
シ
タ
ル
ニ
姉
帰
宅
セ
リ
　
七
時
前
晩
食
、

小
島
氏
来
レ
リ
　
姉
ハ
本
郷
二
行
ク
、
余
ハ
直
チ
ニ
学
院
ノ
途
二
上
リ
八

時
過
学
院
二
着
ス

四
月
九
日
　
水
曜
日
　
朝
来
晴
天
午
後
ハ
曇
リ
シ
が
夜
引
入
リ
晴
レ
ヌ

此
日
課
業
モ
事
ナ
ク
済
、
ミ
晩
食
後
サ
ン
ダ
ム
館
後
ノ
芝
地
ニ
テ
島
崎
、
赤

田
ノ
ニ
氏
ト
相
撲
ヲ
取
ル
　
六
時
過
学
院
ヲ
出
デ
帰
途
二
就
キ
七
時
過
日

吉
町
二
着
ス
、
姉
ハ
河
田
氏
工
招
カ
レ
テ
未
ダ
帰
ラ
ザ
リ
シ
、
万
国
史
ノ

下
読
、
・
・
ヲ
ナ
ス
、
九
時
頃
姉
御
ル
、
小
島
来
ル
、
拾
時
眠
二
就
ク

四
月
拾
日
　
木
曜
日
　
朝
来
花
曇
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

忌
日
朝
五
時
半
弱
起
キ
出
デ
同
二
十
分
日
吉
町
ヲ
発
シ
六
時
四
十
分
頃
学

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

院
二
着
ス
　
七
時
カ
タ
ノ
如
ク
朝
食
ヲ
喫
シ
課
業
二
出
席
ス
、
翻
訳
課
ハ

非
常
二
六
ケ
敷
カ
リ
シ
　
晩
食
後
赤
田
氏
ト
相
撲
ヲ
取
ル
　
夜
二
入
リ
テ

「
て
ニ
ソ
ソ
氏
」
ノ
「
い
ノ
ッ
ク
、
あ
ー
デ
ン
」
ヲ
字
引
ヲ
用
イ
テ
読
ム

　
拾
一
時
頃
各
室
ヲ
点
検
ス

＊
織
田
氏
ヨ
リ
点
数
ヲ
聞
ク
、
即
チ
平
均
八
十
九
点
ニ
シ
三
位
ノ
頭
ナ
リ

　
キ
四
月
拾
關
日
　
金
曜
日
　
朝
来
曇
天
追
々
晴
レ
午
後
ハ
風
少
シ
吹
ク

此
日
「
ハ
リ
ス
」
氏
ハ
休
ミ
ナ
リ
シ
　
翻
訳
ハ
前
日
程
デ
ア
ラ
ザ
リ
シ
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

三
蓋
二
点
数
ヲ
問
ヒ
タ
ル
ニ
七
十
五
点
ナ
リ
ト
云
ハ
レ
タ
リ
　
午
後
三
時

過
学
院
ヲ
出
デ
日
吉
町
三
帰
ル
　
夜
二
入
リ
テ
姉
下
女
ヲ
連
レ
テ
帰
り
来
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レ
リ
　
拾
時
頃
眠
二
就
ク

牢
日
吉
町
ニ
テ
馬
琴
ノ
椎
枝
鳩
ヲ
読
ム

四
月
拾
二
日
「
土
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
降
雨
午
後
ハ
雨
止
、
ミ
晩
方
ハ
タ
映

　
　
ア
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

三
日
ハ
朝
ノ
内
中
将
姫
、
蓮
蔓
茶
羅
ヲ
読
ミ
午
後
月
掛
ケ
テ
徒
然
草
ヲ
読

ム
　
朝
谷
ク
松
永
三
雲
リ
ノ
手
紙
ヲ
請
取
リ
タ
リ
　
競
漕
観
覧
券
在
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

午
後
四
時
過
義
兄
来
レ
リ
　
天
浮
羅
ノ
馳
走
ニ
ナ
リ
五
時
前
日
吉
町
ヲ
急

減
デ
新
橋
ヨ
リ
馬
車
ニ
テ
日
本
橋
歩
行
キ
ソ
レ
ヨ
リ
車
ニ
テ
万
世
橋
迄
来

リ
徒
歩
シ
テ
家
二
着
ス
　
直
チ
ニ
河
田
氏
二
金
子
在
中
ノ
手
紙
ヲ
届
ケ
タ

リ
　
家
二
黒
リ
テ
喫
飯
シ
直
チ
ニ
若
竹
亭
二
行
ク
　
此
日
陽
平
ヅ
拾
分
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

ク
ノ
入
ナ
リ
シ
　
最
初
ハ
鶴
司
ノ
「
　
　
　
」
先
ヅ
可
ナ
リ
（
此
人
ニ

シ
テ
ハ
）
　
次
ハ
「
小
政
」
ガ
「
中
将
姫
古
跡
松
。
雪
責
之
段
」
ナ
リ
シ

が
之
レ
ハ
毎
度
聞
ク
者
ナ
レ
ド
モ
中
々
宜
シ
　
慾
関
町
今
少
シ
声
ヲ
惜
マ

ズ
ニ
ヤ
ッ
テ
貰
ヒ
一
菜
リ
シ
　
次
ハ
「
土
佐
栄
」
ガ
「
新
版
歌
祭
文
。
野

嵜
村
之
段
」
ナ
リ
シ
が
如
何
ニ
モ
三
味
線
が
苦
シ
カ
リ
ソ
ヲ
ナ
リ
シ
、
ソ

シ
テ
モ
ヲ
少
シ
流
暢
ナ
所
が
有
ラ
バ
宜
シ
カ
ラ
ン
ト
思
フ
　
然
シ
出
来
ハ

先
ヅ
中
位
ナ
ル
可
シ
　
次
ハ
還
魂
ガ
「
道
中
膝
栗
毛
。
島
田
宿
禰
段
」
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

リ
シ
が
相
変
ラ
ズ
滑
稽
百
出
、
客
ハ
抱
服
セ
リ
、
先
ヅ
宜
キ
出
来
ナ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

扱
大
切
ハ
「
綾
之
助
」
ガ
「
管
原
伝
授
手
習
鑑
、
寺
子
屋
之
段
」
ナ
リ
シ

が
之
レ
ハ
中
々
ノ
上
出
来
余
程
感
服
セ
リ
　
就
中
「
御
台
若
君
諸
共
一
こ

ノ
辺
以
下
心
違
ト
云
フ
ノ
外
ナ
シ
之
ニ
テ
帰
宅
ス

四
月
拾
三
日
遅
日
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
朝
新
聞
及
ビ
歴
史
ヲ
読
ミ
居
り
タ
ル
ニ
安
並
、
倉
部
ノ
両
氏
来
レ
リ

庚
寅
日
記

　
三
等
去
ツ
テ
余
ハ
衣
服
ヲ
改
メ
家
ヲ
出
デ
春
木
町
ヨ
リ
車
二
乗
リ
吾
妻

橋
二
至
リ
ソ
レ
ヨ
リ
徒
歩
シ
テ
言
問
ノ
所
二
至
リ
掛
り
員
二
切
符
ヲ
渡
シ

場
埋
入
リ
競
漕
三
番
ヲ
見
ル
　
高
等
中
学
校
ト
商
業
校
ト
ノ
競
漕
ハ
高
等

中
学
勝
チ
タ
リ
シ
カ
バ
同
校
ノ
生
徒
ハ
大
悦
ビ
ニ
テ
旗
ヲ
振
り
鈴
ヲ
ナ
ラ

シ
ナ
ド
シ
タ
ル
ハ
左
モ
コ
ソ
ト
思
ハ
ル
　
終
り
ノ
分
科
鶉
手
競
漕
ハ
医
科

ノ
勝
チ
ト
ナ
リ
タ
リ
　
其
レ
ヨ
リ
余
輩
寺
島
村
ノ
清
司
ノ
家
ヲ
訪
フ
ニ
妻

君
ノ
ミ
ナ
リ
シ
カ
バ
少
時
談
話
ノ
後
帰
途
二
着
ク
　
途
中
言
問
ニ
テ
団
子

ヲ
買
フ
　
堤
上
ヲ
バ
医
科
ノ
学
生
一
同
勝
旗
ヲ
捧
ゲ
テ
行
キ
シ
三
都
ピ
タ

リ
花
ハ
散
リ
テ
青
葉
耳
多
シ
　
サ
レ
バ
多
ク
ノ
掛
茶
屋
モ
休
、
ミ
居
ル
人

昏
々
タ
リ
　
本
願
寺
門
前
ヨ
リ
上
野
迄
乗
車
シ
ソ
レ
ヨ
リ
徒
歩
家
二
帰
ル

　
直
チ
ニ
入
浴
シ
喫
飯
後
車
代
拾
一
銭
ヲ
貰
ヒ
家
ヲ
発
ス
　
門
ロ
ニ
テ
松

永
氏
二
逢
フ
氏
ハ
ニ
度
書
勝
テ
リ
ト
テ
賞
牌
二
個
ヲ
余
二
示
サ
レ
ヌ
真

砂
町
ニ
テ
民
ト
別
レ
車
二
乗
リ
日
吉
町
二
至
ル
　
代
数
書
ヲ
読
ム
　
拾
時

頃
義
兄
帰
レ
リ
　
拾
一
時
前
就
眠
、
姉
ヨ
リ
ニ
拾
銭
ヲ
貰
イ
タ
リ

＊
山
根
氏
来
リ
居
ラ
レ
タ
リ

四
月
拾
四
日
　
月
曜
日
　
朝
来
曇
天
午
後
二
時
頃
ヨ
リ
降
雨

此
日
六
時
寝
起
直
チ
ニ
朝
食
ヲ
喫
シ
七
時
過
家
ヲ
発
シ
佐
久
間
町
ヨ
リ
車

二
乗
リ
聖
坂
ニ
テ
降
り
ソ
レ
ヨ
リ
歩
キ
テ
学
院
二
着
ス
　
直
チ
三
課
業
二

出
席
ス
　
体
操
課
ハ
休
ミ
ナ
リ
シ
カ
バ
読
売
新
聞
ヲ
読
、
ミ
タ
リ
午
後
一
時

半
過
近
藤
氏
ヨ
リ
文
章
軌
範
ノ
講
義
ヲ
聞
ク
　
ニ
時
過
ギ
ヨ
リ
仏
語
ノ
翻

訳
ヲ
ナ
ス
　
花
嶋
氏
ヨ
リ
ノ
頼
ミ
ニ
テ
来
ル
金
曜
日
ノ
文
学
会
ニ
ハ
英
文

朗
読
ヲ
為
ス
可
キ
由
ヲ
諾
セ
リ
　
夜
二
入
リ
テ
ハ
子
安
氏
等
ト
英
語
ヲ
用

ヒ
テ
談
話
ス
可
キ
ノ
約
ヲ
ナ
セ
リ
　
若
シ
邦
語
ヲ
言
ヘ
バ
五
厘
宛
ノ
罰
金
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庚
寅
日
記

ヲ
払
フ
可
キ
ト
ノ
事
ナ
リ
キ
、
五
日
ハ
他
室
ヲ
点
検
セ
ズ
シ
テ
就
眠

四
月
拾
五
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
天
朝
ノ
内
降
雨
昼
前
雨
ハ
止
ム

駐
日
数
学
ノ
時
間
二
運
算
ヲ
ナ
ス
可
キ
由
ヲ
云
ハ
レ
出
テ
タ
レ
ド
モ
容
易

二
出
来
ズ
　
彼
レ
是
レ
考
工
配
意
鳴
リ
タ
リ
、
此
時
間
二
次
ノ
週
間
ヨ
リ

三
角
術
ヲ
始
ム
可
キ
由
ノ
話
シ
有
り
タ
リ
　
午
後
二
時
過
仏
語
課
ニ
チ
ハ

書
キ
取
り
及
ビ
翻
訳
ヲ
ナ
セ
リ
　
甚
不
出
来
ナ
リ
キ
、
三
時
過
書
籍
室
ヨ

リ
「
シ
エ
キ
ス
ピ
ア
1
」
ノ
人
肉
質
入
裁
判
ヲ
借
ル
　
部
室
二
帰
リ
「
カ

レ
リ
ツ
ヂ
」
ノ
「
ラ
ブ
」
ト
題
セ
ル
詩
ヲ
読
ム

四
月
拾
六
日
置
水
曜
日
　
朝
来
曇
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

此
日
置
…
訳
書
ニ
テ
「
カ
レ
リ
ツ
ヂ
」
ノ
恋
ヲ
読
ミ
終
ル
　
文
章
緋
魚
節
一
ヲ
読

ム
　
夜
二
入
リ
「
カ
レ
リ
ツ
ヂ
」
ノ
「
モ
ー
ニ
ン
グ
ヒ
ム
、
ツ
ー
、
モ
ソ
、

プ
ラ
ン
」
ヲ
単
二
ム

四
月
拾
七
日
　
木
曜
日
　
朝
来
朧
ナ
リ
シ
カ
ド
モ
午
後
ハ
晴
レ
タ
リ
・

嘉
日
翻
…
訳
ニ
チ
ハ
「
カ
レ
リ
ツ
ヂ
」
ヲ
終
り
「
ダ
ニ
エ
ル
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ

ー
」
二
移
ル
ベ
キ
由
ノ
話
ア
リ
キ
　
三
二
入
レ
「
ウ
エ
ブ
、
ス
タ
｝
」
ノ
「
フ

戸
ム
、
ゼ
ス
ピ
ー
チ
、
イ
ン
、
レ
プ
ラ
イ
、
ッ
i
、
へ
！
ン
」
「
ヲ
読
ム

嘉
月
拾
八
日
　
金
曜
日
　
朝
来
晴
天
非
常
二
暖
カ
リ
キ

此
月
ハ
午
後
文
学
会
ノ
、
英
文
ヲ
書
ク
　
四
時
頃
子
安
及
ピ
池
田
予
相
撲
ヲ

取
ル
　
一
度
モ
勝
…
タ
ズ
、
六
時
ヨ
リ
文
学
A
四
二
出
デ
、
「
ゼ
、
サ
ル
タ
ン
、
エ

ン
ド
ゼ
、
ピ
ジ
ャ
ー
」
、
ナ
ル
一
章
ヲ
読
ム
、
島
崎
、
小
倉
、
正
木
其
他
諸

、
氏
ノ
演
説
ヲ
聞
ク
・
九
時
前
赤
田
氏
ト
共
二
学
院
ヲ
出
デ
日
吉
町
二
帰
ル

四
月
拾
九
日
　
土
曜
日
　
朝
来
晴
天
至
極
暖
カ
リ
キ

此
日
ハ
横
浜
ヨ
リ
客
来
ル
ト
テ
朝
ヨ
リ
書
物
ヲ
ナ
ス
拾
時
頃
い
の
横
浜
ヨ

リ
来
レ
リ
　
午
後
ハ
種
々
ノ
人
来
ル
　
母
叔
母
ハ
本
郷
ヨ
リ
草
郷
義
兄
ハ

横
浜
ヨ
リ
虚
心
ヲ
連
レ
来
ラ
レ
タ
リ
　
混
雑
ノ
中
ニ
テ
万
国
史
ノ
下
読
ヲ

ナ
セ
リ
　
黒
岩
氏
午
前
ノ
中
来
レ
リ
　
国
元
ノ
親
人
病
気
ニ
テ
至
急
立
帰

ル
ト
ノ
話
ア
リ
　
七
時
過
日
吉
町
ヲ
出
デ
新
橋
ヨ
リ
日
本
橋
迄
馬
車
二
乗

リ
其
レ
ヨ
リ
徒
歩
シ
テ
家
二
帰
ル
　
ソ
レ
ヨ
リ
直
チ
ニ
若
狭
ノ
妹
二
手
紙

ヲ
書
ク
’
遺
物
ヲ
添
テ
送
ル
転
帰
ナ
リ
「
拾
時
過
黒
岩
氏
来
レ
リ
、
之
レ

ヨ
リ
先
本
屋
ニ
テ
日
本
之
文
華
第
七
号
ヲ
求
メ
来
レ
リ

四
月
ご
拾
日
　
、
日
曜
日
　
朝
来
晴
天
風
烈
シ
ク
午
後
ハ
曇
ル
夜
二
叉
リ
雨

朝
八
時
前
眼
鏡
屋
二
行
キ
眼
鏡
ノ
ナ
ヲ
シ
ヲ
依
頼
ス
、
帰
途
久
米
氏
ヲ
訪

ヒ
十
一
時
前
帰
宅
ス
　
其
レ
ヨ
リ
演
説
文
ヲ
草
ス
　
題
ハ
「
外
国
語
学
二

付
テ
」
ナ
リ
、
午
後
本
屋
ヨ
リ
関
八
州
繋
馬
。
及
ビ
小
文
学
ヲ
請
取
リ
小

文
学
及
ビ
文
華
ヲ
読
ム
　
三
時
過
入
浴
シ
五
時
喫
飯
直
チ
ニ
家
ヲ
発
ス

今
川
橋
吉
岡
ニ
テ
三
角
術
、
及
ビ
寺
子
屋
ノ
翻
訳
ヲ
求
当
言
レ
ヨ
リ
徒
歩

’シ

e
日
本
橋
迄
行
キ
同
所
ヨ
リ
車
ニ
テ
日
吉
町
二
帰
ル
　
夜
二
入
リ
日
本

之
文
華
ヲ
少
々
読
ム

四
月
二
拾
噛
日
　
月
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
降
雨

此
日
朝
六
時
前
寝
起
　
其
レ
ヨ
リ
車
ニ
テ
学
院
早
帰
ル
　
午
後
文
章
軌
範

ヲ
読
ム
　
夜
二
入
り
各
室
ヲ
見
舞
フ

四
月
二
拾
二
日
　
火
曜
日
朝
来
曇
天

虚
日
仏
語
課
一
人
少
ニ
テ
休
ミ
　
ソ
レ
ヨ
リ
午
後
晩
食
後
島
崎
氏
ト
三
嘆

ヲ
散
歩
ス
　
夜
二
言
リ
「
イ
ノ
ッ
ク
、
ア
ー
デ
ン
」
及
ピ
「
ウ
ェ
ブ
ス
タ

ー
」
ノ
文
ヲ
読
ム
　
此
等
始
メ
テ
三
角
術
ノ
講
義

四
月
二
拾
三
日
　
水
曜
日
　
朝
来
曇
天
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朝
「
ハ
リ
ス
」
氏
ヨ
レ
演
説
文
ヲ
請
取
ル
、
友
野
ノ
日
本
文
学
全
書
ヲ
借

り
テ
覗
キ
タ
リ
　
午
後
文
章
軌
範
中
ノ
竜
講
論
、
留
候
論
、
始
皇
論
、
ヲ

読
ム
　
ニ
時
ヨ
リ
八
大
家
ノ
講
義
ヲ
聞
ク
　
夜
」
二
入
り
「
ウ
エ
ブ
ス
タ

：
」
ノ
文
ヲ
読
ム

四
月
二
拾
四
日
　
木
曜
日
　
朝
来
曇
天
午
後
四
時
頃
ヨ
リ
追
々
晴
レ
夜
二

　
　
入
り
テ
晴
レ
渡
レ
リ

此
日
昼
食
後
文
章
軌
範
ノ
内
、
尊
影
不
治
論
、
筍
卿
論
ヲ
読
ム
、
夜
二
入

リ
「
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
」
氏
ノ
文
ヲ
読
ミ
終
レ
リ

四
月
二
拾
五
日
　
金
曜
日
　
朝
来
曇
天
風
甚
シ

三
日
午
後
仏
語
ヲ
休
ミ
テ
帰
途
二
就
ク
　
新
橋
ノ
井
ビ
土
橋
ヲ
越
エ
タ
ル

所
ニ
テ
帽
子
ヲ
川
中
二
飛
シ
タ
ル
科
学
リ
惜
シ
ケ
レ
ド
「
ウ
シ
ト
」
奮
発

シ
テ
立
帰
リ
タ
リ
　
日
吉
町
ニ
テ
改
進
新
聞
ヲ
読
ム
　
五
時
頃
ヨ
リ
感
吟

帰
ル
、
途
ニ
テ
日
本
文
学
全
書
、
恋
八
卦
柱
暦
、
ヲ
買
フ
、
夕
方
ヨ
リ
久

米
及
ピ
松
永
氏
ヲ
訪
ヒ
都
ノ
花
三
拾
七
号
ヲ
受
取
リ
帰
ル
　
其
レ
ヨ
∬
之

ヲ
読
ム
　
又
改
進
新
聞
ヲ
読
ム

四
月
二
拾
六
日
　
土
曜
日
　
朝
来
晴
天
午
後
ハ
曇
ル

此
日
朝
久
米
来
レ
リ
、
午
前
都
乃
花
三
拾
七
号
ヲ
読
ミ
終
レ
リ
　
文
学
全

書
ヲ
少
々
読
ム
、
拾
二
時
過
谷
内
氏
ヲ
訪
フ
、
大
石
氏
二
逢
フ
、
三
時
頃

同
家
ヲ
立
出
タ
ル
ニ
早
川
氏
二
逢
フ
　
豊
川
ヲ
見
舞
フ
ニ
不
在
ナ
リ
キ
、

之
レ
ニ
テ
家
二
帰
ル
、
浜
田
氏
ヲ
訪
フ
ニ
不
在
ナ
リ
シ
カ
バ
都
乃
花
ヲ
置

キ
テ
帰
ル
、
又
久
米
ヲ
訪
ヒ
新
小
説
第
二
巻
ヲ
受
取
リ
帰
ル
、
中
島
氏
来

ル
、
「
ロ
ー
ヤ
ル
」
第
四
ヲ
読
ミ
テ
遣
ル
、
六
時
過
松
永
氏
ヲ
訪
フ
ニ
不

在
ナ
リ
ケ
リ
、
故
二
直
チ
一
二
人
デ
小
川
亭
二
行
ク
、
土
曜
旧
ノ
事
ナ
レ

バ
充
分
ノ
入
り
、
土
佐
／
書
生
ノ
一
群
、
時
々
騒
ギ
起
チ
シ
バ
一
興
、
先

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む

ヅ
最
初
ハ
弥
津
子
ノ
「
日
吉
丸
稚
木
下
、
五
郎
助
内
之
段
」
ナ
リ
シ
が
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ
ハ
御
苦
労
ト
申
ス
、
次
ハ
弥
昇
ガ
「
本
朝
二
拾
四
孝
狐
火
之
段
」
ナ
リ

シ
が
之
レ
ハ
ア
ン
マ
リ
急
四
過
ギ
テ
只
駆
ケ
通
ル
三
二
テ
サ
ッ
パ
リ
味
ノ

ナ
イ
様
ナ
所
ヲ
時
々
聞
キ
込
ミ
タ
リ
　
望
ム
ラ
ク
目
今
少
シ
身
ヲ
入
レ
テ

語
ル
が
宜
シ
然
シ
声
モ
可
成
ナ
リ
　
随
分
シ
ツ
カ
リ
シ
タ
所
モ
．
ア
レ
バ
モ

ウ
少
シ
修
行
ス
レ
バ
上
達
ス
可
シ
　
次
ハ
豊
沢
蟹
玉
ノ
「
お
千
代
半
丘
ハ
衛
、

八
百
屋
之
段
」
ナ
リ
シ
が
之
レ
ハ
替
詞
中
々
渋
ケ
レ
ド
モ
ヲ
少
シ
爽
カ
ナ

所
欲
シ
シ
ト
思
フ
、
然
シ
三
味
昆
劇
中
々
旨
シ
、
次
ハ
竹
本
甘
藷
ガ
「
伽

羅
先
代
萩
」
ナ
リ
シ
が
之
レ
ハ
中
々
声
モ
宜
シ
其
上
、
大
分
気
張
ツ
テ
ヤ

ラ
レ
タ
レ
バ
、
大
受
ノ
様
子
ナ
リ
キ
、
就
中
「
論
断
コ
コ
ニ
云
々
」
ノ
所
、

　
　
　
　
マ
マ
　

政
岡
ノ
慈
嘆
ノ
所
ナ
ド
ハ
中
々
感
服
致
シ
申
ス
、
何
ニ
セ
ヨ
、
土
佐
ノ
田

舎
人
が
斯
ウ
程
ト
ハ
実
二
意
外
ノ
至
り
デ
御
座
ル
（
三
味
線
玉
出
桝
）
、
劔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

大
切
ハ
「
於
俊
伝
兵
衛
堀
川
之
段
」
ナ
リ
、
先
ヅ
鐘
桝
ノ
伝
兵
衛
、
豊
津

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

子
ノ
母
親
ハ
御
苦
労
、
弥
昇
ノ
御
俊
ハ
中
々
宜
シ
、
稲
桝
ノ
与
次
郎
、
猿

廻
シ
ノ
歌
ハ
旨
シ
　
然
レ
ド
モ
善
ク
触
書
キ
取
レ
ザ
リ
キ
　
手
玉
ノ
三
味

線
中
々
宜
シ
、
鐘
桝
ノ
モ
先
ヅ
可
成
　
之
レ
ニ
テ
家
二
帰
ル
時
二
拾
一
時

過
ナ
リ
キ

四
月
二
拾
七
日
　
日
曜
日
　
朝
来
曇
天
降
雨

朝
久
米
満
レ
リ
　
中
島
氏
次
デ
来
ル
、
倉
部
氏
昼
前
来
レ
リ
、
午
後
歴
史

ヲ
読
・
三
二
時
頃
入
浴
シ
、
晩
食
後
直
チ
貸
家
ヲ
出
ヅ
　
道
路
泥
檸
甚
シ
カ

リ
シ
カ
バ
万
世
橋
ヨ
リ
馬
車
二
乗
ラ
ン
ト
思
ヒ
タ
レ
ド
車
中
絵
リ
ニ
雑
沓

ヲ
極
二
黒
ル
様
ナ
リ
シ
カ
バ
、
泥
ン
粉
ノ
中
ヲ
日
本
橋
迄
漕
ギ
付
ケ
其
レ

71

庚
寅
日
記



三
三
日
記

ヨ
リ
馬
車
ニ
テ
新
橋
二
来
レ
リ
　
拾
時
前
姉
ハ
太
一
ヲ
連
レ
テ
横
浜
二
行

ク
　
拾
時
過
床
二
就
キ
タ
レ
ド
四
辺
騒
シ
ク
シ
テ
中
々
寝
付
カ
レ
ザ
リ
シ

四
月
二
拾
八
日
　
月
曜
日
　
朝
来
曇
天

此
日
朝
五
時
半
起
キ
出
デ
六
時
過
朝
食
直
チ
ニ
車
ニ
テ
京
橋
区
役
所
二
行

ク
ニ
随
分
人
が
大
勢
来
リ
居
レ
リ
、
重
二
商
人
二
心
職
人
分
子
多
カ
リ
キ

　
二
極
受
口
ハ
丈
ケ
ヲ
取
り
タ
ル
が
五
尺
三
寸
五
分
、
胸
国
柄
ニ
寸
二
分

不
足
、
其
次
ノ
関
節
運
動
ハ
宜
シ
カ
リ
シ
ガ
、
其
ノ
次
ノ
目
二
至
リ
テ
僅
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

上
ノ
端
ノ
大
キ
ナ
ノ
が
稽
ク
見
エ
ル
位
、
目
眼
ヲ
掛
ケ
テ
モ
ソ
ン
ナ
ニ
違

ハ
ナ
カ
リ
シ
カ
バ
医
者
ハ
拾
度
ノ
目
鏡
ヲ
持
来
リ
テ
之
レ
ニ
テ
見
ヨ
ト
ア

リ
ケ
レ
バ
余
ハ
其
レ
ニ
テ
見
タ
ル
ニ
善
ク
見
エ
タ
リ
、
此
二
於
テ
、
医
者

ハ
書
キ
付
ケ
ニ
近
視
二
分
ノ
ー
ト
書
キ
タ
レ
バ
其
次
二
黒
リ
螺
躰
ニ
ナ
ル

所
ニ
テ
衣
類
ヲ
ヌ
ガ
ン
ト
シ
タ
ル
ニ
掛
り
官
が
言
フ
ニ
ハ
、
「
宜
シ
イ

く
、
貴
君
ハ
目
ガ
ワ
ル
イ
ン
デ
シ
ヨ
ウ
？
」
余
「
左
様
」
、
ト
云
ヒ
テ
逓

次
二
士
リ
タ
ル
ニ
軍
医
が
肌
ヲ
ヌ
ゲ
ト
テ
肌
ヲ
ヌ
ギ
シ
後
チ
ョ
イ
ト
見
テ

之
レ
迄
病
気
風
落
リ
シ
事
が
有
ル
カ
ト
問
フ
ニ
因
リ
余
ハ
脚
気
二
罹
リ
タ

ル
コ
ト
ア
リ
今
モ
時
々
出
ル
ト
云
ピ
ケ
レ
バ
目
盛
ヲ
見
セ
ヨ
ト
テ
之
ヲ
見
、

ソ
レ
ニ
テ
書
キ
付
ケ
ニ
判
ヲ
押
シ
ク
レ
タ
リ
　
之
ヲ
見
ル
ニ
丁
種
ト
ア
リ

タ
レ
パ
大
悦
ビ
ニ
テ
之
ヲ
司
令
長
官
ノ
所
工
期
シ
置
キ
直
チ
ニ
立
帰
リ
タ

リ
　
区
役
所
ニ
テ
待
ツ
間
「
関
八
州
繋
馬
」
ヲ
読
ム
二
二
帰
リ
テ
之
ヲ
読

ミ
終
り
「
お
さ
ん
茂
兵
衛
恋
八
卦
柱
暦
」
ヲ
読
ミ
終
レ
リ
　
壱
時
頃
日
吉

町
ヲ
立
出
デ
新
橋
ヨ
リ
鉄
道
馬
車
二
乗
り
日
本
橋
ニ
テ
降
り
其
レ
ヨ
リ
徒

歩
シ
テ
本
郷
二
帰
ル
　
家
二
幅
岬
リ
テ
鉦
…
尽
ノ
論
罪
キ
付
ケ
ヲ
ナ
ス
　
晩
食
後

浜
田
氏
ヲ
訪
フ
　
暫
時
談
話
ノ
後
松
永
氏
ヲ
訪
フ
ニ
不
在
ナ
リ
シ
カ
バ
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

ヲ
得
ズ
家
旧
悪
リ
傘
ヲ
持
チ
テ
小
川
亭
二
行
キ
ヌ
、
先
ヅ
最
初
ハ
舌
面
ガ

　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
む
　
む
　
む

「
管
原
伝
授
手
習
鑑
」
寺
子
屋
之
段
」
中
途
－
松
王
ノ
宴
曲
飛
ビ
云
々

ノ
歌
ヲ
吟
ジ
テ
入
り
来
ル
所
i
迄
語
リ
進
ミ
タ
ル
時
ナ
リ
キ
、
之
レ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

前
夜
ヨ
リ
ハ
落
付
キ
ア
リ
テ
随
分
面
白
カ
リ
シ
、
次
回
墨
壷
ガ
「
お
つ
ま

八
郎
兵
衛
」
三
楽
町
之
段
」
此
人
ハ
声
モ
中
々
渋
ケ
レ
バ
随
分
面
白
ク
感

ゼ
シ
所
少
ナ
カ
ラ
ズ
　
次
二
五
桝
ガ
「
義
経
腰
越
状
」
五
斗
生
酔
之
段
」

中
々
ノ
出
来
随
分
キ
バ
ッ
ト
大
キ
ク
出
ラ
レ
タ
ル
所
大
受
ケ
ナ
リ
、
扱
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

切
り
ハ
「
壇
浦
兜
軍
記
」
阿
古
屋
琴
責
之
段
」
総
掛
ケ
合
三
味
線
一
団
玉
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

り
シ
が
中
々
旨
シ
　
曲
ビ
キ
ハ
感
服
セ
リ
、
「
塗
樽
子
」
ノ
三
味
線
モ
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

シ
、
同
人
ノ
岩
永
左
衛
門
、
鐘
桝
ノ
榛
沢
六
郎
ハ
御
苦
労
千
万
、
弥
舜
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

畠
山
重
忠
、
中
々
ノ
出
来
　
稲
桝
ノ
阿
古
屋
申
ス
迄
モ
ナ
ク
上
出
来
、
只

四
声
ヲ
貯
フ
気
味
合
ニ
テ
歌
ノ
聞
ケ
ザ
リ
シ
所
ア
リ
シ
バ
遺
憾
、
此
日
ハ

土
佐
ノ
書
生
ノ
一
群
四
人
許
リ
高
座
ノ
前
二
叉
メ
掛
ケ
居
り
テ
鐘
桝
ノ
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

味
線
ノ
時
高
座
ヲ
見
上
ゲ
タ
ル
ニ
同
人
ハ
「
ア
リ
ヤ
メ
ッ
タ
」
ト
ハ
土
佐

ノ
丸
出
シ
、
ソ
レ
ヨ
リ
中
入
後
高
座
ニ
ズ
ツ
ト
皆
々
列
ビ
タ
ル
所
ヲ
頻
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ニ
何
ニ
カ
云
ヒ
タ
レ
パ
稲
桝
ガ
「
ソ
ン
ナ
立
言
ヒ
ナ
」
ト
云
フ
ニ
下
ニ
テ

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ハ
「
ソ
ン
ナ
事
云
フ
ハ
ド
コ
ノ
お
ぽ
サ
ン
ゾ
ヨ
」
ト
ハ
面
白
シ
、
帰
り
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
マ
マ
　

裏
階
子
ヨ
リ
下
り
テ
楽
屋
ノ
前
ヲ
通
り
タ
ル
道
占
舜
が
上
下
ヲ
畳
ミ
ツ
ツ

ア
リ
シ
ガ
「
奥
サ
ン
」
ハ
ト
云
ヒ
シ
カ
バ
余
ハ
「
昨
日
横
浜
二
行
キ
マ
シ

タ
、
貧
乏
隙
ナ
シ
デ
方
々
駈
ケ
廻
ツ
テ
居
ル
ン
ダ
」
ト
云
ヒ
テ
別
レ
タ
リ

　
拾
壱
時
八
家
二
帰
リ
着
ク
　
此
日
立
親
爺
本
郷
二
尉
レ
リ

四
月
二
十
九
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
天
時
々
霧
雨
降
ル

此
日
朝
八
時
過
改
進
新
聞
ヲ
見
ル
ニ
八
重
桜
此
日
取
シ
テ
結
尾
ヲ
告
ゲ
タ

〆
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リ
　
拾
時
過
家
ヲ
出
デ
日
本
橋
迄
徒
歩
シ
其
レ
ヨ
リ
鉄
道
馬
車
ニ
テ
新
橋

旧
来
リ
日
吉
町
二
着
キ
タ
リ
シ
バ
拾
一
時
過
ギ
ナ
リ
シ
、
一
時
半
過
、
家

ヲ
出
テ
徒
歩
シ
テ
学
院
二
来
レ
リ
　
聞
ク
此
日
生
徒
歩
ヨ
リ
流
行
性
感
冒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

流
行
ノ
故
ヲ
以
テ
休
業
ヲ
請
求
セ
リ
ト
　
三
二
入
り
「
ド
グ
イ
ン
シ
イ
」

ノ
「
の
ツ
キ
ン
グ
、
あ
ツ
ト
、
ゼ
、
げ
イ
ト
、
い
ン
、
ま
ク
ベ
ス
」
ナ
ル

文
ヲ
少
々
読
メ
リ

四
月
三
拾
日
　
水
曜
日
　
朝
来
曇
天
午
後
降
雨

此
程
朝
八
時
半
過
休
業
ノ
事
ハ
向
フ
一
週
間
ト
極
り
直
チ
ニ
帰
途
二
就
ク

　
日
吉
町
ニ
テ
昼
食
シ
一
時
頃
鉄
道
馬
車
三
栞
リ
眼
鏡
蕩
心
リ
其
レ
ヨ
リ

徒
歩
シ
テ
家
二
帰
ル
　
其
レ
ヨ
リ
早
川
氏
ヲ
訪
ヒ
国
民
之
友
ヲ
借
り
来
レ

リ
　
四
時
過
浜
田
氏
ヲ
訪
ヒ
仏
詳
知
書
ヲ
読
ム
　
六
時
過
松
永
氏
ヲ
訪
フ

ニ
不
在
ナ
リ
シ
カ
バ
直
チ
月
旦
二
帰
リ
七
時
家
ヲ
出
デ
小
川
亭
二
行
ク
、

此
日
ハ
雨
天
ニ
モ
拘
ラ
ズ
大
分
ノ
入
り
ナ
リ
キ
、
晩
景
リ
シ
カ
バ
例
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
判
官
切
立
之
段
」
ヲ
団
玉
が
半
バ
頃
迄
語
リ
進
ミ

タ
ル
所
ニ
テ
ア
リ
タ
リ
　
之
レ
ハ
先
ヅ
並
出
来
、
次
ハ
弥
昇
ガ
「
恩
愛
ニ

ツ
玉
之
段
」
之
レ
ハ
出
来
一
際
キ
方
ナ
レ
ド
モ
今
方
シ
滑
稽
ア
ラ
バ
ト
思

　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ヒ
シ
、
撃
高
解
法
ガ
「
勘
平
腹
切
之
段
」
之
レ
ハ
申
ス
迄
モ
ナ
ク
中
々
面

白
カ
リ
シ
　
就
中
「
金
ハ
女
房
ヲ
云
々
」
ノ
上
向
感
服
ノ
至
り
、
扱
大
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
む

ハ
「
七
段
目
一
力
之
段
」
重
太
郎
、
力
弥
（
や
す
子
）
鐘
桝
ノ
善
太
八
、

む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

弥
昇
ノ
弥
太
郎
、
ハ
何
レ
モ
御
苦
労
、
弥
昇
ノ
九
太
夫
ハ
今
少
シ
滑
稽
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

気
マ
ジ
リ
テ
モ
善
カ
ラ
ン
、
昏
昏
ノ
伴
内
充
分
二
騒
ギ
タ
レ
バ
書
生
サ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

ハ
大
受
ケ
ノ
形
、
然
シ
随
分
狼
褻
…
…
再
訴
ノ
由
良
之
助
此
人
ハ
我
初
メ

テ
ノ
見
参
ナ
レ
パ
深
ク
聞
カ
ネ
バ
評
ス
ル
市
上
ナ
ケ
レ
ド
モ
声
ハ
中
々
コ

庚
寅
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

ナ
レ
テ
居
り
テ
可
成
リ
聞
キ
由
シ
　
三
味
線
ハ
先
ヅ
中
出
来
、
団
玉
ノ
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

右
衛
門
先
ヅ
中
ノ
上
位
？
、
於
加
璃
ハ
稲
桝
之
ヲ
勤
ム
　
中
々
宜
シ
、
声
ノ

立
ツ
人
ナ
レ
バ
之
ン
ナ
隼
町
回
歴
モ
適
ス
ル
ナ
ラ
ン
、
此
レ
ニ
テ
帰
宅
ス

五
月
一
日
　
木
曜
日
　
朝
来
曇
天

三
日
三
三
来
レ
リ
　
余
ハ
早
川
氏
ヲ
訪
ヒ
豊
川
二
行
キ
塩
猪
ヲ
貰
ヒ
帰
ル

　
四
時
過
小
泉
氏
方
二
三
二
行
ク
　
帰
り
来
レ
バ
於
安
来
リ
居
レ
リ
　
晩

方
豊
川
二
行
キ
荷
物
ヲ
請
受
リ
来
レ
リ
　
夜
二
入
リ
親
爺
来
レ
リ
　
九
時

過
日
吉
町
二
帰
レ
リ

五
月
二
日
　
金
曜
日
　
朝
来
曇
天
，

朝
青
山
表
町
四
丁
目
三
番
地
林
民
雄
氏
ヲ
訪
フ
　
不
在
ナ
リ
シ
カ
バ
、
日

吉
町
二
立
寄
リ
馬
車
ニ
テ
眼
鏡
迄
来
リ
其
レ
ヨ
リ
徒
歩
シ
テ
家
二
世
レ
バ

小
泉
ノ
妻
君
来
り
居
ラ
レ
タ
リ
　
拾
二
時
過
島
崎
氏
赤
田
氏
余
ヲ
訪
ヒ
博

覧
会
二
行
カ
ン
事
ヲ
促
ス
、
故
月
余
剛
直
チ
ニ
昼
食
シ
直
チ
ニ
伴
フ
テ
家

ヲ
出
デ
上
野
二
行
ク
、
家
ヲ
出
ヅ
ル
時
、
姉
ヨ
リ
三
拾
銭
貰
エ
リ
、
一
時

過
会
場
塩
入
リ
込
、
ミ
タ
リ
　
先
ヅ
、
右
手
ノ
館
ヨ
リ
見
初
年
テ
諸
所
ニ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　

魔
胡
ツ
キ
タ
レ
ド
モ
稽
ク
四
時
過
迄
ニ
ハ
第
一
本
館
ヲ
見
ノ
コ
ス
迄
二
見

タ
リ
シ
カ
バ
、
晩
レ
ヌ
内
ニ
ト
美
術
館
土
入
タ
ル
が
彼
ノ
有
名
ノ
美
人
琴

ヲ
弾
ズ
ル
ノ
図
ノ
美
人
ハ
其
レ
程
デ
モ
ナ
シ
　
日
本
画
ノ
内
尾
形
月
下
、

狐
ノ
美
女
ノ
形
二
変
ズ
ル
ノ
図
ハ
中
々
旨
シ
、
山
本
芳
翠
ノ
寒
梅
ノ
月
、

原
田
直
次
郎
氏
ノ
「
観
音
ハ
実
二
高
尚
ニ
シ
テ
且
壮
大
ナ
リ
　
島
崎
氏
之

レ
ヲ
評
シ
テ
日
ク
詩
仙
ミ
ル
ト
ン
ヲ
シ
テ
画
工
タ
ラ
シ
メ
バ
必
ラ
ズ
や
斯

ノ
如
キ
画
ヲ
作
ル
ナ
ル
可
シ
ト
至
言
ト
云
フ
可
シ
其
辺
二
武
者
ノ
弓
ヲ
射
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庚
寅
日
記

ル
ノ
図
中
々
美
事
ナ
リ
画
者
ノ
名
ヲ
忘
レ
タ
リ
、
其
外
探
幽
ノ
龍
、
，
雪
舟

ノ
山
水
等
中
々
美
事
ナ
リ
、
其
レ
ヨ
リ
水
族
室
ノ
真
暗
闇
工
立
入
リ
魚
類

　
　
　
　
む

ヲ
見
ル
　
鰻
ノ
凡
三
尺
位
ア
リ
テ
周
り
五
寸
位
ノ
者
ア
リ
鯛
ノ
如
キ
魚

ニ
テ
縞
…
ノ
在
ル
者
ア
リ
タ
リ
　
其
レ
ヨ
リ
立
帰
リ
テ
第
一
本
館
ヲ
大
急
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
マ
マ
　

ニ
テ
一
通
目
ヲ
通
シ
外
二
出
デ
茶
庭
及
ビ
漬
ケ
物
ヲ
買
ヒ
直
チ
ニ
広
小
路

二
出
デ
島
崎
氏
ト
別
レ
、
赤
田
氏
ト
共
二
四
丁
目
迄
来
リ
氏
ト
別
レ
家
中

帰
ル
六
時
頃
姉
ハ
横
浜
二
行
ク
、
久
米
モ
来
レ
リ
親
父
モ
来
り
シ
が
去
レ

リ
、
九
時
前
髪
ヲ
カ
リ
ニ
行
キ
タ
リ

五
月
三
日
　
土
曜
日
　
朝
来
降
雨

此
日
拾
時
頃
家
ヲ
出
デ
入
浴
シ
、
久
米
及
ビ
松
永
ヲ
訪
フ
ニ
何
レ
モ
不
在

ナ
リ
シ
カ
バ
、
直
チ
ニ
家
二
二
レ
リ
、
午
後
壱
時
過
松
永
氏
来
レ
リ
　
氏
ト

同
道
ニ
テ
竹
本
越
路
一
連
ノ
義
太
夫
聞
キ
ニ
若
竹
二
行
ク
、
入
り
ハ
ギ
シ

詰
ミ
先
ヅ
千
五
百
位
ノ
入
り
ナ
ル
可
シ
ト
思
フ
、
先
ヅ
最
初
ハ
簾
中
ニ
テ

竹
本
越
栄
太
夫
「
着
陣
守
護
城
」
正
清
本
城
之
段
」
ナ
リ
シ
が
之
レ
ハ
御

苦
労
デ
ゴ
ザ
ン
ス
、
次
ハ
竹
本
小
長
太
夫
、
三
回
線
豊
沢
広
子
ニ
テ
「
加

賀
見
山
旧
錦
絵
、
鳥
居
又
助
内
之
段
」
ナ
リ
シ
が
之
レ
ハ
ア
ン
マ
リ
ド
タ

バ
タ
遣
リ
ス
遠
客
ト
思
フ
　
今
少
シ
修
行
ス
可
シ
　
次
ハ
竹
本
越
尾
太
夫
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

三
味
線
豊
沢
広
吉
、
ニ
テ
「
碁
大
平
記
白
石
噺
。
坂
戸
村
之
段
」
ナ
リ
シ

が
之
レ
ハ
何
ン
ト
ナ
ク
ダ
レ
気
床
ナ
リ
シ
バ
残
念
　
次
ハ
竹
本
村
太
夫
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

豊
沢
龍
三
。
ノ
「
同
上
吉
原
楊
屋
之
段
」
此
ノ
人
鄭
声
が
中
々
二
立
チ
シ

カ
バ
中
々
面
白
カ
リ
シ
　
先
ッ
上
出
来
ナ
ラ
ン
、
次
ハ
竹
本
さ
の
太
夫
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ご

味
線
。
鶴
沢
小
庄
ニ
テ
「
斜
張
前
室
挟
、
金
藤
次
上
使
之
段
」
．
ナ
リ
シ
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

中
々
三
三
リ
シ
、
身
振
ハ
宛
然
タ
ル
芝
居
ノ
様
、
テ
モ
ア
ン
マ
リ
ナ
…
…
ト

ハ
素
人
ノ
考
力
～
次
ハ
竹
本
路
太
夫
。
三
味
線
豊
沢
花
助
。
ニ
テ
「
日
蓮

記
。
勘
作
内
ノ
段
」
ナ
リ
シ
が
之
レ
ハ
中
々
面
白
カ
リ
シ
、
其
上
一
ツ
モ

抜
カ
サ
ズ
一
二
段
丸
ル
デ
語
う
レ
シ
バ
満
足
致
セ
リ
　
上
レ
ハ
先
ヅ
上
ノ

下
位
ノ
出
来
ナ
ル
可
シ
、
扱
大
切
リ
ハ
竹
本
越
路
太
夫
。
三
味
線
豊
沢
広

助
ニ
テ
「
艶
容
女
舞
衣
。
三
勝
半
七
酒
屋
之
段
」
之
レ
ハ
名
人
ノ
御
得
意

回
ト
テ
民
田
ロ
ヲ
筈
モ
ナ
シ
　
乱
悪
イ
所
が
有
ル
ニ
シ
テ
モ
我
等
ニ
一
分

ラ
ヌ
訳
。
美
音
、
妙
曲
座
ロ
ニ
人
ヲ
シ
テ
感
二
会
エ
ザ
ラ
シ
ム
　
真
二
海

内
無
双
ノ
名
四
シ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
　
之
レ
ニ
加
フ
ル
ニ
広
助
が
三
味
線

　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

妙
ア
リ
我
等
只
ヒ
タ
呆
レ
ニ
呆
レ
ケ
リ
、
先
ヅ
「
跡
ニ
ハ
園
［
ガ
云
々
」
ノ

所
以
下
妻
拾
行
只
感
ズ
ル
モ
野
烏
リ
ア
ル
心
地
セ
リ
　
其
レ
ヨ
リ
下
ツ
テ

「
聞
テ
入
ル
サ
ノ
障
子
ヨ
リ
云
々
」
ノ
所
ハ
中
々
旨
シ
、
此
所
広
助
ノ
三

　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

味
線
ニ
ハ
ア
ツ
ト
感
嘆
。
マ
ダ
其
ノ
次
ノ
鴛
鴛
ノ
片
羽
ノ
」
云
々
ノ
所
モ

中
々
ナ
リ
キ
　
全
グ
遂
ハ
リ
シ
バ
八
時
三
十
分
頃
ナ
リ
キ
・
絵
リ
入
り
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
モ

多
キ
故
容
易
創
出
ル
訳
二
行
カ
ズ
　
空
ジ
キ
腹
ヲ
抱
イ
テ
待
ツ
コ
ト
凡
三

十
分
許
リ
稽
ク
家
二
帰
ル
　
道
路
ハ
前
日
来
ノ
雨
ニ
テ
泥
海
ト
変
ジ
随
分

歩
ク
ニ
困
難
ナ
リ
キ
。
松
永
氏
ハ
用
事
ア
リ
テ
越
路
が
出
ル
ト
ス
グ
ニ
帰

リ
タ
リ
。
翌
日
聞
ケ
パ
早
川
、
大
石
ハ
或
友
人
ト
少
シ
後
二
来
リ
居
り
シ

由
ナ
リ

五
月
四
日
　
日
曜
日
　
朝
来
降
雨

此
日
朝
ノ
内
松
永
氏
ヲ
訪
ヒ
読
売
新
聞
ヲ
借
り
来
レ
リ
。
午
後
ハ
新
聞
や

国
民
諸
事
等
ヲ
読
ミ
タ
リ
　
曇
日
養
浜
田
氏
方
二
新
聞
ヲ
届
ケ
鼠
取
町
二
行

キ
、
早
川
ニ
テ
国
民
之
友
ヲ
借
ル
　
大
石
モ
来
り
種
々
談
話
ノ
後
九
時
過

帰
宅
セ
リ
　
道
ニ
テ
都
ノ
花
及
ビ
日
本
人
ヲ
買
フ

74

／



五
月
五
日
　
月
曜
日
　
朝
来
降
雨
晩
方
西
ノ
平
出
シ
タ
映

此
日
ハ
朝
ノ
三
都
ノ
花
ヲ
読
ミ
、
国
民
田
老
ヲ
モ
見
ル
　
午
後
一
時
頃
松

永
氏
来
ラ
レ
タ
レ
バ
氏
ト
共
二
、
若
竹
二
行
ク
ニ
此
日
モ
中
々
ノ
入
り
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

リ
キ
、
先
ヅ
最
初
ハ
越
尾
ノ
「
翠
雲
佐
倉
曙
儀
作
内
之
段
」
之
レ
四
相
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　

ラ
ズ
ダ
レ
テ
面
白
カ
ラ
ズ
、
次
ハ
む
ら
太
夫
ガ
「
八
陣
守
護
城
。
正
清
本

城
之
段
」
随
分
面
白
カ
リ
シ
ガ
、
然
シ
前
日
ニ
ハ
一
着
ヲ
輸
ス
ル
気
味
ア

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む

り
、
次
ノ
さ
の
太
夫
ガ
「
彦
山
権
現
誓
助
筆
」
ニ
テ
之
レ
置
戸
常
二
能
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
ロ

リ
シ
、
先
ヅ
ハ
上
出
来
ト
云
フ
可
シ
、
次
ハ
路
太
夫
ガ
「
天
網
島
茶
屋
場

之
段
」
随
分
善
ク
出
来
タ
リ
、
言
葉
ノ
旨
イ
ノ
ハ
実
二
感
服
ノ
至
り
デ

ス
、
花
冷
ノ
三
味
線
中
々
能
シ
、
扱
、
大
切
リ
ハ
越
路
ノ
「
伽
羅
先
代
萩
。

政
岡
忠
義
之
段
」
ナ
リ
、
之
レ
ハ
前
日
ニ
ハ
立
優
ツ
テ
感
服
セ
リ
実
二
旨

ト
云
フ
ヨ
リ
外
ナ
シ
、
加
フ
ル
ニ
三
味
線
ノ
能
キ
事
ヲ
以
テ
ス
、
之
レ
ヲ

記
章
ザ
ル
モ
ノ
ハ
木
偶
力
石
仏
ナ
ル
可
シ
ト
思
フ
、
節
ノ
少
カ
キ
所
、
折

　
　
　
　
む

折
ス
ツ
ト
立
チ
上
ル
所
、
実
二
独
得
ノ
妙
ア
ル
ナ
リ
、
先
ヅ
旨
イ
所
ハ

「
何
共
ナ
イ
ト
渋
面
作
リ
」
、
「
お
末
の
業
ヲ
シ
ガ
ラ
キ
ヤ
」
、
ヨ
リ
「
心

モ
清
キ
洗
ヒ
米
」
迄
就
中
「
心
モ
清
キ
云
々
」
ノ
所
ナ
ソ
ト
モ
申
シ
様
モ

ナ
シ
、
雀
ノ
所
及
ビ
政
岡
愁
嘆
モ
中
々
旨
シ
、
サ
テ
モ
名
人
！
之
レ
ニ

テ
家
二
帰
り
タ
ル
ニ
日
本
之
文
華
ヲ
本
屋
ヨ
リ
持
チ
来
り
居
レ
リ
　
故
二

少
々
之
レ
ヲ
読
ム

＊
越
路
ノ
先
代
萩
？
　
先
代
萩
の
越
路
？
　
と
許
り
只
呆
れ
に
け
り

五
月
六
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
降
雨

此
三
余
ハ
日
本
之
文
華
ヲ
読
ム
　
森
下
エ
ノ
手
紙
ヲ
書
ク
　
宇
佐
美
来
レ

リ
　
五
時
頃
三
二
出
デ
嶺
町
ヨ
リ
車
二
乗
リ
旧
吉
町
二
塁
レ
リ
　
無
二
入

庚
寅
日
記

リ
雨
甚
シ
風
サ
ェ
少
シ
加
ハ
ル

五
月
七
日
　
水
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
降
雨
午
後
願
意
リ
雨
止
ミ
夜
岨
路
ヲ

　
　
見
タ
リ

二
日
ノ
課
、
歴
史
ハ
休
ミ
其
他
ハ
事
ナ
ク
済
ミ
、
午
後
「
ド
、
ク
イ
ン
シ

イ
」
ノ
「
ノ
ッ
キ
ン
グ
、
ア
ッ
ト
、
ゼ
、
ゲ
ー
ト
云
々
」
ノ
一
章
ヲ
読
ミ

終
レ
リ
　
井
ビ
ニ
「
イ
ノ
ッ
ク
あ
一
で
ん
」
ヲ
読
メ
リ
　
望
地
ハ
各
室
ヲ

見
廻
リ
タ
ル
ニ
人
ノ
居
ラ
ザ
ル
所
少
ナ
カ
ラ
ザ
リ
キ
　
拾
時
前
就
眠

＊
此
日
ハ
朝
六
時
前
日
吉
町
ヲ
出
デ
新
橋
ヨ
リ
車
ニ
テ
三
田
迄
参
リ
其
レ

　
ヨ
リ
徒
歩
学
院
二
着
セ
リ

五
月
八
日
　
木
曜
日
　
朝
来
晴
天
午
後
降
雨
夜
羽
入
リ
テ
ハ
星
出
ヅ

此
日
モ
歴
史
休
ミ
。
三
角
術
問
題
ヲ
解
キ
、
「
カ
ー
ラ
イ
ル
」
ノ
「
ル
リ

ッ
ド
。
ピ
ク
チ
ュ
ア
ー
」
ヲ
読
ミ
シ
バ
午
後
ニ
シ
テ
夜
八
入
リ
テ
演
説
文

ヲ
草
ス
　
題
ハ
「
我
が
文
学
史
ノ
編
纂
」
ナ
リ
キ
　
眠
鐘
ノ
鳴
り
シ
後
真

中
ダ
ケ
ノ
部
屋
ヲ
点
検
セ
リ

＊
此
日
十
四
銭
ヲ
赤
田
島
崎
両
琉
ヨ
リ
受
取
ル

五
月
九
日
　
金
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
歴
史
休
ミ
、
封
冊
翻
訳
ヲ
此
時
間
二
重
リ
上
ゲ
タ
リ
　
午
後
三
時
過

学
院
ヲ
出
デ
帰
途
二
上
ル
　
四
時
過
日
吉
町
二
着
ス
、
八
時
頃
今
井
ト
云

フ
旧
来
レ
リ
種
々
談
話
之
後
拾
時
頃
親
父
横
浜
ヨ
リ
帰
り
タ
ル
故
二
少

時
談
話
ノ
後
蚊
リ
去
レ
リ

五
月
拾
日
　
土
曜
日
　
朝
来
花
曇
リ
夜
二
入
リ
テ
晴
ル

朝
七
時
過
寝
起
九
時
過
、
日
吉
町
ヲ
出
デ
本
郷
三
帰
リ
来
レ
リ
　
拾
二

時
頃
於
安
来
リ
テ
寄
席
二
行
カ
ン
事
ヲ
勧
ム
　
一
時
頃
母
ト
三
人
士
テ
竹
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庚
寅
日
記

町
二
行
ク
　
曇
日
ハ
相
変
ラ
ズ
ノ
大
入
リ
ナ
リ
シ
が
越
路
ハ
病
気
ニ
テ
欠

席
、
中
々
失
望
セ
リ
　
最
初
ハ
竹
本
小
長
、
豊
沢
広
子
、
「
艶
容
女
舞
衣
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

屋
之
段
」
鯨
リ
外
題
が
大
キ
ク
テ
お
手
二
鯨
リ
マ
シ
タ
　
次
ハ
越
尾
、
広

吉
「
花
の
上
野
誉
の
仇
討
、
志
渡
寺
之
段
」
今
少
シ
修
行
ア
レ
、
「
薫
木

累
物
語
。
羽
生
下
之
段
」
竹
本
む
ら
太
夫
、
龍
王
一
先
ヅ
中
出
来
。
次

ノ
「
さ
の
太
夫
、
小
庄
ハ
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
、
松
王
丸
屋
敷
之
段
」
ナ

リ
シ
が
之
レ
ハ
中
々
ノ
出
来
ナ
ツ
シ
、
次
ハ
「
桂
川
連
理
柵
、
於
半
長

右
衛
門
帯
屋
之
段
」
ヲ
路
太
夫
、
花
助
、
語
ル
随
分
面
白
カ
リ
シ
何

時
モ
ナ
ガ
ラ
此
ノ
人
ノ
言
葉
ノ
旨
イ
ノ
ニ
ハ
感
服
ナ
リ
　
誠
二
「
ナ
チ
ュ

ラ
ル
」
ノ
所
善
ス
可
シ
　
此
レ
ニ
テ
孝
思
帰
ル
　
夜
二
士
リ
於
安
ヲ
送
り

行
キ
豊
川
二
心
ヒ
万
国
史
ヲ
借
り
帰
ル
　
此
ノ
日
ハ
寄
席
ニ
テ
下
関
ヲ
読

ム五
月
拾
一
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
天

午
後
作
文
ノ
稿
ヲ
起
ス
　
四
時
前
旧
来
レ
リ
　
古
印
紙
ヲ
捜
索
ス
　
夜
口

入
リ
姉
ハ
帰
リ
去
レ
リ
　
六
時
過
入
浴
、
倉
部
氏
二
身
フ

五
月
拾
二
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

午
前
毒
煙
レ
リ
　
午
後
お
孝
さ
ん
来
ラ
ル
　
豊
川
二
行
キ
撰
餅
ヲ
貰
ヒ
帰

レ
リ
　
四
時
頃
お
孝
さ
ん
帰
ラ
ル
　
夜
二
心
リ
姉
モ
帰
レ
リ
　
此
ノ
日
田

高
木
ハ
玉
ヲ
捜
シ
当
テ
タ
リ
キ
、
夜
二
五
リ
作
文
ノ
稿
ヲ
続
ク

五
月
拾
三
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
降
雨
暮
方
雨
止
ム

此
此
朝
六
時
二
起
キ
真
砂
町
ヨ
リ
車
ニ
テ
三
田
山
廊
リ
其
レ
ヨ
リ
徒
歩
学

院
二
帰
ル
、
此
前
「
カ
ー
ラ
イ
ル
」
ノ
文
ヲ
読
ム

五
月
拾
四
日
　
水
曜
日
　
朝
来
晴
天
然
レ
ド
モ
中
々
寒
カ
リ
シ

此
日
課
業
ハ
無
事
二
過
ギ
午
後
近
藤
氏
ヨ
リ
文
章
軌
範
ノ
講
義
ヲ
聞
ケ
ツ

　
夜
収
入
リ
「
い
の
ツ
ク
、
あ
一
で
ん
」
ヲ
読
ム

五
月
拾
五
日
　
木
曜
日
　
朝
来
晴
天
晩
方
雲
出
盛
レ
ド
夜
二
入
リ
晴
レ
タ

　
　
リ

此
日
翻
訳
課
ニ
テ
「
カ
ー
ラ
イ
ル
」
ノ
文
ヲ
読
ミ
終
レ
リ
　
午
食
後
赤
田

氏
ト
近
傍
ヲ
歩
ク
　
晩
食
後
島
崎
赤
田
両
氏
ト
近
傍
ヲ
散
歩
シ
田
圃
ノ
中

ヲ
通
ル
道
々
泥
檸
ノ
場
所
ア
リ
テ
困
難
ヲ
極
メ
タ
リ
　
七
二
入
リ
九
時
過

各
室
ヲ
巡
見
ス
　
「
ま
コ
ー
レ
ー
」
ノ
「
ぴ
ユ
ー
リ
タ
ン
」
ヲ
読
ミ
終
レ
リ

五
月
拾
六
日
　
金
曜
日
　
朝
来
晴
天

三
日
「
マ
コ
ー
レ
ー
」
氏
ノ
文
ヲ
読
ミ
終
レ
リ
、
三
時
頃
ヨ
リ
学
院
ヲ
出

デ
赤
田
氏
ト
二
二
日
吉
町
迄
来
ル
　
六
時
頃
姉
来
レ
リ
　
兄
モ
次
デ
来
レ

リ
、
今
井
及
ビ
諏
訪
馬
来
レ
リ
　
拾
時
過
父
帰
宅
ス
、
姉
ヨ
リ
モ
一
円
貰

イ
タ
リ

五
月
拾
七
日
　
土
曜
日
　
朝
来
曇
天

三
日
朝
新
橋
停
車
場
ヨ
リ
電
信
ヲ
出
ス
、
此
海
量
よ
り
五
拾
銭
貰
フ
、
午

後
三
時
頃
帰
途
二
三
ク
　
六
時
過
福
島
氏
ヲ
訪
ヒ
、
吹
抜
亭
二
行
ク
、
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

リ
ハ
先
ヅ
可
成
、
先
ヅ
最
初
ハ
東
薬
玉
ノ
「
同
胞
比
翼
塚
。
播
忍
業
長
兵

衛
内
之
段
」
ナ
リ
シ
ガ
、
之
レ
ハ
余
リ
感
心
セ
ズ
、
次
ハ
三
福
ノ
「
中
将

姫
古
跡
松
。
雪
責
之
段
」
ナ
リ
シ
ガ
、
出
来
ハ
余
リ
善
キ
方
ニ
ハ
非
ザ
ル

可
ケ
レ
ド
、
之
レ
ハ
助
ケ
故
ト
思
エ
バ
無
理
モ
ナ
シ
、
然
シ
中
々
旨
イ
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

モ
少
カ
ラ
ズ
、
・
次
ハ
鶴
枝
「
忠
臣
蔵
、
八
段
目
前
廊
下
屋
敷
之
段
」
ナ
リ

シ
ガ
、
先
ヅ
可
成
、
然
シ
今
少
シ
調
子
ノ
変
化
ア
ラ
バ
如
何
ト
思
フ
、
次

　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

ハ
三
三
ノ
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
。
勘
平
内
之
段
」
ニ
テ
相
変
ラ
ズ
骨
稽
百
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む
　
　
む

出
大
笑
ラ
バ
セ
、
何
時
モ
ナ
ガ
ラ
眠
気
覚
シ
ナ
ル
可
シ
、
扱
大
切
ハ
綾
里

む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

助
、
雪
加
津
ノ
「
伽
羅
先
代
萩
。
政
岡
忠
義
之
段
」
ナ
リ
シ
が
之
レ
ハ
中

々
旨
イ
物
ナ
リ
　
ト
リ
ワ
ケ
「
お
末
ノ
業
」
云
々
ノ
所
」
中
々
能
シ
、
然

シ
「
心
モ
清
キ
洗
イ
米
」
ハ
鯨
リ
感
心
セ
ズ
、
些
少
シ
転
バ
シ
テ
モ
善
カ

ラ
ン
「
実
二
国
ノ
礎
ゾ
ヤ
」
以
下
中
々
…
…
…
…
黒
馬
テ
帰
宅
セ
リ

五
月
拾
八
日
　
日
曜
日
　
朝
来
曇
天
三
時
頃
降
雨

此
日
朝
中
島
氏
来
レ
リ
　
午
前
ヨ
リ
文
章
ノ
稿
ヲ
次
グ
　
ニ
時
前
入
浴
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
其
レ
ヨ
リ
本
屋
二
行
キ
出
世
景
清
ヲ
買
フ
、
福
島
氏
ヲ
訪
フ
ニ
松
村
氏

来
リ
種
々
談
話
ヲ
ナ
シ
七
時
過
家
二
帰
リ
其
レ
ヨ
リ
又
本
屋
二
行
キ
都
乃

花
ヲ
買
ヒ
、
帰
途
筆
ヲ
求
ム
、
拾
時
頃
姉
来
レ
リ

五
月
拾
九
日
　
月
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
降
雨

二
日
は
朝
遅
れ
け
れ
ぽ
学
校
を
休
む
事
に
決
し
八
時
過
高
木
の
宅
に
至
る

に
折
能
く
在
宅
に
て
同
人
を
伴
な
ひ
来
れ
り
、
「
都
乃
花
」
及
「
出
世
景

清
」
を
読
み
終
れ
り

五
月
二
拾
日
　
火
曜
日
　
朝
来
半
晴

三
日
朝
六
時
前
起
き
朝
食
を
喫
し
家
を
出
で
、
真
砂
町
よ
り
車
に
乗
る
に

車
夫
の
遅
き
事
実
に
も
ど
か
し
く
思
ひ
し
が
新
橋
に
て
他
の
車
に
乗
り
代

え
た
り
し
に
此
の
車
は
少
し
早
か
り
け
れ
ば
此
に
て
天
神
坂
下
ま
で
行
き

た
る
に
最
早
八
時
五
分
過
ぎ
な
り
し
か
ば
大
急
ぎ
に
て
講
堂
に
駆
け
込
み

た
り
　
此
れ
に
て
先
づ
此
日
の
課
業
無
事
に
終
り
た
り
し
に
余
は
少
々
風

を
引
き
た
り
、
夜
に
入
り
て
寝
室
に
燈
を
入
れ
て
居
り
た
る
に
塾
監
来
り

て
、
燈
を
寝
室
に
入
れ
る
事
相
成
ら
ず
と
云
わ
れ
た
り
し
か
ば
即
ち
燈
は

寝
室
と
勉
強
室
と
の
間
に
置
き
て
稽
や
く
下
読
み
を
終
れ
り
，

庚
寅
日
記

五
月
二
拾
一
日
　
水
曜
日
　
朝
来
薄
曇

此
日
翻
訳
課
に
て
は
「
フ
リ
ー
マ
ン
氏
」
「
麻
氏
気
質
」
を
読
み
申
す

課
業
終
る
と
直
ぐ
に
赤
田
氏
と
部
室
を
出
た
る
に
比
佐
、
岡
本
、
戸
川
、

奥
野
、
諸
氏
に
逢
ひ
即
ち
同
道
し
て
三
田
迄
来
り
岡
本
以
下
三
星
に
別
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

赤
田
氏
と
共
に
比
佐
氏
の
宿
に
止
ま
る
氏
よ
り
磯
部
饅
餅
を
即
せ
ら
る

二
時
頃
相
伴
ふ
て
同
家
を
出
で
加
賀
町
の
角
に
て
氏
に
別
れ
家
に
帰
る
、

姻
草
屋
来
り
居
り
た
り
、
五
時
頃
蕎
麦
を
食
す
　
演
説
文
の
稿
を
次
ぐ

暮
相
過
遂
に
点
れ
を
終
れ
り
、
八
時
頃
よ
り
正
夢
草
紙
を
読
み
始
め
拾
二

時
頃
迄
に
全
く
読
み
終
る

五
月
二
拾
二
日
　
木
曜
日
　
朝
来
過
半
晴
天

朝
よ
り
床
を
出
ず
購
金
看
難
民
之
板
な
る
書
を
読
む
午
後
演
説

文
を
所
々
筆
を
加
ふ
　
壱
時
前
姉
来
り
、
二
拾
銭
貰
ひ
た
り
、
晩
方
菓
子

を
買
来
ら
せ
て
之
を
食
ふ
　
葛
目
お
ば
来
ら
れ
ぬ
　
日
本
之
文
華
及
び
日

本
人
を
持
来
ら
れ
た
り

五
月
二
拾
三
日
　
金
曜
日
　
朝
来
薄
曇

此
位
朝
よ
り
起
き
出
で
午
後
に
至
り
演
説
文
の
清
書
を
致
し
申
す
、
夜
に

入
り
国
華
を
読
む

五
月
二
拾
四
日
　
土
曜
日
　
朝
来
半
晴

此
日
朝
食
後
暫
時
に
し
て
太
一
来
れ
り
　
拾
時
過
家
を
出
で
新
橋
よ
り
車

に
乗
り
、
日
陰
町
の
出
口
迄
行
き
た
る
に
、
折
善
く
「
は
り
す
」
氏
に
逢

ひ
演
説
の
草
稿
を
渡
し
た
り
、
其
れ
よ
り
泉
岳
寺
に
行
き
種
々
義
士
の
遣

物
を
見
物
し
場
内
に
て
「
義
士
の
ゆ
か
り
」
と
云
へ
る
書
を
求
め
又
同
寺

門
前
よ
り
車
に
乗
り
帰
宅
せ
り
、
午
後
草
郷
義
兄
来
れ
り
　
此
の
時
余
に
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庚
寅
日
記

一
円
を
贈
ら
れ
た
り
、
五
時
前
、
太
一
を
連
れ
て
帰
り
去
ら
れ
た
り
し
か

ば
、
親
父
に
二
拾
銭
だ
け
遣
し
て
帰
途
に
上
る
　
目
鏡
迄
乗
車
　
其
れ
よ

り
徒
歩
し
て
家
に
着
す
、
九
時
過
外
出
し
本
屋
に
行
き
日
本
之
文
華
の
代

を
払
ひ
「
忠
臣
蔵
」
及
び
「
閨
秀
新
誌
」
を
求
め
た
り
、
就
眠
前
改
進
新

聞
を
読
む

五
月
二
拾
五
日
　
日
曜
日
　
朝
来
曇
天
時
々
日
光
を
見
る

此
日
朝
寝
て
居
る
内
に
姉
来
れ
り
、
余
は
豊
川
に
行
き
種
々
談
話
し
昼
食

の
馳
走
に
な
り
、
文
学
院
の
講
義
録
を
貰
ひ
て
帰
れ
り
　
お
安
も
姉
来
り

居
る
が
故
に
来
れ
り
　
名
刺
を
あ
つ
ら
え
に
行
き
た
り
し
間
に
姉
は
日
吉

町
に
行
け
り
、
午
後
六
時
過
家
を
出
で
本
屋
に
行
き
て
日
本
文
学
全
書
の

代
金
を
払
ひ
万
代
橋
よ
り
馬
車
に
て
新
橋
迄
来
り
七
時
半
頃
日
吉
町
に
着

す
其
れ
よ
り
課
業
の
下
読
み
を
な
す

五
月
二
拾
六
日
　
月
曜
日
、
朝
来
雨
天

六
時
過
寝
起
、
土
橋
よ
り
車
に
乗
り
三
田
迄
来
り
、
其
れ
よ
り
徒
歩
学
院

に
着
し
朝
食
を
喫
七
課
業
に
出
席
す
、
事
な
く
相
済
み
た
り
、
但
し
此
の

日
「
い
の
つ
く
」
物
語
終
る
　
午
後
寒
気
致
せ
し
か
ば
、
少
々
寝
申
し
た

り
　
此
の
故
に
翌
日
の
下
持
ら
え
間
に
合
は
ず
、
随
分
苦
た
り

五
月
二
拾
七
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
天
午
後
三
時
過
よ
り
雨

此
日
課
業
は
事
な
く
済
み
、
午
後
島
崎
、
赤
田
両
氏
と
外
出
し
水
菓
子
屋

に
て
、
氷
を
呑
み
、
菓
子
屋
に
行
き
て
二
三
品
許
喰
ひ
、
部
室
に
帰
り
、

明
日
の
用
意
を
な
せ
り
、
七
時
頃
塾
生
一
同
に
て
外
出
し
「
は
り
す
」
氏

の
家
に
至
り
、
「
い
ち
ご
」
、
菓
子
等
の
馳
走
に
預
り
た
り
　
拾
時
頃
帰
校

せ
り

五
月
＝
拾
八
日
　
水
曜
日
　
朝
来
曇
天

此
日
井
深
氏
休
業
せ
ら
れ
た
り
、
故
に
翻
訳
課
休
み
申
せ
り
、
晩
方
赤
田

氏
と
外
出
し
「
は
り
す
」
氏
を
訪
ひ
前
夜
の
礼
を
述
べ
た
り

五
月
二
拾
九
日
　
木
曜
日
　
晴
天

此
日
翻
訳
課
に
て
は
「
え
ま
一
そ
ん
」
氏
の
「
応
報
」
な
る
章
を
読
み
初

む
、
夜
に
入
り
各
室
を
巡
見
す

五
月
三
拾
日
　
金
曜
日
　
朝
来
晴
天
午
後
曇
る

此
面
朝
の
内
は
事
な
く
済
み
、
午
後
二
時
頃
学
院
を
出
で
日
吉
町
に
帰
着

す
、
姉
は
「
い
ん
ふ
る
一
え
ん
ざ
」
に
て
寝
て
居
り
た
り
、
四
時
過
外
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
、
本
を
買
ひ
来
れ
り
、
「
松
の
緑
」
と
云
へ
る
書
物
を
読
み
た
り

五
月
三
拾
日
中
　
土
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
降
雨

朝
九
時
朝
食
し
種
々
談
話
を
な
し
。
昼
食
後
療
よ
り
五
拾
銭
貰
ひ
受
け
、

日
吉
町
を
出
で
、
京
橋
よ
り
鉄
道
馬
車
に
乗
り
、
筋
違
に
て
下
車
七
、
そ

れ
よ
り
家
に
帰
り
、
改
進
新
聞
を
読
む
、
其
後
演
説
草
稿
を
清
書
す
、
午

後
七
時
頃
家
を
出
で
吹
抜
亭
に
行
く
、
此
日
は
雨
烈
し
か
り
し
故
客
は
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

拾
鯨
人
位
な
り
と
見
受
け
た
り
、
先
づ
最
初
は
東
代
玉
が
「
伊
賀
越
道
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

双
六
」
な
り
し
が
絵
り
感
服
も
致
さ
ず
、
次
は
三
福
が
「
三
拾
三
間
堂
棟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

木
由
来
」
平
太
郎
住
家
之
段
」
な
り
し
が
選
れ
は
中
々
善
し
、
就
中
木
遣

り
は
感
服
の
歪
な
し
、
さ
れ
ど
三
味
線
は
二
挺
の
方
望
し
か
り
し
、
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

は
鶴
枝
が
「
天
網
島
時
雨
の
炬
燵
」
紙
屋
之
段
」
中
々
宜
し
、
次
は
染
勝

の
「
万
両
幟
天
神
坂
の
段
」
相
変
ら
ず
睡
気
覚
し
　
さ
て
も
賑
や
か
な
、

扱
大
切
は
綾
之
助
「
御
所
桜
堀
川
夜
討
」
弁
慶
上
使
之
段
」
を
覚
る
に
声

は
善
し
節
は
ま
わ
る
し
中
々
旨
し
と
云
ふ
の
外
な
し
、
此
れ
に
て
家
に
帰
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る六
月
一
口
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
朝
よ
り
草
稿
の
清
書
に
着
手
す
、
午
前
之
れ
を
書
き
終
る
、
日
本
文

L
学
全
書
二
篇
、
及
び
近
江
源
氏
を
受
取
る
、
午
後
二
時
前
入
湯
、
帰
り
に

本
屋
に
て
「
本
朝
三
国
誌
」
、
芦
屋
道
満
大
内
鑑
、
都
乃
花
を
受
取
り
帰

れ
り
　
五
時
過
福
島
氏
来
れ
り
　
七
時
家
を
出
で
、
本
屋
に
本
代
を
払
ひ

万
世
橋
よ
り
馬
車
に
乗
り
新
橋
に
て
下
り
、
日
吉
町
に
一
宿
す

六
月
二
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴
天

七
時
前
家
を
発
し
徒
歩
学
院
に
帰
る
　
廿
日
賄
方
に
麺
召
還
及
び
松
尾
に

文
学
会
障
碍
を
払
ひ
た
り
　
晩
食
後
近
傍
を
散
歩
す
　
高
畠
疑
を
訪
ひ
七

時
頃
部
屋
に
帰
れ
り

六
月
三
日
　
火
曜
日
　
朝
来
晴
天
夜
に
入
り
雨
降
り
雷
鳴

此
日
物
理
科
に
て
は
暗
室
に
て
経
験
を
な
せ
り
、
午
後
は
赤
田
氏
と
共
に

外
出
し
高
畠
氏
に
逢
ひ
「
い
ち
ご
」
を
食
ひ
そ
れ
よ
り
同
氏
方
に
至
り
批

把
の
馳
走
に
な
り
た
り
、
帰
院
後
「
え
ん
し
え
ん
と
ま
り
な
あ
」
を
買
ひ

来
れ
り

六
月
四
日
　
水
曜
日
　
朝
来
晴
天
雲
少
年
ヅ

此
日
物
理
は
暗
室
に
て
な
す
、
翻
訳
科
に
て
は
「
え
ま
一
そ
ん
」
の
文
を

読
む
、
昼
食
後
車
王
氏
よ
り
蘇
東
披
の
「
潮
州
韓
文
公
の
碑
」
な
る
章
の

講
義
を
聞
く
、
夜
に
入
り
「
え
ん
し
え
ん
と
ま
り
な
あ
」
を
読
否
む
、

　
　
　
む

源
語
の
帯
木
の
巻
を
復
読
せ
り

六
月
五
日
　
木
曜
日
　
朝
来
晴
天

　
　
　
　
庚
寅
日
記

此
日
は
「
ま
こ
を
れ
え
」
井
深
の
両
氏
休
み
、
故
に
押
川
方
義
氏
を
学
院

に
招
く
の
会
議
を
開
き
、
比
佐
、
小
倉
、
奥
野
の
王
氏
を
委
員
に
撰
べ
り

　
此
日
よ
り
「
え
ん
し
え
ん
と
、
ま
り
な
あ
」
を
読
始
む
　
昼
食
前
「
上

苑
司
宰
書
」
の
講
義
を
聞
き
、
取
木
の
巻
の
質
問
を
な
し
て
後
金
食
す

二
時
頃
仏
文
翻
訳
を
な
す
、
夜
七
時
よ
り
、
ら
ん
ぢ
す
氏
方
に
行
き
い
ち

ご
、
ば
ん
、
等
の
御
馳
走
に
な
り
た
り

六
月
六
日
．
金
曜
日
　
朝
来
晴
天
夜
に
入
り
雨

此
日
課
業
事
な
く
す
み
午
後
三
時
過
よ
り
学
院
を
出
で
日
吉
町
に
帰
る

　
杉
浦
と
云
ふ
人
来
り
居
た
り
　
　
「
芦
屋
道
満
大
内
鑑
」
を
読
み
終
る

六
月
七
日
　
土
曜
日
　
朝
来
曇
天
午
後
は
青
空
を
見
る

此
日
夜
よ
り
姉
は
芝
居
に
行
く
と
て
用
意
し
き
り
な
り
し
か
ば
拾
時
前
奏

に
母
及
び
お
屋
す
来
れ
り
　
午
後
家
を
出
で
京
橋
よ
り
鉄
道
馬
車
に
乗
り

万
世
橋
に
て
下
車
し
春
木
町
に
至
り
帽
子
を
買
ふ
。
そ
れ
よ
り
家
に
着
し

改
進
新
聞
を
読
む
　
読
売
新
聞
中
の
「
夏
や
せ
」
は
此
日
に
て
終
る
　
夜

に
入
り
近
傍
を
散
歩
し
、
本
を
綴
ぢ
る
事
を
頼
み
置
き
、
服
部
に
逢
ひ
、

少
時
談
話
す
、
拾
二
時
頃
母
帰
れ
り

六
月
八
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
朝
の
内
「
え
ん
し
え
ん
と
、
ま
り
な
あ
」
を
読
む
福
島
氏
訪
ひ
来

れ
り
、
午
後
入
浴
し
、
あ
ん
ず
を
買
ふ
、
帰
宅
後
演
説
の
演
習
を
な
す
、

六
時
頃
家
を
出
で
万
世
橋
よ
り
馬
車
に
乗
り
京
橋
に
て
下
車
す
、
日
吉
町

に
は
、
兄
及
び
河
田
、
山
田
筆
下
来
れ
り

六
月
九
日
　
月
曜
日
　
朝
来
半
晴
午
後
拾
時
過
よ
り
降
雨

此
日
朝
六
時
前
寝
起
日
吉
町
を
出
で
徒
歩
し
て
学
院
に
帰
る
、
此
目
は
数
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庚
寅
日
記

学
及
び
和
文
の
試
験
を
受
け
た
り
、
午
後
よ
り
、
礼
拝
堂
に
於
て
競
技
演

説
の
演
習
を
な
す
、
四
時
過
島
崎
氏
に
休
み
の
届
書
書
き
て
貰
ふ
、
夜
に

入
り
て
大
勢
我
部
室
に
集
り
、
物
理
の
問
題
を
学
べ
り

六
月
拾
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
降
雨

此
日
「
バ
ラ
」
氏
は
休
み
、
願
書
を
出
す
、
物
理
の
試
験
に
逢
ふ
　
中
々

の
不
出
来
、
午
後
三
時
頃
ち
ゃ
ぺ
る
に
て
演
説
の
稽
古
致
す
　
晩
食
後
部

室
に
て
演
説
の
順
の
騒
を
引
く
、
夕
疇
に
出
る
時
休
み
に
な
る
か
ど
う
か

を
聞
き
た
る
に
近
藤
は
休
み
に
成
ら
ざ
る
由
を
答
ら
れ
た
り
、
此
件
に
付

き
て
は
帰
三
密
相
談
を
な
せ
り
、
此
日
晩
方
「
ま
く
ね
や
」
氏
に
文
章
訂

正
の
謝
礼
を
述
べ
た
り

六
月
楢
川
日
　
水
曜
日
　
朝
来
曇
天
六
時
頃
よ
り
雨

此
目
朝
礼
拝
堂
に
於
て
井
深
氏
に
休
業
の
件
に
付
き
再
議
を
請
ふ
に
休
業

許
可
し
難
し
と
云
わ
れ
た
れ
ば
皆
々
大
ひ
に
激
昂
し
た
り
け
れ
ど
、
兎
に

角
、
教
員
に
一
個
人
と
し
て
頼
み
見
る
良
し
と
の
事
に
決
し
、
高
畑
氏
に

は
「
ら
ん
ぢ
す
」
氏
に
行
く
事
を
頼
む
、
氏
帰
り
て
、
級
と
し
て
の
休
は

勿
論
其
道
を
得
ず
、
然
れ
ど
も
八
人
だ
け
許
す
事
は
明
朝
迄
に
可
否
の
返

事
に
及
ぶ
飽
し
と
の
事
な
り
し
か
ば
、
午
後
六
時
頃
「
ま
こ
を
れ
え
」
氏

を
問
ひ
休
業
の
事
を
頼
み
、
又
「
は
り
す
」
氏
を
訪
ひ
同
省
を
依
頼
す

種
々
雑
話
の
後
、
八
時
頃
同
氏
を
辞
す
、
前
日
「
え
ま
そ
ん
」
の
文
を
読

み
終
れ
り

六
月
拾
二
日
　
木
曜
日
　
朝
来
晴
天

三
日
朝
休
業
の
会
議
あ
り
し
が
此
れ
も
休
ま
ぬ
事
に
決
し
た
り
　
然
れ
ど

も
、
教
員
は
一
個
く
の
見
込
に
て
相
当
の
取
計
ら
ひ
を
な
す
書
し
と
の

事
に
な
り
き
、
翻
訳
課
に
て
は
「
ほ
を
そ
を
ん
」
の
「
す
か
一
れ
つ
と
、

れ
た
あ
」
を
読
み
始
め
た
り
、
午
後
演
説
の
下
稽
古
を
な
せ
り
、
中
々
旨

く
行
か
ず

六
月
拾
三
日
金
曜
日
朝
来
晴
天

三
日
は
課
業
事
な
く
す
み
、
午
後
演
説
の
演
習
を
な
す
、
午
後
二
時
前
学

院
を
出
立
で
、
家
に
着
せ
し
頃
は
、
三
時
過
な
り
き
　
八
時
頃
日
吉
町
を

出
立
で
、
京
橋
よ
り
馬
車
に
乗
り
日
本
橋
に
て
下
り
、
そ
れ
よ
り
人
力
車

に
て
万
世
橋
迄
来
り
、
直
ち
に
家
に
帰
る

六
月
拾
四
日
　
土
曜
日
　
朝
来
薄
曇
、
午
後
三
時
頃
よ
り
降
雨

三
日
朝
よ
り
改
進
新
聞
を
読
む
、
午
後
家
を
出
で
谷
内
を
訪
ひ
少
時
談
話

す
、
豊
川
に
行
き
文
学
院
の
講
義
録
第
六
号
を
貰
ひ
来
れ
り
、
四
時
頃
国

の
小
島
と
云
え
る
人
来
れ
り
、
お
孝
さ
ん
来
ら
れ
た
り
、

六
月
拾
五
目
　
日
曜
日
　
朝
来
曇
天

此
日
、
朝
中
島
氏
来
れ
り
　
松
永
氏
を
訪
ひ
暫
時
談
話
す
、
髪
を
刈
り
、

湯
に
浴
す
、
帰
途
浜
田
氏
を
訪
ふ
、
雨
降
り
出
た
り
、
六
時
前
家
に
帰
り

直
ち
に
出
立
す
万
世
橋
よ
り
車
に
乗
り
、
新
橋
に
て
下
車
す
、
日
吉
町
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

家
に
は
杉
浦
と
云
ふ
人
来
り
居
り
た
り
、
い
の
と
は
ま
と
来
り
居
れ
り

六
月
拾
六
日
　
月
面
日
　
朝
来
半
晴

此
日
朝
起
き
出
た
る
に
弥
山
が
前
夜
よ
り
来
り
居
り
た
り
、
七
時
前
太
一

を
連
れ
て
家
を
出
づ
　
八
時
前
学
院
に
着
す
三
日
は
別
段
の
事
も
な
く
進

み
た
り
、
相
変
ら
ず
午
後
演
説
の
下
稽
古
を
な
す

六
月
拾
七
日
　
火
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
朝
よ
り
教
師
に
休
業
の
承
諾
を
受
く
　
朝
幹
事
よ
り
金
を
受
取
り
、
・
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月
謝
に
二
円
、
賄
方
料
に
壱
円
二
拾
銭
を
払
ひ
た
り
、
駈
れ
が
終
り
の
五
円

か
と
思
へ
ば
何
と
な
く
心
細
か
り
し
、
午
後
ば
ら
氏
に
休
業
の
事
を
談
じ

学
院
を
発
し
、
日
吉
町
に
来
れ
ば
母
も
来
り
居
り
た
り
、
五
時
過
家
を
出

で
本
郷
に
来
る
、
衣
物
な
ど
着
更
え
て
伊
豆
本
に
行
け
り
、
此
日
は
客
は

実
に
僅
の
様
に
見
受
け
た
り
、
先
づ
初
め
は
、
弥
津
子
の
「
義
経
腰
越
状
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

五
斗
生
酔
之
段
」
之
れ
は
鯨
り
感
服
致
さ
ず
、
次
は
弥
舜
が
「
摂
州
合
法

辻
、
玉
手
嫉
妬
之
段
」
な
り
し
が
繋
れ
も
少
し
不
出
来
な
ら
ん
と
思
ふ
、

次
は
浮
華
が
「
日
吉
丸
稚
桜
、
五
郎
作
内
之
段
」
暮
れ
は
中
々
善
く
出
来

た
り
　
扱
大
切
は
稲
桝
、
三
味
線
鐘
桝
に
て
「
近
頃
河
原
達
引
堀
川
之

段
」
な
り
し
が
、
黙
れ
は
絵
り
善
く
は
出
来
ざ
り
し
が
善
き
事
中
々
善
し

「
女
膚
に
は
白
む
く
や
」
云
々
の
歌
は
今
少
し
と
思
ひ
た
り
、
此
日
本
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

に
て
都
乃
花
、
新
小
説
、
閨
秀
新
紙
を
買
え
り

＊
鐘
桝
ノ
三
味
線
は
中
々
宜
し
か
り
し

六
月
拾
八
日
　
水
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
朝
よ
り
演
説
の
下
稽
古
を
す
、
都
乃
花
及
び
新
小
説
を
読
む
、
午
後

松
永
氏
を
訪
ひ
梅
を
貰
ひ
て
食
す
　
二
時
頃
入
浴
し
、
家
に
帰
る
、
此
日

お
安
来
れ
り
、
お
孝
さ
ん
も
来
ら
れ
た
り
、
晩
方
外
出
し
、
福
島
氏
を
訪

ふ
に
不
在
な
り
し
か
ば
、
仲
町
に
行
き
守
田
に
て
「
初
音
の
友
」
を
買
ふ
、

鹸
り
多
す
ぎ
し
か
ば
之
れ
を
伊
豆
本
に
て
少
し
弥
昇
に
分
け
て
遣
り
た
り

　
先
づ
弥
津
子
の
「
生
写
朝
顔
日
記
、
麻
耶
岳
之
段
」
中
途
よ
り
聞
き
た

り
、
次
は
弥
昇
の
「
岸
姫
松
轡
鑑
飯
原
兵
衛
館
之
段
」
な
り
し
が
、
之
れ

は
前
夜
に
優
り
て
善
き
出
来
な
ら
ん
と
思
ふ
、
露
華
の
「
恋
娘
昔
八
丈
鈴

ケ
森
の
段
」
は
中
々
善
く
出
来
た
り
と
思
ふ
、
扱
切
り
は
稲
桝
三
味
線
鐘

桝
の
コ
之
谷
轍
軍
記
熊
谷
陣
屋
之
段
」
は
余
程
感
心
物
な
り
、
「
国
を
隔

て
て
拾
六
年
」
な
ど
も
先
づ
上
出
来
な
り
き
、
梱
れ
に
て
家
に
帰
り
た
り

六
月
拾
九
日
　
木
曜
日
　
朝
来
晴
天
中
々
暑
し

此
際
朝
食
後
直
ち
に
家
を
出
で
目
鏡
よ
り
馬
車
に
て
新
橋
迄
来
り
、
日
吉

町
に
て
昼
食
し
、
其
れ
よ
り
学
院
に
至
る
、
途
中
の
暑
気
堪
え
難
か
り
し

か
ぼ
、
氷
屋
に
て
氷
二
杯
呑
み
た
り
、
学
院
に
行
き
、
演
説
の
下
稽
古
を

終
り
、
帰
途
比
佐
氏
を
訪
ふ
　
種
々
談
話
の
末
飯
時
に
な
り
て
一
飯
の
御

馳
走
に
相
成
り
た
り
、
七
時
前
、
高
畑
、
赤
田
来
れ
り
　
八
時
前
皆
共
に

金
本
亭
に
行
く
、
最
初
は
「
勘
里
の
日
蓮
記
、
勘
作
内
之
段
」
写
れ
は
御

苦
労
、
次
は
豊
竹
三
清
の
「
蝶
花
形
名
歌
島
台
、
小
坂
部
館
之
段
」
先
づ

可
成
な
る
嚇
し
、
次
は
同
お
か
い
が
「
増
補
忠
臣
蔵
、
玉
蔵
下
屋
敷
之

段
」
可
も
無
け
れ
ど
も
之
れ
と
云
っ
て
取
り
拾
て
る
罪
な
所
も
少
な
し
、

然
し
時
々
新
内
の
調
子
が
出
る
わ
如
何
に
…
…
　
次
は
東
代
玉
が
「
樹
木

累
物
語
、
土
橋
之
段
」
之
れ
は
先
づ
善
し
　
終
り
の
方
は
中
々
…
…
然
し

力
な
く
見
受
け
し
所
少
な
か
ら
ず
　
大
切
は
三
福
が
「
三
拾
三
間
堂
棟
木

由
来
、
玉
太
郎
住
家
之
段
」
之
れ
は
悪
か
ろ
う
筈
な
し
　
何
時
も
な
が
ら

感
服
せ
り
　
然
し
木
遣
り
の
所
を
ぬ
か
さ
れ
し
は
遺
憾
之
に
て
比
佐
馬

の
宿
に
帰
り
一
泊
す

六
月
二
拾
日
　
金
曜
日
　
朝
来
曇
天
午
前
よ
り
晴
れ

此
日
朝
食
は
比
佐
氏
の
馳
走
に
相
成
り
七
時
過
氏
と
共
に
車
に
て
学
院
に

至
る
　
ば
ら
氏
の
課
業
に
出
席
す
、
電
気
燈
工
事
は
大
分
に
捗
取
り
た
り
、

拾
壱
時
前
演
説
の
演
習
を
な
す
、
拾
二
時
前
荷
物
を
車
に
積
み
て
日
吉
町

に
帰
れ
り
、
午
後
六
時
過
家
を
出
で
三
田
に
行
く
に
比
佐
氏
方
に
は
小
嶋

81

庚
寅
日
記

亀



三
三
日
記

氏
来
り
居
れ
り
　
八
時
前
高
崎
、
比
佐
氏
と
金
本
に
行
く
、
此
夜
は
充
分

の
入
り
に
て
有
り
し
　
最
初
は
「
播
州
皿
屋
敷
鉄
山
館
之
段
」
に
て
三
部

な
り
、
止
れ
は
先
づ
中
位
と
申
し
て
置
く
訂
し
、
次
は
「
お
か
い
」
が

「
恋
娘
昔
八
丈
、
鈴
ケ
森
之
段
」
之
れ
は
鯨
程
面
白
か
ら
ず
、
全
体
此
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

人
の
声
に
て
は
此
ん
な
物
は
無
理
な
り
、
次
は
東
代
玉
が
「
刈
萱
道
心
筑

紫
、
土
産
、
宮
守
酒
之
段
」
回
れ
は
先
づ
無
難
、
然
し
慾
に
は
今
少
し
声

が
し
っ
か
り
し
て
居
ら
ば
と
思
ふ
、
扱
切
り
は
「
伽
羅
先
代
萩
、
政
岡
忠

義
之
段
」
豊
竹
三
福
之
れ
を
語
る
此
れ
は
万
端
越
路
張
り
に
て
語
り
た
れ

ば
大
き
な
感
服
致
せ
り
　
女
に
し
て
奉
れ
位
語
る
人
は
中
々
少
な
か
ら
ん
、

先
づ
「
お
末
の
わ
ざ
」
以
下
数
行
「
国
之
礎
」
以
下
の
愁
嘆
は
中
々
の
出

　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

来
、
合
わ
せ
て
三
福
に
ぞ
及
び
申
け
る
、
屠
れ
に
て
三
田
よ
り
車
に
乗
り

日
吉
町
に
帰
る

六
月
二
拾
闘
日
　
土
曜
日
　
朝
来
晴
天

朝
七
時
前
寝
起
　
朝
食
後
直
ち
に
学
院
に
来
れ
り
　
演
説
の
演
習
を
な
す
、

井
深
氏
の
送
別
会
に
臨
む
　
帰
り
掛
け
に
岡
本
氏
を
訪
ひ
少
時
談
話
し
、

拾
二
時
頃
学
院
を
出
で
て
帰
途
に
就
く
、
一
時
前
日
吉
町
に
着
す
　
二
時

頃
弥
舜
来
る
、
土
佐
の
武
藤
と
云
ふ
人
次
い
で
来
れ
り
、
石
を
持
来
り
た

る
な
り
　
義
兄
次
い
で
来
れ
り
、
皆
々
帰
り
て
小
島
八
郎
氏
来
れ
り
、
五

時
過
新
橋
よ
り
鉄
道
馬
車
に
て
眼
鏡
迄
来
り
、
其
れ
よ
り
家
に
帰
る
、
新

著
百
種
及
び
日
本
之
文
華
の
代
を
本
屋
に
払
ふ
、
浜
田
氏
を
訪
ふ
て
種
々

談
話
し
八
時
前
氏
を
辞
し
て
伊
豆
本
に
行
く
、
最
初
は
、
富
津
子
が
「
伽

羅
先
代
萩
、
政
岡
忠
義
之
段
」
万
々
御
苦
労
　
次
は
発
心
が
「
釜
ケ
淵
ニ

ツ
巴
、
釜
入
之
段
」
之
れ
は
先
づ
中
位
の
出
来
な
る
可
志
、
次
は
呂
華
ガ

「
八
陣
守
護
城
、
正
清
本
城
之
段
」
尽
れ
は
中
々
旨
し
　
感
心
の
部
な
り
、

扱
切
り
は
稲
桝
が
鐘
桝
め
三
味
線
に
て
「
艶
容
女
舞
衣
、
酒
屋
之
段
」
を

語
る
　
之
れ
は
中
々
能
く
出
来
た
ら
ん
と
思
ふ
、
中
に
も
「
跡
に
は
園

が
」
以
下
中
々
宜
し
、
丁
度
弥
昇
の
語
り
居
る
時
に
松
永
氏
来
ら
れ
た
り

故
に
氏
と
共
に
家
に
帰
る
　
寄
席
に
て
新
著
百
種
を
読
む
、
家
に
は
姉
が

帰
り
居
り
た
り

六
月
二
拾
二
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
朝
姉
は
豊
川
に
行
け
り
、
余
は
新
著
百
種
を
読
み
終
り
改
進
新
聞
を

も
読
み
た
り
、
姉
は
智
恵
子
を
連
れ
来
り
て
、
日
吉
町
に
行
き
た
り
、
午

後
壱
時
頃
浜
田
氏
を
訪
ふ
　
氏
と
共
に
松
永
氏
に
行
く
　
少
時
談
話
の
後

家
に
帰
る
　
午
後
六
時
過
家
を
出
で
本
屋
に
て
日
本
文
学
全
書
の
代
を
払

ひ
江
戸
紫
を
買
ひ
眼
鏡
橋
よ
り
車
に
て
日
吉
町
に
来
れ
り

六
月
二
拾
三
口
　
月
曜
日
　
朝
来
晴
天

山
斗
朝
八
時
迄
に
学
校
に
着
す
　
例
の
如
く
演
習
を
な
す
、
午
前
拾
時
頃

四
階
に
て
火
事
を
見
る
　
跡
に
て
聞
け
ば
本
郷
春
木
町
と
の
事
な
り
し
、

四
階
に
て
演
習
を
な
す
、
中
々
旨
く
参
り
不
申
、
午
後
高
畑
氏
を
訪
ふ

部
室
に
帰
り
て
又
々
演
習
を
な
せ
り
、
午
後
七
時
い
よ
ノ
＼
「
さ
ん
だ

む
」
館
に
参
り
た
り
　
親
父
来
り
た
れ
ば
、
命
中
に
入
れ
置
き
た
り
、
八

時
頃
、
三
年
級
競
技
演
説
会
弁
士
第
一
席
富
永
兵
弥
氏
演
題
は
「
ぜ
ば
っ

す
、
つ
う
、
し
び
り
ぜ
え
し
よ
ん
」
に
て
演
ぜ
ら
れ
し
が
平
常
よ
り
、
早

き
事
凡
倍
位
な
り
し
、
次
は
斯
く
申
す
拙
者
　
題
は
「
ら
ん
げ
え
じ
、
あ

ず
、
い
っ
と
、
あ
っ
ふ
え
く
と
、
あ
わ
一
、
り
て
れ
ち
あ
一
」
な
り
　
少

し
急
き
込
み
て
二
度
つ
か
え
て
三
度
云
ひ
間
違
え
た
り
　
此
問
に
奏
楽
あ
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り
　
次
ば
高
畑
宜
一
氏
の
「
ぱ
あ
そ
な
る
、
あ
ど
を
ん
め
ん
と
」
、
留
れ

は
非
常
に
善
く
出
来
た
り
　
次
に
花
嶋
徹
吉
氏
「
う
え
る
す
、
え
ん
ど
、

じ
ゃ
ば
ん
」
中
々
能
く
出
来
た
り
、
次
は
赤
田
開
太
氏
の
「
ぜ
、
ぷ
ろ
ぐ

れ
つ
す
．
を
ふ
、
の
を
れ
つ
ち
」
中
々
善
く
出
来
た
れ
ど
、
中
途
に
て
言

　
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
　
　
む

ひ
間
違
え
た
時
「
ク
ソ
ツ
」
と
云
わ
れ
た
る
は
少
し
耳
立
ち
た
り
　
之
れ

に
て
奏
楽
、
次
に
友
野
芳
朗
「
え
こ
の
み
か
る
、
あ
い
ち
い
や
す
、
い
ん
、

じ
ゃ
ば
ん
」
零
れ
は
度
々
つ
か
え
ら
れ
た
る
様
見
受
け
た
り
　
次
は
岡
本

敏
行
氏
の
「
す
て
え
と
、
を
ふ
、
あ
っ
ふ
え
や
一
ず
、
い
ん
、
じ
ゃ
ば

ん
」
之
れ
も
時
々
よ
ど
ま
れ
し
上
に
終
り
の
部
分
の
ぼ
つ
ぎ
れ
に
な
り
し

は
、
駆
り
感
服
致
し
難
し
、
之
に
て
部
室
に
帰
り
親
爺
と
共
に
車
に
乗
り

日
吉
町
に
着
せ
し
は
拾
一
時
な
り
き
、
此
の
日
は
富
永
氏
を
除
き
て
は
他

は
皆
日
本
服
の
み
な
り
し
は
愉
快
な
り
し
　
且
電
気
燈
も
還
り
明
る
か
ら

ず
し
て
足
り
ま
ぶ
し
く
も
な
か
り
し

＊
粧
飾
は
中
央
に
国
旗
を
交
叉
し
演
壇
両
隔
に
花
を
生
け
た
る
花
瓶
を
据

　
る
六
月
二
拾
四
日
　
火
曜
日
　
朝
来
晴
天

二
日
朝
よ
り
ぐ
ず
く
し
て
居
り
た
る
が
拾
時
過
に
花
嶋
、
赤
田
の
二
氏

来
り
た
れ
ば
二
氏
と
共
に
新
橋
よ
り
鉄
道
馬
車
に
乗
り
筋
か
い
に
て
下
り

江
木
に
行
き
写
真
を
写
す
　
総
勢
七
人
に
「
は
り
す
」
氏
を
加
ふ
　
直
ち

に
本
郷
の
家
に
帰
る
、
午
後
二
時
頃
よ
り
、
豊
川
に
行
き
大
石
氏
を
も
訪

ふ
　
途
中
焼
跡
を
見
る
五
時
過
婦
宅
す

六
月
二
拾
五
日
　
水
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
七
時
前
に
本
郷
の
家
を
出
で
、
母
と
共
に
車
に
て
日
吉
町
に
来
れ
り
、

庚
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杉
浦
氏
来
れ
り
、
午
食
後
直
ち
に
家
を
出
で
土
橋
よ
り
車
に
て
三
田
迄
行

き
そ
れ
よ
り
徒
歩
学
院
に
着
す
、
二
時
よ
り
応
接
に
従
事
す
、
客
も
大
抵
揃

ひ
た
れ
ば
演
説
を
聞
き
居
た
る
に
井
深
氏
、
声
を
掛
け
云
は
る
る
様
「
袴

を
着
し
居
ら
ね
ぽ
後
に
不
都
合
な
る
可
し
」
と
　
故
に
戸
川
氏
よ
り
袴
を

借
る
　
「
扱
演
説
は
都
合
四
人
に
て
先
づ
最
初
英
語
に
て
青
木
澄
十
郎
氏

の
「
宗
教
と
学
術
」
、
之
れ
は
少
し
聞
き
た
り
、
次
は
邦
語
尾
崎
為
三
郎

属
の
「
豪
傑
」
余
り
善
く
出
来
た
と
も
思
わ
ず
、
之
に
て
奏
楽
（
但
市
中

音
楽
会
）
　
次
は
英
語
に
て
「
自
然
力
の
利
益
と
他
愛
主
義
」
正
木
貢
氏

　
論
旨
は
能
か
る
招
け
れ
ど
演
じ
方
鯨
程
ま
ず
し
　
次
は
河
合
亀
梨
氏
の

邦
語
「
人
類
幸
福
の
進
化
」
之
れ
は
中
々
能
か
り
し
様
な
り
、
解
れ
に
て

奏
楽
　
次
に
卒
業
証
書
を
渡
す
卒
業
生
は
六
人
に
て
青
木
澄
十
郎
、
加
藤

民
雄
、
河
合
亀
介
、
正
木
貢
、
尾
崎
為
三
郎
、
佐
藤
隠
避
の
諸
氏
な
り

　
次
に
卒
業
生
え
の
勧
告
は
「
つ
う
い
ん
ぐ
」
氏
之
れ
を
勤
め
ら
れ
た
り
、

次
に
賞
金
授
与
、
三
年
級
堅
紙
金
小
比
佐
、
岡
本
の
二
尊
、
同
二
年
級
は

笹
尾
、
手
嶋
二
氏
、
三
年
競
技
演
説
は
第
壱
賞
高
畑
氏
二
等
は
余
な
り
き
、

祝
疇
は
石
本
君
　
之
れ
に
て
式
を
謬
れ
り
　
「
ぼ
ら
」
氏
よ
り
賞
金
を
受

取
ら
ん
と
待
ち
居
り
た
る
に
「
ま
く
ね
あ
」
「
ら
ん
ぢ
す
」
両
氏
握
手
し

て
余
等
を
祝
し
く
れ
た
り
　
下
の
幹
事
局
に
て
金
を
受
取
る
　
部
室
に
寄

り
比
佐
、
戸
川
罠
と
高
畑
氏
方
に
行
き
た
る
に
追
々
同
級
生
集
ま
り
批
杷

及
び
氷
の
御
馳
走
に
相
成
り
七
時
頃
迄
に
稻
く
帰
宅
す
　
家
に
は
小
島
聞

及
び
弥
昇
来
り
居
り
た
り
　
日
本
文
学
全
書
を
受
取
る
　
弥
舜
に
「
三
拾

三
間
堂
棟
木
由
来
」
を
語
ら
す
　
拾
時
頃
帰
り
去
れ
り

六
月
二
拾
六
日
　
木
曜
日
　
朝
来
薄
曇
五
時
頃
雨

83



三
三
日
記

此
日
朝
の
内
に
「
本
朝
三
国
誌
」
を
読
み
終
れ
り
　
午
後
二
時
頃
よ
り
家

を
出
で
下
谷
仲
町
迄
の
本
屋
毎
に
和
語
集
解
を
探
し
た
れ
ど
何
処
に
も
無

か
り
し
　
豊
川
に
行
き
五
時
頃
迄
居
り
其
れ
よ
り
家
に
帰
り
本
を
少
し
取

り
集
め
其
れ
を
持
ち
て
聖
堂
裏
よ
り
車
に
て
京
橋
迄
来
り
其
れ
よ
り
徒
歩

し
て
佐
々
木
に
て
薬
を
買
ひ
家
に
帰
る
、
夜
杉
浦
よ
り
電
信
来
れ
り

六
月
二
拾
七
日
　
金
曜
日
　
朝
来
薄
曇
晩
方
雨

朝
よ
り
西
洋
人
が
来
る
な
ら
ん
と
其
の
準
備
を
な
す
午
後
二
時
頃
弥
舜
来

れ
り
、
四
時
頃
杉
浦
来
る
、
五
時
前
松
永
氏
来
れ
り
、
氏
は
六
時
前
に
帰

ら
れ
た
り
、
弥
昇
も
次
い
で
帰
る
　
但
し
近
日
よ
り
伊
豆
本
が
始
ま
る
が

故
な
り
　
杉
浦
氏
帰
り
来
り
て
西
洋
人
わ
帰
り
た
り
と
云
え
り
、
拾
時
頃

余
わ
眠
に
就
く

六
月
二
拾
八
日
　
土
曜
日
　
朝
来
薄
曇
昼
過
少
雨

此
日
朝
や
ま
と
新
聞
を
読
む
、
又
「
歴
史
上
の
基
督
」
を
少
々
読
み
申
す

　
拾
二
時
頃
小
島
来
る
　
弥
舜
次
い
で
来
れ
り
　
夜
に
入
り
て
少
々
「
歴
、

基
」
を
読
む

六
月
二
拾
九
日
　
日
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
降
雨

此
日
朝
共
存
同
衆
に
行
き
森
氏
の
病
気
な
る
由
を
聞
き
た
り
、
午
後
赤
田

氏
来
れ
り
、
氏
と
共
に
三
田
に
行
く
積
り
に
て
出
で
た
る
に
土
橋
に
て
近

藤
氏
に
逢
ひ
三
人
に
て
水
交
社
の
前
迄
行
き
た
る
に
雨
天
に
も
拘
ら
ず
相

撲
興
業
中
な
り
し
か
ば
即
ち
立
入
り
て
見
た
り
、
大
坂
相
撲
の
踊
り
等
も

有
り
中
々
面
白
か
り
し
、
五
時
頃
家
に
帰
着
す

六
月
三
拾
日
　
月
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
夜
に
入
り
降
雨

三
日
朝
少
し
「
歴
史
上
の
基
督
し
を
読
む
　
午
後
三
時
過
比
佐
氏
を
訪
ふ

て
晩
食
の
馳
走
に
成
り
拾
一
時
頃
迄
談
話
し
三
田
よ
り
車
に
て
帰
宅
す

七
月
■
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
降
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

二
日
は
全
国
衆
議
院
議
院
の
単
層
会
相
開
け
り

此
日
朝
お
安
来
れ
り
、
此
日
は
武
藤
氏
鎧
の
事
に
付
き
度
々
足
を
運
ば
れ

た
り
、
午
後
「
歴
、
基
」
を
読
む
　
四
時
頃
離
昇
来
れ
り
　
但
し
、
向
拾

五
日
間
逗
留
の
筈
な
り
、
夜
に
入
り
拾
一
時
迄
に
「
歴
、
基
」
を
読
み
終

れ
り
、
拾
一
時
半
頃
弥
昇
帰
来
れ
り

七
月
二
臼
　
水
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
雨

此
日
朝
よ
り
伊
勢
物
語
を
読
み
始
め
三
時
頃
迄
に
之
を
片
付
け
た
り
、
昼

前
赤
田
氏
写
真
を
持
ち
来
れ
り
一
飯
を
饗
す
　
三
日
三
時
頃
外
出
し
府
下

議
員
当
撰
者
人
名
を
新
聞
社
に
て
見
、
佐
々
木
に
て
薬
を
買
ひ
て
帰
来
れ

り
、
家
に
は
鎧
見
の
客
来
り
居
れ
り
比
佐
氏
来
り
、
子
安
氏
も
来
れ
り
、

比
佐
氏
に
新
著
百
種
を
二
冊
貸
す
　
夜
に
入
り
琴
平
亭
に
姉
同
道
に
て
義

太
夫
を
聞
に
罷
る
、
少
し
遅
か
り
し
か
ば
音
女
、
大
吉
の
「
義
経
腰
越
状
、

五
斗
生
酔
之
段
」
を
半
ば
よ
り
聞
き
た
り
、
叢
れ
は
声
の
か
れ
居
る
故
余

り
面
白
く
も
な
か
り
し
、
其
上
調
子
も
今
少
し
し
っ
か
り
し
て
貰
い
度
し

　
次
は
呂
華
が
「
日
吉
丸
稚
桜
、
五
郎
助
住
家
之
段
」
填
れ
先
づ
上
出
来

の
部
な
り
、
扱
切
り
は
稲
葉
と
鐘
桝
の
「
近
頃
河
原
達
引
、
堀
川
之
段
」

之
れ
は
此
の
前
務
豆
本
の
時
よ
り
は
善
く
出
来
た
ら
ん
と
思
ふ
　
然
し
今

少
し
歌
の
所
な
ど
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ら
ぽ
と
存
申
す
寄
席
に
て
高
屋

の
妻
君
、
及
び
武
藤
氏
に
逢
ひ
た
り
　
車
に
て
帰
宅
す

七
月
三
日
　
木
耳
日
　
朝
来
曇
天
且
降
雨
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二
日
朝
よ
り
紫
式
部
日
記
を
読
み
午
後
拾
一
時
前
之
れ
を
終
る
、
姉
は
午

後
横
浜
に
行
け
り
　
武
藤
氏
午
前
来
れ
り
　
三
時
頃
外
に
出
で
時
計
を
受

取
る
、
民
友
社
及
び
大
同
新
聞
社
の
張
り
出
し
を
見
る

七
月
四
日
　
金
曜
日
　
朝
来
曇
天
降
雨

此
日
朝
よ
り
住
吉
物
語
を
読
み
で
拾
一
時
頃
に
終
る
昼
食
前
道
具
を
見
に

客
が
二
人
来
れ
り
、
一
時
過
、
外
に
出
で
民
友
社
及
び
政
論
社
の
張
出
し

を
見
る
に
最
早
余
程
知
れ
居
れ
り
、
末
広
、
中
江
、
大
江
、
植
木
、
竹
内
、

河
野
、
大
江
、
鈴
木
萬
次
郎
、
杉
浦
重
剛
の
諸
氏
当
選
せ
り
　
大
同
派
に

近
き
者
即
ち
自
由
、
庚
血
忌
多
数
に
居
る
様
に
見
受
け
た
り
、
さ
而
も
方

々
の
か
く
唾
壷
給
ふ
に
付
け
て
も
、
山
下
の
み
遷
る
は
我
亡
き
兄
の
上
に

ぞ
あ
る
　
は
た
と
せ
ば
か
り
の
年
月
を
、
半
外
国
に
送
り
、
国
に
帰
り
て

一
日
も
安
き
心
地
せ
ざ
り
し
は
何
の
為
ぞ
、
只
名
の
み
に
や
は
な
ど
、
さ

る
業
は
せ
ん
、
実
に
世
の
人
の
為
よ
か
れ
と
の
為
め
な
り
け
る
、
さ
れ
ば

今
迄
生
き
て
あ
ら
ぽ
、
い
か
に
楽
し
か
る
ら
ん
を
さ
而
も
は
か
な
き
は
人

の
命
な
り
、
か
く
思
え
ば
、
い
と
ゐ
＼
ぬ
れ
ま
さ
る
は
宿
の
軒
ぽ
の
み
か

わ
　
夜
に
入
り
徒
然
草
を
九
拾
八
ペ
ー
ジ
読
む
　
拾
一
「
時
頃
弥
柔
情
来
り

て
玉
子
を
く
れ
た
り

七
月
五
日
　
土
曜
日
　
朝
来
曇
天
時
々
日
光
を
漏
す

二
日
朝
よ
り
徒
然
草
を
読
み
二
時
頃
迄
に
読
終
る
之
れ
に
て
日
本
文
学
全

書
第
一
篇
を
終
る
　
島
崎
氏
来
り
文
学
全
書
の
金
六
拾
銭
請
取
る
　
弥
昇

に
手
紙
の
上
封
端
書
な
ど
か
き
て
や
る
、
三
時
頃
よ
り
土
佐
日
記
を
読
み

始
め
五
時
前
因
れ
を
終
る
、
此
時
習
郷
よ
り
の
手
紙
に
接
す
、
姉
は
病
気
な

る
旨
し
る
し
あ
り
た
り
、
午
後
七
時
半
頃
よ
り
琴
平
亭
に
行
く
　
客
も
　
可

成
り
入
り
居
り
た
り
　
百
人
を
余
程
越
え
し
な
ら
ん
と
思
ふ
、
比
佐
、
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

島
、
肝
付
の
三
井
跡
よ
り
来
ら
れ
た
り
　
最
初
は
弥
津
子
が
「

　
」
御
苦
労
に
こ
そ
、
次
は
狂
乱
が
「
釜
淵
ニ
ツ
巴
、
釜
入
之
段
」
な
り

　
之
れ
は
先
づ
中
位
な
ら
ん
と
思
ふ
　
次
は
豊
竹
児
女
、
大
吉
が
「
菅
原

伝
授
手
習
鑑
、
寺
子
屋
之
段
」
な
り
、
浮
れ
も
先
づ
善
き
出
来
な
ら
ん
と

存
ず
る
　
「
御
台
若
君
」
以
下
も
先
づ
難
無
し
、
次
は
呂
華
が
「
三
拾
三

前
堂
棟
木
由
来
、
平
太
郎
住
家
之
段
」
之
れ
は
中
々
善
く
出
来
た
ら
ん
と

思
ふ
　
扱
大
切
は
離
塁
三
直
線
、
鐘
桝
の
「
大
功
記
、
十
段
目
、
尼
ケ
崎

之
段
」
寄
れ
は
始
の
方
は
余
り
感
服
せ
ざ
り
し
が
「
夕
顔
棚
」
辺
よ
り
は

大
分
善
く
出
来
た
ら
ん
と
思
ふ
　
先
づ
女
で
は
之
れ
卜
い
に
語
る
人
は
恐

ら
く
は
な
か
る
ら
ん
と
思
ふ
　
「
不
義
の
富
貴
」
以
下
中
々
旨
く
出
来
た

り
、
之
れ
に
て
家
に
帰
る

七
月
六
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
天
風
烈
し
夜
に
入
り
雨

此
面
朝
鳶
時
破
家
を
出
で
ん
と
し
た
る
に
大
石
氏
来
り
た
り
、
少
時
談
話

の
末
、
氏
去
れ
り
、
直
ち
に
家
を
出
で
新
橋
よ
り
鉄
道
馬
車
に
て
万
世
橋

迄
来
り
そ
れ
よ
り
徒
歩
、
真
砂
町
に
て
劇
種
本
四
冊
及
び
江
戸
紫
、
日
本

人
等
を
買
ひ
求
め
家
に
帰
る
　
靴
屋
に
靴
の
直
し
を
頼
み
、
浜
田
氏
を
訪

ひ
写
真
を
見
せ
な
ど
し
暫
時
談
話
し
家
に
帰
り
昼
食
し
、
そ
れ
よ
り
荷
物

を
重
め
、
松
永
氏
を
訪
ひ
、
少
時
談
話
し
四
時
過
帰
宅
し
六
時
前
車
に
て

日
吉
町
に
帰
る
、
七
時
前
比
佐
氏
来
る
　
七
時
過
氏
と
共
に
寄
席
に
行
く

　
跡
よ
り
肝
付
氏
母
人
を
伴
ひ
て
来
ら
れ
た
り
、
先
づ
最
初
は
弥
津
子
が

「
奥
州
安
達
原
、
雪
隠
祭
文
之
段
」
半
ば
よ
り
聞
き
ぬ
、
次
は
弥
昇
が

「
本
朝
二
拾
四
孝
、
十
種
香
之
段
」
先
づ
善
き
出
来
な
ら
ん
　
前
夜
よ
り
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三
三
日
記

は
優
り
て
見
え
し
、
次
は
「
摂
州
合
邦
辻
、
玉
手
嫉
妬
之
段
」
音
調
大
吉
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

之
れ
は
中
々
旨
く
や
ら
れ
た
り
、
次
に
呂
華
の
「
管
原
伝
授
手
習
鑑
、
松

王
住
家
之
段
」
之
れ
は
非
常
に
善
く
出
来
捕
り
、
い
つ
も
な
が
ら
熱
心
な

の
に
は
感
服
せ
り
、
扱
切
り
の
「
艶
容
女
舞
衣
、
酒
屋
之
段
」
稲
桝
、
鐘

桝
は
先
づ
可
成
り
「
跡
に
は
園
が
」
以
下
中
々
沸
し
「
聞
い
て
居
る
さ

の
」
云
々
の
所
も
申
分
な
し
、
之
に
て
帰
宅
す
　
雨
降
り
し
か
ば
大
き
に

弱
わ
り
申
た
り

七
月
七
月
　
月
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
雨

此
許
午
前
拾
時
前
三
田
に
行
き
比
佐
氏
を
訪
ふ
に
不
在
な
り
し
か
ば
其
侭

立
帰
る
、
午
後
コ
之
谷
緻
軍
記
」
を
読
み
七
時
迄
に
読
み
終
れ
り
　
三

時
頃
義
太
夫
の
稽
古
を
な
す
中
々
行
か
ず
、
さ
て
も
六
ツ
鷲
敷
し
や
と
閉

口
に
及
び
申
す
、
武
藤
氏
来
れ
り
、
七
時
過
寄
席
に
行
ぐ
　
此
満
濃
は
可

成
の
入
り
に
て
あ
り
し
、
最
初
弥
津
子
の
「
新
版
歌
祭
文
、
野
崎
村
居

段
」
之
れ
は
評
な
し
、
次
ぎ
に
三
跡
が
「
加
賀
見
山
旧
錦
絵
、
鳥
居
又
助

住
家
之
段
」
先
づ
善
き
出
来
な
る
絶
し
　
然
し
今
少
し
熱
心
で
あ
ら
ば
と

思
ふ
、
次
の
三
女
、
大
吉
は
「
伽
羅
先
代
萩
、
政
岡
忠
義
之
段
」
早
れ
は

中
々
能
く
出
来
た
ら
ん
と
存
ず
る
、
次
の
葺
草
が
「
天
網
島
時
雨
、
炬
燵
、

紙
治
内
之
段
」
は
申
分
な
し
、
只
毎
度
な
が
ら
感
服
、
踏
切
り
の
「
蝶
花

形
名
歌
島
台
、
小
坂
部
臨
写
段
」
稲
桝
、
鐘
桝
は
中
々
旨
く
出
来
た
り
、

箇
様
な
物
に
て
は
先
づ
上
の
部
な
る
粗
し
と
思
ふ
、
之
に
て
帰
宅
す
、
寄

席
に
て
「
妹
背
山
女
庭
訓
」
を
少
々
読
み
申
せ
り

七
月
八
日
　
火
曜
日
　
朝
来
雨

此
日
朝
九
時
頃
よ
り
「
妹
背
山
」
を
読
み
拾
一
時
頃
に
之
を
終
れ
り
午

後
壱
時
前
よ
り
「
信
州
川
中
島
合
戦
」
を
読
み
始
め
三
時
前
に
片
付
け
申

　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

し
候
　
三
時
頃
麺
包
を
食
ひ
た
り
、
七
時
過
琴
平
亭
に
行
く
客
は
可
成
り

百
人
を
越
す
二
拾
五
人
と
か
聞
け
り
、
最
初
弥
津
子
の
「
岸
姫
松
轡
鑑
、

飯
原
兵
衛
館
之
段
」
別
に
云
ふ
に
由
な
し
、
次
は
「
義
経
腰
越
状
、
五
斗

生
酔
之
段
」
弥
昇
之
れ
は
先
づ
上
出
来
、
中
々
旨
か
り
し
所
多
か
り
き
、

次
は
豊
沢
音
女
、
大
吉
の
「
箱
根
霊
験
記
、
壁
の
仇
討
」
滝
之
段
」
先
づ

無
難
、
さ
れ
ど
出
し
物
が
悪
か
り
し
故
旧
り
感
服
せ
ず
、
次
に
月
華
の

「
御
所
桜
堀
川
夜
討
、
弁
慶
上
使
之
段
」
先
づ
上
々
善
く
出
来
た
り
、

「
三
途
川
」
云
々
の
所
な
ど
中
々
宜
か
り
し
、
扱
大
切
は
「
生
写
朝
顔
日

記
、
宿
屋
之
段
」
稲
桝
、
翠
蓋
、
停
れ
は
中
々
能
く
出
来
た
り
「
露
の
ひ

ぬ
間
」
云
々
の
歌
も
感
服
、
先
ず
上
出
来
な
ら
ん
　
悪
日
寄
席
に
て
「
大

平
嵩
置
鎧
」
を
少
々
読
む

七
月
九
日
　
水
曜
日
　
朝
来
曇
天
夜
に
入
り
雨

滴
日
拾
時
迄
に
「
旭
鎧
」
を
読
み
終
る
　
「
方
丈
記
」
を
も
読
む
　
岩
さ

ん
が
来
ら
れ
た
り
　
小
島
八
郎
氏
及
び
横
浜
よ
り
の
便
来
り
、
浴
衣
を
渡

す
、
午
後
更
科
日
記
を
読
む

七
月
拾
日
　
木
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
雨
三
時
過
よ
り
晴

此
日
午
後
よ
り
本
郷
に
行
く
、
此
日
豊
川
を
訪
ふ
に
豊
川
及
び
順
弥
が
病

気
に
て
大
騒
ぎ
に
て
居
り
た
り
掛
金
を
受
取
り
帰
る
、
・
本
屋
に
行
き
都
乃

花
及
び
日
本
乃
文
華
、
劇
種
本
数
冊
を
求
め
来
れ
り
、
岡
田
を
訪
ひ
本
を

売
る
相
談
を
な
す
　
五
時
頃
迄
に
帰
宅
す
、
夜
に
入
り
琴
平
に
行
く
、
先

づ
弥
津
子
の
「
女
舞
劔
三
三
、
長
町
之
段
」
御
苦
労
　
左
遷
の
「
絵
本
大

功
記
、
尼
ケ
崎
之
段
」
焦
れ
は
先
づ
可
成
り
に
出
来
た
り
、
蓮
歩
、
大
吉
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の
「
碁
太
平
記
白
石
噺
、
新
吉
原
揚
屋
」
は
先
づ
善
く
出
来
た
ら
ん
と
思

ふ
　
次
は
呂
華
が
「
奥
州
安
達
原
袖
萩
祭
文
之
段
」
煮
れ
は
非
常
に
能
く

出
来
た
り
と
存
ず
る
、
就
中
祭
文
は
中
々
な
り
き
、
扱
大
切
り
は
稲
桝
、

鐘
桝
が
「
伊
賀
越
道
中
双
六
、
沼
津
兵
作
内
之
段
」
中
々
能
く
出
来
た
り

　
何
時
も
な
が
ら
感
服
致
せ
り
　
寄
席
に
て
祇
園
祭
礼
信
仰
記
を
少
々
読

む七
月
拾
回
日
　
金
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
朝
よ
り
本
郷
に
行
く
　
本
を
少
し
持
ち
て
岡
田
に
行
き
本
代
九
拾
銭

を
請
取
り
豊
川
に
行
き
病
気
を
見
舞
ふ
、
林
民
雄
氏
に
逢
ふ
　
同
家
に
て

　
　
マ
マ
　

麺
包
を
食
し
、
帰
途
谷
内
を
訪
ひ
少
時
談
話
し
二
時
頃
帰
宅
す
　
夜
に
入

り
琴
平
に
行
く
　
最
初
弥
津
子
が
コ
之
谷
轍
軍
記
、
熊
谷
陣
屋
之
段
」

御
苦
労
、
弥
昇
の
「
艶
容
女
舞
衣
、
酒
屋
之
段
」
晦
れ
は
能
く
出
来
た
り
、

音
女
、
大
吉
の
「
生
写
朝
顔
日
記
、
宿
屋
之
段
」
先
づ
可
成
（
此
人
に
し

て
は
）
　
次
は
呂
華
が
「
釜
ケ
淵
二
つ
巴
、
都
入
之
段
」
之
れ
は
中
々
能

く
出
来
た
り
　
之
ん
な
物
で
も
語
り
様
に
因
っ
て
面
自
く
聞
け
る
所
が
不

思
議
な
り
、
扱
切
り
は
「
伽
羅
先
代
萩
、
政
岡
忠
義
之
段
」
稲
桝
、
鐘
桝

乱
れ
は
非
常
に
能
く
出
来
た
り
先
づ
「
お
末
の
わ
ざ
」
以
下
「
洗
い

米
」
迄
の
所
中
々
能
し
、
後
段
の
政
岡
の
愁
嘆
「
誠
に
国
の
礎
」
以
下
妙

と
や
云
は
ん
奇
と
か
評
せ
ん
、
寄
席
に
て
「
都
の
花
」
を
読
む
　
之
れ
に

て
帰
宅
す

七
月
拾
二
日
掛
土
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
朝
六
時
前
寝
起
八
時
の
汽
車
に
て
横
浜
に
行
く
、
姉
は
ま
だ
寝
て
居

り
た
り
　
金
を
三
拾
一
円
貰
い
て
勝
木
を
訪
ひ
拾
二
時
四
拾
五
分
の
汽
車

庚
寅
日
記

に
て
帰
宅
す
、
汽
車
中
に
て
「
都
の
花
」
を
読
み
終
る
、
帰
れ
ば
太
一
来

り
居
り
た
り
、
暮
方
よ
り
「
祇
園
祭
礼
」
を
読
む
　
寄
席
に
行
き
て
読
み

終
れ
り
、
追
々
客
も
減
り
五
拾
余
人
位
の
入
な
ら
ん
と
見
受
け
ぬ
　
最
初

智
津
子
が
「
清
正
公
利
生
記
、
駒
下
駄
仇
討
之
段
」
此
れ
は
先
づ
可
成
、

弥
舜
が
「
摂
州
合
邦
辻
、
合
邦
住
家
之
段
」
は
熱
き
出
来
な
ら
ん
と
存
ず

る
、
次
に
三
女
大
吉
の
「
天
網
島
時
雨
炬
燵
、
紙
屋
治
兵
衛
内
之
段
」
は

中
々
面
白
か
り
し
　
然
れ
ど
此
の
前
の
呂
華
の
に
は
一
着
を
輸
す
る
の
気

味
な
り
、
呂
華
の
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
、
寺
子
屋
之
段
」
は
中
々
旨
か
り

し
に
は
相
違
な
き
も
あ
ん
ま
り
此
方
が
望
を
属
し
過
ぎ
た
故
か
そ
れ
ほ
ど

感
服
は
致
さ
ざ
り
き
　
「
み
だ
い
若
君
」
以
下
中
々
面
白
か
り
き
　
石
切

り
の
「
恋
娘
昔
八
丈
、
お
駒
万
三
鈴
ケ
森
の
段
」
稲
桝
鐘
桝
は
中
々
に
善

く
出
来
た
ら
ん
と
思
ふ
　
揺
れ
は
何
と
も
申
分
も
な
し
只
感
服
し
て
筆
を

欄
く
七
月
拾
三
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
天

虚
日
朝
武
藤
氏
来
ら
れ
た
り
　
竹
内
氏
来
る
、
午
後
壱
時
過
昏
黄
来
れ
り

　
三
時
半
に
家
を
出
で
、
時
計
屋
に
時
計
の
な
を
し
を
依
頼
し
新
橋
よ
り

鉄
道
馬
車
に
乗
り
本
郷
に
行
き
伯
母
に
頼
み
て
地
代
を
渡
し
鼻
塞
等
を
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

々
取
り
集
め
本
郷
の
家
を
出
で
、
真
砂
町
に
て
「
じ
ゃ
む
」
及
び
麺
包
を

買
ひ
万
世
橋
よ
り
乗
車
し
日
吉
町
に
帰
る
　
夜
に
入
り
琴
平
亭
に
行
く
、

最
初
三
津
子
の
「
日
吉
丸
稚
桜
、
五
郎
助
住
家
之
段
」
先
づ
可
成
　
弥
昇

の
「
三
拾
三
間
堂
棟
木
由
来
、
平
太
郎
住
家
之
段
」
は
能
き
出
来
な
ら
ん
、

次
に
慰
女
、
大
吉
の
「
玉
藻
前
旭
挟
、
道
春
館
之
段
」
中
々
宜
し
、
君
付

の
「
恋
女
郎
染
分
手
網
、
重
の
井
子
別
之
段
」
は
余
程
面
白
か
り
き
、
切
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庚
寅
日
記

り
の
「
義
経
腰
越
状
、
五
斗
生
酔
之
段
」
稲
桝
鐘
桝
先
づ
こ
ん
な
物
な
る

可
し
　
先
づ
中
以
上
の
出
来
な
る
書
し
と
存
ず
る

七
月
拾
四
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
朝
太
一
は
学
校
え
帰
る
　
九
時
前
よ
り
「
小
野
道
風
青
柳
硯
」
を
午

後
に
掛
け
て
読
み
終
る
　
壱
時
前
夢
野
は
小
川
亭
に
行
た
り
　
午
前
拾
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

頃
と
午
後
三
時
と
に
麺
包
を
焼
い
て
食
し
た
り
　
午
後
六
時
過
迄
に
「
伊

賀
越
乗
掛
合
羽
」
を
読
み
終
り
た
り
、
七
時
過
琴
平
亭
に
行
く
　
客
は
非

常
に
少
な
か
り
き
、
最
初
弥
津
子
の
「
生
写
朝
顔
日
記
、
宿
屋
之
段
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

い
ま
少
し
声
が
こ
な
れ
て
居
ら
ぽ
と
思
ひ
た
り
　
次
に
弥
昇
が
「
管
原
伝

授
手
習
鑑
、
魔
王
屋
敷
之
段
」
先
づ
可
成
の
出
来
な
ら
ん
、
詞
華
の
「
岸

姫
松
轡
鑑
、
飯
屋
兵
衛
館
之
段
」
中
々
に
善
く
出
来
た
り
と
思
ふ
、
御

詠
歌
も
相
応
な
り
き
、
切
り
の
稲
桝
鐘
桝
が
「
絵
本
大
功
記
、
十
段
目
尼

ケ
崎
之
段
」
懸
れ
は
先
夜
も
聞
き
し
通
り
に
て
申
分
な
し
、
相
変
ら
ず

「
愛
に
刈
り
取
る
真
柴
垣
」
以
下
妙
々
、
我
思
ふ
に
尼
ケ
崎
を
語
ら
せ
て

は
当
時
女
義
太
夫
に
て
は
第
一
等
の
位
置
を
占
め
得
べ
し
、
然
し
今
少
し

力
あ
ら
ぽ
と
思
ひ
し
、
之
れ
に
て
帰
途
麺
包
を
買
ひ
之
を
食
す
　
拾
二
時

頃
就
眠

七
月
拾
五
日
　
火
曜
日
　
朝
来
晴
天
暑
気
甚
し

此
日
朝
五
時
半
頃
寝
起
、
近
頃
の
早
起
き
な
り
、
九
時
過
弥
昇
は
横
浜
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

行
き
た
り
、
拾
蒔
頃
麺
包
を
食
す
、
そ
れ
よ
り
二
時
頃
迄
に
「
近
江
源
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

先
陣
館
」
を
読
み
終
れ
り
、
其
れ
よ
り
又
々
麺
包
を
食
し
申
候
、
日
本
之

文
華
拾
三
号
を
夜
へ
掛
け
て
読
む
、
昼
寝
を
度
々
な
せ
り
、
人
壱
人
減

り
し
か
ば
誠
に
寂
し
く
感
じ
た
り
、
夜
銀
座
通
を
散
歩
す
拾
時
過
就

眠七
月
拾
六
日
　
水
曜
日
　
朝
来
晴
天
　
暑
気
甚
し

此
日
朝
よ
り
日
本
之
文
華
を
読
む
　
午
後
に
至
り
て
読
み
終
れ
り
、
比
佐

氏
よ
り
の
書
状
に
接
す
、
昼
寝
少
々
致
す
、
夜
に
入
り
銀
座
通
り
を
散
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

す
　
木
村
屋
に
て
食
麺
包
一
斤
を
買
ひ
た
り
、
拾
時
頃
就
眠

七
月
拾
七
日
　
木
曜
日
　
朝
来
晴
、
導
出
で
し
か
ば
遡
り
暑
か
ら
ず

此
日
午
前
の
内
「
彦
山
権
現
誓
助
劔
」
及
び
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
を
拾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

ひ
読
み
致
し
申
す
、
赤
田
氏
よ
り
の
書
状
を
受
取
る
、
午
後
よ
り
枕
草
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

を
読
み
始
む
　
二
時
頃
う
と
く
と
寝
事
端
、
三
時
頃
麺
包
を
食
す
、
晩

食
後
去
る
拾
四
日
迄
に
本
年
中
聞
き
た
る
浄
瑠
璃
の
数
を
調
ぶ
る
に
左
の

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

如
く
な
り
し
、
壱
月
は
小
川
亭
え
三
遍
行
き
て
拾
三
段
但
し
三
福
一
座
、

む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

二
月
は
、
若
竹
へ
八
遍
、
三
拾
八
段
、
隣
組
政
綾
之
助
一
座
、
次
に
三
月

吹
抜
亭
に
五
度
、
小
緑
一
座
に
て
伊
豆
本
え
一
度
小
住
梅
尾
一
座
に
て
四

段
合
せ
て
二
拾
段
、
外
に
豊
川
に
て
門
付
け
よ
り
二
段
聞
く
、
合
せ
て

　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　

二
拾
二
段
、
四
月
鶴
濯
え
二
度
東
玉
一
座
六
段
、
若
竹
え
二
度
、
拾
段
、

小
峰
綾
之
助
一
座
、
小
川
見
え
三
度
、
稲
桝
団
玉
一
座
に
て
拾
三
段
合
せ

　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

て
二
拾
九
段
、
五
月
、
若
竹
亭
え
三
度
、
越
路
一
座
に
て
拾
七
段
、
吹
抜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む

亭
え
二
度
、
三
福
綾
之
助
一
座
十
段
合
せ
て
二
拾
七
段
、
六
月
、
伊
豆
本

に
三
度
、
稲
桝
一
座
に
て
拾
二
段
、
三
田
の
金
本
亭
へ
二
度
、
三
福
一
座

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

に
て
九
段
、
合
せ
て
二
拾
一
段
外
に
二
十
五
日
郵
袋
に
家
に
て
一
段
所
望

　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む

す
、
七
月
拾
四
日
迄
琴
平
亭
え
拾
度
、
音
女
稲
桝
一
座
に
て
四
拾
七
段
、

　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　

総
計
百
九
拾
八
段
な
り
　
其
中
「
先
代
萩
御
殿
」
と
「
三
勝
酒
屋
」
を
何

　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

れ
も
拾
一
遍
、
「
管
原
、
寺
子
屋
」
を
九
遍
、
「
腰
越
状
泉
館
」
を
陽
動
、
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む
　
　
む

「
三
十
三
間
堂
子
別
れ
」
を
三
遍
、
「
大
閣
記
十
段
」
「
八
陣
正
清
本
城
」

　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

を
六
遍
宛
、
「
鈴
ケ
森
」
と
「
二
拾
四
孝
狐
火
」
合
法
下
の
巻
を
五
遍
宛
、

「
加
賀
見
、
又
助
」
「
袖
萩
祭
文
」
「
御
所
桜
弁
慶
上
使
」
「
日
吉
丸
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

助
住
家
」
を
四
遍
宛
、
「
新
版
、
野
崎
」
　
「
蕃
随
長
兵
衛
内
」
「
中
将
素

雪
責
」
「
玉
藻
道
春
館
」
「
日
蓮
記
勘
作
内
」
「
釜
入
り
」
「
お
つ
ま
八
郎
兵

衛
」
「
陣
屋
」
「
忠
臣
蔵
一
力
」
「
同
勘
平
切
腹
」
「
同
判
官
切
腹
」
「
岸
姫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
兵
衛
内
」
「
朝
顔
宿
屋
」
「
天
綱
島
紙
治
内
」
「
堀
川
」
を
三
度
宛
、
「
累

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
　
　
　
マ
マ
　

身
売
」
「
刈
萱
宮
守
酒
」
「
管
原
松
王
邸
」
「
桂
川
帯
屋
」
「
白
石
噺
揚
屋
」

「
阿
波
十
郎
兵
衛
内
」
「
蝶
花
形
小
坂
部
館
」
「
本
蔵
屋
敷
」
「
忠
臣
蔵
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

ツ
玉
」
「
累
土
橋
」
を
二
度
宛
、
「
佐
倉
、
吟
味
場
」
「
瞳
子
別
れ
」
「
同
儀

作
内
之
段
」
「
加
賀
見
尾
上
部
屋
」
「
忠
臣
蔵
一
力
由
良
之
助
生
立
」

「
日
高
川
」
「
伊
賀
越
岡
崎
」
「
同
沼
津
」
「
ま
ん
ぢ
と
ふ
す
べ
」
「
藪
鶯
、

雪
降
」
「
恋
女
房
子
別
れ
」
「
同
沓
掛
村
」
「
盛
衰
記
逆
櫓
」
「
明
烏
山
名
屋
」

「
三
拾
三
札
所
壷
坂
」
「
千
両
幟
稲
川
内
之
段
」
「
ニ
ツ
蝶
々
引
窓
之
段
」

「
文
覚
上
人
」
「
西
郷
一
代
記
岩
崎
再
会
」
「
皿
屋
敷
鍍
山
館
」
「
女
舞
長

町
之
段
」
「
白
石
坂
戸
村
」
「
八
百
屋
建
立
」
「
朝
顔
麻
耶
」
「
万
両
幟
」
「
壇

浦
豊
楽
」
「
天
網
島
茶
屋
場
」
「
清
正
公
利
生
記
」
「
道
中
膝
栗
毛
島
田
宿
」

「
箱
根
霊
験
施
行
場
」
「
同
滝
之
段
」
「
布
引
琵
琶
之
段
」
「
於
染
久
松
質

店
」
「
増
補
忠
臣
平
右
衛
出
立
」
「
忠
臣
蔵
山
科
」
「
同
殿
中
」
「
同
身
売
」

「
ち
ゃ
り
一
同
勘
平
内
之
段
」
「
鈴
鹿
合
戦
平
治
内
之
段
」
「
彦
山
毛
谷
村

内
之
段
」
「
恋
八
卦
大
経
師
」
「
金
比
羅
利
生
記
百
度
手
内
」
「
花
上
野
、

志
度
寺
」
右
何
れ
も
一
度
宛
聞
き
申
候
　
晩
合
武
藤
氏
来
ら
れ
た
り

七
月
拾
八
日
過
金
曜
日
　
朝
来
晴
天
中
々
暑
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

朝
の
内
は
去
年
の
日
記
な
ど
調
べ
、
午
後
は
「
枕
の
草
紙
」
を
読
む
　
四

時
過
杉
浦
の
番
頭
山
田
伊
三
郎
と
云
う
人
来
れ
り
、
此
人
を
伴
ひ
て
竹
内

氏
に
行
け
り
　
晩
方
よ
り
下
痢
、
腹
痛
を
催
し
大
ひ
に
困
難
　
宵
よ
り
寝

る
　
親
爺
九
時
過
帰
り
来
た
れ
り

七
月
拾
九
日
　
土
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
午
前
壱
時
頃
よ
り
腹
痛
烈
く
大
き
に
弱
り
た
り
便
所
へ
数
度
通
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

夜
明
け
て
よ
り
も
寝
床
を
出
ず
時
々
腹
痛
を
発
す
、
朝
よ
り
「
枕
の
草
紙
」

を
夜
へ
掛
け
て
読
む
、
昼
前
於
孝
さ
ん
来
ら
れ
た
り
、
但
し
当
分
逗
留
の

筈
な
り
、
拾
二
時
過
よ
り
昼
寝
少
々
致
す

七
月
二
拾
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
朝
よ
り
平
臥
日
本
人
を
少
々
読
む
　
拾
時
頃
麺
包
を
食
す
、
其
れ
よ

　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

り
「
枕
の
草
紙
」
を
読
み
五
時
過
に
之
れ
を
終
れ
り
　
此
れ
に
て
「
文
学

全
書
第
二
編
」
を
読
み
終
れ
り
　
二
時
過
医
師
の
許
に
行
く
　
留
守
に
て

診
て
く
れ
ず
、
帰
宅
後
「
ら
む
ね
」
一
翼
を
呑
む

七
月
二
拾
一
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴
天

忌
日
午
前
六
時
半
頃
寝
起
、
そ
れ
よ
り
「
日
本
人
」
を
少
々
読
む
　
九
時

過
車
に
て
弓
町
な
る
印
東
氏
に
行
き
診
察
を
請
ひ
「
水
薬
」
及
び
散
薬
を

貰
ひ
て
帰
る
、
そ
れ
よ
り
「
日
本
文
学
全
書
第
三
編
」
中
の
「
十
六
夜
日

記
」
を
正
午
頃
迄
に
読
み
終
れ
り
、
書
聖
尼
が
子
の
為
め
と
て
老
躰
を
も

厭
は
ず
書
聖
東
の
旅
に
上
る
さ
ま
、
い
と
も
あ
わ
れ
に
て
時
に
つ
け
て
の

歌
な
ど
に
も
子
を
思
ふ
心
は
あ
ら
は
て
に
て
遠
き
世
の
事
な
れ
ど
座
う
に

涙
さ
し
ぐ
み
ぬ
、
か
き
ざ
ま
は
先
づ
流
暢
な
る
方
な
ら
ん
と
思
わ
る
、
午

後
壱
時
過
よ
り
「
お
ち
く
ば
物
語
」
を
読
み
出
し
、
夜
に
入
り
拾
時
過
全
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三
三
日
記

く
読
み
終
れ
り
、
馬
琴
の
「
早
々
郷
談
」
欠
皿
の
避
難
及
び
其
の
出
世
の

く
だ
り
は
、
此
の
物
語
り
の
全
部
を
転
化
せ
し
者
（
9
◇
、
落
窪
の
君
は

欠
皿
な
る
可
し
、

七
月
二
拾
二
日
　
火
曜
日
　
朝
来
晴
、
雲
出
し
か
ば
涼
し
、
午
後
六
時
頃

　
　
よ
り
雨

朝
よ
り
「
弁
内
侍
日
記
」
を
読
み
午
後
三
時
頃
塗
れ
を
終
る
、
即
ち
「
文

学
全
書
第
三
篇
」
は
之
に
て
終
れ
り
　
拾
一
時
頃
母
本
郷
に
行
く
　
午
後

七
時
過
帰
る
、
「
文
学
全
書
」
「
文
華
」
「
日
本
人
」
「
江
戸
紫
」
「
都
乃
花
」

な
ど
を
買
ひ
来
れ
り
、
そ
れ
よ
り
「
江
戸
紫
」
を
読
み
終
り
「
都
」
「
文

華
」
「
日
本
人
」
な
ど
少
々
読
む
、
牛
乳
入
管
餅
を
少
々
食
し
申
候

七
月
二
拾
三
日
　
水
曜
日
　
朝
来
晴
、
雲
出
々
し
晩
方
雨

三
日
朝
よ
り
「
都
乃
花
」
を
読
む
、
九
時
前
母
横
浜
に
行
く
、
少
し
後
れ

て
余
は
弓
町
の
印
東
氏
許
に
行
き
薬
を
貰
ひ
て
帰
る
、
家
に
は
重
枝
氏
来

り
居
れ
り
、
拾
一
時
頃
「
都
の
花
」
を
読
み
終
る
　
「
征
西
将
軍
」
は
佳

境
に
入
り
「
伊
勢
せ
の
海
士
」
は
終
を
告
ぐ
、
二
時
前
客
人
帰
る
、
そ
れ

よ
り
「
日
本
の
文
華
」
拾
四
号
を
読
み
六
時
過
読
み
終
れ
り
　
三
時
過
う

と
う
と
と
眠
り
申
す
　
晩
食
後
「
日
本
人
」
を
大
概
読
む
　
九
時
頃
母
横

浜
よ
り
帰
れ
り

七
月
二
拾
四
日
　
木
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
雨

腹
痛
烈
し
か
り
し
、
拾
一
時
過
よ
り
「
文
学
全
書
」
中
の
「
と
り
か
へ
ぼ

や
物
語
」
を
読
み
始
む
、
三
時
頃
母
に
頼
み
て
「
衛
生
飴
」
を
買
来
り
て

回
れ
を
食
す
、
夜
に
入
り
て
早
く
眠
に
就
く

七
月
二
拾
五
日
　
金
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
雨

朝
九
時
過
医
師
の
許
に
行
き
丸
薬
を
貰
ひ
て
帰
る
、
拾
一
時
頃
「
衛
生

飴
」
を
食
せ
り
、
午
後
一
時
過
よ
り
「
と
り
か
へ
ば
や
物
語
」
を
夜
に
掛

け
て
拾
一
時
頃
迄
に
読
み
終
れ
り
、
拾
一
時
過
就
眠

七
月
二
拾
六
日
　
土
曜
日
　
朝
来
曇
天
晩
方
雨
降
る

朝
九
時
頃
よ
り
「
堤
中
納
言
物
語
」
を
読
み
午
後
壱
時
過
迄
に
攣
れ
を
読

み
終
る
、
則
れ
は
書
き
ざ
ま
中
々
流
麗
な
る
所
あ
る
や
に
覚
ふ
、
本
郷
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

び
諏
訪
へ
の
手
紙
認
む
、
二
時
頃
麺
包
を
食
せ
り
、
そ
れ
よ
り
、
　
「
四
季

物
語
」
を
四
時
頃
迄
に
読
み
終
る
、
全
巻
を
拾
弐
に
分
ち
た
り
　
其
の
一

は
即
ち
月
に
当
り
居
れ
り
、
書
き
ざ
ま
は
音
哨
と
や
云
ふ
響
き
　
月
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

さ
ま
種
々
に
移
り
行
く
を
序
す
る
所
中
々
面
白
し
、
走
時
と
し
て
は
世
を

回
る
さ
ま
の
月
の
見
え
る
は
い
と
も
哀
れ
と
見
た
り
、
遮
れ
に
て
「
日
本

文
学
全
書
第
四
編
」
を
読
み
終
る
、
夜
に
入
り
近
傍
を
散
歩
す

七
月
二
拾
七
口
　
日
曜
日
　
朝
来
曇
天
朝
の
細
雨
拾
時
止
む
午
後
九
時
頃

　
　
又
降
雨

九
時
頃
医
師
の
許
に
行
き
暫
時
待
た
さ
れ
稽
く
薬
を
貰
ひ
て
帰
る
　
家
に

は
親
爺
本
郷
よ
り
帰
り
居
り
た
り
、
午
後
壱
時
過
「
旨
々
郷
談
」
を
少
々

読
む
、
三
時
過
「
日
本
文
典
」
を
読
み
息
む
、
山
田
伊
三
郎
と
云
ふ
人
来

れ
り
、
夜
に
入
り
銀
座
通
を
散
歩
し
た
る
に
雨
降
り
来
り
け
れ
ば
急
い
で

帰
る
七
月
二
拾
八
日
　
月
曜
日
　
朝
来
曇
天
拾
時
頃
よ
り
晴
れ
始
め
午
後
は
快

　
　
晴
な
り

朝
九
時
頃
よ
り
「
日
本
文
典
」
下
巻
を
読
み
壱
時
過
曇
れ
を
終
れ
り
、
そ

れ
よ
り
動
詞
変
化
表
及
び
起
続
表
を
四
時
頃
迄
に
写
し
終
れ
り
　
夜
に
入
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り
近
傍
を
散
歩
し
銀
座
通
に
て
じ
ゃ
む
及
び
麺
包
を
買
ひ
来
れ
り

七
月
二
拾
九
鏑
　
火
曜
日
　
朝
来
晴
天
午
後
は
曇
り
三
時
頃
よ
り
雨

午
前
九
時
頃
医
師
の
許
に
行
き
拾
時
半
頃
に
診
察
を
受
け
薬
を
貰
ひ
て
帰

る
　
家
に
は
葛
目
の
伯
母
来
り
居
り
た
り
、
二
時
頃
よ
り
「
文
学
院
講
義

録
中
論
理
学
」
を
読
み
五
巻
迄
を
六
時
頃
迄
に
終
れ
り
、
夜
に
入
り
外
に

出
で
食
麺
麹
を
買
ひ
来
り
之
れ
を
食
す

七
月
三
拾
臼
　
水
曜
日
　
朝
来
晴
時
々
曇
る

此
日
八
時
頃
よ
り
「
講
義
録
中
論
理
学
」
を
読
み
五
時
頃
迄
に
八
巻
迄
読

む
　
午
後
二
時
前
早
川
氏
来
れ
り
　
種
々
談
話
の
後
四
時
過
氏
帰
り
去
れ

り
　
氏
に
「
勝
組
」
「
日
本
文
学
全
書
」
「
小
説
文
範
」
を
借
す
、
三
時
頃

太
一
来
れ
り
　
間
も
な
く
帰
り
去
れ
り
、
夜
に
入
り
銀
座
通
り
を
散
歩
し

麺
麹
を
買
ひ
来
れ
り

七
月
三
拾
間
日
　
木
曜
日
　
朝
来
晴
天

朝
よ
り
「
講
義
録
中
心
理
学
」
を
読
む
　
九
時
過
医
師
の
許
を
訪
ひ
薬
を

貰
ひ
来
れ
り
、
夜
に
入
り
「
心
理
」
を
四
巻
迄
読
め
り
　
拾
一
時
過
就
眠

八
月
一
日
　
金
曜
日
　
朝
来
晴
天
晩
方
よ
り
降
雨

此
日
は
何
も
せ
ず
ぐ
ず
く
に
て
日
を
費
し
午
後
六
時
頃
よ
り
家
を
玉
出

で
本
郷
に
行
き
本
屋
に
て
「
文
学
全
書
」
第
四
篇
を
買
ひ
そ
れ
よ
り
家
に

行
き
て
親
爺
に
逢
ひ
少
時
談
話
し
、
谷
内
を
訪
ひ
地
面
の
事
な
ど
依
頼
種

々
雑
談
に
及
び
て
後
拾
時
頃
同
家
を
出
で
帰
途
に
就
く
　
神
田
明
神
の
辺

よ
り
車
に
乗
り
新
橋
迄
来
り
、
家
に
着
せ
し
は
拾
一
時
前
な
り
き

八
月
二
日
　
土
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
雨

庚
寅
日
記

午
前
九
時
過
医
師
の
許
に
行
き
診
察
を
請
ひ
薬
を
貰
い
て
帰
る
　
そ
れ
よ

り
種
々
の
本
の
読
か
へ
し
を
な
せ
り
　
夜
に
入
り
て
八
時
過
鶴
甲
に
義
太

夫
聞
き
に
行
く
　
先
づ
最
初
鼻
綱
の
「
日
吉
丸
盤
質
五
郎
助
住
家
之
段
」

之
の
人
は
声
は
可
成
り
立
て
ど
も
調
子
が
余
程
変
な
り
、
然
し
今
年
の
二

月
聞
き
し
時
よ
り
は
余
程
上
っ
た
様
に
存
ず
る
　
次
は
豊
竹
玉
市
「
恋
女

房
染
分
手
綱
、
沓
掛
村
之
段
」
此
の
人
は
調
子
も
よ
く
言
葉
な
ど
も
導
け

れ
ど
声
が
感
心
致
さ
ず
出
来
は
中
以
上
な
ら
ん
、
次
は
竹
本
通
号
の

「
奥
州
安
達
原
、
袖
萩
祭
文
之
段
」
之
れ
は
中
々
能
く
出
来
た
り
　
此
人

も
二
月
よ
り
か
今
の
方
余
程
上
達
せ
り
、
祭
文
の
所
な
ど
も
中
々
能
か
り

き
熱
心
に
中
々
長
く
語
ら
れ
し
は
感
服
の
至
な
り
大
切
は
小
鷺
が

「
艶
容
女
舞
衣
、
酒
屋
之
段
」
儲
れ
は
先
づ
上
出
来
の
部
な
ら
ん
　
選
り

長
く
も
聞
か
ず
「
跡
に
は
」
云
々
の
さ
わ
り
を
聞
く
と
す
ぐ
帰
宅
せ
り

八
月
三
日
　
日
曜
日
　
朝
来
曇
天
時
々
雨
風
も
出
づ
五
時
頃
一
時
止
む

此
日
午
前
十
時
頃
谷
内
来
れ
り
種
々
談
話
を
な
す
内
二
時
過
戸
川
氏
来
れ

り
　
谷
内
は
三
時
に
帰
り
、
戸
川
論
意
四
時
頃
帰
れ
り
、
夜
に
入
り
て
都

新
聞
を
買
ひ
て
読
み
た
り

八
月
四
日
　
月
曜
日
　
朝
来
曇
夜
に
入
り
て
快
晴

九
時
半
頃
医
師
の
許
に
行
き
薬
玉
ひ
て
帰
る
　
午
後
二
時
過
弥
昇
来
れ
り

種
々
雑
談
の
後
五
時
過
帰
り
去
れ
り
　
六
時
半
頃
よ
り
家
を
出
で
新
橋
よ

り
鉄
道
馬
車
に
て
日
本
橋
迄
行
き
そ
れ
よ
り
少
々
歩
き
又
車
に
乗
り
て
茅

場
町
の
宮
松
亭
に
行
く
、
中
々
立
派
な
寄
席
な
り
、
幅
広
く
し
て
横
よ
り

後
へ
引
廻
し
て
二
階
あ
り
直
れ
も
中
々
広
き
様
な
り
　
客
は
大
抵
所
柄
と

て
商
人
分
子
多
か
り
き
、
最
初
は
鐘
桝
の
「
楠
昔
噺
、
砧
拍
子
之
段
」
之
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れ
は
先
づ
可
成
り
の
出
来
な
ら
ん
、
然
し
今
少
し
落
ち
付
き
が
出
来
れ
ば

と
思
ひ
し
、
次
は
共
電
子
の
「
生
写
朝
顔
日
記
、
摩
邪
ケ
右
表
段
」
零
れ

も
先
づ
こ
ん
な
物
な
る
訳
し
、
只
此
人
に
し
て
は
能
き
出
来
の
一
な
ら
ん

と
存
ず
る
、
次
の
弥
舜
の
「
御
所
桜
堀
川
夜
討
、
弁
慶
上
使
之
段
」
は
中

中
能
く
出
来
た
り
、
然
し
声
の
な
を
ら
ざ
る
故
か
所
々
苦
し
そ
ぶ
な
所
あ

り
し
は
残
念
至
極
、
然
れ
ど
も
余
は
丈
の
斎
き
出
来
中
の
一
な
る
を
疑
ば

ず
、
次
に
竹
本
東
玉
が
「
染
模
様
妹
背
門
松
、
質
店
之
段
」
垂
れ
は
先

づ
上
出
来
、
久
作
の
言
葉
は
非
常
に
旨
か
り
き
、
然
し
調
子
が
鯨
り
さ
ら

さ
ら
と
し
て
我
等
の
耳
に
は
余
り
適
せ
ず
、
次
に
呂
華
が
「
八
音
守
護
城

正
清
本
城
之
段
」
之
れ
は
相
変
ら
ず
声
の
能
く
立
つ
人
と
て
課
程
面
白
み

を
感
じ
た
り
き
、
そ
れ
に
中
々
長
く
語
ら
れ
し
は
満
足
の
至
り
で
す
、
扱

大
切
り
は
竹
本
稲
桝
三
味
線
鐘
桝
の
「
天
網
島
時
雨
炬
燵
、
茶
屋
場
之

段
」
語
れ
は
中
々
能
く
出
来
た
り
、
余
は
道
太
夫
の
茶
屋
場
を
聞
き
た
る

こ
と
あ
り
し
が
其
の
時
は
非
常
に
感
服
し
た
れ
ど
も
看
れ
を
稲
桝
の
に
運

ぶ
る
に
余
り
感
服
せ
ず
、
彼
れ
は
越
路
の
股
肱
、
始
れ
は
、
女
流
中
の
鐸

鐸
た
る
者
或
る
ひ
は
彼
の
回
れ
に
勝
れ
る
点
少
な
か
ら
ざ
る
可
し
　
然
れ

ど
も
又
之
れ
の
彼
に
勝
る
点
も
無
き
に
し
も
有
ら
ざ
る
心
し
、
余
は
只
不

敏
に
し
て
遷
れ
は
彼
れ
に
勝
る
の
点
を
見
出
す
能
わ
ざ
る
を
如
何
せ
ん
」
、

未
だ
全
く
語
り
終
ら
ざ
る
中
に
帰
途
に
上
る
　
徒
歩
し
て
家
に
帰
て
少
憩

す
れ
ば
拾
一
時
の
鐘
響
き
渡
れ
り

八
月
五
日
　
火
曜
日
　
朝
来
晴
雲
出
づ
四
時
頃
よ
り
雨
夜
に
入
り
て
も
降

　
　
る

此
日
午
前
拾
時
寝
起
拾
壱
時
頃
親
爺
本
郷
よ
り
帰
れ
り
　
二
時
頃
又
本
郷

に
行
け
り
、
二
時
過
よ
り
「
文
学
院
講
義
録
」
中
「
心
理
学
」
を
五
巻

よ
り
七
巻
迄
読
む
　
七
時
過
家
を
出
で
新
橋
際
よ
り
馬
車
に
乗
り
日
本
橋

手
前
に
て
下
り
、
そ
れ
よ
り
徒
歩
宮
松
亭
に
行
け
り
　
入
り
は
中
々
有
り

た
り
　
先
づ
最
初
弥
昇
の
「
釜
湿
布
ツ
巴
、
釜
入
試
段
」
は
中
出
来
位
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

物
な
ら
ん
　
次
に
東
玉
の
「
管
原
伝
授
手
習
鑑
、
寺
子
屋
之
段
」
は
只
余

は
其
の
軽
妙
な
る
に
服
す
　
然
れ
ど
も
余
り
短
か
り
し
は
残
念
の
至
り
な

り
　
次
は
呂
華
の
「
三
拾
三
間
堂
棟
木
由
来
、
平
太
郎
住
家
之
段
」
障
れ

は
声
の
能
き
人
な
れ
ば
無
論
面
白
く
聞
き
込
み
申
し
た
り
、
然
し
木
遣
り

は
今
少
し
色
気
を
加
味
し
て
最
少
し
長
く
引
張
っ
た
ら
ぼ
能
か
ろ
う
と
存

ず
る
　
扱
大
切
は
稲
桝
と
鐘
桝
の
「
絵
本
大
功
記
十
段
目
尼
ケ
崎
之
段
」

之
れ
は
申
す
迄
も
な
く
上
出
来
　
就
中
「
主
を
殺
せ
し
」
云
々
の
所
よ
り

「
操
の
鏡
曇
り
な
き
」
云
々
の
所
迄
は
只
感
嘆
の
外
な
し
、
音
声
の
美
、

其
の
語
り
方
の
熱
心
と
相
待
っ
て
髪
に
至
り
た
る
物
か
、
幾
度
聞
い
て
も

尽
き
せ
ぬ
様
な
る
心
地
せ
り
、
未
だ
熱
く
終
ら
ざ
る
内
に
帰
途
に
上
れ
り

家
に
帰
り
て
寝
床
に
入
れ
ば
雨
激
し
く
降
来
り
し
様
な
り
き
、
何
故
か
寝

苦
し
か
り
し

八
月
六
日
　
水
曜
日
　
朝
来
晴
雲
少
々
出
づ
午
後
四
時
頃
降
雨

夜
半
度
々
醒
し
　
午
前
六
時
寝
起
す
　
午
前
九
時
半
過
印
東
氏
の
許
を
訪

ひ
診
察
を
請
ひ
評
言
ひ
て
帰
る
、
午
後
壱
時
過
よ
り
「
講
義
録
」
中
「
史

学
」
の
一
科
を
八
巻
所
載
の
分
迄
読
む
、
夜
に
入
り
九
時
前
銀
座
通
り
を

散
歩
す

八
月
七
日
　
木
曜
日
　
朝
来
晴
雲
少
々

午
前
九
時
頃
医
師
の
許
を
訪
ひ
薬
貰
ひ
て
帰
る
、
午
後
「
講
義
録
」
中
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「
法
学
通
論
」
を
四
巻
迄
読
む
、
七
時
前
家
を
出
で
宮
松
亭
に
行
く
　
最

初
鐘
桝
が
「
日
吉
丸
瞬
結
五
郎
助
住
家
之
段
」
を
中
途
よ
り
聞
き
申
候
次

は
弥
津
子
が
「
新
版
歌
祭
文
野
崎
村
之
段
」
罵
れ
は
先
づ
可
成
　
次
は
弥

昇
が
「
加
賀
見
山
旧
錦
絵
、
鳥
居
又
助
住
家
之
段
」
先
づ
中
以
上
の
出
来

な
る
ら
ん
と
存
ず
る
　
次
は
竹
本
東
玉
「
伊
賀
越
道
中
双
六
、
沼
津
之

段
」
駆
れ
は
中
々
能
く
出
来
た
り
、
い
つ
も
な
が
ら
相
変
ら
ず
軽
い
一

次
は
豊
竹
呂
華
の
「
天
網
島
時
雨
炬
燵
、
紙
治
内
之
段
」
な
り
し
が
遜
れ

は
中
々
能
く
出
来
た
り
　
扱
大
切
り
わ
竹
本
稲
弔
鐘
桝
の
「
蝶
花
形
名
歌

島
台
、
小
坂
部
館
之
段
」
彫
れ
は
非
常
に
能
く
出
来
た
り
　
声
の
能
く
立

　
　
　
　
　
マ
マ
　
マ
マ
　

つ
と
熱
心
な
と
で
喝
采
を
遣
す
る
わ
毎
度
な
が
ら
感
服
致
せ
り
　
当
夜
の

如
き
は
髪
迄
こ
わ
し
て
語
ら
れ
し
は
猶
更
で
御
座
る
　
中
入
り
前
よ
り
楽

屋
に
行
き
た
る
に
土
佐
の
人
に
て
駿
河
台
と
か
に
居
る
人
が
居
り
て
種
々

雑
談
を
な
し
申
す
　
拾
一
時
少
々
前
帰
途
に
就
く

八
月
八
日
　
金
曜
日
　
朝
来
晴
拾
時
頃
よ
り
曇
拾
一
時
頃
降
雨

此
日
朝
清
司
の
所
よ
り
電
信
来
れ
り
　
其
事
由
は
娘
が
死
去
せ
し
と
の
事

な
り
、
九
時
過
横
浜
及
び
向
島
え
の
手
紙
を
認
め
申
す
　
拾
時
頃
印
東
氏

方
を
訪
ひ
薬
を
貰
ひ
て
帰
る
　
拾
一
時
頃
親
爺
本
郷
よ
り
来
れ
り
「
日
本

之
文
華
」
「
日
本
人
」
「
江
戸
紫
」
を
受
取
り
少
々
読
む
「
講
義
録
」
中

「
法
学
通
論
」
を
午
後
に
至
り
て
八
巻
所
載
の
分
迄
読
み
終
る
　
夜
に
入

り
宮
松
に
出
掛
け
申
す
　
京
橋
よ
り
鉄
道
馬
車
に
乗
り
日
本
橋
迄
行
き
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

れ
よ
り
徒
歩
し
て
起
き
く
着
き
し
は
七
時
過
ぎ
な
り
し
　
此
の
日
の
客

は
可
成
り
あ
り
た
り
　
先
づ
最
初
の
鐘
桝
の
「
白
石
噺
後
日
誉
五
郎
兵
衛

内
之
段
」
は
今
少
し
落
着
き
あ
り
た
ら
ば
善
か
ら
ん
と
思
ひ
し
　
次
は
弥

庚
寅
日
記

津
子
の
「
岸
姫
松
轡
鑑
飯
原
兵
衛
内
之
段
」
早
れ
も
今
少
し
声
の
こ
な
れ

ん
事
を
望
む
　
出
来
は
中
位
、
次
は
弥
昇
の
「
義
経
腰
越
状
、
泉
三
郎
館

之
段
」
駆
れ
も
今
少
し
に
て
堂
に
至
る
糾
し
、
然
し
先
づ
中
以
上
の
出
来

な
ら
ん
、
次
は
東
玉
の
「
恋
娘
昔
八
丈
、
白
木
屋
之
段
」
之
れ
は
中
々
軽

妙
と
や
申
す
可
き
　
箇
様
な
者
は
実
に
御
手
に
入
っ
た
物
か
な
、
其
の
次

は
呂
華
が
「
本
朝
二
拾
四
孝
、
十
種
香
之
段
」
な
り
、
之
れ
は
中
々
罪
し

　
只
残
念
は
沢
山
抜
か
し
た
の
な
り
、
此
人
の
事
な
れ
ば
艶
た
っ
ぷ
り

扱
切
り
は
稲
桝
鐘
桝
の
「
生
写
朝
顔
日
記
」
宿
屋
之
段
」
は
非
常
に
旨
し

　
い
つ
も
な
が
ら
感
服
　
と
り
わ
け
「
露
の
ひ
ぬ
間
」
は
涼
し
き
ば
か
り

…
…
　
呆
れ
に
て
帰
途
に
就
き
拾
壱
時
少
々
過
帰
着
す

八
月
九
日
　
土
曜
日
　
朝
来
曇

此
日
午
前
は
別
に
な
す
事
も
な
く
送
り
午
後
一
時
頃
よ
り
「
す
う
い
ん
と

ん
」
大
家
論
集
中
「
あ
一
び
ん
ぐ
」
の
「
西
み
ん
す
と
る
あ
べ
い
」
を
読

み
四
時
過
之
れ
を
終
れ
り
　
七
時
頃
手
紙
を
認
め
そ
れ
よ
り
家
を
出
で
新

橋
際
よ
り
馬
車
に
て
日
本
橋
迄
行
き
そ
れ
よ
り
徒
歩
し
て
宮
松
に
行
く

此
日
は
両
国
の
姻
花
の
故
に
て
客
は
走
り
大
か
ら
ざ
り
し
　
最
初
弥
津
子

の
「
一
之
谷
轍
軍
記
、
熊
ケ
谷
陣
屋
之
段
」
半
ば
よ
り
聞
き
た
り
　
次
は

弥
昇
が
「
日
蓮
上
人
御
法
海
、
勘
作
内
之
段
」
凝
れ
は
中
出
来
の
部
な
ら

ん
、
次
は
東
玉
の
「
源
平
布
引
滝
、
三
人
上
戸
之
段
」
迂
れ
は
相
変
ら
ず

軽
妙
と
申
す
擁
し
　
次
は
呂
華
が
「
釜
淵
ニ
ツ
巴
、
釜
入
之
段
」
之
れ
も

先
づ
可
成
、
・
然
し
声
を
痛
め
て
居
り
た
る
故
所
々
甲
斐
な
き
所
あ
り
し

扱
大
切
り
わ
「
和
田
合
戦
、
今
若
初
陣
之
段
」
稲
桝
、
霜
露
溢
れ
は
中
々

能
く
出
来
た
る
様
な
り
　
そ
れ
よ
り
帰
途
に
就
き
拾
壱
時
前
家
に
帰
着
く
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庚
寅
日
記

八
月
拾
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
、
午
前
少
雨

此
日
午
前
拾
一
時
過
印
東
氏
の
許
に
行
き
来
診
を
請
ふ
、
午
後
は
叢
竹
の

読
返
し
を
な
せ
り
　
午
後
四
時
頃
医
師
来
れ
り
　
母
を
見
て
帰
る
　
直
ち

に
薬
取
り
に
行
く
、
夜
に
入
り
拾
壱
時
過
又
叢
竹
を
読
む

八
月
拾
一
日
　
月
曜
日
　
朝
曇
雨
八
時
前
晴
夜
に
入
り
大
雨

朝
七
時
頃
於
安
来
れ
り
　
寝
て
居
り
て
逢
わ
ず
、
拾
時
前
よ
り
「
大
家
論

集
」
所
載
「
さ
っ
か
れ
え
一
」
の
「
で
。
ふ
い
に
ぼ
す
」
を
読
み
三
時
頃

之
れ
を
終
る
但
し
中
途
二
時
頃
よ
り
昼
寝
致
せ
り
「
で
。
ふ
い
に
ば
す
」

わ
馬
琴
の
「
八
裂
伝
」
の
終
り
に
付
し
た
る
一
冊
の
如
き
傾
き
有
り
　
坪
内

氏
に
微
ふ
て
兄
弟
文
学
と
云
は
ん
か
、
然
し
少
し
解
か
ら
ぬ
所
多
き
に
は

朋
口
仕
れ
り
、
午
後
四
時
過
外
出
し
麺
魏
を
買
ふ
　
そ
れ
よ
り
又
医
士
の

所
へ
薬
取
り
に
行
き
た
り
　
夜
に
入
り
宮
松
亭
に
行
く
　
此
夜
は
可
成
の

客
な
り
、
最
初
弥
津
子
「
日
吉
丸
五
罪
、
五
郎
助
内
之
段
」
断
れ
は
感
服

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

も
致
さ
ず
　
次
の
弥
昇
の
「
摂
州
合
法
辻
、
合
法
内
之
段
」
は
可
成
り
面

白
か
り
し
、
慾
に
は
今
少
し
こ
な
れ
れ
ば
善
か
ら
ん
と
存
ず
る
　
次
は
東

玉
の
「
絵
本
大
功
記
、
十
段
目
尼
ケ
崎
之
段
」
凝
れ
は
中
々
旨
し
、
就
申

「
夕
顔
棚
以
下
数
行
は
感
服
致
せ
り
、
然
し
調
子
が
乾
る
過
ぎ
て
「
夫
を

殺
せ
し
天
罰
」
云
々
の
所
少
し
聞
き
堪
え
な
か
り
し
、
次
は
呂
華
の
「
恋

女
房
染
分
手
綱
」
重
の
井
子
別
之
段
」
認
れ
は
可
成
能
く
出
来
た
り
　
扱

大
切
り
わ
稲
孫
鐘
桝
の
「
玉
藻
前
脳
挟
、
道
春
館
之
段
」
量
れ
は
中
々
旨

い
物
な
り
　
と
り
分
け
「
焼
野
の
雄
子
夜
の
鶴
」
云
々
の
下
智
無
暗
に
感

服
致
藁
蕎
　
之
れ
に
て
帰
宅
す

八
月
拾
二
日
　
火
曜
日
　
朝
来
立
田
で
時
々
雨
夜
に
入
り
て
わ
中
々
降
り

　
　
し

此
日
午
前
薬
取
り
に
行
き
拾
壱
時
昼
食
し
そ
れ
よ
り
家
を
出
で
新
橋
際
よ

り
鉄
道
馬
車
に
て
筋
違
迄
行
き
其
よ
り
徒
歩
し
て
本
郷
の
家
に
行
く
　
道

に
て
福
島
氏
を
訪
ひ
少
時
談
話
し
二
時
過
家
に
行
着
く
　
少
時
憩
み
て
三

時
過
浜
田
氏
を
訪
ひ
五
時
前
同
家
を
辞
し
龍
岡
町
の
豊
川
を
見
舞
ひ
七
時

過
同
家
を
出
で
明
神
の
所
よ
り
日
本
橋
迄
乗
車
し
そ
れ
よ
り
徒
歩
宮
松
に

行
く
　
此
の
日
は
遅
か
り
し
か
ぼ
東
玉
の
「
新
版
歌
祭
文
野
崎
村
之
段
」

よ
り
聞
き
ぬ
　
妊
れ
は
相
変
ら
ず
軽
妙
　
次
は
呂
華
の
「
岸
姫
松
前
鑑
、

飯
原
兵
衛
内
之
段
」
馨
れ
も
相
変
ら
ず
面
白
か
り
し
　
御
詠
歌
も
申
分
な

し
　
扱
大
切
の
稲
桝
鐘
桝
の
「
恋
娘
昔
八
丈
、
於
三
才
三
鈴
ケ
森
之
段
」

は
非
常
に
面
白
か
り
し
　
之
れ
は
艶
麗
と
で
も
評
す
費
し
　
家
に
帰
り
拾

二
時
過
就
眠
　
都
の
花
を
少
々
読
み
た
り

八
月
拾
三
日
　
水
曜
日
　
朝
来
雲
門
で
時
々
雨
を
下
す

午
前
拾
時
過
医
師
の
許
に
薬
取
り
に
行
く
、
午
後
「
都
乃
花
」
四
拾
四
号

を
読
み
終
り
「
講
義
録
」
中
「
論
理
学
」
九
巻
所
載
の
分
を
読
め
り
、
晩

方
葛
目
の
伯
母
来
れ
り
、
夜
に
入
り
宮
松
に
行
く
　
最
初
「
鐘
桝
」
の

「
奥
州
安
達
原
袖
萩
祭
文
之
段
」
を
少
々
聞
く
、
次
は
君
津
子
の
「
賢
女

鑑
片
岡
忠
義
之
段
」
先
づ
中
出
来
、
次
は
弥
舜
の
コ
ニ
拾
三
閲
堂
棟
木
由

来
平
太
郎
住
家
之
段
」
徹
れ
は
先
づ
可
成
、
然
し
外
題
が
置
き
故
大
変
徳

な
り
、
次
は
東
玉
の
「
平
假
名
盛
衰
記
福
島
逆
櫓
之
段
」
懸
れ
は
非
常
に

能
く
出
来
た
り
　
次
に
重
三
の
「
生
写
朝
顔
日
記
宿
屋
之
段
」
中
々
旨
し

　
い
つ
も
な
が
ら
感
服
申
候
　
扱
大
切
は
稲
青
玉
桝
の
「
彦
山
権
現
誓
助

劔
六
助
住
家
之
段
」
量
れ
も
中
々
能
く
出
来
た
ら
ん
と
存
ず
る
　
拾
壱
時
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三
家
に
帰
着
す

八
月
拾
四
目
　
木
曜
日
　
天
気
略
前
日
の
如
し

三
日
は
朝
よ
り
「
講
義
録
」
中
「
論
理
学
」
拾
巻
所
載
の
分
及
び
同
九
巻

所
載
「
心
理
学
」
を
午
後
に
掛
け
て
読
み
終
れ
り
　
夜
に
入
り
て
近
傍
を

散
歩
せ
り

八
月
拾
五
日
　
金
曜
日
　
天
気
前
日
に
同

午
前
八
時
過
薬
取
り
に
行
く
、
そ
れ
よ
り
帰
り
直
ち
に
家
を
出
で
新
橋
停

車
場
に
駈
付
け
九
時
三
拾
五
分
の
急
行
列
車
に
て
横
浜
に
向
ふ
、
根
岸
村

の
影
響
方
に
拾
一
時
前
に
着
す
　
午
後
五
時
前
立
野
の
叔
父
を
訪
ひ
従
弟

に
靴
を
貰
ひ
て
六
時
過
同
家
を
辞
す
　
夜
に
入
り
市
街
を
散
歩
す

八
月
拾
六
日
　
土
曜
日
　
朝
来
天
気
略
前
日
の
如
し

此
日
は
朝
よ
り
何
処
に
も
出
ず
　
午
後
勝
木
氏
を
訪
ひ
新
聞
を
見
る
　
夜

に
入
り
市
街
を
散
歩
せ
り
　
昼
の
中
「
講
義
録
中
法
学
通
論
」
を
読
み
終

る八
月
拾
七
口
　
日
曜
日
　
天
気
前
日
に
同
じ

此
日
午
前
拾
時
過
立
野
に
行
く
　
昼
食
の
馳
走
に
相
成
り
野
市
氏
と
種
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

談
話
し
午
後
四
時
過
八
郷
方
に
帰
る
　
夜
九
時
頃
墨
壷
一
睡
の
後
い
の
が

拾
時
過
に
起
し
に
来
り
し
か
ば
直
ち
に
起
き
て
行
き
た
る
に
姉
わ
東
京
よ

り
の
手
紙
を
示
し
此
の
返
事
を
書
く
可
し
と
云
ふ
に
宮
廻
心
得
て
硯
と
筆

を
持
ち
て
裏
の
家
に
行
き
蚊
帳
の
中
に
て
筆
を
取
り
て
手
紙
を
書
く
に
墨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

ね
ば
り
て
行
筆
渋
滞
意
に
侭
せ
ず
　
無
く
数
行
に
及
ぶ
頃
、
忽
然
と
し
て

賊
！
賊
！
と
云
ふ
声
四
方
の
沈
静
を
破
り
て
余
の
耳
朶
を
撃
て
り
　
初
め

は
太
一
が
盗
む
る
る
か
と
疑
ひ
し
が
左
に
も
あ
ら
ざ
る
様
子
な
れ
ば
直
ち

庚
寅
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

に
母
屋
に
進
入
し
た
る
に
最
早
賊
は
影
を
も
止
め
ず
　
い
の
及
び
は
つ
の

云
ふ
所
に
依
れ
ば
、
余
の
裏
に
行
く
後
輿
が
下
女
に
最
早
締
り
を
為
し
て
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

寝
よ
と
云
付
け
た
れ
ぽ
い
の
が
縁
の
戸
を
し
め
に
来
り
た
る
に
台
所
の
方

よ
り
覆
面
の
男
二
人
入
来
り
し
か
ば
怪
し
ん
で
台
所
口
よ
り
廻
り
て
下
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

部
屋
を
覗
き
た
る
に
一
賊
は
つ
の
襟
を
押
さ
へ
て
其
時
計
算
し
て
居
り
た

る
金
を
取
り
つ
つ
あ
り
し
、
之
を
見
て
吃
驚
狼
敗
賊
の
後
を
迂
回
し
て
縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

が
わ
に
出
ん
と
し
た
る
に
一
画
玄
関
口
よ
り
出
て
背
中
を
握
ん
で
引
止
め

し
か
ば
思
わ
ず
大
声
を
出
し
た
る
に
湿
声
に
驚
き
逃
げ
去
り
ぬ
、
賊
は
三

人
に
て
他
の
一
人
は
台
所
口
を
見
張
居
た
り
と
か
、
而
し
て
其
の
奪
去
る

所
の
物
は
僅
か
に
金
壱
円
四
拾
銭
の
み
　
其
後
余
は
裏
に
て
手
紙
を
書
き

終
り
眠
に
就
く

八
月
拾
八
日
　
月
曜
日
　
天
気
宜
し

午
前
よ
り
太
一
と
骨
牌
を
弄
す
　
午
後
に
至
り
て
勝
木
氏
来
ら
れ
た
り

夜
に
入
り
同
氏
を
訪
ひ
改
進
新
聞
を
見
将
碁
を
な
し
拾
時
前
同
家
を
辞
す

八
月
拾
九
日
　
火
曜
日
　
天
気
宜
し

朝
よ
り
「
ろ
び
ん
そ
ん
、
く
る
う
そ
う
」
の
巻
首
に
在
る
「
で
ふ
を
i
」

の
伝
を
読
む
　
歴
日
東
京
よ
り
真
珠
を
持
ち
来
り
し
人
あ
り
　
其
人
と

種
々
談
話
致
せ
り
　
此
日
警
察
署
よ
り
賊
を
捕
え
た
る
が
未
だ
白
状
せ
ざ

る
故
其
者
の
人
相
前
日
の
者
に
類
す
る
か
首
を
見
分
け
て
貰
ひ
た
し
と
て

　
　
　
　
い
の
を
呼
び
に
来
り
し
か
ば
行
き
ぬ
　
帰
り
て
云
ふ
に
其
の
賊
は
似
て
居

ら
ざ
り
し
と
な
り
　
夜
に
入
り
勝
木
を
訪
ふ

八
月
二
拾
日
　
水
曜
日
　
朝
来
天
気
宜
し
晩
方
よ
り
降
る

三
日
朝
よ
り
別
に
な
す
事
も
な
し
　
午
後
真
珠
の
持
主
来
り
て
翌
日
朝
来
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庚
寅
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

る
筈
に
極
め
て
帰
れ
り
夜
に
入
り
は
つ
及
び
い
の
、
太
一
を
相
手
に
骨

牌
を
弄
す
拾
一
時
過
義
兄
帰
れ
り
　
余
も
直
ち
に
就
眠
　
姉
は
本
牧
に
て

泊
れ
り

八
月
二
拾
一
日
遅
木
曜
日
　
朝
来
雨
甚
し

午
前
真
珠
の
持
主
来
る
　
少
時
談
話
の
後
、
本
牧
よ
り
手
紙
来
り
真
珠
は

皆
安
く
価
を
付
け
る
者
の
み
な
れ
ぽ
返
せ
と
云
ひ
越
し
ぬ
　
直
ち
に
之
を

返
し
た
り
　
午
後
三
時
過
勝
木
氏
を
訪
ひ
改
進
新
聞
を
見
、
国
民
英
学
新

誌
を
借
り
て
帰
る
　
夜
に
入
り
逼
れ
を
読
む
　
八
時
過
姉
帰
り
来
れ
り

八
月
二
拾
二
日
　
金
曜
日
　
朝
来
降
雨
夜
に
入
り
て
一
時
烈
し
く
降
り
た

　
　
り

朝
よ
り
国
民
英
学
新
誌
を
読
む
　
午
後
二
時
頃
根
岸
の
伯
母
来
れ
り
　
四

時
前
勝
木
氏
を
訪
ひ
本
を
返
し
新
聞
を
見
、
少
時
談
話
し
居
り
た
る
に
家

よ
り
呼
び
に
来
り
し
か
ぽ
直
ち
に
帰
り
た
る
に
姉
わ
今
東
京
へ
帰
る
旨
し
、

但
し
停
車
場
に
て
暫
時
待
つ
可
し
と
云
ふ
に
依
り
余
は
直
ち
に
晩
食
を
喫

し
、
三
郷
を
出
で
車
に
て
停
車
場
に
着
す
　
少
時
右
傍
の
待
合
所
に
て
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

ち
居
り
た
る
に
雨
わ
益
々
降
り
出
し
風
も
中
々
出
で
待
合
所
の
天
上
の
紙

が
半
分
ば
か
り
剥
げ
落
ち
た
り
　
七
時
頃
姉
来
り
金
を
受
取
り
七
時
五
拾

分
の
列
車
に
て
帰
京
す
　
家
に
て
就
眠
前
「
都
乃
花
」
及
び
「
日
本
之
文

華
」
を
少
々
読
む

八
月
二
拾
三
目
　
土
曜
日
　
朝
来
晴
天
風
烈
し

此
日
朝
よ
り
「
都
乃
花
」
を
読
む
　
午
前
の
内
に
読
終
り
「
日
本
之
文

華
」
を
少
々
読
む
　
午
後
二
時
家
を
出
で
新
橋
よ
り
鉄
道
馬
車
に
乗
り
万

世
橋
に
て
下
り
そ
れ
よ
り
徒
歩
浜
田
氏
を
訪
ひ
「
都
の
花
」
を
貸
す
　
小
時

談
話
し
四
時
過
松
永
属
を
訪
ふ
に
不
在
な
り
し
か
ば
去
っ
て
豊
川
に
行
き

豊
川
に
逢
ひ
種
々
談
話
し
七
時
頃
晩
食
の
馳
走
に
相
成
り
直
ち
に
同
家
を

辞
し
小
川
町
に
行
き
小
川
亭
に
入
る
　
看
板
に
土
佐
栄
と
あ
り
怪
し
く
思

ひ
な
が
ら
家
の
中
に
入
る
に
弥
昇
も
居
ら
ず
不
審
に
思
ひ
居
た
る
に
、
江

津
子
来
り
て
来
臨
の
母
が
虎
列
刺
に
罹
り
て
今
朝
死
亡
せ
り
　
故
に
弥
舜

も
出
て
て
来
る
事
能
は
ず
大
分
い
そ
が
し
く
と
の
話
あ
り
た
り
　
座
れ
に

て
万
事
了
解
す
る
を
得
た
り
　
菰
野
か
り
し
か
ば
東
玉
の
「
桂
川
連
理
柵

帯
屋
之
段
」
を
半
ば
よ
り
聞
き
ぬ
、
然
し
何
時
も
な
が
ら
旨
け
れ
ど
こ
れ
・

わ
特
別
に
感
服
致
せ
り
　
箇
様
な
物
に
て
は
女
義
太
夫
中
主
座
を
占
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ

わ
明
な
り
　
次
は
呂
華
が
「
管
原
伝
授
手
習
鑑
、
寺
子
屋
之
段
」
回
れ
も

中
々
感
服
せ
り
　
と
り
わ
け
「
御
台
若
君
」
以
下
妙
々
と
申
す
　
扱
大
切

り
の
土
佐
栄
の
「
三
拾
三
間
堂
棟
木
由
来
、
平
太
郎
住
家
之
段
」
、
之
れ
は
調

子
が
「
づ
ら
い
」
に
て
感
服
せ
ず
　
な
ん
だ
か
三
味
線
が
苦
し
そ
う
な
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
少
々
聞
き
て
飛
出
し
た
り
　
帰
途
銀
座
に
て
齪
餅
を
買
ふ
て
之
を
食
ふ

・
途
本
屋
に
本
代
を
払
ふ

八
月
二
拾
四
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
午
前
拾
時
頃
松
永
氏
来
れ
り
　
種
々
談
話
し
、
友
人
西
川
義
保
氏
は

貸
金
催
促
の
取
扱
を
な
す
由
を
聞
き
諸
方
の
証
書
を
見
せ
て
其
中
よ
り
北

沢
外
三
通
の
証
書
を
松
永
氏
に
託
す
　
午
後
三
時
過
氏
去
る
、
香
餌
を
見

る
人
が
来
れ
り
　
夜
に
入
り
銀
座
通
を
散
歩
す

八
月
二
拾
五
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
午
前
九
時
過
家
を
出
で
京
橋
よ
り
車
に
て
神
田
明
神
坂
下
迄
行
き
そ

れ
よ
り
徒
歩
し
て
龍
岡
町
に
行
き
谷
内
を
訪
ひ
小
時
談
話
し
拾
壱
時
過
豊
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川
に
行
き
種
々
の
話
し
を
な
し
二
時
過
同
家
を
辞
す
　
そ
れ
よ
り
家
に
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

り
親
爺
に
逢
ひ
直
ち
に
松
永
氏
を
訪
ふ
　
太
田
玩
次
い
で
来
り
将
碁
を
な

し
晩
食
の
馳
走
に
な
り
七
時
過
帰
途
に
上
る
、
江
戸
紫
第
五
篇
を
家
に
て

読
む
・
於
安
よ
り
金
二
拾
銭
貰
ひ
輪
中
五
銭
お
幸
さ
ん
に
糸
代
と
し
て
上
る

八
月
二
拾
六
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
天
昼
頃
雨
少
々

午
前
よ
り
「
日
本
之
文
華
」
第
拾
六
号
を
見
る
　
午
後
二
時
前
薬
取
り
に

行
く
　
四
時
頃
晩
食
直
ち
に
家
を
出
づ
、
横
浜
及
び
前
田
、
諏
訪
へ
宛
手

紙
を
出
す
新
橋
際
よ
り
鉄
道
馬
車
に
乗
り
万
世
橋
へ
迄
行
き
そ
れ
よ
り
徒

歩
家
に
着
す
　
誰
も
居
ら
ざ
り
し
か
ぽ
暫
時
待
ち
居
り
た
る
に
親
爺
帰
り

来
れ
り
　
そ
れ
よ
り
浜
田
氏
を
訪
ひ
「
日
本
之
文
華
」
を
貸
し
、
八
時
過

迄
談
話
し
、
同
家
を
出
で
、
豊
川
に
行
き
葡
萄
酒
の
馳
走
に
相
成
り
拾
時

前
本
郷
の
家
に
来
り
風
呂
敷
を
取
り
て
帰
途
に
就
く
、
本
郷
通
に
て
「
軽

便
ら
む
ね
」
を
買
ひ
大
通
り
を
歩
き
て
日
吉
町
に
着
す
　
時
に
拾
壱
時
な

り
き
、
そ
れ
よ
り
「
ら
む
ね
」
を
飲
む

八
月
二
拾
七
日
　
水
曜
日
　
朝
は
晴
れ
昼
頃
よ
り
雨

此
日
午
前
九
時
過
土
佐
の
西
尾
の
親
戚
森
田
某
と
云
ふ
人
来
れ
り
　
香
櫨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

を
見
る
人
次
ひ
で
来
る
、
午
後
二
時
過
薬
取
り
に
行
き
帰
途
麺
包
を
買
ふ

　
午
前
よ
り
し
て
度
々
「
ら
む
ね
」
を
飲
む
、
豊
川
よ
り
昨
夜
貰
ひ
来
り

た
る
金
の
内
に
て
拾
銭
だ
け
貰
ひ
た
り
　
夜
に
入
り
外
出
し
髪
を
か
る
、

銀
座
通
を
散
歩
す

八
月
二
拾
八
日
　
木
曜
日
　
朝
曇
り
、
雨
降
る

午
前
日
本
人
を
読
む
　
午
後
二
時
頃
家
を
出
で
有
楽
町
よ
り
神
保
町
迄
乗

庚
寅
日
記
．

出
し
そ
れ
よ
り
徒
歩
本
郷
の
家
に
行
着
く
、
親
爺
は
留
守
な
り
き
　
四
時

頃
同
所
を
出
で
谷
内
を
訪
ふ
に
髪
に
意
外
な
る
事
を
聞
け
り
　
即
ち
谷
内

義
雄
氏
昨
日
よ
り
虎
列
拝
病
に
罹
り
今
朝
午
前
四
時
に
死
去
せ
り
と
の
事

な
り
、
実
に
吃
驚
仰
天
と
は
此
事
に
候
、
同
家
に
て
大
石
、
早
川
両
氏
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

逢
ふ
　
六
時
頃
同
家
を
辞
し
真
砂
町
に
て
麺
包
を
買
ひ
本
郷
の
家
に
て
之

を
食
す
　
七
時
過
福
島
氏
を
訪
ひ
氏
と
共
に
小
用
亭
に
行
く
　
此
日
は
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

常
に
入
り
が
少
な
か
り
き
　
最
初
は
真
薦
の
「
摂
州
合
法
辻
、
玉
手
嫉
妬

の
段
」
な
り
、
濡
れ
は
語
り
感
服
せ
ず
　
同
人
は
脚
気
の
由
な
り
　
次
は

近
路
の
「
妹
背
山
女
庭
訓
芝
六
住
家
之
段
」
此
人
の
調
子
わ
只
淡
泊
に
し

て
山
も
な
く
川
も
な
く
只
平
々
坦
々
た
る
語
り
口
な
り
言
葉
な
ど
は
趨
る

　
　
　
マ
マ
　

で
清
本
の
如
し
　
次
は
東
玉
「
関
取
二
代
鑑
、
秋
津
島
切
腹
之
段
」
之
れ

は
相
変
ら
ず
軽
妙
、
然
し
今
少
し
長
く
や
っ
て
貰
ひ
度
か
り
し
　
次
は
呂

華
の
「
明
烏
夢
泡
雪
、
山
名
屋
之
段
」
之
れ
は
中
々
面
白
か
り
し
「
そ
な

た
も
共
に
」
以
下
の
所
新
内
め
か
ず
に
旨
く
行
き
た
り
　
採
大
切
り
わ
土

佐
栄
の
「
玉
藻
前
旭
挟
、
道
春
館
之
段
」
之
れ
は
先
づ
可
成
り
能
く
出
来

た
ら
ん
と
思
ふ
　
中
途
に
て
帰
る
　
本
郷
の
家
に
帰
り
て
も
寝
ら
れ
ず
大

き
に
弱
り
た
り
加
ふ
る
に
雨
激
し
く
降
り
来
れ
り

八
月
二
拾
九
日
　
金
曜
日
　
朝
来
曇
、
晴
雨
定
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

午
前
一
時
頃
枕
本
に
雨
が
漏
り
て
大
き
に
困
却
せ
り
そ
れ
よ
り
一
睡
し
朝

七
時
寝
起
八
時
過
入
浴
し
直
ち
に
豊
川
に
行
き
、
昼
食
を
饗
せ
ら
れ
金
七

円
だ
け
借
り
受
け
二
時
頃
帰
途
に
就
く
　
本
屋
に
金
四
拾
銭
を
払
ひ
そ
れ

よ
り
徒
歩
松
住
町
迄
来
り
同
所
よ
り
車
に
て
帰
宅
す
　
家
に
は
親
爺
が
文

学
全
書
を
持
来
り
置
き
く
れ
た
り
　
「
ら
む
ね
」
及
び
「
び
す
け
っ
と
」
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を
食
す
　
夜
に
入
り
散
歩
に
出
た
れ
ど
雨
に
逢
ふ
て
引
返
し
た
り

八
月
三
拾
日
　
土
曜
日
　
朝
来
曇
り
且
雨

午
前
拾
時
頃
医
師
の
許
を
訪
ひ
薬
代
及
び
診
察
料
を
討
ひ
薬
を
貰
ひ
て
帰

る
、
う
ち
よ
り
二
拾
銭
貰
ひ
里
中
六
銭
に
て
牛
肉
を
買
ひ
て
昼
食
に
興
れ

を
食
せ
り
、
日
本
文
学
全
書
第
七
篇
所
載
中
務
内
侍
日
記
を
拾
一
時
前
よ

り
し
て
午
後
六
時
前
迄
に
読
み
終
る
　
此
日
二
時
頃
に
は
雨
激
し
く
降
り

来
り
、
い
と
ど
暗
か
り
し
、
時
々
「
び
す
け
っ
と
」
を
喫
し
「
ら
む
ね
」

を
飲
み
申
し
た
り
、
夜
に
入
り
銀
座
街
を
散
歩
し
「
あ
ま
な
っ
と
う
」
及

び
「
や
ま
と
新
聞
」
を
買
ふ
　
九
時
頃
「
讃
岐
典
侍
日
記
」
を
少
々
読
む

・
弥
舜
よ
り
の
手
紙
に
接
す

八
月
三
拾
一
日
　
日
曜
日
　
朝
来
早

朝
七
時
前
寝
起
　
朝
食
後
直
ち
に
「
ら
む
ね
」
を
飲
み
「
甘
納
豆
」
を
喫

す
、
そ
れ
よ
り
「
讃
岐
典
侍
日
記
」
、
を
読
み
始
め
拾
一
時
過
に
て
挙
れ

を
終
る
、
文
体
わ
先
づ
流
暢
な
る
聖
な
る
甘
し
、
拾
時
頃
、
谷
内
よ
り
の

手
紙
を
受
取
る
、
義
雄
氏
の
葬
式
は
来
月
四
日
に
営
む
可
き
筈
な
り
と
か

や
　
午
後
は
「
和
泉
式
部
日
記
」
を
少
々
読
む
　
四
時
晩
食
し
直
ち
に
家

を
発
し
車
に
て
美
土
寄
町
に
行
き
西
川
氏
を
訪
ふ
　
暫
時
談
話
し
八
時
過

同
家
を
辞
し
、
小
川
亭
に
行
く
　
此
日
は
客
は
可
成
あ
り
た
り
　
最
初
は

三
位
、
鐘
桝
の
「
奥
州
安
達
吟
興
萩
祭
文
之
段
」
埋
れ
は
相
変
ら
ず
感
服

致
し
た
り
、
歌
祭
文
の
如
き
は
天
晴
の
出
来
、
次
は
呂
華
が
「
恋
女
房
染

分
手
綱
、
重
の
井
子
別
之
段
」
之
れ
は
中
々
旨
し
　
い
つ
も
な
が
ら
感
心

の
至
り
な
り
　
扱
大
切
り
わ
、
土
佐
栄
の
「
伊
賀
越
道
中
双
六
岡
崎
之

段
」
之
れ
も
先
づ
中
位
の
出
来
、
然
し
よ
く
も
聞
か
ず
に
飛
び
出
し
た
り

本
郷
に
行
き
て
と
ま
る

九
月
扁
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴
天

三
日
朝
六
時
前
寝
起
　
朝
食
後
直
ち
に
書
類
の
調
印
等
を
な
す
　
八
時
車

に
て
日
吉
町
に
帰
る
　
そ
れ
よ
り
墨
堤
の
許
を
訪
ひ
薬
を
貰
ひ
て
、
診
断

書
の
事
を
頼
む
に
親
爺
を
見
ね
ば
診
断
書
は
書
け
ず
と
云
は
れ
た
れ
ば
是

非
な
く
帰
宅
せ
り
、
午
後
は
昼
寝
を
な
せ
り
、
夕
方
西
川
馬
を
訪
ふ
に
松

永
及
び
太
田
氏
に
逢
ふ
　
種
々
談
話
の
末
七
時
過
同
家
を
出
で
松
永
と
筋

違
迄
来
り
　
そ
れ
よ
り
別
れ
て
帰
途
に
上
る
　
大
通
り
を
徒
歩
し
て
尾
張

町
に
て
菓
子
を
買
ひ
帰
宅
せ
り

＊
此
日
は
彼
の
農
家
に
は
大
切
な
る
二
百
十
日
な
り
し
が
朝
来
亡
く
の
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
マ
　

　
天
　
漸
く
夜
の
拾
時
頃
に
雨
降
出
し
の
み
実
に
静
穏
な
る
役
日
に
て
あ

　
り
た
り

九
月
二
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
且
時
々
早

朝
八
時
過
親
爺
本
郷
よ
り
来
れ
り
、
直
ち
に
医
者
の
許
へ
遣
る
　
拾
時
頃

医
者
の
許
を
訪
ひ
、
診
断
書
を
認
め
て
貰
ひ
た
り
　
午
前
拾
時
頃
下
元
氏

来
ら
れ
た
り
、
三
時
前
田
氏
は
親
爺
の
本
郷
に
帰
る
と
共
に
帰
ら
れ
た
り

そ
れ
よ
り
金
の
計
算
書
を
作
り
て
見
ん
と
「
そ
ろ
ば
ん
」
を
は
じ
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヤ
マ
　

り
　
七
時
外
出
し
銀
座
通
り
を
歩
き
尾
張
町
に
て
饒
餅
を
買
ひ
そ
れ
よ
り

二
重
に
行
く
　
聖
日
は
中
々
の
入
り
に
て
下
は
充
満
し
居
り
二
階
も
少
々

は
入
り
居
り
た
り
　
最
初
は
鶴
沢
鶴
司
の
「
勢
州
鈴
鹿
合
戦
、
平
治
住
家

之
段
」
煎
れ
は
先
づ
可
成
、
今
少
し
こ
な
れ
れ
ば
善
か
ら
ん
　
次
は
竹
本

　
　
　
　
　
マ
マ
　

小
住
の
「
管
原
伝
授
手
習
鑑
、
寺
子
屋
之
段
」
昇
れ
は
中
々
軽
く
て
上
出
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来
　
然
し
あ
ん
ま
り
艶
過
ぎ
て
感
服
し
難
し
、
そ
し
て
時
々
常
盤
津
風
の

所
を
見
掛
け
申
し
た
り
　
次
は
豊
竹
駒
之
助
の
「
義
経
腰
越
伏
、
泉
三
郎

館
之
段
」
走
れ
は
中
々
能
く
出
来
た
り
　
大
分
し
っ
か
り
し
て
来
た
様
な

り
　
次
の
大
切
り
わ
竹
本
綾
之
助
三
味
線
津
賀
代
の
「
艶
容
女
舞
衣
、
三

勝
半
旗
酒
屋
之
段
」
量
れ
は
相
変
ら
ず
感
服
の
外
な
し
　
と
り
わ
け
「
今

頃
は
半
道
さ
ん
」
以
下
の
佐
和
理
は
只
々
る
る
耳
、
然
し
三
車
線
が
今
少

し
と
思
ひ
た
り
　
此
に
て
家
に
帰
れ
ば
姉
が
来
り
居
り
た
り
　
拾
二
時
過

就
眠
九
月
三
日
　
水
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
拾
時
過
外
出
し
玉
子
及
び
菓
子
を
買
ひ
来
れ
り
、
午
後
二
時
前
武
藤

氏
来
れ
り
、
四
時
前
家
を
出
で
数
寄
屋
町
よ
り
車
に
て
丸
山
福
山
町
な
る

河
田
氏
を
訪
ふ
　
折
能
く
在
宅
に
て
種
々
談
話
し
居
り
た
る
に
氏
は
胸
に

掛
け
居
り
た
る
時
計
を
示
し
て
言
は
る
る
様
「
此
の
時
計
は
お
孝
が
来
る

に
付
掛
て
草
郷
氏
よ
り
贈
ら
れ
た
る
者
な
り
　
然
る
に
此
度
御
承
知
の
訳

に
成
り
た
る
故
宇
都
宮
氏
に
時
計
を
返
す
事
を
頼
み
た
る
に
同
氏
は
そ
わ

余
の
窮
す
る
所
に
非
ら
ず
と
言
わ
れ
た
れ
ば
其
後
豊
川
に
行
き
て
語
る
に

此
の
事
を
以
て
せ
し
に
同
人
も
纏
れ
を
肯
ぜ
ざ
り
し
に
依
り
目
下
大
き
に

困
却
中
な
り
　
乏
く
わ
お
身
帰
路
直
れ
を
持
行
き
給
わ
る
幽
き
や
」
と
余

わ
之
れ
を
聞
き
て
ハ
タ
と
当
惑
致
し
た
り
し
が
「
余
わ
兄
貴
君
の
み
の
使

の
資
格
に
て
持
ち
行
き
て
遠
郷
に
渡
す
わ
少
し
も
差
支
な
し
」
と
云
ひ
し

か
ば
、
氏
も
大
き
に
喜
び
て
二
階
よ
り
箱
を
持
来
り
今
迄
胸
に
掛
け
し
時

計
を
外
し
て
其
の
中
に
入
れ
て
余
の
前
に
さ
し
置
か
れ
ぬ
　
其
様
を
目
前

に
見
る
余
の
心
中
に
は
風
な
ぎ
に
波
立
起
り
只
「
気
の
毒
」
の
み
領
分
を

黙
に
せ
り
　
氏
又
云
ふ
様
此
の
時
計
を
草
郷
氏
が
余
に
贈
ら
る
る
時
「
此

れ
は
わ
れ
よ
り
お
ん
身
に
贈
る
」
と
云
わ
れ
た
れ
ぽ
此
度
此
を
返
却
致
し

な
ば
必
ず
草
郷
倉
は
立
腹
致
さ
る
る
な
る
塞
げ
れ
ど
、
余
を
以
て
之
れ
を

言
わ
し
め
ば
お
孝
が
来
る
に
よ
り
て
贈
ら
れ
た
る
物
な
れ
ぽ
之
れ
は
お
孝

に
返
却
す
る
な
り
と
て
其
他
種
々
の
話
あ
り
た
り
　
五
時
過
同
家
を
辞
し

福
山
町
よ
り
車
に
て
日
吉
町
に
帰
る
道
す
が
ら
も
河
田
氏
の
如
き
有
様
に

立
至
り
な
は
如
何
な
る
心
な
ら
ん
と
実
に
気
の
毒
と
思
ふ
心
の
み
い
や
益

け
り
、
又
翻
て
我
身
の
事
を
思
え
ば
婿
引
出
の
品
物
を
旧
き
に
届
け
に
行

く
ば
善
け
れ
ど
、
離
縁
に
成
り
し
人
の
持
参
品
を
返
す
使
と
は
近
頃
以
て

閉
使
な
れ
口
の
至
に
て
御
座
る
と
一
笑
を
催
し
た
り
　
家
に
は
親
爺
来
り

居
り
た
り
　
七
時
頃
家
を
出
で
新
橋
際
よ
り
鉄
道
馬
車
に
て
浅
草
橋
迄
行

き
そ
れ
よ
り
新
柳
亭
を
探
し
回
り
て
漸
く
見
当
り
て
中
に
入
り
た
り
　
此

日
入
り
わ
先
づ
可
成
　
然
し
大
変
狭
き
寄
席
な
り
先
づ
三
方
を
引
廻
し
て

二
階
あ
り
楽
屋
の
芸
人
魚
礁
の
如
き
も
二
階
な
り
、
最
初
弥
昇
の
「
釜
淵

ニ
ツ
巴
、
釜
画
面
段
」
先
づ
中
出
来
　
次
は
農
政
の
「
恋
女
房
染
分
手
綱
『

重
の
井
子
別
之
段
」
滑
れ
は
さ
す
が
に
能
く
出
来
た
り
、
愛
は
す
け
故
少

し
満
足
は
致
し
難
け
れ
ど
我
は
只
其
の
老
練
な
る
に
服
す
　
次
は
呂
華

の
「
天
網
島
時
雨
炬
燵
、
皇
典
内
之
段
」
隠
れ
は
相
変
ら
ず
奇
麗
事
な
り

始
め
の
所
数
行
は
正
に
感
服
致
申
候
　
掘
大
切
り
わ
稲
桝
鐘
桝
の
「
蝶
花

形
名
歌
島
台
小
坂
部
空
室
段
」
認
れ
は
非
常
と
云
ふ
程
で
わ
な
け
れ
ど
ま

つ
能
き
出
来
の
一
な
ら
ん
と
存
ず
る
、
楽
屋
に
行
き
て
弥
舜
に
逢
ひ
袴
が

出
来
て
居
る
に
依
り
取
り
に
来
る
亡
き
面
し
を
云
ひ
た
り
　
拾
時
過
寄
席

を
出
で
拾
一
時
過
家
に
帰
着
す
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九
月
四
日
　
木
曜
日
　
朝
来
曇

三
日
朝
八
時
過
区
役
所
に
行
く
、
暫
時
待
ち
居
り
し
に
四
拾
過
五
拾
近
の

年
格
好
の
男
来
り
て
財
産
差
押
へ
を
出
願
致
し
た
る
に
裁
判
所
よ
σ
は
其

の
品
書
を
出
せ
と
云
わ
れ
た
れ
ば
区
役
所
に
て
写
し
て
行
か
ん
と
思
へ
ど

も
皆
無
無
筆
に
て
困
却
此
上
な
し
　
願
は
く
ば
貴
君
の
手
を
借
る
を
得
ば

幸
甚
な
り
と
云
ふ
に
余
は
快
く
承
諾
し
直
ち
に
品
書
を
写
し
や
り
た
り
、
・

間
も
な
く
免
役
証
書
を
受
取
り
、
弓
町
の
印
東
氏
を
訪
ひ
薬
を
貰
ひ
て
帰

る
　
拾
二
時
頃
弥
昇
来
れ
り
　
午
後
壱
時
半
頃
家
を
出
で
車
に
て
龍
岡
町

に
行
く
、
谷
内
氏
葬
送
二
時
過
出
棺
染
井
墓
地
に
葬
送
の
取
計
ら
ひ
あ
り

　
五
時
過
龍
岡
町
に
来
り
そ
れ
よ
り
徒
歩
本
郷
に
行
く
に
親
爺
は
居
ら
ず

　
本
屋
に
て
日
本
人
を
買
ひ
、
水
菓
子
屋
に
て
栗
を
求
め
湯
島
よ
り
車
に

て
帰
宅
す
　
七
時
過
姉
は
赤
坂
の
野
崎
の
伯
母
を
訪
ふ
と
て
出
で
行
き
ぬ
、

下
元
氏
次
い
で
姪
を
伴
ふ
て
来
れ
り
、
夜
に
入
り
改
進
新
聞
附
録
文
車
第

一
号
「
反
魂
香
」
を
読
む
、
拾
時
過
下
元
氏
去
る

九
月
五
目
　
金
曜
日
　
朝
来
過
半
晴
天
午
後
三
時
頃
よ
り
快
晴

三
日
午
前
は
別
に
記
す
凹
き
事
な
し
、
午
後
二
時
前
武
藤
氏
来
る
　
四
時

頃
玉
蜀
黍
団
子
を
食
す
　
夜
に
入
り
七
時
過
中
村
啓
と
云
ふ
人
来
り
て
種

種
雑
談
を
な
す
　
拾
時
前
氏
去
る
、
そ
れ
よ
り
姉
は
三
直
線
を
ひ
き
な
ど

し
拾
一
時
頃
就
眠

九
月
六
日
　
土
曜
日
　
朝
来
晴
、
雲
少
し
出
で
風
あ
り
涼
し

三
日
朝
九
時
頃
立
憲
自
由
党
事
務
所
に
行
き
竹
内
氏
の
宿
所
を
訪
ふ
に
山

城
町
三
番
地
な
り
教
ら
れ
し
か
ば
同
所
へ
行
き
て
尋
ね
た
れ
ど
絵
り
善
く

分
ら
ず
　
稽
く
尋
当
り
て
在
宿
の
時
間
等
を
問
合
せ
た
る
に
、
一
向
そ
れ

等
に
は
定
り
わ
な
き
由
を
言
わ
れ
た
れ
ば
立
帰
り
ぬ
、
午
後
「
和
泉
式
部

日
記
」
を
読
み
終
る
、
松
永
よ
り
の
手
紙
を
受
取
る
、
午
後
六
時
頃
家
よ

り
五
拾
銭
遣
ひ
銭
を
貰
ひ
受
け
数
寄
屋
町
よ
り
乗
車
し
美
膏
薬
町
迄
行
き

西
川
氏
を
訪
ふ
に
不
在
な
り
し
か
ば
そ
れ
よ
り
柳
原
に
出
で
七
時
過
新
柳

亭
に
行
着
く
　
此
日
は
土
曜
日
な
れ
ど
も
前
日
程
客
は
な
か
り
し
　
先
づ

最
初
弥
津
子
の
「
生
写
朝
顔
日
記
、
麻
耶
山
中
之
段
」
は
今
少
し
と
存
ず

る
　
次
は
重
安
が
「
本
朝
二
拾
四
孝
、
十
種
香
之
段
」
大
分
落
付
き
わ
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

り
た
れ
ど
今
少
し
角
が
取
れ
れ
ば
よ
し
、
次
は
小
政
の
「
摂
州
合
法
辻
、

　
　
マ
　

合
法
内
之
段
」
な
り
し
が
、
漁
れ
は
相
変
ら
ず
感
服
物
な
り
　
さ
て
も
能

く
こ
な
れ
た
る
物
か
な
、
次
は
呂
華
の
「
夕
露
守
護
城
、
正
清
本
城
之
段
」

　
　
　
マ
ご

は
相
成
ら
ず
奇
麗
な
り
、
我
等
は
只
其
声
の
美
な
る
に
服
す
　
扱
切
り
は

稲
桝
鐘
桝
の
「
艶
容
女
舞
衣
、
酒
屋
之
段
」
之
れ
は
中
々
善
し
、
例
の
「
今
　
　
0
0
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頃
は
半
七
さ
ん
」
以
下
の
佐
和
理
も
申
分
な
し
、
但
し
声
を
痛
め
居
る
由

に
て
少
し
声
が
立
ぬ
様
な
気
味
あ
り
し
わ
残
念
、
其
上
「
三
遍
の
片
羽
」

云
々
の
所
を
ぬ
か
さ
れ
し
わ
如
何
に
も
不
服
　
此
れ
に
て
帰
れ
り
　
家
に

は
義
兄
来
り
居
り
て
種
々
の
話
し
の
最
中
な
り
き
　
拾
二
時
過
就
眠

・
此
日
午
前
拾
一
時
過
に
幸
さ
ん
横
浜
え
帰
ら
れ
た
り

九
月
七
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
雲
少
く
出
づ
・

三
日
午
前
拾
時
頃
外
出
し
菓
子
及
び
「
ほ
い
す
き
い
」
を
買
ひ
来
れ
り
、

兄
よ
り
時
計
を
借
し
呉
れ
た
り
午
後
壱
時
過
義
兄
よ
り
余
の
学
資
と
し
て

二
拾
円
出
し
く
れ
た
り
、
実
に
能
く
世
話
に
な
り
且
其
心
配
の
程
を
思
ひ

廻
は
せ
ば
、
我
々
わ
、
充
分
に
我
々
が
心
に
感
ず
る
感
謝
を
言
ひ
顕
は
す

可
き
言
葉
な
き
に
苦
む
な
り
、
義
兄
帰
り
て
余
も
又
家
を
出
で
車
に
て
美



三
代
町
な
る
西
川
氏
を
訪
ふ
　
同
氏
在
宿
に
て
種
々
談
話
し
、
訴
訟
実
費

を
渡
す
、
六
時
過
同
家
を
出
で
氏
と
共
に
小
川
町
通
の
牛
店
に
て
「
し
ゃ

も
」
に
て
麦
酒
及
び
飯
を
食
し
七
時
過
筋
違
に
て
氏
と
捌
れ
日
本
橋
迄
乗

車
し
そ
れ
よ
り
徒
歩
し
日
吉
町
に
帰
る
、
道
に
て
「
開
明
女
用
文
」
と
云

ふ
本
を
八
銭
に
て
買
ふ
　
此
夜
わ
少
々
酒
を
過
し
て
頭
痛
激
し
く
道
々
も

　
　
マ
マ
　

足
本
わ
る
く
、
気
分
あ
し
く
大
き
に
弱
り
た
り
、
家
に
は
中
村
氏
来
り
居

れ
り
同
琉
も
拾
時
過
帰
り
去
り
て
拾
一
時
過
就
眠

九
月
八
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴
雲
出
づ
涼
し

此
日
午
前
八
時
頃
時
計
屋
に
時
計
の
直
し
を
頼
み
、
印
東
氏
に
行
き
薬
を

貰
ひ
セ
帰
る
、
午
後
二
時
過
栗
を
ゆ
で
て
還
れ
を
食
す
、
雪
袴
来
れ
り
、

前
夜
買
ひ
来
り
た
る
「
女
用
文
」
を
同
人
に
贈
る
　
六
時
前
帰
る
、
午
後

七
時
前
姉
と
共
に
車
に
て
浅
草
橋
迄
行
き
て
下
車
し
、
姉
ぽ
か
り
、
今
戸

ま
で
行
く
　
余
は
直
ち
に
新
柳
亭
に
行
く
　
二
階
に
座
を
占
め
た
り
　
来

客
は
余
り
多
く
な
し
、
恐
ら
く
は
七
拾
近
辺
に
て
も
有
ら
ん
か
　
最
初
は

弥
津
子
の
「
伽
羅
先
代
萩
、
政
岡
忠
義
之
段
」
先
づ
可
成
（
此
人
に
し
て

は
）
、
然
し
今
少
し
こ
な
れ
て
居
ら
ぽ
と
存
じ
た
り
、
次
は
弥
昇
の
「
義

経
腰
越
状
、
泉
三
郎
館
岩
段
」
薫
れ
は
中
々
能
く
出
来
た
り
、
あ
ま
り
感

服
と
云
ふ
程
に
は
至
ら
ず
、
次
は
小
書
の
「
玉
藻
前
旭
訣
、
三
段
目
道
春

館
下
段
」
謬
れ
は
相
変
ら
ず
旨
い
物
な
り
と
云
ふ
の
外
な
し
、
只
音
声
を

痛
め
居
り
た
る
が
故
か
時
々
声
の
通
ら
ぬ
様
な
所
あ
り
し
は
白
玉
の
微
綴

と
で
も
云
ひ
置
く
べ
し
、
次
は
呂
華
の
「
日
吉
丸
稚
桜
、
五
郎
助
住
家
之

段
」
中
々
善
く
出
来
た
り
、
相
変
ら
ず
、
声
の
美
な
る
わ
感
嘆
の
至
り
で

御
座
る
「
此
れ
が
終
り
て
中
入
の
内
に
姉
来
れ
り
　
菓
子
及
び
鮨
を
土
産

庚
寅
日
記

に
貰
ひ
来
れ
り
故
に
余
も
之
れ
を
食
せ
り
　
扱
大
切
り
わ
酔
臥
鐘
桝
の

「
伊
賀
越
道
中
双
六
、
沼
津
平
作
住
家
之
段
」
な
り
、
重
れ
は
相
変
ら
ず

旨
し
、
然
し
声
が
未
だ
本
当
で
な
い
故
か
時
々
満
足
し
難
き
様
な
所
を

時
々
見
受
け
た
る
わ
粗
々
憾
々
、
稲
桝
の
語
り
居
る
中
に
弥
助
よ
り
と
て

菓
子
及
び
茶
を
遺
ら
れ
た
り
、
寄
席
を
出
る
と
直
ぐ
車
に
乗
り
新
橋
に
帰

る
、
拾
二
時
過
就
眠

九
月
九
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
且
雨

此
日
朝
九
時
過
水
汲
み
に
八
瓦
町
に
行
く
　
雨
に
逢
ひ
大
き
に
弱
り
た
り
、

拾
時
頃
武
藤
氏
来
れ
り
　
明
日
土
佐
に
行
く
筈
な
り
と
か
、
午
後
壱
時
前

池
田
武
兵
衛
来
れ
り
　
三
時
頃
親
爺
本
郷
よ
り
帰
る
、
日
本
之
文
華
拾
七

号
を
受
取
り
屠
れ
を
少
々
読
む
ふ
夜
に
入
り
銀
座
通
に
て
菓
子
を
買
ひ
、

勧
工
場
に
行
き
駒
下
駄
を
買
ひ
来
れ
り

九
月
拾
日
　
水
曜
日
　
朝
来
快
晴

遍
羅
午
前
は
事
な
く
終
り
、
午
後
二
時
過
義
兄
来
り
直
ち
に
姉
と
同
道
し

て
本
郷
に
行
け
と
の
命
令
に
接
し
、
金
百
六
拾
円
を
預
り
て
、
車
に
て
日

吉
町
を
発
し
道
に
て
姉
に
別
れ
大
時
計
の
福
田
屋
に
無
尽
の
金
を
投
込
み

て
直
ぐ
に
本
郷
に
行
き
、
小
林
商
会
と
云
ふ
質
屋
に
行
き
、
暫
時
の
後
春

木
町
の
質
店
竹
原
庫
三
郎
と
云
ふ
に
至
り
て
質
物
を
出
す
可
き
由
を
言
ひ

て
又
た
小
林
に
来
り
、
又
々
待
ち
て
熱
く
勘
定
書
等
も
出
来
し
か
ぽ
、
余

は
金
を
払
ひ
そ
れ
よ
り
姉
に
別
れ
真
砂
町
に
行
き
本
代
を
払
ひ
都
の
花
四

拾
六
号
、
江
戸
紫
六
号
、
近
松
作
吉
野
都
女
楠
の
三
冊
を
持
ち
て
本
郷
の

家
に
行
く
に
折
能
く
親
爺
も
居
合
せ
て
、
暫
時
待
ち
居
り
た
る
に
姉
は
春

木
町
よ
り
帰
れ
り
、
そ
れ
よ
り
余
は
荷
物
の
中
え
自
分
の
本
を
入
れ
て
日

101



庚
寅
日
記

吉
町
に
帰
る
、
扱
も
此
頃
は
種
々
の
事
に
出
逢
ふ
者
か
な
　
先
日
は
河
田

よ
り
時
計
の
使
を
頼
ま
れ
、
今
日
は
又
質
物
出
す
と
て
、
未
だ
一
度
も
試

み
た
る
事
も
な
き
質
屋
の
潜
戸
く
ぐ
り
た
る
ぞ
可
笑
し
、
然
し
先
づ
質
入

れ
の
使
ひ
で
な
く
出
す
方
の
使
な
れ
ば
、
幾
分
か
宜
し
き
方
な
ら
ん
と
存

ず
る
、
他
日
の
材
料
に
も
な
る
か
と
眼
を
放
っ
て
四
辺
を
見
廻
は
す
所
に

向
の
棚
本
が
回
し
く
積
み
重
ね
あ
り
　
中
に
は
包
の
侭
の
も
あ
り
、
さ
っ

て
も
書
生
の
質
置
き
す
る
物
は
可
笑
し
き
者
と
思
ひ
た
り
、
日
吉
町
に
帰

着
し
晩
食
後
間
も
な
く
中
村
氏
来
る
　
今
井
、
川
上
、
二
氏
次
ひ
で
来
れ

り
、
種
々
談
話
す
、
諸
氏
去
り
「
都
の
花
」
を
読
む
　
拾
二
時
頃
就
眠

串
此
の
内
よ
り
拾
銭
貰
ひ
春
木
町
迄
の
車
賃
四
銭
を
姉
よ
り
貰
ひ
た
れ
ば

拾
…
銭
丸
儲
の
勘
…
定
な
り

九
月
拾
閏
日
　
木
曜
日
　
朝
来
晴
天
雲
少
々
出
づ

此
日
朝
よ
り
都
の
花
を
読
み
、
直
き
に
読
み
終
り
、
そ
れ
よ
り
「
吉
野
都

女
楠
」
に
取
り
掛
り
回
れ
を
も
拾
時
頃
に
終
り
申
候
、
九
時
過
買
物
に
出

づ
　
帰
れ
ば
太
一
来
り
居
れ
り
、
拾
一
時
頃
時
計
屋
に
行
き
時
計
取
り
て

来
る
、
一
時
二
拾
五
分
の
汽
車
に
乗
り
…
横
浜
に
行
き
車
に
て
正
金
銀
行
に

走
せ
付
け
義
兄
に
会
ひ
書
類
及
び
手
紙
を
渡
す
、
義
兄
も
書
付
け
を
見
て

借
金
の
余
り
多
き
に
一
驚
を
喫
し
、
非
常
に
当
惑
し
て
居
ら
れ
し
は
傍
に

見
て
居
る
余
が
胸
に
刃
を
刺
さ
る
る
が
如
き
思
あ
り
し
、
義
兄
は
姉
に
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

夜
是
非
来
る
可
き
由
を
申
伝
よ
と
て
帰
り
に
望
み
て
旅
費
と
し
て
余
に
二

円
を
く
れ
た
り
、
そ
れ
よ
り
乗
車
し
柏
葉
に
行
き
杉
浦
え
の
手
紙
を
頼
み
、

帯
止
め
を
受
取
り
、
せ
ん
べ
い
を
貰
ひ
て
車
に
て
停
車
場
に
来
り
、
四
時

二
拾
五
分
発
の
汽
車
に
て
帰
京
す
、
日
吉
町
に
帰
り
姉
に
横
浜
へ
帰
る
可

き
由
を
伝
ふ
　
六
時
過
姉
太
一
と
共
に
横
浜
に
行
く
　
余
は
直
ち
に
外
に

出
で
銀
座
通
に
て
時
計
の
蓋
ひ
を
買
ひ
又
勧
工
場
に
て
銭
入
を
買
ふ
、
遅

日
姉
よ
り
一
円
貰
ひ
そ
れ
に
て
汽
車
賃
及
び
車
代
を
支
弁
し
五
拾
銭
残
り

た
れ
ば
そ
れ
に
て
前
記
の
買
物
を
な
し
、
二
銭
残
着
た
り
さ
れ
ば
、
結
局
、

二
円
〇
二
銭
、
儲
け
た
る
訳
合
な
り

＊
汽
車
中
に
て
江
戸
紫
六
号
を
読
終
る

九
月
拾
二
日
　
金
曜
日
　
朝
の
内
曇
、
午
前
九
時
頃
よ
り
曇
り
時
々
雨

二
日
朝
六
時
前
寝
起
、
七
時
二
拾
分
前
家
を
出
で
三
田
に
行
き
比
佐
氏
の

宿
を
訪
ひ
た
る
に
氏
は
未
だ
出
京
せ
ず
と
の
事
な
り
し
か
ば
、
そ
れ
よ
り

学
院
に
行
き
岡
本
氏
に
逢
ひ
種
々
談
話
し
九
時
過
同
所
を
出
で
帰
途
に
就

く
　
聖
坂
手
前
よ
り
雨
降
り
出
で
た
り
、
土
橋
手
前
に
て
栗
及
び
梨
を
買

ふ
、
壱
時
頃
、
倉
部
氏
来
れ
り
、
種
々
談
話
す
、
氏
に
朝
顔
日
記
、
彦
山
　
　
0
2
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権
現
、
藍
屋
、
及
び
先
代
萩
の
四
書
を
貸
す
、
夜
に
入
り
銀
座
街
を
散
歩

し
、
筆
、
紙
、
朱
、
等
を
買
求
む

九
月
拾
三
日
　
土
曜
日
　
朝
来
曇
且
雨

三
日
午
前
九
時
頃
親
父
へ
の
手
紙
を
書
く
、
葛
目
の
伯
母
本
郷
に
行
く
、

拾
一
時
頃
姉
来
る
、
車
屋
へ
払
ひ
を
な
し
、
菓
子
屋
に
て
菓
子
を
買
ふ
、

帰
途
民
友
社
の
張
り
出
に
は
今
朝
小
久
保
喜
七
言
外
一
名
が
壮
士
の
為
に

刺
さ
れ
し
由
記
し
あ
り
た
り
、
家
に
帰
り
て
後
、
八
官
町
迄
水
汲
み
に
行

く
、
午
後
四
時
頃
福
島
氏
来
り
種
々
談
話
す
、
五
時
頃
子
安
、
高
崎
、
高

畠
の
三
氏
来
れ
り
　
舞
え
も
入
ら
ず
帰
る
、
六
時
半
頃
福
島
氏
と
同
道
し

て
銀
座
通
を
歩
き
京
橋
に
て
氏
に
別
れ
家
に
帰
る
、
そ
れ
よ
り
又
出
直
し

て
鶴
仙
に
行
く
、
客
は
先
づ
大
入
り
の
分
な
ら
ん
　
書
生
を
も
可
成
り
多



く
見
掛
け
た
り
、
先
づ
最
初
津
賀
代
の
「
姫
小
松
子
の
日
遊
、
俊
寛
島
物

語
の
段
」
は
可
成
り
　
次
は
鶴
司
の
「
絵
本
大
功
記
、
妙
心
寺
之
段
」
あ

ん
ま
り
善
く
も
出
来
ず
　
そ
れ
に
声
を
痛
め
て
居
る
か
ご
つ
く
つ
か
え

る
様
な
気
味
あ
り
、
且
時
々
う
じ
や
く
と
遣
ら
れ
て
少
し
も
分
ら
ぬ
所

あ
り
し
わ
残
念
な
り
し
、
次
は
小
住
の
「
明
烏
夢
泡
雪
、
山
名
屋
之
段
」
青

れ
は
申
す
迄
も
な
く
上
出
来
な
り
、
と
り
わ
け
彦
六
の
鼻
歌
は
実
に
感
服
、

義
太
夫
を
や
め
て
新
内
専
門
に
し
た
ら
善
か
ろ
う
と
は
ち
と
悪
口
か
と
存

ず
る
、
次
は
駒
之
助
の
「
蝶
花
形
名
歌
島
台
、
小
坂
部
館
之
段
」
之
れ
は

中
々
能
く
出
来
た
り
、
気
の
せ
い
か
何
ん
と
な
く
稲
桝
の
語
口
に
類
す
る

所
あ
る
様
な
り
、
然
し
「
一
百
三
十
六
地
獄
」
云
々
の
所
は
今
少
し
と
存

ず
る
、
そ
れ
に
無
暗
に
ぬ
か
さ
れ
し
わ
残
念
の
至
り
な
り
、
引
幕
一
張
何

れ
よ
り
か
贈
ら
れ
た
り
　
大
切
は
綾
之
助
、
鶴
加
津
の
「
本
朝
二
拾
四
孝
、

拾
種
香
之
段
」
之
れ
は
懸
る
る
ば
か
り
の
上
出
来
、
と
り
分
け
「
身
は
姫

御
前
」
以
下
の
佐
和
理
は
感
服
の
し
よ
う
も
な
し
、
其
他
感
ず
頂
き
所
称

す
可
き
所
は
と
て
も
数
へ
切
れ
ぬ
程
な
れ
ば
只
感
嘆
し
て
筆
を
価
す
、
拾

一
時
前
就
眠

九
月
拾
四
日
　
日
曜
日
　
朝
来
曇
、
午
後
二
時
頃
よ
り
晴
る
夜
に
入
り
時

　
　
々
雨

下
本
郷
の
親
父
よ
り
の
手
紙
を
請
取
る
　
午
前
拾
壱
時
頃
横
浜
よ
り
電
報

に
て
豊
川
の
居
所
を
問
合
せ
来
れ
り
、
故
に
直
ち
に
染
井
に
居
る
由
を
返

信
す
、
帰
途
栗
を
買
ひ
諏
訪
え
の
手
紙
を
出
す
、
帰
宅
後
下
を
食
せ
り
、
午

後
壱
時
前
近
辺
に
虎
列
刺
患
者
あ
り
と
て
随
分
騒
ぎ
た
り
、
卓
の
掃
除
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
む

な
し
二
階
え
上
げ
ん
と
な
し
た
る
に
ど
う
し
て
も
上
ら
ず
　
故
に
已
を
得

ず
之
を
離
れ
に
持
ち
行
き
同
所
に
二
階
よ
り
本
箱
等
を
持
ち
行
き
て
本
の

排
列
等
を
な
す
　
二
時
過
家
を
出
づ
　
此
時
車
代
を
拾
二
銭
貰
ふ
　
新
橋

よ
り
鉄
道
馬
車
に
乗
り
往
復
の
切
符
を
買
ひ
、
阿
世
橋
に
て
下
車
し
其
れ

よ
り
徒
歩
し
て
本
郷
の
家
に
行
く
　
親
父
に
頼
み
て
洗
濯
屋
及
び
質
屋
に

行
き
て
貰
ふ
、
松
永
氏
を
訪
ふ
に
不
在
な
り
し
か
ぽ
都
の
花
四
拾
六
号
を

置
き
て
、
倉
部
氏
方
に
行
き
た
る
に
折
善
く
氏
在
宅
に
て
種
々
談
話
の
後

六
時
過
同
家
を
辞
す
、
再
び
本
郷
の
家
に
立
寄
り
書
物
を
少
々
取
払
め
曇

れ
を
持
ち
て
帰
途
に
就
く
、
途
中
本
屋
に
本
月
分
の
雑
誌
代
八
拾
一
銭
及

び
近
松
著
作
集
の
代
価
金
五
銭
を
払
ひ
、
三
町
目
よ
り
車
に
て
、
萬
世
橋

迄
来
り
、
又
鉄
道
馬
車
の
御
厄
介
に
て
七
時
過
日
吉
町
に
着
す
　
九
時
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

義
兄
来
る
　
大
分
前
脚
の
様
子
に
て
や
た
ら
と
立
腹
致
さ
れ
し
わ
可
笑
か

り
し
、
髪
結
が
質
に
入
れ
て
あ
り
し
蒲
団
を
取
に
行
く
や
ら
、
姉
が
神
田
　
0
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

に
行
く
や
ら
に
て
随
分
混
雑
せ
り
、
拾
一
蒔
過
就
眠
致
申
候

九
月
拾
五
日
　
月
曜
日
　
朝
来
曇
天
且
雨
午
前
よ
り
晴
れ
た
れ
ど
三
時
頃

　
　
よ
り
又
雨

三
日
朝
六
時
寝
起
直
ち
に
朝
食
し
、
家
を
出
で
三
田
に
行
き
高
崎
氏
を
訪

ふ
に
子
安
氏
も
居
れ
り
　
諸
氏
と
共
に
学
院
に
向
ふ
　
道
に
て
島
崎
氏
に

逢
ふ
、
相
変
ら
ず
礼
拝
堂
に
押
し
回
れ
、
久
し
振
り
に
て
異
人
の
気
遣
り

　
　
　
　
む
　
　
む

を
仕
り
、
ば
ら
氏
の
御
祈
疇
に
笑
を
忍
び
稽
く
、
「
で
い
i
」
室
に
逃
げ

込
み
、
教
師
よ
り
明
日
の
下
読
み
の
箇
所
を
聞
き
、
書
籍
室
よ
り
本
を
借

も
し
、
又
買
も
し
高
崎
、
戸
川
の
二
氏
と
共
に
三
田
迄
来
り
高
氏
と
分
れ

戸
川
氏
と
共
に
飯
倉
に
行
き
、
本
屋
に
て
「
ぐ
り
い
ん
」
の
英
国
民
史
、

及
び
「
せ
き
す
ぴ
あ
一
」
著
作
集
を
種
々
押
し
問
答
の
末
二
円
五
拾
銭
に

三
三
日
記



庚
寅
日
記

て
買
ひ
求
め
た
り
　
拾
二
時
半
帰
宅
す
、
昼
食
後
時
間
表
を
清
書
し
、
、
見

れ
を
壁
に
張
り
、
水
を
汲
む
、
例
の
如
く
半
官
町
迄
も
行
け
り
、
姉
本
郷

よ
り
帰
る
、
水
に
て
身
体
を
拭
ひ
、
下
読
み
に
着
手
す
　
三
時
頃
下
元
氏

来
れ
り
　
間
も
な
く
暴
雨
降
り
出
で
ぬ
　
栗
が
ゆ
だ
っ
て
台
所
に
あ
る
の

を
ち
び
一
髪
の
引
く
様
に
食
し
た
り
、
夜
に
入
り
八
時
頃
姉
は
横
浜
に

行
き
下
元
氏
も
同
時
に
帰
り
去
る
　
拾
時
頃
近
松
著
作
集
中
の
「
兼
好
法

師
物
見
車
」
を
少
々
読
む

九
月
拾
六
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
八
時
頃
日
光
を
見
た
れ
ど
も
間
も
な
く

　
　
雨

六
時
寝
起
、
朝
食
後
直
ち
に
家
を
発
す
、
芝
公
園
弥
生
館
の
近
傍
に
て
戸

川
氏
に
出
会
す
、
共
に
学
院
に
行
く
、
礼
拝
堂
に
て
翻
れ
よ
り
袴
を
穿
ち

て
出
校
す
可
き
珍
し
を
申
聞
け
ら
れ
て
余
等
着
流
連
中
少
々
赤
面
に
及
び

申
し
た
り
、
書
籍
室
に
て
前
日
借
り
た
る
理
財
及
び
英
語
論
を
買
ふ
事
に

話
込
み
差
引
き
金
六
拾
五
銭
を
受
取
る
、
昼
食
後
高
輪
の
後
藤
邸
に
行
き
、

楠
目
車
志
馬
氏
に
逢
ひ
少
々
話
し
度
さ
事
件
有
之
に
付
き
日
吉
町
迄
足
労

を
煩
は
し
度
し
と
の
事
を
頼
み
氏
の
明
日
夕
刻
来
る
可
し
と
の
話
を
聞
き

同
邸
を
出
で
乗
合
馬
車
に
て
帰
宅
す
、
栗
を
食
し
、
新
聞
紙
を
見
た
り
し

て
暫
時
休
憩
し
、
三
時
過
よ
り
課
業
の
書
を
読
む
、
五
時
前
八
官
立
迄
水

汲
に
行
く
、
汲
人
込
合
ひ
て
暫
侍
待
ち
て
、
稽
く
一
杯
の
水
を
得
て
帰
る
、

七
時
頃
諏
訪
よ
り
の
手
紙
を
請
取
る
、
外
出
し
革
鞄
及
び
足
駄
を
買
ひ
来

れ
り
、
諏
訪
及
び
藤
田
え
の
端
書
を
認
む
、
九
時
過
近
松
集
の
「
兼
好
法

師
物
見
車
」
読
み
た
り

九
月
拾
七
日
　
水
曜
日
　
朝
来
曇
天
午
前
拾
時
頃
よ
り
南
風
夜
に
入
り
晴

二
日
朝
六
時
前
「
兼
好
法
師
物
見
車
」
を
読
み
終
れ
り
、
之
れ
は
次
に
在

　
　
　
　
　
マ
マ
　

る
「
碁
盤
大
平
記
」
と
続
き
て
赤
穂
義
士
の
事
を
作
り
し
と
な
り
　
彼
の

出
雲
も
遮
れ
に
依
り
て
「
忠
臣
蔵
」
を
作
り
し
な
り
　
六
時
半
朝
食
す
、

直
ち
に
家
を
発
し
学
院
に
行
く
、
課
業
も
事
な
く
済
み
拾
壱
時
学
院
を
出

で
戸
川
氏
と
共
に
日
吉
町
迄
来
る
、
二
時
過
よ
り
六
時
過
迄
に
明
肩
の
課

業
、
論
理
、
理
財
、
数
学
を
調
ぶ
　
八
時
頃
外
出
し
銀
座
通
を
散
歩
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

帰
宅
後
近
松
集
所
載
の
「
碁
盤
大
平
記
」
を
九
時
頃
迄
に
読
み
終
り
、
順

次
の
「
鎗
権
三
重
帷
子
」
を
過
半
読
み
ぬ

＊
岡
本
氏
よ
り
明
治
学
院
卒
業
式
の
記
事
二
部
を
世
貝
回
く

九
月
拾
八
日
　
木
曜
日
　
朝
来
晴
天
南
風
残
暑
強

午
前
六
時
寝
起
、
朝
食
後
家
を
出
で
学
院
に
行
く
、
九
時
前
幹
事
よ
り
学

院
一
覧
表
を
貰
ふ
、
数
学
教
師
病
気
に
て
落
語
休
業
、
休
み
ば
か
り
多
く
し
　
0
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

て
時
間
が
明
き
て
居
り
て
随
分
退
屈
せ
り
　
外
は
風
が
吹
け
ど
も
教
場
内

に
は
少
し
も
風
が
通
さ
ぬ
が
故
鯨
三
熱
か
り
し
　
拾
二
時
四
拾
分
頃
昼
食
、

戸
川
氏
と
共
に
帰
途
に
上
る
、
日
蔭
町
通
り
の
本
屋
を
二
三
廻
り
て
稽
や

く
「
す
ち
い
る
」
の
星
学
を
尋
ね
当
て
八
拾
銭
に
て
之
を
買
取
る
、
此
通

に
は
二
軒
ば
か
り
虎
列
刺
患
者
の
家
あ
り
た
り
　
家
に
帰
り
新
聞
な
ど
見

た
る
後
二
時
半
過
八
官
町
に
水
汲
み
に
行
き
た
り
　
四
時
頃
よ
り
翌
日
の

課
業
中
「
ぐ
り
い
ん
」
の
英
国
旧
史
を
四
頁
読
申
す
　
夜
に
入
り
て
七
時

頃
家
を
出
で
琴
平
亭
に
行
く
．
客
は
至
て
通
な
か
り
し
　
最
初
は
文
玉
の

「
源
氏
義
仲
出
生
之
段
」
な
り
し
が
只
御
苦
労
と
申
す
の
外
な
し
　
次
は

政
鶴
の
「
御
所
桜
堀
川
夜
討
、
弁
慶
上
使
之
段
」
之
れ
も
感
服
仕
ら
ず
、

そ
し
て
鯨
り
よ
が
る
方
に
て
時
々
気
取
り
過
る
は
宜
か
ら
ず
　
次
は
文
題



の
「
藍
屋
道
満
大
内
鑑
、
葛
の
葉
子
別
之
段
」
傾
れ
は
相
変
ら
ず
気
取
り

専
門
、
熾
り
託
り
過
ぎ
る
通
な
る
心
地
致
せ
り
　
願
は
く
は
今
少
し
真
面

目
に
語
り
て
貰
ひ
度
し
　
次
は
小
憩
の
「
恋
娘
昔
八
丈
、
鈴
ケ
森
之
段
」

之
れ
は
中
出
来
、
今
少
し
出
来
る
と
思
ひ
た
る
に
随
分
失
望
の
至
な
り
し
、

扱
大
切
は
小
聖
の
「
本
朝
二
拾
四
孝
、
狐
火
之
段
」
之
れ
は
中
々
能
く
出

来
た
り
、
殊
に
「
思
に
や
焦
れ
て
撚
る
」
云
々
の
所
は
夕
鶴
の
琴
、
小
染
、

の
逢
引
き
に
て
中
々
花
や
か
な
り
し
、
例
の
「
身
は
姫
御
前
」
以
下
も
申

分
な
し
、
遣
れ
に
て
帰
宅
す
　
道
に
て
栗
を
買
ひ
家
に
て
之
れ
を
食
す
、

拾
一
時
過
就
眠

九
月
拾
九
日
　
金
曜
日
　
朝
来
曇
八
時
頃
よ
り
降
雨
、
拾
時
過
よ
り
日
光

　
　
を
見
る
風
あ
り

此
日
三
田
よ
り
雨
に
逢
ひ
車
に
て
学
院
に
至
る
　
「
ら
ん
ぢ
す
」
氏
病
気

に
て
休
み
　
其
の
時
間
に
近
松
集
中
の
「
鎗
の
権
三
重
帷
子
」
を
少
々
読

む
、
此
日
は
歴
史
の
み
に
て
他
は
皆
休
み
な
り
し
か
ぽ
雑
誌
の
事
に
付
き

「
び
い
：
」
室
に
会
し
種
々
相
談
の
末
甲
乙
雑
誌
取
扱
人
を
撰
ぶ
事
に
な

り
投
票
の
末
、
小
倉
、
高
畠
、
及
び
余
の
三
人
当
薬
せ
り
、
拾
時
半
頃
学

院
を
出
で
戸
川
氏
と
共
に
帰
宅
す
、
昼
食
後
新
聞
を
読
み
、
栗
を
食
す
、
・

二
時
頃
「
鎗
の
権
三
」
を
読
み
終
る
、
之
れ
に
て
「
戯
曲
近
松
集
」
の
全

部
を
読
了
れ
り
、
三
時
前
よ
り
理
財
学
を
少
々
読
み
た
り
、
五
時
頃
小
島

来
れ
り
、
七
時
過
家
を
出
で
銀
座
通
を
散
歩
し
靴
下
止
め
を
求
め
て
帰
る
、

そ
れ
よ
り
「
蜻
蛉
日
記
」
を
二
拾
頁
読
む
、
拾
時
過
就
眠

九
月
二
拾
日
余
土
曜
日
　
朝
来
快
晴
拾
時
過
よ
り
曇
り
正
午
頃
よ
り
雨
二

　
　
時
過
暴
雨
晩
方
晴

此
日
朝
六
時
半
寝
起
、
八
時
半
無
爵
を
出
で
数
寄
（
屋
）
橋
際
よ
り
車
に
て

淡
路
町
の
江
木
に
至
り
写
真
を
取
る
、
そ
れ
よ
り
徒
歩
本
郷
に
行
き
本
屋

に
て
「
此
ぬ
し
」
を
買
ひ
日
本
之
文
華
拾
八
号
及
び
日
本
人
五
十
五
号
を

受
取
　
本
郷
の
家
に
行
着
き
た
る
頃
は
拾
時
頃
な
り
し
　
そ
れ
よ
り
松
永

を
訪
ふ
に
不
在
な
り
し
か
ば
去
っ
て
福
島
氏
を
訪
ひ
種
々
談
話
し
、
同
家

に
て
午
餐
を
饗
せ
ら
れ
壱
時
過
同
家
を
辞
し
豊
川
に
行
き
豊
川
わ
ま
だ
染

井
に
居
る
や
否
や
を
問
ひ
た
る
に
豊
川
は
来
る
二
十
二
日
な
ら
で
は
発
足

せ
ず
と
の
事
を
語
ら
れ
た
り
、
早
川
を
訪
ひ
少
時
談
話
し
、
「
帰
省
」
を

借
り
て
、
帰
途
、
倉
部
氏
を
訪
ふ
　
不
在
な
り
、
家
に
帰
着
し
、
穿
き
物

を
換
へ
松
永
氏
を
訪
ふ
に
之
れ
又
不
在
、
そ
れ
よ
り
本
郷
通
に
出
で
、
車

を
傭
ひ
、
染
井
に
行
き
豊
川
に
逢
ふ
、
お
安
及
び
智
恵
子
わ
既
に
大
磯
に

行
き
た
り
・
五
時
過
同
所
を
出
で
又
車
に
て
帰
宅
す
・
六
時
過
松
糞
を
鵬

訪
ふ
に
不
在
な
り
、
帰
途
松
永
及
び
浜
田
二
世
の
来
る
に
出
会
し
、
伴
ふ

て
松
永
氏
に
行
き
八
時
過
迄
談
話
し
そ
れ
よ
り
、
家
に
帰
り
本
を
纒
め
て

包
み
、
そ
れ
を
持
ち
て
浜
田
氏
と
共
に
寄
席
若
竹
亭
に
行
く
、
松
永
疵
は

少
時
後
れ
て
来
れ
り
、
客
は
充
分
の
入
り
な
り
き
、
先
づ
最
初
は
綾
羅
助
、

鶴
加
津
の
「
傾
城
阿
波
鳴
門
、
十
郎
兵
衛
住
家
之
段
」
中
途
よ
り
聞
き
た

れ
ど
相
変
ら
ず
旨
し
、
例
の
「
父
母
の
恵
」
云
々
の
御
詠
歌
も
申
分
な
し
、

声
は
善
し
、
調
子
を
旨
く
や
り
、
節
が
少
か
く
て
、
見
れ
ば
、
先
づ
完
全

な
る
物
と
云
ふ
塗
し
、
次
は
照
勝
の
「
義
経
腰
越
状
、
泉
三
郎
館
之
段
」

我
等
之
れ
を
少
し
も
感
服
せ
ず
、
只
徒
ら
に
客
の
嘲
笑
の
種
と
な
り
し
わ

気
の
毒
千
万
　
扱
切
り
わ
東
玉
の
「
新
版
歌
祭
文
、
野
崎
村
之
段
」
之
れ

は
先
づ
善
き
出
来
只
我
等
其
老
練
と
軽
妙
な
る
に
服
す
、
中
途
に
て
寄
席

庚
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を
出
で
二
氏
と
別
れ
湯
島
よ
り
車
に
て
帰
宅
す
、
新
聞
な
ど
読
み
、
拾
一

時
過
就
眠

九
月
二
拾
即
日
　
日
曜
日
　
朝
来
半
曇
午
後
に
至
り
快
晴

二
日
八
時
過
よ
り
九
時
過
迄
に
「
此
ぬ
し
」
を
読
み
終
れ
り
　
其
れ
よ
り

日
本
型
文
華
第
拾
八
号
を
半
分
許
読
む
、
午
後
壱
時
頃
よ
り
演
説
の
草
稿

に
着
手
す
、
早
川
氏
本
を
返
し
に
来
れ
り
　
三
時
頃
文
成
る
　
題
し
て

「
第
四
三
級
学
年
の
開
始
に
於
け
る
余
の
感
情
」
と
云
ふ
　
八
型
町
迄
水

汲
み
に
行
く
、
途
に
虎
列
刺
患
者
の
家
二
軒
位
あ
り
た
る
が
外
を
大
廻
り

を
し
て
帰
る
、
晩
食
後
直
ち
に
明
日
の
課
業
中
の
心
理
、
英
国
民
史
、
を

読
み
又
「
ま
あ
ち
ゃ
ん
と
、
お
ふ
、
べ
に
す
」
の
序
幕
だ
け
読
み
申
す

中
々
六
か
し
く
し
て
絵
程
閉
口
せ
り
拾
時
前
就
眠

九
月
二
拾
二
日
　
月
曜
日
　
朝
来
雲
且
時
々
降
雨

此
日
朝
六
時
寝
起
　
朝
食
前
牛
乳
を
喫
し
直
ち
に
家
を
出
で
学
院
に
行
く

課
業
例
の
如
く
す
ま
せ
、
帰
途
に
就
く
、
途
中
比
佐
氏
の
帰
り
た
る
由
を

聞
き
て
戸
川
氏
と
共
に
三
田
の
同
氏
の
宿
を
問
ふ
に
不
在
な
り
し
か
ぽ
、

共
に
帰
宅
す
、
家
に
は
姉
来
り
居
り
た
り
昼
食
後
菓
子
及
び
口
取
を
食
す

　
壱
時
前
栗
を
買
ふ
、
二
時
過
よ
り
英
国
民
史
、
心
理
学
、
英
語
論
、
等

を
読
む
、
栗
を
時
々
食
え
り
、
午
後
七
時
半
過
家
を
出
で
琴
平
亭
に
行
く
、

三
日
は
一
杯
の
入
り
な
り
き
扱
最
初
の
小
染
は
「
大
平
記
忠
臣
講
釈
、

由
良
之
助
出
立
之
段
」
を
語
り
し
が
之
れ
は
感
服
の
外
な
し
、
一
体
此
ん

な
物
は
御
得
意
の
様
に
見
受
け
申
す
、
次
は
小
額
の
「
三
拾
三
鯉
濃
棟
木

由
来
、
平
太
郎
住
家
之
段
」
曇
れ
は
中
々
善
く
出
来
た
り
、
其
上
に
木
遣

の
所
は
小
染
の
連
引
き
に
紅
鶴
胡
弓
を
す
り
て
声
張
り
上
げ
て
歌
わ
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

は
大
満
足
の
至
り
な
り
、
大
切
り
わ
総
掛
合
ひ
に
て
「
管
原
伝
授
手
習
鑑
、

車
曳
之
段
」
之
れ
を
引
抜
き
て
「
橋
弁
慶
」
を
語
る
、
其
役
割
は
黒
旗
丸
、

小
政
。
梅
王
丸
、
文
玉
。
老
馬
、
藍
染
。
時
平
公
、
玉
市
。
三
味
線
文
意
、

皆
々
申
分
も
な
き
出
来
、
二
番
目
は
牛
若
丸
、
小
政
。
弁
慶
、
小
壁
に
て

政
鶴
、
文
玉
、
玉
市
、
文
綱
の
四
人
二
人
宛
代
り
ぐ
に
三
味
線
を
引
く
、

留
れ
は
申
迄
も
な
く
善
く
出
来
た
り
、
寄
れ
に
て
家
に
帰
れ
ば
姉
は
横
浜

に
帰
り
た
る
跡
な
り
し
、
拾
一
時
過
就
眠

九
月
二
拾
三
口
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
天

二
日
午
前
九
時
前
家
を
出
で
三
田
の
比
佐
氏
を
訪
は
ん
と
急
ぎ
し
に
公
園

の
入
口
に
て
太
一
に
ハ
タ
と
行
逢
た
り
、
そ
れ
よ
り
比
佐
氏
の
宿
に
行
着

き
た
る
に
其
所
は
虎
列
刺
患
者
あ
り
て
巡
査
二
人
が
中
に
居
り
外
に
は
桶

な
ど
車
に
積
み
て
あ
り
た
れ
ば
、
躍
れ
は
と
ば
か
り
大
き
な
驚
き
城
前
を
　
0
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そ
こ
一
に
過
ぎ
、
三
田
の
通
り
に
出
で
二
町
ば
か
り
北
へ
歩
み
し
所
に

て
高
崎
属
に
出
会
し
　
同
氏
に
「
君
の
宿
は
大
変
な
り
、
今
巡
査
が
来
て

居
る
が
　
多
分
虎
列
聖
だ
ろ
う
」
と
云
へ
ぽ
氏
は
「
余
は
昨
夜
肝
付
氏
を

訪
ひ
同
家
に
一
泊
し
比
佐
相
田
、
子
安
等
は
昨
夜
帰
り
た
れ
ば
定
め
て
困

り
居
る
な
ら
ん
」
と
云
ふ
　
氏
も
今
更
帰
る
訳
に
も
行
か
ず
大
き
に
困
却

の
模
様
な
り
し
が
、
何
に
せ
よ
一
先
づ
前
迄
行
き
て
見
る
僻
し
と
て
余
に

別
れ
た
り
　
そ
れ
よ
り
帰
途
に
就
き
拾
時
頃
帰
着
、
家
に
は
太
一
来
り
居

り
た
り
　
午
後
壱
時
過
家
を
出
で
鉄
道
馬
車
に
乗
り
往
復
の
切
符
を
買
求

あ
、
眼
鏡
橋
迄
至
り
、
そ
れ
よ
り
徒
歩
本
郷
の
家
に
行
く
、
途
本
屋
に
立

寄
り
、
都
の
花
四
拾
七
号
及
び
江
戸
紫
七
号
を
買
ひ
、
家
に
て
江
戸
紫
を

少
々
読
む
　
直
ち
に
松
永
氏
を
訪
ふ
に
不
在
な
り
し
か
ば
「
此
ぬ
し
」
を



帰
途
倉
部
氏
を
訪
ひ
、
種
々
談
話
の
上
物
集
氏
編
集
の
「
初
学
日
本
文

典
」
及
び
手
本
二
冊
借
り
て
帰
れ
ば
松
永
氏
来
り
居
り
少
時
談
話
の
後
生

去
る
、
余
は
親
父
よ
り
葡
萄
を
貰
ひ
「
し
ゃ
つ
」
、
本
等
を
一
包
に
し
て

家
を
出
で
本
郷
通
の
唐
物
屋
に
て
香
水
及
び
ぺ
ん
二
本
を
買
ひ
、
萬
世
橋

よ
り
馬
車
に
て
日
吉
町
に
帰
る
、
太
一
は
既
に
横
浜
へ
帰
り
居
り
た
り
、

留
守
中
比
佐
、
子
安
、
相
田
、
高
崎
の
養
鰻
来
ら
れ
し
と
か
や
、
七
時
過

明
日
の
課
業
、
心
理
学
、
英
国
民
史
、
英
語
論
を
読
む
、
九
時
過
よ
り
都

の
花
第
四
拾
七
号
を
過
半
読
む
　
拾
一
時
頃
就
眠

九
月
二
十
四
日
　
水
曜
日
　
朝
来
半
晴
午
前
の
内
快
晴
す
夜
に
入
り
雨

二
日
朝
六
時
半
寝
起
、
大
急
ぎ
に
て
家
を
発
し
土
橋
際
よ
り
三
田
迄
乗
車

し
、
そ
れ
よ
り
徒
歩
学
院
に
行
く
、
比
佐
氏
に
逢
ふ
、
月
謝
を
三
円
払
ふ
、

明
日
よ
り
は
、
日
課
割
変
る
筈
な
り
、
拾
一
時
過
学
院
を
出
で
高
崎
、
福

間
、
二
陣
と
三
田
迄
同
行
す
、
拾
二
時
過
家
に
帰
着
す
、
昼
食
後
「
都
の

花
」
を
読
み
終
る
、
一
時
過
筑
豊
町
に
水
汲
み
に
行
き
た
り
　
二
時
過
よ

り
課
業
の
下
読
み
に
取
掛
り
、
英
国
民
史
、
論
理
学
、
及
び
星
学
を
七
時

過
迄
に
読
み
、
そ
れ
よ
り
、
休
業
請
願
書
を
九
時
過
迄
に
書
き
終
る
　
七

三
に
横
浜
及
び
氏
家
と
云
ふ
人
に
宛
て
手
紙
を
出
す
、
首
玉
の
事
な
り
、

そ
れ
よ
り
「
小
文
学
第
七
号
」
を
読
み
終
れ
り
　
拾
時
頃
就
眠

九
月
二
十
五
日
　
木
曜
日
　
朝
来
半
晴
午
前
拾
時
頃
よ
り
降
雨

此
日
例
の
如
く
学
院
に
行
き
、
前
夜
認
め
置
き
た
る
願
書
を
皆
々
に
示
す

に
二
年
生
は
不
賛
成
な
り
き
、
九
時
頃
よ
り
学
院
を
出
で
品
川
停
車
場
に

「
う
わ
い
こ
つ
ふ
」
氏
を
迎
ふ
、
そ
れ
よ
り
静
々
学
院
に
帰
り
た
る
に
時

間
後
れ
た
れ
ば
、
い
っ
そ
の
事
と
て
休
む
事
に
決
し
比
佐
、
高
崎
、
友
野
、

庚
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置
き
て
戸
川
斑
雪
と
三
田
迄
同
行
し
上
の
三
筆
に
別
れ
戸
川
玩
と
共
に
帰

宅
す
　
家
に
て
昼
食
後
新
聞
を
読
む
、
三
時
前
栗
を
食
ふ
　
歴
史
及
び
心

理
の
下
読
み
を
な
し
、
晩
食
後
演
説
文
の
暴
悪
に
取
掛
る
、
七
時
頃
横
浜

よ
り
の
手
紙
に
接
し
、
銀
座
の
松
島
と
云
ふ
玉
屋
へ
行
き
、
玉
の
事
に
付

き
談
話
し
、
帰
宅
後
直
ち
に
姉
行
の
書
状
を
認
め
申
す
、
拾
時
頃
氏
家
と

云
ふ
人
来
り
玉
の
事
に
付
き
談
話
す
　
拾
時
過
就
眠

九
月
二
十
六
日
　
金
曜
日
　
朝
来
晴
天
朝
は
少
々
寒
き
位
な
り
し

例
の
如
く
学
院
に
出
づ
　
頃
日
演
説
を
な
す
時
々
言
N
間
違
ひ
あ
り
て

中
々
不
出
来
な
り
き
、
漢
学
の
教
科
書
は
「
謝
撰
拾
遺
」
と
定
む
、
そ
れ

ち
り
赤
田
の
部
室
に
て
休
業
の
願
書
を
書
き
此
れ
を
杉
森
氏
に
出
し
、
直

よ
に
帰
途
に
就
く
、
家
へ
は
谷
内
氏
よ
り
饅
頭
を
送
り
来
り
て
あ
り
た
り

己
れ
を
少
々
食
し
申
し
た
り
、
新
聞
を
読
み
、
水
汲
み
に
参
り
た
り
　
四
　
〇
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時
前
よ
り
「
初
学
日
本
文
典
」
を
少
々
読
む
　
五
時
家
を
出
で
学
院
に
行

く
、
少
し
早
か
り
し
か
ば
、
赤
田
氏
の
部
屋
に
行
き
た
る
に
、
小
倉
、
比

佐
両
氏
来
合
せ
居
て
高
畠
氏
を
も
加
え
て
都
合
四
人
に
て
規
則
の
修
正
を

な
し
居
り
た
り
、
六
時
半
よ
り
講
堂
に
て
文
学
会
総
会
を
開
く
、
常
議
員

を
八
名
に
な
す
と
云
ふ
の
議
可
決
し
、
次
に
級
々
に
て
二
名
つ
つ
警
み
た

し
と
の
発
議
あ
り
た
り
、
之
れ
は
中
々
議
論
沸
騰
し
た
れ
ど
も
、
結
局
遡

れ
迄
通
り
会
に
て
撰
む
事
に
決
す
、
役
員
の
撰
挙
及
び
常
議
員
の
撰
挙
を

な
す
、
当
撰
者
は
、
会
長
比
佐
、
副
会
長
小
倉
、
書
記
赤
田
、
会
計
松
尾
、

の
諸
氏
及
び
高
畠
、
和
地
の
両
氏
は
我
級
の
常
議
員
に
当
撰
せ
り
、
今
夜

の
投
票
中
に
は
余
の
如
き
も
副
会
長
に
三
点
、
常
議
員
に
九
点
の
得
点
あ

り
し
わ
余
程
可
笑
　
九
時
過
閉
会
　
比
佐
、
奥
野
、
赤
田
三
氏
と
共
に
学
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院
を
出
で
四
の
橋
の
傍
迄
同
道
し
二
丁
と
別
れ
赤
田
氏
と
共
に
赤
羽
川
の

縁
を
た
ど
り
て
芝
公
園
に
出
で
佐
久
間
町
を
経
て
帰
宅
す
　
赤
田
氏
家
に

一
宿
す
　
種
々
談
話
を
な
し
拾
二
時
前
就
眠

九
月
二
十
七
目
　
土
曜
日
’
朝
来
晴
天
拾
二
時
頃
よ
り
雲
出
づ

三
日
九
時
前
赤
田
氏
と
共
に
家
を
出
で
徒
歩
本
郷
に
行
き
本
屋
に
立
寄
り

た
る
に
「
文
学
全
書
」
わ
未
だ
来
ら
ざ
る
由
な
り
し
か
ば
直
ち
に
家
に
帰

る
、
昼
食
後
松
永
氏
を
訪
ふ
に
久
米
居
合
せ
た
り
、
二
時
前
松
永
町
と
共
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に
同
家
を
出
で
駿
河
台
迄
同
道
し
、
そ
れ
よ
り
野
土
代
町
の
西
川
氏
を
訪

ふ
に
不
在
と
の
事
な
り
し
か
ば
、
又
淡
路
町
の
江
木
に
行
き
写
真
は
出
来

て
居
か
と
聞
き
合
せ
た
る
に
明
日
出
来
る
と
云
ふ
に
由
り
、
筋
違
よ
り
日

本
橋
迄
乗
車
し
、
そ
れ
よ
り
徒
歩
帰
寵
す
、
新
聞
な
ど
見
て
居
る
内
弥
昇
来

れ
り
　
今
度
は
麹
町
の
万
七
に
掛
る
由
な
り
、
五
時
過
同
人
去
る
、
六
時

過
比
佐
氏
来
る
、
七
時
前
出
掛
け
ん
と
し
た
る
に
子
安
氏
来
れ
り
、
氏
は

少
時
談
話
の
後
去
り
た
れ
ば
、
比
佐
氏
と
同
道
し
琴
平
に
行
く
　
十
夜
は

中
々
の
入
り
な
り
し
、
先
づ
最
初
は
玉
市
の
「
平
仮
名
盛
衰
記
、
逆
櫓
之

段
」
之
れ
は
余
り
感
服
も
致
さ
ず
　
次
は
文
綱
の
「
艶
容
女
舞
衣
、
酒
屋

之
段
」
時
々
旨
い
所
も
あ
り
し
が
鯨
り
調
子
が
変
な
り
　
今
少
し
注
意
あ

ら
ば
善
か
ら
ん
、
然
し
三
味
線
は
旨
し
次
は
小
染
の
「
三
拾
三
問
堂
棟
木

由
来
、
平
太
郎
住
家
之
段
」
回
れ
は
中
々
善
き
出
来
な
り
、
然
し
慾
に
わ

今
少
し
声
が
ま
わ
ら
ば
善
か
ら
ん
と
存
ず
　
次
は
小
政
が
「
日
蓮
上
人
御

法
海
、
勘
作
内
之
段
」
を
語
る
　
之
れ
は
申
す
迄
も
な
く
上
出
来
に
て
只

感
服
致
す
の
み
　
扱
大
切
り
わ
「
嬉
山
姥
廓
噺
し
」
総
一
座
、
黙
れ
は
中

中
面
白
か
り
し
　
先
づ
小
路
の
八
重
桐
、
上
出
来
、
小
里
の
大
姫
君
、
可

成
、
玉
市
の
源
七
、
可
成
、
政
鶴
の
「
更
科
歌
門
、
悟
れ
可
な
り
、
文
綱

の
三
味
線
大
出
来
、
終
り
わ
三
味
線
四
種
に
て
賑
や
か
に
語
り
終
り
た
り
、

比
佐
氏
に
別
れ
帰
宅
せ
し
わ
拾
一
時
前
な
り
き
、
拾
一
時
過
就
眠

九
月
二
十
八
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
天

朝
八
時
寝
起
　
ゆ
っ
く
り
飯
を
食
ひ
、
ぐ
ず
る
＼
し
て
居
る
内
拾
一
時
に

な
り
し
か
ば
八
官
賊
へ
水
汲
に
行
く
　
午
後
二
時
頃
栗
を
食
す
　
明
日
の

課
業
、
英
国
秘
史
、
理
財
学
、
心
理
学
を
読
む
、
六
時
過
外
出
し
、
紙
屋

に
て
雑
誌
の
紙
五
帖
買
ひ
た
り
　
此
日
は
陰
暦
に
て
八
月
十
五
日
に
当
り
、

昼
よ
り
の
晴
天
夜
に
入
り
て
わ
一
点
の
雲
な
く
、
画
け
き
月
ば
恰
も
鏡
の

如
く
中
天
に
輝
け
り
、
外
々
も
月
見
の
人
々
行
違
ふ
故
か
可
成
の
賑
な
り

き
、
拾
時
頃
物
干
に
出
て
て
、
月
を
眺
め
て
壱
首
捻
ら
ん
と
思
ひ
し
か
ど

余
り
月
の
清
さ
に
歌
も
発
句
も
な
ん
に
も
出
で
ず
只
閉
口
し
て
眠
り
に
就
　
0
8
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き
た
り

九
月
二
十
九
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴

二
日
例
の
如
く
学
院
を
出
づ
　
此
の
週
間
よ
り
「
理
財
学
」
の
到
着
迄
は

理
財
の
課
業
休
み
　
其
代
り
に
他
の
課
業
を
為
す
可
き
由
の
話
あ
り
た
り
、

午
後
二
時
過
学
院
を
出
で
帰
宅
す
、
明
日
の
課
業
、
英
国
民
史
、
論
理
学
、

星
学
を
調
べ
、
六
時
過
、
家
を
出
で
通
の
丸
善
に
行
き
「
三
旬
文
典
」
を

買
来
れ
り

九
月
三
十
日
，
火
曜
日
　
朝
来
二

三
の
如
く
学
院
に
行
く
、
楽
日
始
め
て
「
羅
旬
語
」
の
課
業
あ
り
　
拾
二

時
半
過
学
院
を
出
で
帰
宅
す
、
明
日
の
課
業
を
準
備
し
終
り
、
七
時
前
家

を
出
で
数
寄
屋
橋
よ
り
車
に
乗
り
、
美
土
代
町
に
行
き
西
川
氏
に
逢
ひ
種



種
談
話
し
、
拾
時
前
帰
宅
す

十
月
一
日
　
水
曜
日
　
朝
来
曇
九
時
過
雨
午
後
一
時
過
晴
、
夜
に
入
り
雨

此
日
学
院
に
出
づ
、
始
め
て
地
質
学
の
課
業
あ
り
、
和
文
も
同
上
、
拾
二

時
前
学
院
を
出
で
福
間
氏
と
同
道
し
、
同
氏
の
宿
に
て
昼
食
を
饗
せ
ら
れ

共
に
日
陰
町
通
を
歩
き
新
橋
際
よ
り
乗
車
し
て
丸
善
に
行
き
、
「
地
質
学
」

を
買
ひ
求
め
同
所
よ
り
氏
に
別
れ
帰
宅
す
、
家
に
は
、
姉
来
り
居
り
た
り
、

二
時
過
栗
を
食
し
た
り
、
三
時
頃
よ
り
六
時
過
慮
に
掛
け
明
日
の
課
業
、

英
国
正
史
、
羅
旬
、
論
理
、
星
学
、
を
読
む
、
七
時
前
姉
と
共
に
鶴
仙
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

行
く
、
此
日
は
可
成
り
の
入
り
、
最
初
豊
竹
岡
伊
の
「
管
原
伝
授
手
習
鑑
、

寺
子
屋
之
段
」
評
す
る
迄
も
な
し
、
次
は
竹
本
小
禽
の
「
三
十
三
拝
堂
棟

木
由
来
、
平
太
郎
住
家
之
段
」
な
り
、
之
れ
も
左
程
感
嘆
す
る
程
で
も
な

し
　
次
は
竹
本
稲
桝
鐘
桝
「
伽
羅
先
代
萩
、
政
岡
忠
義
之
段
」
直
れ
は
早

晩
第
一
等
の
出
来
毎
度
な
が
ら
感
服
の
至
り
に
こ
そ
、
次
は
野
沢
湯
花
の

「
箱
根
霊
験
壁
仇
討
、
三
人
上
口
の
段
」
先
づ
中
出
来
　
次
は
竹
本
臨
書

の
「
彦
山
権
現
誓
助
法
、
六
助
住
家
之
段
」
贈
れ
も
能
き
出
来
、
扱
大
切

は
竹
本
住
之
助
同
小
住
の
「
恋
暗
岩
八
丈
、
鈴
ケ
森
之
段
」
之
れ
は
中
々

旨
し
　
然
し
せ
つ
の
声
の
深
か
ら
ざ
る
は
残
念
な
り
、
未
だ
全
く
語
り
終

ら
ざ
る
武
家
に
帰
る

十
月
二
日
　
木
曜
日
　
朝
来
晴
午
後
は
快
晴

虚
日
学
院
に
て
は
比
佐
氏
と
悪
口
の
筆
談
を
な
す
　
拾
二
時
半
過
帰
途
に

就
く
、
午
後
二
時
過
よ
り
課
業
の
下
読
み
を
な
す
、
夜
に
入
り
「
蝶
花

形
」
の
八
ツ
目
の
大
略
を
英
文
に
て
綴
る
　
拾
壱
時
頃
就
眠

庚
寅
日
記

十
月
三
日
　
金
曜
日
　
朝
来
三
夜
に
入
り
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ご

此
日
学
院
に
出
づ
　
漢
文
の
課
始
め
て
あ
り
「
送
摩
道
之
序
、
昌
黎
」
「
送

僧
浩
初
序
柳
州
」
「
送
躁
病
言
為
比
使
引
」
麻
来
朝
」
の
三
つ
を
読
む

次
に
薄
記
の
課
業
あ
り
た
り
、
壱
時
四
拾
分
過
愛
学
部
々
会
を
B
室
に
開

き
、
部
長
及
び
書
記
の
撰
挙
を
な
し
余
は
部
長
に
当
指
せ
り
、
そ
れ
よ
り

直
ち
に
学
院
を
出
で
帰
宅
す
　
家
に
は
弥
舜
及
び
下
元
氏
来
り
居
ら
れ
た

り
　
栗
を
食
せ
り
、
写
真
を
弥
昇
に
送
る
、
三
時
よ
り
英
文
の
清
書
に
取

り
掛
り
四
時
過
之
れ
を
終
る
五
時
頃
母
岩
去
る
、
余
も
家
を
出
で
六
時
過

学
院
に
着
す
　
当
夜
は
可
成
の
出
席
数
に
て
、
英
文
及
び
演
説
も
中
々
面

白
か
り
し
、
余
も
英
文
朗
読
、
及
び
演
説
を
な
せ
り
　
九
時
過
学
院
を
出

で
比
佐
氏
と
三
田
迄
同
道
赤
田
氏
と
八
表
町
迄
来
り
、
余
は
帰
宅
す
、
栗

を
食
し
新
聞
を
見
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

十
月
四
日
　
土
曜
日
　
朝
来
曇
面
骨

午
前
は
何
も
な
さ
ず
、
空
し
く
経
過
し
、
午
後
も
栗
な
ど
食
し
雑
談
に
日

を
費
し
七
時
前
鶴
仙
に
行
く
　
雨
に
も
拘
わ
ら
ず
中
々
め
入
り
な
り
き
、

最
初
子
染
の
「
中
将
姫
古
跡
松
、
雪
責
之
段
」
掌
れ
は
中
出
来
　
次
は
稲

桝
鐘
桝
の
「
絵
本
大
功
記
、
十
段
目
尼
ケ
崎
之
段
」
毎
度
な
が
ら
感
服
の

至
、
取
り
分
け
「
主
を
殺
せ
し
」
以
下
妙
々
と
云
ふ
可
し
、
次
は
語
花
の

「
勢
州
鈴
鹿
合
戦
」
之
れ
は
中
々
善
く
出
来
た
り
　
次
は
勇
紫
の
「
夏
祭

浪
速
鑑
、
三
三
内
之
段
」
、
之
れ
も
上
出
来
な
り
、
大
切
り
わ
住
之
助
小

住
の
コ
ニ
拾
三
壁
宿
棟
木
由
来
や
平
太
郎
住
家
之
段
」
診
れ
は
非
常
に
能

く
出
来
た
り
　
木
遣
り
も
申
分
な
し
、
拾
時
前
帰
家
、
直
ち
に
就
眠

十
月
五
日
　
日
曜
日
’
朝
来
降
雨



庚
寅
日
記

八
時
過
寝
起
、
午
前
拾
一
時
頃
よ
り
明
日
の
課
業
、
心
理
、
星
学
、
を
読
み

八
大
家
鼠
の
中
麻
老
泉
の
「
宝
石
昌
言
雨
量
使
引
」
欧
陽
修
の
「
送
慰
書

秀
才
寧
親
萬
州
序
」
蘇
子
由
の
「
上
枢
密
韓
太
尉
書
」
を
も
読
み
暮
方
に

演
説
の
下
書
を
作
る
、
題
は
「
浄
瑠
璃
」
な
り
　
杉
浦
来
れ
り
　
七
時
前

姉
と
共
に
三
三
に
行
く
、
三
日
は
中
々
の
入
り
な
り
　
最
初
子
染
の
「
摂

　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

州
合
法
辻
、
合
法
内
之
段
」
之
れ
は
可
成
な
り
き
、
次
は
稲
桝
鐘
桝
の
「
奥

州
安
達
原
、
袖
萩
祭
文
之
段
」
之
れ
も
先
づ
能
き
出
来
な
ら
ん
　
祭
文
は

随
分
聞
き
堪
え
あ
り
し
　
然
し
「
二
人
が
問
」
と
云
ふ
所
を
「
二
世
」
と

間
違
え
た
る
わ
ど
う
し
た
事
か
　
次
は
勇
紫
の
「
新
版
歌
祭
文
、
野
崎
村

之
段
」
之
れ
は
憾
ん
だ
か
丸
る
で
新
内
の
様
に
て
あ
ま
り
の
事
に
呆
れ
申

し
た
り
　
次
は
野
沢
総
花
語
意
の
「
花
上
野
誉
仇
討
、
志
度
寺
之
段
」
詣

れ
も
中
出
来
と
云
ふ
可
け
れ
　
次
は
大
切
住
之
助
小
住
の
「
玉
藻
前
旭
訣
、

道
春
館
之
段
」
之
れ
は
中
々
善
く
出
来
た
り
　
只
毎
度
な
が
ら
感
嘆
の
至

な
り
、
之
れ
に
て
帰
宅
せ
り

十
月
六
日
　
月
曜
日
　
朝
来
降
雨
甚

此
日
七
時
頃
家
を
出
で
佐
久
間
町
よ
り
車
に
て
学
院
に
行
く
　
課
業
事
な

く
終
り
、
拾
二
時
前
学
院
を
出
で
芝
公
園
迄
来
り
同
所
よ
り
車
に
て
家
に

帰
る
、
旗
日
親
父
と
母
は
高
輪
に
出
行
き
居
り
た
り
、
二
時
過
帰
来
れ
り
、

三
時
頃
菓
子
を
食
せ
り
、
そ
れ
よ
り
明
日
の
課
業
英
国
民
政
、
論
理
、
羅

旬
、
星
学
、
を
読
む
、
七
時
前
姉
と
三
三
に
行
く
　
此
日
可
成
の
客
　
最

初
子
染
の
「
日
蓮
上
人
御
法
海
、
勘
作
内
之
段
」
先
づ
可
成
　
次
は
稲
桝

鐘
桝
の
コ
之
谷
徽
軍
記
、
熊
ケ
谷
陣
屋
之
段
」
、
之
れ
は
中
々
能
く
出
来

た
り
、
次
は
語
花
の
「
恋
娘
昔
八
丈
、
白
木
屋
之
段
」
之
れ
も
能
き
出
来
、

次
は
雲
華
の
「
生
写
朝
顔
日
記
、
摩
耶
岳
之
段
」
、
之
れ
も
可
成
な
れ
ど

時
々
新
内
に
成
る
に
は
閉
口
、
大
切
り
わ
住
之
助
小
住
の
「
艶
容
女
舞
衣
、

三
勝
追
善
酒
屋
之
段
」
量
れ
は
非
常
に
能
く
出
来
た
り
と
思
ふ
　
殊
に

「
今
頃
は
半
七
さ
ん
」
以
下
非
常
に
能
く
出
来
た
り
、
帰
宅
後
直
ち
に
就

眠十
月
七
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
且
雨
午
後
晴
夜
に
入
り
星
を
見
る

此
日
置
の
如
く
学
院
に
出
づ
、
課
業
事
な
く
す
み
、
戸
川
氏
と
共
に
帰
宅

す
、
二
時
頃
身
熱
来
る
、
明
日
の
課
業
の
下
読
み
に
着
手
す
　
五
時
過
同

人
去
る
、
七
時
前
姉
と
共
に
鶴
仙
に
行
く
　
比
佐
氏
跡
よ
り
来
れ
り
　
最

初
岡
伊
の
「
垂
木
累
物
語
、
与
右
衛
門
内
之
段
」
之
れ
は
御
苦
労
、
次
は

子
染
の
「
金
比
羅
利
生
記
、
百
度
平
住
家
之
段
」
腫
れ
は
先
づ
能
き
出
来
、

次
は
稲
桝
鐘
桝
の
「
三
拾
三
間
堂
棟
木
由
来
、
平
太
郎
住
家
之
段
」
由
れ
　
1
0
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は
重
き
出
来
に
は
相
違
な
き
も
鯨
り
感
服
は
致
さ
ず
　
其
上
、
木
遣
り
を

や
ら
ざ
り
し
わ
残
念
の
至
り
な
り
、
然
し
「
そ
れ
は
野
路
の
年
経
る
身
」

云
々
の
所
は
旨
か
り
し
次
は
勇
紫
の
「
八
陣
守
護
城
、
正
清
本
城
之

段
」
先
づ
可
、
次
は
語
花
器
久
の
「
源
平
布
引
滝
、
三
人
上
口
之
段
」
中

中
善
く
出
来
た
り
　
次
は
住
之
助
小
住
の
「
佐
倉
藩
恨
鮫
鞘
、
お
妻
八
郎

兵
衛
鰻
谷
之
段
」
之
れ
も
非
常
に
感
服
せ
り
、
毎
度
く
旨
い
物
な
り

拾
時
過
帰
宅
家
に
は
野
崎
の
伯
母
及
び
小
島
氏
来
り
居
ら
れ
た
り
比
佐
氏

一
泊
す

十
月
八
日
　
水
曜
日
　
朝
来
曇
夜
に
入
り
雨

此
日
田
は
学
院
に
出
づ
　
心
理
の
時
間
に
谷
内
よ
り
の
手
紙
に
接
す
　
中

に
は
来
る
十
日
に
は
岡
山
事
え
向
け
発
足
す
べ
き
手
順
な
る
が
故
に
今
娩



送
別
の
宴
を
開
く
故
来
る
可
き
由
を
記
し
あ
り
た
り
　
課
業
終
り
て
後
伊

皿
子
よ
り
馬
車
に
て
帰
宅
す
、
直
ち
に
課
業
の
下
読
に
着
手
す
　
四
時
頃

姉
は
横
浜
に
帰
る
、
少
時
の
後
谷
内
氏
来
る
　
氏
と
共
に
家
を
出
で
加
賀

町
よ
り
車
に
て
切
通
坂
下
迄
行
き
、
そ
れ
よ
り
同
道
し
て
同
氏
の
家
に
行

く
、
同
氏
の
友
数
人
来
合
せ
居
り
て
、
乱
数
巡
の
後
、
種
々
談
話
を
な
し
、

九
時
頃
同
家
を
辞
す
、
真
砂
町
の
矢
田
に
行
き
本
代
を
払
ひ
近
松
の
著
作

三
冊
と
「
鎌
倉
三
代
記
」
を
買
求
め
本
郷
の
家
に
行
き
親
爺
に
逢
ひ
、
種

種
の
品
物
を
受
取
り
近
松
の
著
三
冊
を
谷
内
に
届
け
る
事
を
依
頼
し
置
き

て
帰
途
真
砂
町
よ
り
車
に
て
帰
宅
す

十
月
九
日
　
木
曜
日
　
朝
来
詳
録
雨

此
嘉
例
の
如
く
学
院
に
出
席
す
、
課
業
別
段
の
事
な
く
、
戸
川
氏
と
共
に

帰
宅
す
、
三
時
頃
よ
り
明
日
の
課
業
の
下
読
を
な
す
　
拾
一
時
頃
迄
に
江

戸
紫
を
読
み
終
り
眠
に
就
く

十
月
拾
日
　
金
曜
日
　
朝
来
曇
時
々
日
光
を
見
る

此
日
学
院
に
行
く
例
の
如
し
、
英
語
演
説
の
演
習
を
な
す
、
不
出
来
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

拾
二
時
半
学
院
を
出
で
三
田
に
て
麺
包
を
買
ひ
道
々
之
れ
を
食
し
申
す
、

家
に
帰
れ
ば
姉
来
り
居
り
た
り
、
二
時
過
姉
は
神
田
に
無
尽
取
り
に
行
く
、

そ
れ
よ
り
暮
方
迄
に
「
鎌
倉
三
代
記
」
を
読
み
終
る
、
七
時
頃
家
を
出
で

鶴
仙
に
行
く
、
最
初
子
染
の
「
恋
娘
昔
八
丈
、
鈴
ケ
森
之
段
」
計
れ
は

中
々
能
き
出
来
な
り
　
次
は
稲
三
三
桝
の
「
和
田
合
戦
市
若
初
陣
之
段
」

相
変
ら
ず
旨
し
、
次
は
勇
紫
の
「
花
雲
客
倉
曙
宗
五
郎
子
別
之
段
」
先
つ

よ
し
、
次
は
語
花
語
久
の
「
三
日
大
平
記
、
嘉
平
次
住
家
之
段
」
先
づ
可

成
、
次
は
大
切
住
之
助
小
住
の
「
碁
大
平
記
白
石
噺
、
新
吉
原
揚
屋
之

庚
寅
日
記

段
」
中
々
能
き
出
来
な
り
き
、
之
れ
に
て
帰
宅
す

十
月
拾
同
日
　
土
曜
日
　
朝
来
晴
天
晩
方
よ
り
曇
夜
に
入
り
重

三
八
時
起
き
、
日
本
之
文
華
拾
九
号
を
読
む
、
ぐ
ず
ぐ
ず
に
て
日
を
過
し
、

六
時
過
家
を
出
で
加
賀
町
よ
り
車
に
て
麹
町
五
丁
目
萬
長
着
に
行
く
　
量

り
広
く
も
な
き
寄
席
な
り
、
此
夜
は
先
づ
大
入
り
の
部
な
り
し
　
最
初
祖

摩
吉
の
「
娘
景
清
、
花
菱
屋
之
段
」
先
づ
可
？
　
次
は
弥
鼻
の
「
玉
藻
前

旭
挟
、
道
春
館
之
段
」
崩
れ
は
不
出
来
な
ら
ん
、
「
焼
野
の
雄
子
、
夜
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

鶴
」
な
ど
は
際
立
ち
て
直
る
か
り
し
、
次
は
小
住
の
「
摂
州
合
法
辻
、
合

　
マ
マ
　

法
内
之
段
」
之
れ
も
感
服
せ
ず
　
次
は
「
桂
川
連
理
柵
、
帯
屋
之
段
」
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

玉
相
変
ら
ず
旨
し
、
さ
す
が
と
云
ふ
処
で
御
座
る
　
次
は
呂
華
の
「
管
原

伝
授
手
習
鑑
、
寺
子
屋
之
段
」
薫
れ
は
可
成
の
出
来
な
り
し
、
次
は
稲
桝

三
宿
の
「
恋
娘
昔
八
丈
、
鈴
ケ
森
之
段
」
之
れ
は
中
々
能
く
出
来
た
り
し
、
　
m

毎
度
な
が
ら
感
嘆
の
至
り
に
候
、
之
れ
に
て
同
所
を
出
で
車
に
て
帰
宅
す

十
月
拾
二
日
　
日
曜
日
　
朝
来
反
立
に
入
り
晴

此
日
午
前
よ
り
課
業
の
下
読
み
に
従
事
す
、
午
後
江
橋
氏
来
れ
り
　
氏
は

何
に
か
に
あ
り
つ
か
ん
為
の
出
京
と
か
、
当
分
家
に
逗
留
の
筈
な
り
、
夜

に
入
り
、
琉
に
余
の
文
章
の
清
書
を
依
頼
す
、

・
厄
日
谷
内
は
岡
山
に
行
く
　
新
橋
迄
送
る
　
同
所
に
て
体
重
を
か
け
た

　
る
に
十
二
貫
五
百
目
あ
り
た
り

十
月
拾
三
日
　
月
曜
日
　
朝
来
曇

此
日
学
院
に
出
で
「
甲
乙
雑
誌
」
の
草
稿
を
集
む
　
午
後
文
学
会
総
会
を

開
き
、
集
議
に
て
来
月
初
旬
同
盟
文
学
会
を
開
く
事
に
決
す
　
二
時
頃
迄

に
寄
宿
舎
に
て
小
倉
氏
と
共
に
「
甲
乙
雑
誌
」
を
綴
づ
　
そ
れ
よ
り
帰
宅



庚
寅
日
記

す
　
七
時
迄
に
課
業
の
下
読
み
一
通
り
す
ま
せ
、
鶴
仙
に
行
く
、
可
成
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

客
、
最
初
子
染
の
「
　
　
　
　
」
先
づ
可
成
な
り
し
、
次
は
山
導
鐘
桝

の
「
薫
木
芽
物
語
、
羽
生
黄
舌
段
」
申
す
迄
も
な
く
上
出
来
な
り
　
次
は

勇
紫
の
「
佐
倉
妻
恨
鮫
鞘
、
鰻
谷
之
段
」
護
れ
も
先
つ
よ
し
　
次
は
語
群

語
久
の
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
、
勘
平
切
腹
之
段
」
之
れ
は
中
々
の
上
出
来

正
に
感
服
致
申
候
　
大
切
住
之
助
小
住
の
「
日
蓮
上
人
御
法
海
、
勘
作
内

之
段
」
可
成
り
の
出
来
な
り
き
、
之
に
て
帰
宅
す

十
月
拾
四
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
、
夜
に
入
り
雨

此
日
学
院
に
出
で
課
業
無
事
に
終
り
午
後
一
時
前
常
議
員
会
を
開
き
、
種

種
の
事
を
議
し
、
諸
氏
の
受
持
ち
を
定
む
余
は
余
興
の
方
へ
廻
さ
れ
た

り
　
弁
士
は
戸
川
、
小
倉
の
両
氏
と
回
り
た
り
、
然
れ
ど
も
戸
川
氏
は
辞

す
る
様
子
な
り
、
壱
時
過
戸
川
氏
と
同
道
し
帰
宅
す
　
六
時
頃
家
を
出
で

加
賀
町
よ
り
車
に
て
麹
町
五
丁
目
の
万
長
に
行
く
、
途
中
桜
田
よ
り
雨
に

逢
ひ
大
き
に
閉
口
せ
り
、
此
夜
は
先
づ
可
成
の
入
り
最
初
祖
摩
吉
の
語
り

終
る
頃
行
き
た
り
、
次
は
評
点
の
「
加
賀
見
山
旧
錦
絵
、
鳥
居
又
助
住
家

之
段
」
葬
れ
は
中
々
の
不
出
来
な
り
き
　
次
は
小
住
の
「
義
経
腰
越
状
、

泉
館
之
段
」
初
の
調
子
が
感
服
せ
ざ
り
し
が
故
に
聞
く
が
喪
わ
な
い
と

高
を
く
く
っ
て
下
に
行
き
て
ろ
く
に
聞
か
ざ
り
し
　
次
は
東
玉
の
「
新
版

歌
祭
文
、
野
崎
村
之
段
」
搾
れ
は
能
き
出
来
、
次
は
呂
華
の
「
御
所
桜
堀

川
夜
討
、
弁
慶
上
使
之
段
」
之
れ
は
可
成
、
大
切
は
稲
無
骨
桝
の
「
彦
山

権
現
露
助
劔
、
毛
谷
村
六
助
住
家
之
段
」
選
れ
も
先
づ
可
成
の
出
来
、
此

の
初
の
内
着
の
女
心
に
下
に
て
来
り
く
れ
よ
と
云
ふ
に
、
何
事
か
と
下
り

行
き
た
る
に
姉
の
内
の
番
地
を
書
か
さ
れ
た
り
、
九
時
半
頃
車
に
て
帰
宅

す十
月
拾
五
日
　
水
曜
日
　
朝
来
雪
夜
に
入
り
雨

此
日
も
学
院
に
出
で
事
な
く
す
み
、
和
文
課
休
み
な
り
し
故
早
く
帰
宅
せ

り
　
姉
来
り
居
り
た
り
、
次
い
で
下
元
氏
来
ら
れ
た
り
、
此
日
は
珍
ら
し

く
外
出
せ
ず
家
に
て
課
業
を
学
べ
り

十
月
拾
六
日
　
木
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
学
院
に
出
で
課
業
事
な
く
す
み
、
昼
食
後
高
畑
氏
の
病
気
を
見
舞
ひ
、

二
時
頃
赤
田
、
戸
川
、
比
佐
の
三
氏
と
学
院
を
立
出
で
比
佐
野
に
三
田
に

別
れ
、
帰
宅
す
、
家
に
て
赤
田
氏
と
談
話
中
、
岡
本
氏
来
れ
り
、
二
氏
に

本
少
々
貸
す
、
五
時
頃
二
氏
共
帰
る
、
都
の
花
を
読
み
終
り
、
蝉
丸
を
少

し
読
む
、
八
時
過
姉
横
浜
に
帰
る

十
月
拾
七
日
　
金
曜
日
　
朝
来
曇
中
々
寒
か
り
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

此
日
寝
床
に
て
「
蝉
丸
」
及
び
「
伊
達
染
手
綱
」
を
読
み
終
る
　
九
時
家

を
出
で
本
郷
に
行
き
松
永
氏
を
訪
ひ
「
此
主
」
及
び
「
都
の
花
」
を
受
取

　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

り
、
帰
宅
し
麺
包
を
食
す
　
重
枝
言
及
び
杉
田
と
談
話
す
　
一
時
頃
赤
田

氏
を
訪
ひ
同
道
し
て
同
家
を
出
で
上
野
迄
徒
歩
し
そ
れ
よ
り
浅
草
迄
行

き
、
公
園
を
さ
ま
よ
ひ
遂
に
「
ば
の
ら
ま
」
館
に
入
る
、
戦
場
の
様
今
見

る
様
な
心
地
す
　
さ
て
も
能
く
出
来
た
る
物
か
な
　
中
は
暗
く
し
て
日
暮

の
様
な
る
心
地
せ
り
、
同
所
を
出
で
徒
歩
本
郷
に
帰
り
「
う
ど
ん
」
を
食

し
松
永
氏
を
訪
ひ
同
氏
と
共
に
竹
町
迄
行
き
、
余
は
寄
席
に
入
れ
り
可
成

の
入
り
な
れ
ど
越
路
の
座
で
わ
今
少
し
入
る
臨
き
筈
な
り
、
初
は
路
太
夫

花
客
の
「
伊
賀
越
道
中
双
六
、
沼
津
之
段
」
相
変
ら
ず
旨
し
、
言
葉
の
自

然
な
る
に
わ
何
時
も
く
感
服
の
至
り
な
り
　
大
切
り
わ
越
路
太
夫
広
助



の
「
本
朝
二
拾
四
孝
、
十
種
香
之
段
」
之
れ
は
非
常
の
出
来
な
り
　
先
づ

「
身
は
姫
御
前
」
以
下
数
行
及
び
「
と
の
こ
に
」
云
々
の
処
及
び
「
い
か

に
御
器
が
」
云
々
の
処
、
「
世
に
も
人
に
も
忍
ぶ
な
る
」
以
下
数
行
只
あ

っ
と
ば
か
り
呆
れ
申
候
　
狐
火
の
歌
は
琴
を
引
き
た
る
が
広
助
の
三
味
線

は
非
常
に
能
か
り
し
、
越
路
も
旨
け
れ
ど
広
助
も
旨
し
　
此
処
い
よ
御
両

人
と
申
し
度
し
、
こ
れ
に
て
車
に
て
帰
宅
す
　
「
娼
山
姥
」
を
少
々
読
む

十
月
拾
八
日
　
土
曜
日
　
朝
来
晴
天
夜
に
入
り
風

此
日
朝
寝
床
に
て
「
姻
山
姥
」
を
読
み
終
る
、
朝
食
後
「
重
井
筒
」
を
読

む
、
午
後
壱
時
頃
よ
り
「
民
法
人
事
篇
」
を
読
む
、
三
時
過
比
佐
、
相
田

の
二
氏
来
る
、
比
佐
氏
に
「
此
ぬ
し
」
を
か
す
、
五
時
頃
同
氏
等
と
外
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

し
銀
座
の
通
り
を
歩
き
本
屋
四
五
間
歩
き
「
劇
の
種
本
」
を
さ
が
せ
ど
も

な
し
、
よ
う
や
く
探
し
当
て
て
「
双
子
隅
田
川
」
及
び
「
近
頃
河
原
達

引
」
を
買
ふ
　
そ
れ
よ
り
帰
途
に
つ
き
銀
座
四
丁
目
に
て
御
霊
に
別
れ
帰

宅
す
　
そ
れ
よ
り
「
二
子
隅
田
川
」
を
読
む

十
月
拾
九
目
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
雲
出
づ

此
ノ
日
朝
寝
床
に
て
「
双
子
隅
田
川
」
と
「
近
頃
河
原
達
引
」
を
読
み
終

れ
り
、
九
時
過
よ
り
課
業
の
下
読
み
に
取
掛
れ
り
　
二
時
過
比
佐
、
相
田

の
二
氏
来
る
　
三
時
頃
江
橋
氏
帰
れ
り
、
即
ち
前
の
二
三
と
共
に
家
を
出

で
日
本
橋
の
先
き
迄
行
き
そ
れ
よ
り
比
佐
氏
と
車
に
て
本
郷
の
若
竹
に
行

く
　
此
日
は
中
々
の
入
り
な
り
き
、
先
づ
最
初
む
ら
太
夫
龍
三
の
「
生
写

朝
顔
日
記
、
浜
松
之
段
」
誉
れ
可
成
な
り
、
然
し
欲
に
は
今
少
し
調
子
の

変
化
あ
ら
ま
ほ
し
　
次
佐
野
太
夫
、
小
庄
わ
「
玉
藻
前
駆
挟
、
三
段
目
道

春
館
之
段
」
を
語
る
L
、
己
れ
は
非
常
に
面
自
か
り
し
　
先
づ
「
死
出
の

　
　
　
　
庚
寅
日
記

晴
衣
」
「
焼
野
の
単
子
」
な
ど
一
点
の
申
分
な
し
、
其
他
称
す
博
き
所
感

ず
べ
き
所
数
へ
き
れ
ぬ
程
、
さ
て
も
く
と
薫
り
呆
れ
申
候
　
次
は
路
太

夫
花
助
の
「
碁
太
平
記
白
石
噺
、
新
吉
原
揚
屋
之
段
」
黙
れ
も
中
々
の
出

来
な
り
き
　
次
は
越
路
太
夫
広
助
の
「
三
拾
三
間
門
棟
木
由
来
、
三
ツ
目

平
太
郎
住
家
之
段
」
溢
れ
は
云
ふ
だ
け
野
暮
な
れ
ど
非
常
に
面
白
か
り
し
、

我
等
初
め
て
此
れ
程
の
義
太
夫
を
抜
か
さ
ず
に
語
り
し
を
聞
き
た
り
、
之

れ
程
旨
き
者
聞
き
て
は
最
早
此
の
後
「
三
拾
三
間
堂
」
は
聞
か
ず
と
も
よ

し
、
先
づ
は
旨
い
所
を
言
へ
ば
、
「
柳
の
葉
隠
れ
」
、
「
母
は
今
を
」
よ
り

「
夫
や
子
」
迄
、
「
解
れ
え
野
に
」
よ
り
「
形
を
遺
す
べ
き
」
迄
、
及
び

「
胎
中
宇
を
う
ろ
く
と
」
、
殊
に
終
り
の
木
遣
り
わ
実
に
感
嘆
の
外
な

し
さ
て
も
名
人
！
と
呼
ば
ん
か
な
、
黒
馬
よ
り
車
に
て
三
十
間
堀
迄
来
り

た
る
に
火
事
起
り
た
り
、
竹
川
町
に
て
下
車
し
、
尾
張
町
の
＋
二
月
に
て
、
m

し
る
粉
及
び
雑
煮
を
食
せ
り
、
比
佐
民
家
に
一
泊
す

十
月
二
十
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴
朝
寒
し

此
日
朝
五
時
頃
火
事
あ
り
　
比
佐
氏
と
共
に
家
を
出
で
、
三
田
に
て
別
れ

学
院
に
行
く
　
課
業
事
な
く
す
み
、
帰
宅
掛
取
片
付
け
な
ど
な
し
居
る
内
、

三
時
過
重
枝
氏
来
ら
れ
た
り
　
四
時
過
氏
去
る
　
余
は
そ
れ
よ
り
課
業
の

下
読
み
を
な
せ
り

十
月
二
十
日
日
　
火
曜
日
　
朝
来
晴

此
日
学
院
に
出
づ
、
放
課
後
高
畑
玩
の
病
を
見
舞
ふ
、
三
時
頃
帰
宅
、
家

に
は
下
元
氏
来
り
居
ヶ
た
り
、
課
業
の
下
読
み
を
な
せ
り

十
月
二
十
二
日
　
水
曜
日
　
朝
来
曇
平
平

此
日
例
の
如
く
学
院
に
出
づ
、
課
業
．
終
り
て
帰
途
、
三
田
に
て
菓
子
を
買
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ひ
途
に
て
之
れ
を
食
す
　
帰
宅
後
江
橋
民
来
れ
り
　
四
時
前
よ
り
課
業
の

下
読
み
を
な
せ
り

十
月
二
十
三
日
　
木
曜
日
　
朝
来
曇
午
後
壱
時
過
よ
り
雨

此
日
学
院
に
出
つ
る
例
の
如
し
、
課
業
事
な
く
終
り
て
帰
宅
す
、
三
時
過

よ
り
課
業
の
下
読
み
に
着
手
し
八
時
過
迄
に
之
れ
を
終
り
「
ま
あ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

と
、
を
ふ
、
べ
に
す
」
の
　
　
　
　
を
読
む

十
月
二
十
四
日
金
曜
日
　
朝
来
曇
午
後
晴

此
日
学
院
に
て
和
知
氏
よ
り
金
五
拾
五
銭
受
取
り
刷
れ
を
弘
松
氏
に
渡
す
、

小
倉
琉
と
高
知
県
水
害
罹
災
者
救
済
金
募
集
の
事
に
付
き
少
々
相
談
す
、

昼
食
後
文
学
会
常
議
員
会
に
出
席
す
、
会
場
を
他
に
移
す
の
議
を
出
し
た

れ
ど
敗
北
せ
り
、
そ
れ
よ
り
三
田
を
通
り
愛
宕
下
を
経
て
帰
宅
す
、
家
に

は
弥
舜
来
り
居
り
た
り
、
四
時
過
同
人
去
る
　
夜
に
入
り
近
傍
を
散
歩
し
、

本
屋
に
て
「
田
浦
兜
軍
記
」
を
求
め
、
帰
途
柿
を
買
ひ
家
に
て
之
を
食
し

「
兜
軍
記
」
を
読
む

十
月
二
十
五
日
　
土
曜
日
　
朝
来
曇

此
日
朝
「
兜
軍
記
」
を
読
み
終
る
、
拾
時
頃
よ
り
心
理
学
を
読
み
昼
食
後

は
文
章
を
書
き
出
し
七
時
頃
漸
く
片
付
け
た
り
・
晩
食
中
比
佐
氏
来
れ
り

八
時
頃
蔵
置
に
行
く
、
最
初
は
新
呂
太
夫
弥
造
の
「
恋
娘
昔
八
丈
、
白
木

屋
之
段
」
回
れ
は
あ
ん
ま
り
気
取
り
過
る
様
に
て
感
服
せ
ず
　
次
は
生
駒

太
夫
仲
助
の
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
、
山
科
の
段
」
押
れ
は
中
々
面
白
か
り

き
、
詰
れ
に
て
帰
宅
す

十
月
二
十
六
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
、
三
時
過
よ
り
曇

三
日
朝
本
郷
に
行
き
本
屋
に
雑
誌
代
を
払
ひ
日
本
文
学
全
書
第
七
篇
を
取

り
、
家
に
行
き
、
久
振
り
に
て
弓
を
財
る
、
本
二
三
冊
と
雑
物
取
り
纒
め

家
を
出
で
福
島
氏
を
訪
ひ
種
々
談
話
の
末
同
家
を
出
で
牛
肉
を
買
ひ
萬
世

橋
よ
り
馬
車
に
て
帰
宅
す
、
家
に
て
江
戸
紫
、
都
の
花
、
日
本
之
文
華
を

拾
読
み
す
　
夜
に
入
り
課
業
を
終
り
、
前
日
の
文
章
の
清
書
に
取
掛
り
拾

一
時
過
逸
れ
を
終
る
　
題
は
「
想
像
の
文
学
に
於
け
る
結
果
」
な
り

十
月
二
十
七
日
　
月
曜
日
　
朝
来
曇
昼
よ
り
晴

三
日
学
院
に
出
で
島
崎
氏
に
文
学
全
書
を
渡
す
　
何
事
も
無
く
課
業
を
終

り
二
時
頃
迄
に
帰
宅
す
、
「
ま
く
ね
あ
」
氏
に
作
文
訂
正
を
委
頼
せ
り

十
月
二
十
八
日
　
火
曜
日
　
朝
来
晴

此
日
学
院
に
出
づ
　
事
な
く
終
り
「
ま
く
ね
あ
」
民
を
訪
ひ
、
同
氏
は
未

だ
訂
正
せ
ざ
り
し
由
を
云
わ
れ
た
れ
ば
、
戸
規
氏
と
共
に
帰
宅
す
　
家
に

は
親
父
、
及
び
葛
目
の
伯
母
来
り
居
り
た
り
　
姉
も
来
れ
り
　
此
愚
姉
と
　
1
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来
る
壱
日
に
は
兄
の
祭
を
な
す
べ
き
由
を
決
定
し
、
新
聞
広
告
の
原
稿
を

作
れ
り

十
月
二
拾
九
日
　
水
曜
日
　
朝
来
晴

此
日
学
院
に
出
つ
る
例
の
如
し
、
『
心
理
学
』
の
試
験
を
受
け
た
り
　
「
ま

く
ね
あ
」
氏
に
逢
ひ
作
文
を
受
取
り
帰
宅
す
、
夜
に
入
る
迄
手
紙
を
福
富
、

渡
辺
、
森
、
垣
内
の
諸
氏
に
出
し
、
大
同
、
時
事
の
両
新
聞
に
広
告
を
委

回
す
　
此
日
河
上
氏
来
れ
り

十
月
三
拾
B
　
木
曜
日
　
朝
来
町
午
後
即
夜
に
入
り
少
雨

三
日
学
院
に
三
つ
る
事
例
の
如
し
、
午
後
帰
宅
し
、
ヒ
ニ
時
頃
東
京
公
論
社

に
行
き
野
崎
氏
を
尋
ね
一
日
の
事
を
頼
む
に
氏
は
二
三
新
聞
に
無
料
に
て

広
告
を
な
す
事
を
周
旋
す
べ
き
由
を
云
は
れ
た
り
　
六
時
過
比
佐
氏
来
れ



り
、
七
時
過
同
氏
と
共
に
鶴
仙
に
行
く
　
客
は
非
常
に
少
な
か
り
し
、
最

初
薪
呂
太
夫
八
重
蔵
の
「
箱
根
霊
験
鷺
仇
討
、
施
行
場
之
段
」
は
先
づ
可

成
の
出
来
、
然
し
「
で
う
れ
ん
」
の
様
な
所
あ
り
　
次
は
生
駒
太
夫
仲
助

の
「
出
世
大
平
記
、
嘉
平
次
住
家
之
段
」
張
れ
は
中
々
能
く
出
来
た
り
、

早
れ
に
て
家
に
帰
る
　
比
佐
矯
は
宿
ら
ず
帰
れ
り
　
天
文
及
び
歴
史
を
読

む十
月
三
拾
幽
日
　
金
曜
日
　
朝
来
快
晴

此
日
学
院
に
出
席
す
、
事
な
く
す
み
帰
宅
後
江
橋
氏
来
れ
り
、
午
後
三
時

過
髪
を
つ
み
に
行
く
　
帰
れ
ば
下
元
氏
日
本
歌
学
全
書
、
及
び
新
著
百
種

を
持
来
ら
れ
た
り
、
晩
食
後
伊
勢
金
及
び
渡
辺
氏
来
ら
れ
た
り

十
喘
月
凹
日
土
曜
日
朝
来
晴
午
後
曇
二
時
頃
降
雨

館
田
朝
八
時
頃
戸
川
氏
を
訪
ふ
　
菓
子
を
饗
せ
ら
れ
拾
時
頃
青
山
の
岡
野

と
云
ふ
人
来
り
、
氏
等
と
同
道
し
て
同
家
を
出
で
、
絵
画
協
会
に
て
渡
辺

乙
羽
氏
に
逢
ふ
　
右
諸
氏
と
同
道
し
て
薬
研
堀
に
行
き
、
丸
本
一
冊
を
得

た
り
、
即
出
雲
作
「
古
戦
場
鐘
掛
松
」
な
り
、
拾
二
時
少
し
過
ぎ
帰
宅
す
、

昼
食
後
直
ち
に
て
車
に
て
谷
中
に
至
る
　
茶
屋
に
は
大
石
、
早
川
二
月
及

び
親
爺
来
り
居
り
た
り
　
壱
時
頃
よ
り
追
々
垣
内
、
渡
辺
、
甲
藤
、
福
富
、

林
、
山
下
、
森
、
野
崎
、
葛
目
、
桐
島
、
の
諸
氏
来
会
せ
ら
れ
た
り
、
三

時
頃
祭
を
終
り
、
四
時
頃
帰
途
に
就
く
、
此
日
岩
崎
、
吉
永
、
甲
藤
、
森
、

葛
目
よ
り
わ
香
貧
を
送
ら
れ
た
り
豊
川
よ
り
わ
墓
前
に
花
を
供
へ
ら
れ
た

り
、
年
立
ち
、
日
暮
れ
て
今
や
髪
に
三
年
、
鳴
呼
、
身
を
以
て
国
に
尽
く

せ
し
馬
場
辰
猪
わ
、
我
此
の
立
憲
政
体
の
設
立
に
先
立
つ
事
既
に
三
年
に
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し
て
金
け
り
、
余
わ
只
帳
然
た
ら
ざ
ら
ん
と
欲
す
る
も
得
ず
、
夜
に
入
り

野
崎
の
伯
母
来
ら
れ
た
り
、
此
日
わ
根
岸
の
伯
母
も
来
ら
れ
ぬ

・
同
家
に
て
美
妙
の
教
師
三
昧
を
借
覧
す

十
一
月
二
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
午
前
家
を
出
で
上
野
迄
鉄
道
馬
車
に
乗
り
、
そ
れ
よ
り
、
岩
崎
、
吉

永
、
豊
川
等
に
行
き
、
早
川
を
訪
ひ
、
昨
日
の
礼
を
述
べ
玉
子
の
折
を
大

石
と
両
氏
に
当
て
て
差
出
せ
り
　
同
家
に
て
昼
食
し
同
家
を
辞
し
本
屋
に

て
都
の
花
を
購
ひ
、
本
郷
の
家
に
行
き
親
爺
に
逢
ひ
、
直
ち
に
甲
藤
、
千

頭
両
氏
を
訪
問
し
、
そ
れ
よ
り
水
道
町
の
福
富
氏
に
至
り
種
々
談
話
し
倭

文
範
第
二
巻
を
借
る
　
五
時
前
同
家
を
辞
し
車
に
て
帰
宅
す
、
夜
に
入
り

「
二
十
四
孝
」
を
読
む

十
一
月
三
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴
夕
方
曇
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朝
よ
り
都
の
花
及
び
倭
文
範
を
読
む
　
壱
時
前
比
佐
茂
来
れ
り
、
五
時
頃

同
氏
と
共
に
木
挽
町
な
る
小
西
氏
を
訪
ふ
　
六
時
頃
氏
等
と
銀
座
迄
同
道

す
、
帰
宅
後
間
も
な
く
、
風
心
地
な
り
し
か
ぼ
床
に
入
れ
り

十
藺
月
四
日
　
火
曜
日
　
朝
来
薄
曇

此
日
朝
よ
り
風
心
地
な
れ
ぽ
就
蓉
、
頭
痛
激
し
け
れ
ぽ
演
説
の
暗
諦
を
も

な
さ
ず
　
小
説
類
を
少
々
見
る
、
斜
掛
松
を
読
み
終
る

十
一
月
五
日
　
水
曜
日
　
朝
来
薄
曇
且
雨

此
上
親
爺
本
郷
よ
り
来
れ
り
、
午
後
赤
田
氏
来
れ
り
少
時
談
話
の
末
帰
宅

さ
れ
た
り
　
氏
に
文
学
章
々
費
を
渡
す

十
臨
月
六
日
　
木
曜
日
　
朝
来
重

質
日
午
前
比
佐
氏
来
れ
り
、
文
学
会
を
今
一
週
間
延
期
の
旨
を
取
計
ふ
可
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き
由
の
談
話
あ
り
、
余
の
風
勢
猛
烈
な
り
　
追
々
食
事
も
旨
か
ら
ず
な
れ

．
り
、
二
時
過
戸
川
氏
来
れ
り
　
文
学
会
わ
種
々
議
論
の
末
、
延
ば
す
事
に

決
し
た
る
由
語
ら
れ
た
り
、
夜
に
入
り
比
佐
氏
来
れ
り

十
■
月
七
日
　
金
曜
日
　
朝
来
曇

此
月
医
者
に
行
き
診
察
を
請
ひ
薬
得
て
帰
る
、
午
後
赤
田
氏
来
れ
り
　
本

郷
に
向
け
手
紙
を
出
す

十
目
月
八
日
　
土
曜
日
　
朝
来
曇

此
日
親
爺
来
れ
り
　
午
後
は
別
に
な
す
事
な
く
送
り
ぬ
、
風
心
地
益
々
苦

し
か
り
し
、
食
事
進
ま
ず

十
一
月
九
日
　
日
曜
日
　
朝
来
曇

此
日
朝
親
爺
に
薬
取
り
に
行
き
て
貰
ふ
　
拾
一
時
頃
印
東
氏
来
り
て
診
察

し
く
れ
た
り
　
暮
方
横
浜
え
の
手
紙
を
認
む
、
「
こ
ん
で
ん
す
、
み
る
く
」

を
討
ひ
来
ら
せ
て
之
を
呑
む
、
「
す
ふ
ぶ
」
を
も
食
せ
り
、
此
日
午
後
戸

川
氏
来
れ
り

十
一
月
拾
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴

此
日
芝
新
報
と
云
ふ
種
誌
を
福
岡
と
云
ふ
人
よ
り
送
グ
来
れ
り
、
氏
わ
亡

兄
の
写
真
所
望
な
り
と
の
事
認
め
あ
り
た
り
　
午
後
福
岡
氏
来
れ
り
、
佐

脇
氏
次
い
で
来
れ
り
、
五
時
頃
二
氏
去
れ
り

十
一
月
拾
扁
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇

風
も
追
々
快
し
、
午
後
誤
用
及
び
重
枝
の
席
書
来
ら
れ
た
り
、
此
日
は
起

き
た
り
寝
た
り
し
た
り

十
■
月
拾
一
一
日
　
水
曜
日
　
朝
来
曇

子
日
は
床
を
離
れ
演
説
文
の
暗
調
を
な
す
　
娩
惹
続
け
ざ
ま
に
草
稿
を
七

遍
読
み
申
し
た
り

十
■
月
拾
三
日
　
木
曜
日
　
同
上

此
日
学
院
に
出
づ
、
帰
宅
後
、
演
説
の
稽
古
に
忙
し
　
四
時
頃
医
者
来
る
、

余
は
次
い
で
薬
取
り
に
行
き
ぬ
、
佐
脇
氏
に
肺
量
、
収
縮
等
を
量
り
て
貰

え
り
　
夜
に
入
り
て
も
稽
古
に
忙
し

十
剛
月
拾
四
日
　
金
曜
日
　
朝
来
晴
天

三
日
朝
車
に
て
学
院
に
出
席
す
、
課
業
事
な
く
す
み
比
佐
氏
の
家
に
行
く

昼
食
の
馳
走
に
な
り
、
そ
れ
よ
り
同
氏
と
外
に
出
で
学
院
に
立
寄
り
た

る
に
装
飾
掛
り
の
連
中
は
飾
付
け
に
大
騒
ぎ
を
な
し
居
り
た
り
、
そ
れ
よ

り
同
所
を
出
で
牛
乳
を
呑
み
、
田
圃
路
を
迫
崩
し
演
説
の
演
習
を
な
す
、

遂
に
御
殿
山
に
行
き
、
枯
野
の
中
に
て
四
時
過
迄
下
稽
古
を
な
す
、
中
々

旨
く
行
か
ず
、
五
時
過
比
佐
氏
の
宅
に
て
晩
食
を
食
し
学
院
に
出
づ
、
来

賓
も
追
々
入
来
り
、
、
弥
々
六
時
過
ぎ
に
わ
、
比
佐
氏
歓
迎
の
演
説
あ
り
、

そ
れ
よ
り
三
栄
女
学
校
生
の
音
楽
、
次
は
、
拙
者
登
壇
し
「
ゼ
、
エ
ツ
フ

エ
ク
ト
、
ヲ
フ
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
ツ
ポ
ン
、
リ
テ
レ
ー
チ
ユ
ア

レ
」
を
演
じ
我
な
が
ら
少
し
も
感
服
せ
ず
　
就
中
、
少
し
云
ひ
間
違
え
た

れ
ば
余
程
閉
口
せ
り
、
次
は
麻
布
東
洋
英
和
学
校
生
徒
、
奥
貫
由
五
郎
氏

登
壇
し
「
我
邦
教
育
之
前
途
」
を
演
ず
　
語
調
落
語
家
に
類
し
、
空
言
放

語
、
　
一
片
の
主
旨
何
れ
に
あ
る
か
を
疑
わ
し
め
た
り
、
此
れ
に
明
治
学
院

生
徒
の
音
楽
、
次
は
青
山
東
京
英
和
学
校
生
徒
亀
山
氏
「
ス
テ
ー
ト
、
エ

ン
ド
、
イ
ン
ヂ
ゼ
ヂ
ア
リ
テ
イ
」
を
演
ず
、
姿
勢
、
発
音
、
共
に
当
夜
第

一
と
の
評
あ
の
、
．
拍
手
の
中
に
壇
を
下
る
　
氏
が
得
意
思
ふ
呈
し
、
次
は

我
学
院
小
倉
等
差
氏
「
我
が
国
民
の
品
性
を
論
じ
諸
君
に
望
む
」
を
演
ず
、

116



胸
中
熱
血
送
っ
て
胆
為
め
に
寒
か
ら
し
む
る
の
思
ひ
あ
り
、
論
旨
摯
実
、

言
語
勇
健
、
当
夜
弁
士
為
に
顔
色
な
し
、
次
は
頚
栄
女
学
校
生
徒
の
音
楽
、

次
は
東
洋
英
和
学
校
生
徒
池
田
氏
「
グ
レ
ー
ト
ネ
ス
、
エ
ン
ド
、
シ
ソ
バ

シ
イ
」
を
演
ず
　
音
声
、
時
々
高
ま
り
て
、
論
旨
も
言
語
も
無
茶
苦
茶
な

り
き
　
当
人
困
れ
を
評
し
て
火
山
の
破
裂
の
如
し
と
　
蓋
し
酷
評
と
云
ふ

可
し
、
次
は
東
京
英
和
学
校
生
徒
河
村
銀
平
「
侠
客
」
を
演
ず
　
選
れ
は

可
成
り
な
り
け
れ
ど
其
の
論
ず
る
所
の
当
否
わ
吾
人
の
頗
ぶ
る
疑
ふ
所
な

・
り
　
着
れ
に
て
「
学
院
生
徒
」
の
音
楽
あ
り
、
「
ま
こ
一
れ
i
」
氏
の
漁

港
を
以
て
同
盟
文
学
会
本
部
を
終
り
薄
れ
よ
り
菓
子
を
配
る
人
種
々
の
装

ひ
を
な
七
て
菓
子
を
く
ぼ
れ
り
　
次
に
兼
松
、
和
田
、
加
藤
等
の
諸
氏
の

茶
番
「
伯
父
は
天
保
」
と
云
ふ
を
演
ず
　
中
々
面
白
か
り
し
、
之
れ
に
て

帰
ら
ん
と
な
し
た
る
に
遮
る
人
の
余
を
呼
び
し
か
ば
F
室
に
行
き
て
文
学

会
役
員
諸
氏
と
菓
子
の
残
り
を
分
つ
、
拾
時
頃
車
に
て
帰
宅
す

十
隔
月
拾
五
日
　
土
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
午
前
家
を
出
で
浜
町
に
行
き
丸
本
三
冊
を
買
ひ
来
れ
り
　
家
に
て

「
恋
女
房
」
及
び
「
心
中
紙
屋
治
兵
衛
」
を
読
む
、
比
佐
氏
来
れ
り

十
一
月
拾
六
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴
天

此
日
朝
車
に
て
牛
込
薬
王
寺
前
町
に
行
き
森
氏
を
訪
ふ
に
不
在
な
り
　
又

去
り
て
福
富
氏
を
訪
ふ
に
不
在
な
り
け
り
　
即
ち
，
「
倭
文
範
」
を
返
す
∴

本
郷
に
行
く
、
本
屋
に
て
「
日
本
人
、
都
の
花
、
江
戸
紫
、
日
本
の
文

華
」
を
請
取
る
、
そ
れ
よ
り
豊
川
に
行
く
　
お
安
に
逢
ひ
切
通
坂
下
迄
同

道
す
、
余
わ
そ
れ
よ
り
、
眼
鏡
橋
よ
り
車
に
て
帰
宅
す
、
家
に
て
都
の
花

を
読
む
　
弥
昇
来
れ
り
，
　
今
日
よ
り
琴
平
に
出
る
と
の
事

庚
」
寅
日
記

十
一
月
拾
七
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴

此
日
学
院
に
出
づ
（
課
業
事
な
く
す
み
、
帰
宅
す
　
明
日
の
下
読
み
に
忙

し
が
り
き

十
隔
月
拾
八
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇

学
院
に
出
る
例
の
如
し
、
事
な
く
す
み
帰
宅
す
、
夜
に
入
り
て
雨
激
し
く

恰
も
暴
風
雨
の
如
し

十
隔
月
拾
九
日
　
水
曜
日
　
朝
来
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

凶
日
学
院
に
出
で
た
る
に
比
佐
氏
よ
り
浄
瑠
理
本
を
集
め
て
、
到
れ
に
著

者
の
伝
と
略
評
を
挿
入
し
て
出
版
す
る
わ
如
何
に
と
の
相
談
あ
り
　
余
わ

直
ち
に
診
れ
を
賛
し
、
随
分
尽
力
す
可
き
由
を
云
ひ
て
別
れ
た
り
　
夜
に

入
り
榎
坂
町
の
野
崎
氏
を
訪
ひ
、
書
物
の
事
に
付
き
談
話
す
、
氏
の
言
ふ

所
に
寄
れ
ば
篁
村
、
三
昧
に
評
釈
を
委
臥
し
、
百
川
、
南
翠
に
臣
下
を
頼
　
　
1
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

ま
ば
善
か
ら
ん
等
の
話
あ
り
、
拾
時
頃
帰
宅
せ
り

十
一
月
二
拾
日
　
木
曜
日
　
朝
来
晴

此
日
学
院
に
出
で
前
夜
の
話
の
報
告
を
比
佐
磯
に
な
す
、
午
後
地
質
学
の

試
験
を
暫
く
、
事
な
く
す
み
帰
宅
す
、
帰
日
弥
舜
来
れ
り
　
明
日
わ
横
浜

え
病
気
見
舞
に
行
く
旧
き
由
を
云
は
れ
た
り
、
夜
に
入
り
琴
平
に
行
く

最
初
、
弥
昇
が
「
日
吉
丸
写
桜
、
五
郎
助
住
家
之
段
」
先
づ
可
成
　
次
わ

東
玉
の
「
恋
女
房
染
分
手
綱
、
沓
掛
村
之
段
」
之
れ
は
中
々
旨
し
、
次
は

奈
良
梅
が
「
日
蓮
上
人
御
法
海
、
身
延
山
之
段
」
此
の
人
は
、
去
り
一
調

子
に
て
感
服
せ
ず
‘
今
少
し
工
夫
あ
り
て
然
る
可
ら
ん
　
次
は
呂
華
の

「
生
写
朝
顔
日
記
、
宿
屋
之
段
」
中
々
能
く
出
来
た
り
、
然
し
声
を
痛
め

居
ら
れ
た
る
故
か
少
し
物
断
ち
ぬ
心
地
せ
り
、
次
は
稲
桝
鐘
桝
の
「
玉
藻



三
三
日
記

前
降
雪
、
道
春
館
之
段
」
先
づ
可
成
に
出
来
た
り
、
就
中
「
焼
野
の
雑

事
」
わ
申
分
な
し
　
此
れ
に
て
帰
宅
す

十
一
月
二
拾
幽
日
　
金
曜
日
　
朝
来
薄
曇

此
日
学
院
の
帰
途
比
佐
氏
を
訪
ひ
同
氏
を
待
ち
合
せ
午
後
晩
食
前
同
家
を

出
で
、
家
に
立
寄
り
直
ち
に
南
有
馬
町
の
吉
川
に
行
き
「
日
吉
丸
若
木

桜
」
を
求
め
そ
れ
よ
り
日
本
橋
手
前
に
て
車
に
乗
り
薬
研
堀
に
行
き
「
仮

名
手
本
忠
臣
蔵
」
を
買
ひ
中
井
に
行
き
た
る
に
明
日
丸
本
が
少
し
来
る
由

を
言
ひ
た
る
に
其
侭
帰
宅
せ
り
　
家
に
は
山
本
氏
来
り
居
り
た
り
、
晩
食

後
、
余
は
榎
坂
町
に
行
き
野
崎
氏
を
訪
ひ
少
々
談
話
す
、
就
眠
前
「
行
平

磯
馴
松
」
を
読
む

註
脚
月
二
十
二
日
　
土
曜
日
　
朝
来
雨

燕
日
朝
拾
時
過
中
井
に
行
き
丸
本
五
冊
買
ひ
求
め
て
来
れ
り
　
そ
れ
よ
り

帰
宅
後
麻
布
に
行
き
本
を
見
せ
「
矢
口
渡
」
と
「
安
達
原
」
と
を
置
き
て

帰
宅
す
、
此
日
野
崎
氏
を
訪
ふ

十
一
月
二
拾
三
日
　
日
曜
日
　
朝
来
真

面
横
浜
よ
り
来
れ
り
、
午
後
新
堀
町
に
行
き
、
氏
家
氏
を
訪
ふ
不
在
な
り

き
　
去
っ
て
巴
町
の
森
氏
を
訪
ひ
、
品
物
を
見
に
行
く
故
同
道
し
て
く
れ

と
の
旨
を
談
ず
　
家
に
帰
り
て
下
読
少
々
な
す
、
午
後
四
時
前
弥
昇
来
れ

り
　
姉
と
越
路
を
聞
き
に
行
く
約
束
を
な
せ
り
、
余
は
五
時
過
新
橋
停
車

場
に
行
き
電
信
を
出
し
置
き
直
ち
に
玉
の
井
に
行
く
　
最
初
は
む
ら
太
夫

龍
三
の
「
鎌
倉
三
代
記
、
三
浦
別
れ
の
段
」
之
れ
は
別
に
感
服
も
せ
ず

次
は
佐
野
太
夫
小
庄
の
「
薫
木
累
物
語
、
身
売
之
段
」
曇
れ
は
非
常
に
感

服
せ
り
　
次
は
道
太
夫
三
助
の
「
苧
源
氏
、
伏
見
里
之
段
」
大
分
上
品
に

語
ら
れ
た
り
　
大
切
は
越
路
太
夫
広
助
の
「
近
頃
河
原
達
引
堀
川
之
段
」

之
れ
は
実
に
能
く
出
来
た
り
と
思
ふ
　
就
中
「
女
癖
に
は
白
無
垢
や
」
云

云
の
鳥
部
山
の
歌
は
流
麗
と
や
評
さ
ん
か
、
只
彼
の
小
流
の
豊
丘
た
る
響

を
発
し
て
流
る
る
に
や
比
す
べ
き
、
中
入
頃
氏
家
氏
が
余
を
呼
び
出
し
に

来
り
た
り
、
玉
の
事
の
話
あ
り
、
九
時
過
帰
宅
す

十
隔
月
二
十
四
日
　
月
躍
日
　
朝
来
晴

此
日
学
院
に
出
づ
　
拾
二
時
頃
国
会
祝
典
を
挙
ぐ
る
為
休
日
の
件
を
議
す

午
後
に
至
り
て
も
休
日
々
割
極
ら
ず
　
依
て
在
宿
塾
生
に
謀
り
明
日
を
休

日
と
定
む
　
午
後
四
時
頃
比
佐
氏
の
宅
に
行
き
氏
と
共
に
「
玉
の
井
」

迄
来
り
余
わ
旧
き
に
帰
宅
し
、
一
食
し
直
ち
に
車
に
て
琴
平
に
行
き
弥
昇

に
逢
ひ
、
跡
よ
り
車
に
て
来
る
可
き
由
を
言
ひ
置
き
、
車
に
て
「
玉
の

井
」
に
行
く
　
最
初
は
佐
野
太
夫
小
庄
の
「
加
賀
見
山
奮
錦
絵
、
尾
上
部
　
1
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

屋
之
段
」
相
変
ら
ず
中
々
旨
し
、
毎
度
な
が
ら
熱
心
な
る
わ
感
服
致
申
す

次
は
道
太
夫
、
三
助
の
「
双
蝶
々
廓
日
記
、
引
窓
の
段
」
之
れ
は
非
常
に

老
練
な
り
　
斯
の
如
き
者
を
語
ら
せ
て
は
、
五
分
目
す
き
も
な
き
心
地
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

り
、
取
分
け
「
そ
れ
も
云
は
ず
に
去
ば
く
」
の
言
葉
は
、
宛
然
最
中
の

入
物
躍
り
出
た
る
如
き
心
地
せ
り
　
扱
大
切
り
わ
越
路
太
夫
、
広
助
の

「
絵
本
大
功
記
、
十
段
目
尼
ケ
崎
之
段
」
之
れ
は
中
々
面
白
く
感
じ
た
り
、

と
り
わ
け
「
夫
の
討
死
遊
ば
す
を
妻
が
掩
い
で
」
以
下
数
行
「
胸
は
八
千

代
の
玉
椿
」
以
下
数
行
其
の
他
の
妙
所
に
は
「
主
を
殺
せ
し
」
以
下
操
の

前
の
口
説
、
初
菊
の
耐
熱
枚
挙
に
暇
あ
ら
ぬ
程
扱
も
名
人
と
申
す
の
外
な

し
、
七
時
過
弥
昇
来
り
し
か
ば
即
ち
相
伴
ふ
て
帰
宅
す
、
拾
時
過
、
同
人

帰
れ
り



十
一
月
二
十
五
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
帝
国
議
会
招
集
日

此
日
朝
よ
り
「
大
功
記
」
及
び
「
帯
常
盤
」
を
読
む
午
後
子
安
氏
来
り
て

昨
日
は
何
故
か
学
校
の
課
業
あ
り
し
事
を
話
さ
れ
た
り
、
氏
去
っ
て
晩
方

比
佐
相
田
の
二
氏
丸
本
沢
山
持
っ
て
来
ら
れ
た
り
、
余
は
其
中
よ
り
「
祇

園
女
御
九
重
錦
」
を
借
る
　
七
時
過
琴
平
亭
に
行
き
「
矢
口
渡
」
が
朝
倉

と
云
ふ
本
屋
に
有
る
か
何
う
か
と
云
ふ
事
を
見
て
来
て
く
れ
よ
と
云
ふ
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

を
依
頼
す
、
此
夜
宴
慢
罵
四
段
聞
き
ぬ
　
拾
時
過
帰
宅
す
　
寄
席
に
て
も

「
祇
園
女
御
」
を
少
々
読
む

十
闇
月
一
一
十
六
日
　
水
曜
日
　
朝
来
晴
天

十
日
学
院
に
出
で
課
業
事
な
く
す
み
帰
途
「
い
ん
き
、
筆
、
紙
」
等
を
買

う
　
夜
に
入
り
寄
席
に
行
き
四
段
聞
き
ぬ
、
帰
宅
後
「
祇
園
女
御
」
を
読

む
＊
千
両
幟
の
掛
合
あ
り
た
り

十
一
月
二
十
七
日
　
木
曜
日
　
朝
来
薄
曇

此
日
朝
拾
一
時
過
学
院
に
行
く
、
礼
拝
堂
に
於
て
祝
詞
の
朗
読
あ
り
、
右

終
り
て
午
後
壱
時
よ
り
学
院
運
動
場
に
於
て
、
蓮
田
破
、
憎
々
等
の
運
動

を
な
し
煙
火
を
挙
げ
夜
に
入
れ
ば
火
を
焚
き
て
祝
意
を
表
せ
り
比
佐
氏
わ

運
動
の
際
頭
部
を
打
ち
し
為
め
に
大
弱
り
に
成
り
居
ら
れ
た
り
、
七
時
前

学
院
を
出
で
帰
途
に
就
き
琴
平
に
行
く
、
四
段
、
浄
瑠
璃
聞
き
申
し
た
り
、

扱
切
り
わ
「
壇
浦
里
軍
記
、
琴
責
の
段
」
総
一
座
の
掛
合
、
弥
昇
の
岩
永
、

稲
車
の
阿
古
屋
、
呂
華
の
畠
山
等
軸
づ
無
難
な
り
き
　
拾
時
過
帰
宅
す

十
一
月
二
十
八
日
　
金
曜
日
　
朝
来
薄
曇

此
日
朝
「
祇
園
女
御
」
を
読
み
終
れ
り
　
比
佐
氏
を
訪
ふ
　
未
だ
寝
て
居

庚
寅
日
記

り
た
り
、
夜
に
入
り
琴
平
に
行
く
、
五
段
ば
か
り
聞
き
ぬ
、
切
り
わ
「
妹

背
山
女
庭
訓
吉
野
川
の
段
」
に
て
中
々
面
白
か
り
し
　
中
に
も
鐘
桝
、
祖

摩
吉
の
や
り
そ
こ
な
ひ
に
て
皆
々
抱
腹
せ
り
、
拾
時
過
帰
宅
せ
り

＊
衆
議
院
議
長
中
島
信
行
訴
額
副
議
長
津
田
真
道
の
両
氏
裁
可
せ
ら
る

十
隔
月
二
十
九
日
　
土
曜
日
　
朝
来
晴

叢
書
朝
よ
り
本
郷
に
行
き
雑
誌
代
を
払
ふ
　
谷
中
に
国
会
開
設
式
及
び
議

長
、
副
議
長
等
の
稟
告
に
行
け
り
　
余
わ
実
に
遺
憾
な
り
、
多
年
民
権
説

を
主
張
し
、
今
比
の
盛
式
に
逢
ふ
を
得
ず
し
て
、
空
し
く
地
下
の
鬼
と
な

り
し
わ
何
事
ぞ
、
国
会
の
声
は
只
余
を
し
て
涙
に
咽
ば
し
む
、
然
れ
ど
も

余
は
公
私
の
別
を
知
る
も
の
な
り
　
故
に
余
は
国
罠
と
し
て
此
の
千
載
一

遇
の
盛
典
を
祝
賀
す
、
然
錐
ど
も
猶
余
の
胸
裏
に
は
、
此
の
国
会
な
る
語

の
為
め
に
起
す
所
の
一
種
の
感
情
が
長
え
に
消
え
ざ
ら
ん
と
信
ず
、
余
は
　
1
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我
兄
の
墓
に
詣
り
、
一
方
よ
り
し
て
は
我
国
の
不
幸
な
る
一
愛
国
者
と
云

ふ
点
よ
り
し
、
他
の
一
方
よ
り
わ
我
兄
と
し
て
、
一
菓
の
菓
実
を
供
へ
て

以
て
我
大
目
本
帝
国
が
希
望
の
曙
光
を
得
た
る
を
告
ぐ
、
其
二
三
ケ
所
の
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墓
を
見
舞
い
帰
宅
す
、
夜
に
入
り
琴
平
に
行
き
、
浄
事
理
五
段
ば
か
り
聞

く
、
切
り
わ
「
七
福
神
春
日
遊
」
に
て
中
々
面
自
か
り
き
、
拾
時
過
帰
宅

す十
一
月
三
拾
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴

此
日
朝
よ
り
課
業
の
下
読
み
を
な
せ
り
、
夜
に
入
り
寄
席
に
行
け
り
　
此

の
夜
わ
「
忠
臣
蔵
」
の
通
し
に
て
最
初
、
東
玉
の
コ
扇
ケ
谷
」
に
て
中
々

旨
か
り
し
、
次
は
「
ニ
ッ
玉
の
口
」
を
祖
摩
吉
語
る
、
次
は
呂
華
の
「
ニ

ツ
玉
」
先
づ
可
成
な
り
き
、
次
は
「
身
売
の
口
」
祖
摩
吉
、
次
は
「
身



庚
寅
日
記

売
」
奈
良
梅
、
先
づ
こ
ん
な
物
？
　
次
は
稲
桝
の
「
六
段
目
勘
平
切
腹
の

段
」
中
々
能
く
出
来
た
り
、
毎
度
な
が
ら
干
葉
、
敬
服
、
扱
大
切
わ
「
七

段
目
一
力
之
段
」
総
一
座
掛
合
、
今
一
々
評
す
れ
ば
、
先
づ
冠
雪
の
由
良
、

呂
華
の
お
軽
、
奈
良
梅
の
平
右
衛
門
先
づ
可
成
り
　
其
他
は
先
づ
無
難
、

拾
時
過
帰
宅

拾
二
月
一
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴

旗
日
学
院
に
出
て
て
居
り
た
る
に
福
富
孝
下
畑
死
去
の
趣
き
を
聞
き
て
大

き
に
驚
き
直
ち
に
学
院
を
終
り
馬
車
に
て
上
野
迄
来
り
福
富
氏
の
葬
式
に

会
す
る
を
得
ざ
る
旨
を
吉
永
迄
挨
拶
に
及
び
、
帰
宅
せ
り
　
夜
に
入
り
課

業
の
下
読
み
を
な
せ
り

十
二
月
二
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇

前
日
朝
後
れ
し
か
ば
、
車
に
て
二
本
榎
迄
行
き
、
そ
れ
よ
り
学
院
に
行
く
、

此
日
午
前
経
済
の
試
験
あ
り
た
り
、
帰
宅
後
下
読
み
を
な
し
、
姉
母
と
共

に
鶴
山
に
行
く
、
最
初
「
日
蓮
上
人
御
法
海
、
奈
良
梅
」
着
り
感
服
も
せ

ず
　
次
は
錦
、
海
老
造
の
「
源
平
布
引
滝
、
松
浪
検
校
琵
琶
之
段
」
先
づ

可
成
　
然
し
鯨
程
べ
う
れ
ん
風
な
り
、
大
切
は
三
三
三
三
の
「
奥
州
安
達
．

原
、
袖
萩
祭
文
之
段
」
之
れ
は
先
づ
善
き
出
来
な
り
き
、
此
夜
は
楽
屋
よ

り
鮨
を
貰
い
た
り
　
拾
時
過
帰
宅
、
課
業
の
下
読
み
を
な
せ
り

十
二
月
三
日
　
水
曜
日
　
朝
来
慈

心
日
学
院
に
二
つ
る
例
の
如
し
　
姉
横
浜
に
帰
り
た
り
　
家
に
て
翌
日
の

課
業
の
下
読
み
を
な
せ
の

十
二
月
四
日
馳
木
曜
目
　
…
…

此
日
学
院
に
出
る
例
の
如
し
、
帰
宅
後
夜
に
入
り
鶴
仙
に
行
く
、
最
初
奈

良
梅
の
「
藍
屋
道
話
大
内
鑑
、
葛
の
葉
子
別
之
段
」
別
に
際
立
ち
し
事
も

な
か
り
き
次
は
錦
、
海
老
造
の
「
染
模
様
妹
背
門
松
、
質
店
之
段
」
出
れ

は
可
成
、
切
、
稲
暮
鐘
桝
は
「
王
並
置
旭
挟
、
道
春
露
里
段
」
陰
れ
も
中

中
能
く
出
来
た
り
　
例
の
「
焼
野
の
雑
子
」
も
申
分
な
し
、
余
わ
最
盛
の

熱
心
な
る
に
感
ず
　
寄
席
に
て
「
蘭
閣
待
」
を
読
む

十
■
一
月
五
日
　
金
曜
日
　
…
…

　
　
　
な
ご

此
日
は
　
　
に
出
る
例
の
如
し
、
帰
途
比
佐
氏
の
宅
に
立
寄
り
種
々
談
話

す
、
帰
宅
後
夜
に
入
り
鶴
仙
に
行
く
　
蓋
し
泥
炭
に
本
を
買
来
る
事
を
頼

む
為
な
り
　
最
初
「
桑
海
爺
城
門
之
段
」
岡
伊
、
次
は
弥
昇
の
「
釜
ケ
淵

双
巴
釜
入
之
段
」
先
づ
可
…
成
　
次
は
小
竹
海
老
造
の
「
御
所
桜
堀
川
夜

討
、
弁
慶
上
使
之
段
」
之
れ
は
中
々
旨
か
り
し
、
余
わ
大
き
に
感
服
致
し
　
2
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た
り
　
次
わ
奈
良
梅
の
「
増
補
忠
臣
蔵
、
本
蔵
下
屋
敷
之
段
」
慮
れ
も
可

成
　
次
は
稲
桝
鐘
桝
の
「
近
頃
河
原
達
引
、
堀
川
之
段
」
此
は
相
変
ら
ず
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善
く
出
来
た
り
　
切
わ
錦
の
「
管
原
伝
授
手
習
鑑
、
寺
子
屋
之
段
」
之
れ

も
先
づ
善
き
出
来
な
ら
ん
と
存
ず
、
寄
席
に
て
「
蘭
憂
慮
」
を
読
み
終
れ

り十
二
月
六
日
　
土
曜
日
　
朝
来
晴

三
日
朝
相
田
氏
来
れ
り
「
二
拾
四
孝
」
を
受
取
る
、
野
崎
氏
を
訪
ふ
に
不

在
な
り
し
か
ば
、
新
聞
社
に
て
同
氏
に
逢
ひ
種
々
談
話
す
、
午
後
比
佐
氏

来
れ
り
　
夜
に
入
り
正
斜
に
行
く
、
最
初
廃
帝
「
…
…
」
　
次
は
弥
昇
の

「
新
版
歌
祭
文
、
野
崎
村
の
段
」
此
れ
は
先
づ
可
、
次
は
小
竹
の
「
傾
城

阿
波
鳴
門
十
郎
兵
衛
内
」
回
れ
は
先
づ
中
位
、
次
は
奈
良
梅
の
「
伊
賀
越



道
中
双
六
、
遠
目
鏡
心
段
」
只
零
細
な
る
に
は
閉
口
せ
り
　
次
は
錦
の

「
花
上
野
壺
仇
討
、
志
渡
寺
之
段
」
先
づ
中
以
下
宛
然
た
る
祭
文
の
な
し

切
り
は
「
大
功
記
、
十
段
目
」
稲
桝
随
分
旨
し
、
「
主
を
殺
せ
し
」
以
下

中
々
の
出
来
、
毎
度
敬
服
の
至
り
な
り
拾
時
過
帰
宅

十
二
月
七
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴

三
日
課
業
の
下
読
み
な
し
、
夜
に
入
り
野
崎
氏
を
訪
ひ
本
を
渡
す

十
二
月
八
日
　
月
曜
日
　
同
上

此
面
学
院
に
出
席
す
る
事
例
の
如
し
、
小
島
氏
に
「
矢
口
」
を
止
め
て
何

に
か
他
の
者
を
用
ひ
る
事
を
話
す
帰
宅
後
下
読
み
を
終
り
雲
仙
に
行
き
弥

舜
丸
本
を
買
ひ
来
る
事
を
頼
む
　
最
初
錦
の
「
忠
臣
蔵
扇
ケ
谷
之
段
」
鯨

り
感
服
致
さ
ず
　
次
は
稲
桝
の
「
蝶
花
形
、
小
坂
部
館
之
段
」
触
れ
は
相

変
ら
ず
旨
し
コ
百
三
拾
六
地
獄
之
苦
」
云
々
中
々
能
く
出
来
た
り
、
拾

時
過
帰
宅
就
眠

十
二
月
九
日
　
火
曜
日
　
朝
来
晴

葦
囲
学
院
よ
り
帰
宅
後
下
読
み
を
な
し
、
新
聞
社
に
行
き
野
崎
氏
を
訪
ふ

に
帰
宅
後
な
り
け
れ
ぽ
手
紙
を
出
す
、
当
外
の
代
サ
に
出
雲
め
伝
を
書
く

事
を
委
卜
す

十
二
月
拾
月
、
水
曜
日
　
朝
来
晴

旗
日
学
院
放
課
後
比
佐
氏
を
訪
ひ
、
書
物
の
事
に
付
き
談
話
す
　
帰
途
日

蔭
町
に
於
て
「
管
原
」
を
買
ひ
求
む
　
其
時
「
雪
女
五
枚
羽
子
板
」
を
持

居
る
由
の
話
を
聞
け
り
　
夜
に
入
り
錦
の
「
艶
容
酒
屋
」
宮
室
の
「
和
田

合
戦
市
政
初
陣
」
を
聴
く

十
二
月
拾
騨
日
　
木
曜
日
　
同
上

　
　
　
　
庚
寅
日
記

学
院
よ
り
帰
宅
す
れ
ば
中
村
氏
来
ら
れ
た
り
、
彼
の
書
物
の
事
を
話
し
た

る
に
節
付
け
を
し
て
は
ど
う
か
と
云
ふ
説
あ
り
た
り
、
余
も
至
極
面
白
か

ら
ん
と
思
ひ
た
り
、
晩
方
弥
昇
来
り
ぬ
、
但
し
姉
は
前
よ
り
来
り
居
り
ぬ

夜
に
入
り
三
人
に
て
悪
阻
に
行
く
、
最
初
の
「
三
拾
三
問
堂
棟
木
由
来
、

平
太
郎
住
家
之
段
」
回
れ
は
可
成
　
然
し
木
遣
り
わ
恰
度
、
米
山
甚
句
の

様
な
所
あ
り
た
り
　
次
は
奈
良
梅
の
「
箱
根
霊
験
壁
仇
討
、
三
人
上
口
之

段
」
随
分
の
不
出
来
今
少
し
抑
揚
あ
ら
ば
と
思
ひ
た
．
り
、
次
は
稲
桝
の

「
金
比
羅
利
生
記
、
百
度
平
住
家
之
段
」
中
々
の
上
出
来
な
り
、
取
分

「
七
度
契
」
云
々
、
及
び
「
西
も
東
も
知
ら
ぬ
道
」
等
は
実
に
嘆
服
の
至

り
な
り
、
大
切
り
わ
錦
の
「
女
景
清
八
嶋
日
記
、
日
向
島
之
段
」
之
れ
は

鯨
り
感
服
せ
ず
　
帰
宅
後
心
理
学
を
読
む
　
中
村
氏
泊
ら
れ
た
り

＋
二
月
拾
一
百
金
曜
日
朝
来
曇
　
　
　
　
　
　
　
　
2
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朝
中
村
氏
と
談
話
せ
し
か
ぽ
時
間
が
少
々
後
れ
し
が
故
に
車
に
て
三
田
迄

来
り
そ
れ
よ
り
学
院
に
出
づ
、
帰
途
比
佐
氏
を
訪
ふ
　
帰
宅
後
、
夜
に
入

り
襲
撃
に
行
く
、
最
初
小
竹
の
「
三
日
大
平
記
、
嘉
平
次
住
家
之
段
」
之

れ
は
善
き
出
来
な
り
き
　
次
は
奈
良
梅
の
「
生
写
朝
顔
日
記
、
浜
松
之

段
」
先
づ
可
成
、
次
は
錦
の
「
奥
州
安
達
原
、
袖
萩
祭
文
之
段
」
選
り
感

服
せ
ず
大
切
、
稲
桝
の
「
日
蓮
上
人
御
法
海
、
勘
作
住
家
之
段
」
は
非

常
に
能
く
出
来
た
り
　
勘
作
の
言
葉
と
お
伝
の
愁
嘆
わ
勝
れ
た
る
出
来
な

り
　
余
は
思
わ
ず
も
涙
下
れ
り

十
二
月
拾
三
日
　
土
曜
日
　
朝
来
薄
曇
午
後
雨

三
日
朝
野
崎
罠
を
訪
ひ
書
物
の
事
を
委
頼
し
昼
食
後
の
御
馳
走
に
相
成
り

帰
宅
す
　
壱
時
過
よ
り
家
を
出
で
浜
町
に
行
き
「
軍
法
冨
士
見
西
行
」
「
管



庚
寅
日
記

原
」
の
二
書
を
買
求
む
、
帰
途
国
会
新
聞
社
に
行
き
野
崎
氏
に
「
管
原
」

を
渡
す
事
を
頼
む
、
帰
宅
後
「
天
文
」
を
読
む
　
夜
に
入
り
鶴
仙
に
行
く
、

最
初
稲
桝
の
「
生
写
朝
顔
日
記
、
宿
屋
之
段
」
非
常
に
能
く
出
来
た
り

「
元
私
わ
中
国
生
れ
」
以
下
の
佐
和
理
わ
妙
々
と
や
云
は
ん
、
次
は
彼
の
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「
領
布
振
る
山
」
わ
中
々
旨
か
り
き
、
切
わ
錦
の
「
摂
州
合
法
辻
、
合
法

内
之
段
」
始
め
方
を
少
々
聞
き
て
帰
宅
せ
り

十
二
月
拾
四
日
　
日
曜
日
　
朝
来
薄
曇
時
々
雨

忌
日
午
前
野
崎
氏
を
訪
ひ
、
根
岸
へ
の
車
代
を
渡
す
　
拾
時
立
家
を
出
で

本
郷
に
行
く
　
松
永
氏
を
訪
ひ
て
昼
食
を
饗
せ
ら
る
　
午
後
二
時
頃
小
石

川
表
町
の
中
村
氏
を
訪
ふ
、
留
守
な
り
け
れ
ぽ
暫
時
待
ち
居
り
た
る
に
帰

宅
せ
ら
れ
た
り
　
種
々
談
話
し
晩
食
を
饗
せ
ら
れ
て
帰
宅
す
　
同
家
に
て

佐
伯
晟
に
逢
ふ

十
二
月
拾
五
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴

此
日
天
文
の
試
験
を
の
ぼ
す
事
を
教
師
に
談
判
す
、
経
済
の
試
験
を
明
日

な
す
由
を
言
わ
れ
た
り
　
帰
宅
後
下
読
み
に
忙
し

十
二
月
拾
六
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇

虚
日
数
学
の
試
験
を
な
す
由
を
云
は
れ
三
題
出
た
り
し
が
余
わ
皆
出
来
た

る
積
り
な
り
、
午
後
経
済
は
皆
出
来
た
り
、
帰
宅
後
下
読
み
を
な
し
、
且

聖
書
を
読
み
拾
二
時
頃
迄
起
き
て
居
り
た
り
、
穿
れ
は
明
日
聖
書
の
試
験

あ
る
が
故
な
り

十
二
月
拾
七
日
　
水
曜
日
　
朝
来
黒

垂
聖
書
の
試
験
あ
り
し
が
大
き
に
閉
口
の
至
り
な
り
き
　
然
し
歌
う
か
此

う
か
怪
盗
か
し
た
り
、
帰
宅
後
明
日
の
試
験
の
準
備
を
な
す
、
前
日
に
懲

り
て
、
本
に
「
あ
な
り
し
す
」
を
書
ひ
て
置
き
た
り

十
二
月
拾
八
日
　
木
曜
日
　
朝
来
晴

此
日
聖
書
の
試
験
に
は
書
よ
り
「
解
分
」
を
写
し
取
り
て
山
面
か
し
た
り
、

数
学
の
試
験
わ
一
つ
も
出
来
ず
大
き
に
閉
口
し
た
り
　
天
文
と
歴
史
は
何

う
か
こ
う
か
切
り
抜
け
た
り
　
帰
宅
後
心
理
学
及
び
論
理
学
を
読
む
、
七

時
過
三
三
に
行
く
、
奈
良
梅
の
「
彦
山
権
現
誓
助
劔
六
合
村
六
助
住
家
之

段
」
回
り
感
服
も
出
来
ず
　
次
は
小
竹
の
「
伽
羅
先
代
萩
、
御
殿
之
段
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

今
少
し
工
夫
あ
れ
　
あ
ん
ま
り
ひ
ね
っ
て
こ
ん
に
ゃ
く
の
如
き
所
あ
り
た

り
　
切
わ
稲
桝
の
「
義
経
腰
越
状
、
泉
三
郎
館
之
段
」
先
づ
可
成
の
出
来

な
る
面
し
　
姉
来
れ
り

十
二
月
拾
九
日
　
金
曜
日
　
朝
来
晴
　
朝
氏
家
と
云
ふ
人
の
所
へ
行
く

此
日
朝
八
時
よ
り
試
験
を
受
け
心
理
、
論
理
、
聖
書
の
三
の
試
験
を
受
け
　
2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

大
き
に
弱
り
た
り
、
そ
れ
も
拾
一
時
迄
に
胡
摩
か
し
て
比
佐
氏
を
訪
ひ
本

の
事
に
付
き
少
々
談
話
し
拾
二
時
過
帰
宅
す
、
野
崎
の
伯
母
、
高
屋
、
弥

昇
等
来
れ
り
　
午
後
四
時
過
宮
松
に
行
く
、
最
初
は
越
尾
の
「
忠
臣
蔵
、

勘
平
切
腹
の
段
」
先
づ
可
成
　
次
は
村
太
夫
の
「
鎌
倉
三
代
記
、
三
浦
別

の
段
」
先
づ
無
難
、
然
し
今
少
し
調
子
に
変
化
あ
ら
ぽ
と
存
ず
る
　
次
佐

野
の
「
八
百
屋
の
献
立
、
八
百
屋
之
段
」
相
変
ら
ず
旨
し
、
実
に
其
の
熱

心
わ
以
て
聴
衆
を
動
か
す
に
足
る
i
未
来
多
望
の
士
な
り
　
余
わ
数
年

の
後
名
人
の
資
格
を
氏
に
於
て
見
出
す
を
喜
ぶ
者
な
り
　
次
は
路
太
夫
の

「
恋
女
房
染
分
手
綱
、
重
の
井
子
別
の
段
」
黙
れ
は
中
々
さ
び
あ
れ
ど
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

り
感
服
わ
せ
ざ
り
し
　
扱
大
切
わ
竹
本
越
路
、
豊
沢
広
助
「
摂
州
合
法
辻
、

　
　
マ
ご

合
法
内
之
段
」
先
づ
「
深
々
た
る
夜
の
道
」
よ
り
歌
ひ
出
し
て
尾
に
至
る



ま
で
一
点
の
だ
れ
気
味
な
く
、
或
は
峯
の
松
風
か
と
疑
わ
れ
或
は
溝
濃
た

る
小
流
の
岩
に
激
す
る
か
と
思
わ
る
れ
ぽ
忽
焉
千
草
に
す
だ
く
虫
の
音

な
る
か
と
疑
わ
れ
、
又
時
と
し
て
遠
雷
の
臨
く
近
づ
く
が
如
き
思
あ
り
、

実
に
聴
く
者
を
し
て
思
は
ず
涙
下
ら
し
む
、
試
技
神
に
入
り
微
に
入
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

云
ふ
可
し
、
殊
に
「
聞
く
子
や
妻
は
内
と
外
、
顔
と
く
は
隔
つ
れ
ど
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

と
云
ひ
「
云
ふ
て
も
親
子
の
道
を
立
て
難
面
返
事
堅
い
程
猶
い
や
ま
さ
る

恋
の
淵
、
い
っ
そ
沈
ま
ば
何
処
迄
も
つ
跡
を
慕
ふ
て
歩
徒
足
、
あ
し
の
浦

々
難
波
潟
、
身
を
尽
し
た
る
心
根
を
不
便
と
思
ふ
て
共
々
に
」
と
云
ふ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

至
り
て
は
只
流
麗
と
や
云
わ
ん
艶
富
と
や
云
は
ん
猶
彼
の
「
南
無
阿
弥
陀

へ仏
」
に
至
り
て
此
程
猶
一
層
深
き
を
加
へ
た
り
、
九
時
頃
帰
途
に
就
き
鶴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

仙
に
行
き
弥
昇
に
「
合
法
」
の
本
を
借
る
、
拾
時
過
姉
帰
来
れ
り

十
二
月
二
十
日
　
土
曜
日
　
朝
来
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ご

此
面
午
前
野
崎
氏
を
訪
ひ
、
「
二
拾
四
孝
」
と
「
管
原
」
わ
三
昧
の
手
へ
渡

し
た
る
由
を
言
わ
れ
た
り
、
拾
二
時
過
氏
と
共
に
帰
宅
す
、
氏
に
は
中
村

氏
来
り
居
ら
れ
た
り
、
氏
わ
声
曲
類
纂
を
駕
し
て
く
れ
た
り
　
種
々
談
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

し
晩
方
二
人
に
て
「
合
法
」
を
読
む
　
弥
昇
来
れ
り
、
晩
方
中
村
氏
去
る

夜
に
入
り
髪
を
か
り
鶴
仙
に
行
く
　
最
初
弥
舜
の
「
明
烏
夢
泡
雪
、
山
名

屋
之
段
」
群
れ
は
先
つ
く
…
…
　
次
は
奈
良
梅
の
「
妻
重
奏
鮫
錆
、
鰻

谷
之
段
」
之
れ
も
感
服
わ
致
さ
ず
　
次
は
小
竹
の
「
鎌
倉
三
代
記
、
三
浦

別
の
段
」
中
々
減
し
　
次
は
稲
田
の
「
八
二
守
護
城
、
正
清
本
城
之
段
」

之
れ
は
能
く
出
来
た
れ
ど
時
々
云
ひ
間
違
の
あ
り
し
わ
残
念
な
り
き
　
錦

の
「
志
渡
寺
」
わ
六
に
聴
か
ず
帰
宅
せ
り

十
二
月
二
十
幽
日
　
日
曜
日
　
朝
来
晴

庚
寅
日
記

朝
豊
川
を
訪
ふ
、
豊
川
に
逢
ひ
、
中
村
氏
の
事
を
話
し
家
父
の
事
に
付
き

少
々
談
話
す
、
早
川
を
訪
ひ
芋
の
馴
走
に
相
成
り
、
午
後
二
時
頃
中
村
氏

を
訪
ふ
、
種
々
談
話
し
晩
食
を
饗
せ
ら
れ
、
七
時
前
相
伴
ふ
て
若
竹
に
行

く
　
最
初
小
憩
の
「
天
網
叢
時
雨
炬
燵
、
紙
治
内
之
段
」
中
々
旨
か
り
し

次
は
駒
之
助
の
「
御
所
桜
堀
川
夜
討
、
弁
慶
上
使
之
段
」
詰
れ
も
可
成
な

り
　
然
し
能
く
も
呂
華
に
似
た
る
物
か
な
と
思
ひ
ぬ
、
次
は
小
三
音
女

の
「
大
平
記
忠
臣
講
釈
、
重
太
郎
出
立
之
段
」
滞
れ
は
中
々
上
品
に
出
来

た
り
、
然
し
あ
ん
ま
り
気
取
る
の
は
止
め
た
ら
能
か
ら
ん
　
次
は
藤
之
助

鶴
加
津
の
「
絵
本
大
功
記
、
十
段
目
尼
ケ
崎
之
段
」
先
づ
例
の
如
く
「
入

り
に
け
り
　
残
る
蕾
の
花
一
つ
」
よ
り
歌
い
出
し
総
体
艶
た
っ
ぷ
り
に
て

語
ら
れ
し
か
ば
破
る
ぽ
か
り
の
喝
采
な
り
き
、
殊
に
「
胸
は
八
千
代
の
玉

椿
」
以
下
「
主
を
殺
せ
し
天
罰
」
以
下
操
の
口
説
等
は
勝
れ
た
る
出
来
な
　
2
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

ら
ん
と
存
ず
る
　
此
れ
に
て
中
村
氏
方
に
一
泊
す
　
し
き
り
に
話
し
を
な

し
て
拾
二
時
過
就
眠

十
二
月
二
十
二
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴

此
日
中
村
氏
と
共
に
豊
川
に
行
く
に
同
人
は
留
守
な
り
き
、
そ
れ
よ
り
中

村
氏
と
別
れ
福
島
を
訪
ひ
昼
食
及
び
晩
食
を
饗
せ
ら
れ
旭
町
迄
行
き
、
そ

れ
よ
り
立
戻
り
て
若
竹
に
行
く
　
前
日
に
劣
ら
ぬ
入
り
な
り
き
最
初
わ
子

染
の
「
加
賀
見
山
旧
錦
絵
、
鳥
居
又
助
内
之
段
」
　
先
づ
無
難
？
　
次
は

小
政
の
「
同
上
、
尾
上
部
屋
之
段
」
此
れ
は
中
々
旨
か
り
し
　
次
は
駒
之

助
の
「
恋
娘
黒
八
丈
、
鈴
ケ
森
之
段
」
曇
れ
は
相
変
ら
ず
鑑
査
に
語
ら
れ

た
り
、
稲
桝
の
呂
華
と
を
一
所
に
し
た
様
な
工
合
な
り
き
　
次
は
小
緑
の

「
玉
藻
前
磯
回
、
道
春
館
之
段
」
中
々
能
く
出
来
た
り
、
就
中
初
花
と



　
　
　
　
庚
三
目
記

三
姫
と
互
に
死
を
争
ふ
所
は
一
層
目
立
ち
て
感
服
せ
り
　
然
し
「
焼
野
の

三
子
」
云
々
わ
今
少
し
と
思
ひ
侍
り
し
　
扱
大
切
わ
竹
本
上
之
助
の
「
生

写
朝
顔
目
配
、
宿
屋
之
段
」
零
れ
は
中
々
能
く
し
て
の
け
ら
れ
た
り
　
旨

い
所
は
「
露
の
ひ
ぬ
間
」
其
少
し
前
及
び
「
元
私
わ
」
以
下
の
佐
和
理
の
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ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
む
　
　
む
　
む
　
む

中
に
「
恋
し
く
に
目
を
泣
き
潰
し
物
の
黒
白
も
水
鳥
の
陸
に
さ
ま
よ
ふ

　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む

心
地
し
て
」
「
二
布
振
山
」
等
な
り
き
　
車
に
て
帰
宅
す

十
二
月
二
十
三
日
　
火
曜
目
　
朝
来
晴

此
日
午
前
麻
布
に
行
き
た
る
に
高
崎
氏
わ
「
り
う
ま
ち
す
」
で
寝
て
居
ら

れ
た
り
、
本
の
事
を
種
々
談
話
し
原
稿
紙
を
受
取
り
て
帰
宅
す
、
江
橋
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

三
時
頃
来
り
て
同
人
に
「
管
原
」
の
単
二
を
委
頼
す
、
夜
に
入
り
鶴
仙
に

行
く
　
最
初
わ
弥
昇
次
は
奈
良
梅
の
「
恋
女
房
染
分
手
綱
、
重
の
井
子
別

の
段
」
中
々
感
服
は
出
来
不
図
候
次
に
小
竹
の
「
金
比
羅
利
生
記
、
百
度

平
住
家
之
段
」
細
れ
は
中
々
苦
き
方
と
わ
言
え
ず
　
然
し
ち
っ
と
は
旨
し

錦
の
「
薫
木
累
物
語
、
土
橋
之
段
」
之
れ
も
感
服
せ
ず
　
中
村
氏
わ
曰
く

　
　
　
　
　
　
　
ム
ム
　

あ
れ
で
も
浄
瑠
理
か
と
　
大
切
稲
桝
の
「
彦
山
権
現
誓
助
劔
、
六
助
住
家

之
段
」
中
々
善
く
出
来
た
り
と
存
ず
る
な
り
、
銀
座
通
を
歩
き
て
帰
宅
す

＊
中
に
て
中
村
佐
伯
両
氏
に
会
す

十
二
月
二
十
四
日
　
水
曜
日
　
朝
来
曇
午
後
は
雨

此
日
朝
寝
過
し
に
け
り
、
午
前
よ
り
「
猿
丸
太
夫
」
及
び
「
千
本
桜
」
を

読
み
終
れ
り

十
二
月
二
十
五
目
　
木
曜
日
　
朝
来
晴
風
あ
り
寒
し

三
日
朝
六
時
半
寝
起
七
時
過
車
に
て
水
道
端
迄
来
り
、
そ
れ
よ
り
表
町
の

中
村
氏
を
訪
ふ
　
氏
と
共
に
豊
川
を
訪
ふ
、
丁
度
出
掛
け
な
り
し
に
因
り

銀
行
に
行
く
事
に
し
時
計
を
受
取
り
、
本
郷
の
家
に
行
き
一
円
貰
ひ
、
そ

れ
に
て
時
計
の
直
し
代
を
す
ま
す
、
拾
壱
時
過
銀
行
に
行
き
少
時
待
ち
て

豊
川
に
逢
ひ
、
中
村
氏
に
書
生
に
来
ら
ぬ
か
と
云
ふ
話
あ
り
、
氏
も
承
諾

の
傾
な
り
き
、
同
所
を
出
で
外
神
田
に
て
昼
食
し
、
車
に
て
書
籍
館
に
行

く
、
休
み
な
り
、
そ
れ
よ
り
徒
歩
表
町
に
行
く
、
道
に
て
岡
野
の
菓
子
を

買
ふ
、
本
屋
に
て
「
文
学
全
書
九
篇
」
及
び
「
好
色
五
人
女
」
を
取
り
て

表
町
に
着
す
　
中
村
氏
風
心
地
に
て
大
分
苦
し
そ
う
な
り
け
れ
ば
、
四
時

頃
同
家
を
辞
し
車
に
て
帰
宅
す

十
二
月
二
十
六
日
　
金
曜
日
　
朝
来
曇

三
日
「
大
内
裏
大
友
真
鳥
」
を
読
む
　
弥
舜
来
れ
り

十
二
月
二
十
七
日
　
土
曜
日
　
朝
来
曇

此
旧
都
の
花
五
拾
二
、
三
両
号
を
読
み
夜
に
入
り
「
軍
法
冨
士
見
西
行
」
　
2
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

を
読
み
終
れ
り
　
高
屋
氏
来
ら
れ
た
り
　
弥
昇
も
来
れ
り
　
但
し
笹
飴
わ

当
夜
を
本
年
の
最
終
興
業
と
す

十
二
月
二
十
八
日
　
日
曜
日
　
朝
来
曇

此
日
午
前
よ
り
「
大
平
記
忠
臣
講
釈
」
を
読
む
、
高
屋
の
子
息
来
れ
り

三
時
前
家
を
出
で
中
村
氏
を
訪
ふ
　
同
氏
わ
先
日
来
苦
さ
を
加
へ
た
る
由

を
言
わ
れ
た
り
　
晩
食
の
御
馳
走
に
相
成
り
松
永
氏
を
も
訪
ひ
、
雨
を
冒

し
て
車
に
て
帰
宅
す
、
家
に
は
姉
来
り
居
り
ぬ
　
中
郷
も
追
々
困
難
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
け

合
な
る
に
因
り
余
の
学
資
わ
豊
川
に
て
借
用
す
る
分
に
せ
よ
と
の
話
あ
り

直
ち
に
帰
去
れ
り
　
金
三
円
貰
い
受
く

十
二
月
二
十
九
日
　
月
曜
日
　
朝
来
晴

此
日
朝
豊
川
に
行
き
　
同
人
に
学
資
の
事
を
話
す
　
快
く
承
諾
し
て
く
れ



た
り
　
午
前
本
郷
に
行
き
親
父
に
逢
ひ
鯛
を
貰
ひ
て
日
吉
町
に
帰
り
荷
物

を
並
め
て
居
る
中
に
弥
昇
来
れ
り
、
壱
円
貰
い
て
四
時
前
豊
川
に
来
れ
り

六
時
過
洗
濯
屋
に
行
き
本
郷
に
行
く
に
留
守
の
様
子
な
り
し
が
故
に
去
っ

て
真
砂
町
に
て
下
駄
を
買
ひ
、
福
島
氏
を
訪
ひ
少
時
談
話
の
末
八
時
頃
勧

工
場
に
行
き
、
股
引
及
び
状
袋
を
買
ひ
出
来
り
た
る
に
福
島
氏
は
犬
に
噛

ま
れ
し
か
ぽ
．
医
者
を
呼
び
来
り
て
治
療
を
加
え
ぬ
　
拾
壱
時
頃
同
家
を
辞

し
豊
川
に
来
り
拾
二
時
頃
就
眠

十
二
月
三
拾
日
　
火
曜
日
　
朝
来
曇
時
々
雨

此
日
朝
お
答
え
の
手
紙
及
び
学
資
の
予
算
を
書
く
、
そ
れ
よ
り
草
藁
へ
の

手
紙
を
も
認
む
　
垣
内
氏
に
逢
ふ
、
拾
時
過
豊
川
は
出
行
け
り
、
そ
れ
よ

り
余
は
此
の
日
記
の
内
去
月
二
十
三
日
よ
り
書
き
始
め
当
月
二
日
頃
迄
書

き
そ
れ
よ
り
外
出
し
、
車
に
て
新
小
早
町
迄
行
き
小
泉
氏
を
訪
ひ
妻
君
に

逢
ひ
珈
好
機
を
遺
り
た
り
　
去
っ
て
中
村
氏
を
訪
ふ
　
密
柑
を
贈
る
　
氏

は
大
き
に
快
き
由
な
り
　
氏
を
辞
し
福
島
氏
を
訪
ひ
た
る
に
氏
も
大
き
に

快
き
方
な
り
　
本
郷
に
行
く
に
家
に
は
葛
目
の
伯
母
来
り
居
り
た
り
、
本

屋
に
て
日
本
人
、
新
著
百
種
号
外
及
び
、
衛
生
療
病
志
の
諸
書
を
求
め
四

卦
紙
二
百
枚
を
買
ひ
、
横
浜
に
郵
便
を
出
す
、
五
時
前
豊
川
に
帰
着
す

晩
食
後
払
の
日
記
を
今
日
迄
書
く
　
随
分
日
柄
も
立
ち
た
る
が
故
に
忘
れ

し
も
あ
り
事
実
を
誤
り
し
も
あ
り
、
さ
る
か
ら
に
、
事
の
前
後
し
た
る
等

は
間
々
多
か
ら
ん
と
信
ず
る
な
り
此
日
拾
壱
時
半
就
眠

十
二
月
三
拾
四
日
　
水
曜
日

此
日
朝
七
時
過
寝
起
、
八
時
過
矢
野
氏
よ
り
金
を
預
る
、
朝
食
後
新
著
百

種
、
号
外
（
紅
葉
著
新
桃
花
扇
及
び
巴
波
川
）
を
読
み
終
る
　
結
構
簡
単

庚
寅
日
記

に
し
て
行
文
益
々
流
暢
に
な
り
た
り
、
然
し
巴
波
川
の
お
蔦
の
書
置
中
に

「
一
度
男
に
肌
触
画
像
者
一
時
に
病
填
り
て
」
云
々
と
あ
る
わ
前
に
此
女

の
経
験
が
あ
る
様
な
り
、
然
し
著
者
も
其
通
り
に
て
書
か
れ
た
る
と
あ
ら

ば
是
非
な
け
れ
ど
、
そ
れ
に
し
て
も
猶
面
白
か
ら
ぬ
考
な
ら
ん
と
存
ず
る
、

さ
わ
云
ふ
者
の
筆
力
周
到
、
写
す
所
、
真
に
近
し
　
氏
は
世
間
平
凡
の
事

を
脱
化
し
て
以
て
一
部
を
な
す
、
之
れ
蓋
し
氏
の
明
治
の
西
鶴
た
る
所
以

か
、
余
わ
只
文
章
わ
知
ら
ず
、
其
着
想
に
至
り
て
は
氏
の
西
鶴
に
勝
る
点

多
々
な
る
を
認
む
る
者
な
り
午
前
よ
り
諸
所
の
払
を
な
す
、
五
時
過
矢

野
氏
に
金
を
引
渡
し
晩
食
し
六
時
亀
岡
町
を
出
で
、
萬
世
橋
よ
り
鉄
道
馬

車
に
て
京
橋
迄
来
る
　
さ
す
が
歳
爾
今
日
一
日
と
押
詰
り
た
る
故
、
諸
所

賑
ひ
甚
し
日
本
橋
近
傍
は
道
傍
に
露
店
の
小
屋
掛
様
の
者
を
多
く
見
受
け

た
り
、
銀
座
通
り
も
相
応
に
賑
ひ
ぬ
、
日
吉
町
に
帰
着
す
れ
ば
武
藤
氏
及
　
2
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

び
弥
昇
来
り
居
り
て
浄
瑠
璃
を
語
り
居
り
た
り
　
同
人
は
「
恋
娘
昔
八
丈

鈴
ケ
森
」
を
語
り
、
「
先
代
萩
」
「
朝
顔
日
記
宿
屋
」
の
佐
和
理
を
語
れ

り
　
姉
よ
り
四
拾
銭
貰
ひ
、
他
に
三
拾
銭
中
村
氏
へ
の
贈
り
物
代
と
し
て

受
取
る
　
九
時
過
武
藤
去
り
次
い
で
姉
も
帰
る
、
替
蓋
も
九
時
半
過
に
帰

り
ぬ
、
余
わ
外
出
し
、
帽
子
、
手
巾
、
菓
子
を
買
ふ
、
拾
壱
時
過
親
爺
が

酔
ふ
て
詰
ら
ぬ
管
を
ま
き
て
大
閉
口
致
せ
り
、
鳴
管
、
月
去
り
月
来
り
、

明
治
二
十
三
年
は
今
日
を
以
て
終
れ
り
、
六
書
の
年
間
に
余
わ
如
何
な
る

事
を
成
し
遂
げ
し
や
を
思
ふ
に
余
わ
実
に
我
な
が
ら
荘
然
、
漠
然
、
一
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

捕
獲
す
る
所
な
き
に
ぞ
驚
き
ぬ
、
先
人
「
「
　
　
　
」
日
誌
を
作
り
て
、

嘆
じ
て
曰
く
思
ふ
事
半
だ
に
遂
げ
ず
と
、
鳴
呼
余
わ
、
猶
一
歩
を
進
め
て

日
は
ん
、
思
ひ
し
事
隅
一
も
遂
げ
ず
と
、
年
の
始
．
毎
に
余
わ
此
年
こ
そ
は



庚
寅
日
記

と
所
存
の
膀
を
堅
む
れ
ど
、
さ
て
其
年
に
成
る
と
中
々
左
様
に
は
行
か
ず
、

相
変
ら
ず
空
々
然
と
光
陰
を
消
費
す
る
わ
、
実
に
嘆
ず
可
き
の
至
り
な
ら

ず
や
、
然
れ
ど
も
余
わ
言
は
ん
、
又
来
ん
年
よ
り
わ
余
は
一
層
奮
進
す
べ

し
と
、
然
し
此
れ
も
当
に
わ
な
ら
ず
、
扱
此
の
年
の
三
余
の
一
身
上
に
起

り
た
る
所
の
事
件
内
重
な
る
物
次
の
如
し
、
三
月
半
頃
日
吉
町
に
居
を
定

め
た
る
と
博
覧
会
を
見
物
し
た
る
と
、
六
月
競
技
演
説
を
な
し
、
同
二
十

四
日
写
真
を
写
し
同
二
十
五
日
、
二
等
賞
金
五
円
を
得
た
る
と
、
九
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

は
弥
々
四
年
級
に
な
り
経
済
、
心
理
、
論
理
等
を
学
を
始
め
た
る
と
、
質

店
の
格
子
戸
潜
り
た
る
と
、
婿
引
出
の
返
却
の
便
を
頼
ま
れ
た
る
と
、
拾

二
月
三
十
日
、
豊
川
よ
り
学
資
を
借
る
事
に
し
た
る
と
、
中
村
啓
次
郎
氏

を
知
る
を
得
た
る
と
、
丸
本
を
少
々
読
み
た
る
と
、
日
本
文
学
全
書
、
同

歌
学
全
書
を
求
め
出
し
た
る
と
、
川
園
な
る
人
を
知
り
た
る
と
、
越
路
の

　
　
　
マ
マ
　

浄
三
障
を
聞
き
た
る
と
、
拾
一
月
十
四
日
同
盟
文
学
会
の
弁
士
と
し
て
英

語
演
説
を
な
し
た
る
と
、
夏
腸
胃
加
多
児
に
罹
り
た
る
と
、
義
太
夫
を
聞

き
し
事
の
非
常
多
く
な
り
し
事
わ
次
の
統
計
に
て
知
れ
、
先
づ
七
月
迄
わ

前
に
出
し
あ
れ
ば
…
…
八
月
、
三
三
へ
一
度
、
小
政
一
座
に
て
四
段
、
宮

松
へ
八
度
、
稲
三
三
玉
、
一
座
に
て
四
拾
一
段
、
小
州
亭
へ
三
度
、
稲
桝

東
玉
、
土
佐
栄
一
座
、
拾
一
段
、
計
五
拾
六
段
、
九
月
、
新
柳
へ
二
度
、

稲
三
三
政
一
座
十
四
段
、
鶴
仙
へ
二
度
、
三
之
助
小
住
、
一
座
、
十
段
、

琴
平
へ
三
度
、
小
政
一
座
、
拾
四
段
、
若
竹
へ
一
度
、
三
之
助
東
玉
一
座
、

三
段
、
計
四
拾
四
段
、
拾
月
．
鶴
仙
へ
七
度
、
住
之
助
稲
桝
一
座
、
三
拾

七
段
、
弓
長
へ
二
度
、
稲
桝
東
玉
小
住
一
座
、
拾
二
段
、
若
竹
へ
二
度
、

越
路
一
座
、
六
段
、
鶴
仙
へ
二
度
、
四
段
、
生
駒
太
夫
一
座
計
五
拾
九
段
、

拾
一
月
琴
平
へ
七
度
三
拾
五
段
、
稲
桝
東
玉
一
座
、
玉
の
井
へ
二
度
、
越

路
広
助
一
座
に
て
七
段
の
計
四
十
二
　
拾
二
月
、
鶴
仙
へ
十
一
度
、
四
拾

段
、
稲
桝
錦
一
座
、
宮
松
へ
一
度
、
越
路
一
座
五
段
、
若
竹
へ
二
度
、
三

之
助
小
緑
、
小
序
一
座
、
九
段
計
五
拾
四
段
、
外
に
本
日
弥
昇
に
壱
段
聴

く
、
合
計
二
百
五
拾
六
段
、
之
れ
を
壱
月
分
よ
り
通
算
す
る
時
は
四
百
五

拾
四
段
と
な
る
な
り
…
…
余
わ
拾
壱
月
頃
よ
り
院
本
集
を
発
免
せ
ん
と

　
マ
ビ

非
常
し
居
る
な
り
、
余
わ
此
の
年
一
友
を
失
ふ
と
共
に
一
友
を
得
た
り
、

即
ち
、
谷
内
岡
山
に
行
き
、
江
橋
山
形
よ
り
来
れ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

鳴
回
路
の
二
拾
三
年
わ
実
に
日
本
国
民
と
し
て
長
く
記
臆
す
べ
き
大
切
な

る
年
な
り
、
此
れ
に
於
て
我
第
一
期
国
会
開
け
詰
れ
よ
り
吾
人
は
立
憲
政

治
の
旅
に
上
れ
り
、
然
れ
ど
も
其
間
此
れ
に
伴
ふ
幾
多
の
□
聞
な
し
と
せ

ず
、
平
坦
わ
、
此
年
を
送
り
、
且
、
余
の
此
の
千
載
一
遇
の
盛
典
を
拝
す
　
2
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1

る
を
得
た
る
の
年
を
無
事
に
生
息
せ
し
を
喜
ぶ
者
な
り
、
明
治
二
拾
四
年

壱
月
朔
日
午
前
壱
時
二
拾
二
分
筆
を
搦
す



馬
場
孤
蝶
略
年
譜

明
治
　
二
（
一
八
六
九
）
　
1
歳

　
一
一
月
八
日
（
戸
籍
で
は
、
明
治
三
年
＝
月
九
日
）
高
知
市
金
子
橋

　
（
現
在
Y
高
知
市
升
形
九
番
地
）
に
生
る
。
本
名
は
勝
弥
。
父
は
土
佐

　
　
　
　
　
ラ
イ

　
藩
士
馬
場
来
迎
、
母
は
黒
子
。
兄
に
源
八
郎
黒
道
（
明
治
六
年
没
）
、

　
辰
猪
（
明
治
一
二
年
没
）
、
姉
駒
子
（
の
ち
東
京
の
面
諭
清
四
郎
に
嫁

　
す
。
草
郷
は
慶
応
義
塾
で
教
え
、
明
治
生
命
保
険
の
監
査
役
）
。
妾
腹

　
の
兄
妹
に
喜
久
衛
（
明
治
一
五
年
没
）
、
小
鶴
（
の
ち
東
京
の
医
師
黒

　
岩
徳
明
に
嫁
す
）
が
あ
る
。

明
治
凹
蘭
（
一
八
七
八
）
　
1
0
歳

　
五
月
、
父
母
に
伴
わ
れ
て
長
兄
源
八
郎
の
遺
子
安
子
と
と
も
に
上
京
、

　
姉
駒
子
の
婚
家
草
郷
家
に
落
ち
つ
く
。
身
体
弱
い
た
め
就
学
を
お
く
ら

　
す
。

明
治
＝
繭
（
一
八
七
九
）
　
n
歳

　
四
月
、
下
谷
茅
町
忍
ケ
岡
小
学
校
入
学
。

明
治
＝
二
（
一
八
八
○
）
　
1
2
歳

　
こ
の
年
、
年
上
の
姪
安
子
、
豊
川
良
平
（
の
ち
、
三
菱
銀
行
頭
取
）
に

　
嫁
す
。

明
治
國
七
（
一
八
八
四
）
　
1
6
歳

　
　
　
　
馬
場
孤
蝶
略
年
譜

　
こ
の
年
、
神
田
の
共
立
学
校
（
の
ち
開
成
中
学
）
に
入
学
。
同
級
生
に

　
平
田
青
木
、
桑
木
巌
暑
、
瀧
精
一
、
片
山
貞
次
郎
ら
が
お
る
。

明
治
隔
八
（
一
八
八
五
）
　
1
7
歳

　
＝
月
一
二
日
、
次
兄
辰
猪
、
爆
発
物
取
締
条
例
違
反
の
嫌
疑
で
、
大

　
石
正
巳
と
と
も
に
投
獄
さ
る
。

明
治
一
＝
（
一
八
八
八
）
　
2
0
歳

　
＝
月
一
日
、
辰
猪
、
米
国
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
て
死
去
。
享
年
三
　
2
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1

　
九
。

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
　
2
1
歳

　
一
月
、
共
立
学
校
を
退
学
し
、
明
治
学
院
普
通
学
部
第
二
学
年
に
編
入
。

　
同
級
生
に
島
崎
春
樹
（
藤
村
）
、
戸
川
明
三
（
露
骨
）
ら
が
お
る
。

明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
　
2
2
歳

　
い
つ
頃
よ
り
日
記
を
つ
け
始
め
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
明
治
学
院
在

　
学
中
か
ら
日
々
丹
念
に
日
記
を
溶
し
始
め
て
い
る
。

明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
　
2
3
歳

　
六
月
二
四
日
、
明
治
学
院
普
通
学
部
卒
業
。

　
八
月
、
相
州
酒
匂
の
松
濤
園
で
尾
崎
紅
葉
を
知
る
。

　
一
二
月
一
四
日
、
高
知
市
、
私
立
共
立
学
校
の
教
師
と
し
て
赴
任
。



　
　
　
　
馬
場
孤
蝶
略
年
譜

明
治
一
．
圏
五
（
一
八
九
二
）
　
2
4
歳

　
八
月
一
日
、
暑
中
休
暇
で
東
京
に
帰
る
。
眼
病
に
か
か
る
。

　
一
〇
月
、
駒
子
の
長
子
太
一
を
伴
い
高
知
に
攣
る
。

明
治
幽
、
＝
ハ
（
一
八
九
三
）
　
2
5
歳

　
二
月
、
藤
村
、
高
知
に
来
訪
。

　
春
、
得
月
縷
に
て
板
垣
退
助
歓
迎
の
辞
を
述
べ
る
。

　
八
月
、
共
立
学
校
を
辞
任
、
帰
京
す
。

　
九
丹
、
目
本
中
学
の
教
師
と
な
る
。
・
つ
い
で
、
築
地
の
福
音
教
会
牧
師

　
フ
ィ
ッ
シ
ャ
の
書
記
を
な
す
。

　
一
一
月
、
長
詩
「
酒
匂
川
」
を
「
文
学
界
」
に
発
表
。

　
一
二
月
、
評
論
「
想
海
漫
歩
」
を
「
文
学
界
」
に
発
表
。

明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
　
2
6
歳

　
一
、
月
、
小
説
「
片
羽
の
を
し
ど
り
」
を
「
文
学
界
」
に
発
表
。

　
二
月
一
二
日
、
樋
口
一
葉
を
知
る
。

　
三
月
よ
り
五
月
ま
で
、
さ
ら
に
八
月
、
「
流
水
日
記
」
を
「
文
学
界
」

　
に
発
表
。

　
九
月
、
詩
「
破
三
味
線
」
を
「
文
学
界
」
に
発
表
。

　
九
月
よ
り
十
二
月
ま
で
小
説
「
み
を
つ
く
し
」
を
「
文
学
界
」
に
連
載
。

　
一
一
月
、
詩
「
孤
雁
」
を
「
文
学
界
」
に
発
表
。

明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
　
2
7
歳

　
一
月
、
「
か
れ
野
」
を
「
文
学
界
」
に
発
表
。

　
三
月
、
詩
「
す
り
ご
ろ
も
一
別
れ
路
」
を
「
文
学
界
」
に
発
表
。

　
六
月
、
翻
訳
「
か
た
み
の
絵
姿
」
を
「
文
学
界
」
に
発
表
。

　
七
月
、
随
筆
「
我
お
も
し
ろ
の
記
」
を
「
文
学
界
」
に
発
表
。

　
八
月
、
随
筆
「
蝶
を
葬
む
る
の
記
」
を
「
文
学
界
」
に
発
表
。

　
八
月
、
杉
浦
重
剛
の
推
薦
で
、
滋
賀
県
彦
根
中
学
に
赴
任
。

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
　
2
8
歳

　
一
月
、
随
筆
「
柴
刈
る
童
」
を
「
文
学
界
」
に
発
表
。

　
八
月
」
翻
訳
「
荒
磯
」
（
バ
ル
ザ
ッ
ク
原
作
）
を
「
太
陽
」
に
発
表
、

　
は
じ
め
て
原
稿
料
を
う
る
。

　
一
一
月
、
樋
口
一
葉
の
病
床
を
見
舞
う
。

明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
　
2
9
歳

　
一
月
、
彦
根
中
学
を
辞
任
、
帰
京
す
。

　
二
月
、
浦
和
中
学
に
赴
任
。

　
一
一
月
、
日
本
銀
行
文
書
課
に
勤
務
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
8
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こ
の
年
、
森
川
町
の
藤
村
の
下
宿
で
斉
藤
緑
雨
を
知
る
。

明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
　
3
0
歳

　
一
月
、
小
説
「
雪
の
朝
」
、
詩
「
み
ち
し
ぼ
」
、
「
．
「
冠
雪
の
け
ぶ
り
」
を

・
「
文
学
界
」
終
刊
号
に
発
表
。

　
八
月
、
小
説
「
雪
の
あ
し
た
」
を
「
文
芸
倶
楽
部
」
に
発
表
。

　
こ
の
年
、
森
川
町
の
緑
雨
の
下
宿
で
、
田
岡
嶺
雲
、
久
津
見
厭
村
、
幸

　
徳
秋
水
ら
を
知
る
。

明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
　
3
1
歳

　
春
、
高
知
県
人
上
村
氏
の
長
女
源
子
と
結
婚
。

　
六
月
、
「
野
路
の
花
」
を
「
読
売
新
聞
」
に
発
表
。

　
九
月
、
翻
訳
「
心
の
隈
」
（
バ
ル
ザ
ッ
ク
原
作
）
を
「
文
芸
倶
楽
部
」



　
に
発
表
。

明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
　
3
2
歳
．

　
七
月
、
長
女
照
子
生
る
。

　
一
〇
月
、
小
説
「
書
す
が
た
」
を
「
文
芸
倶
楽
部
」
に
発
表
。

明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
　
3
3
歳

　
一
〇
月
、
美
文
「
湖
畔
の
秋
」
を
「
明
星
」
に
発
表
。

　
一
一
月
、
美
文
「
秋
の
ゆ
ふ
べ
」
を
「
明
星
」
に
発
表
。

　
一
一
月
、
短
詩
「
湖
山
秋
風
」
を
「
明
星
」
に
発
表
。

　
＝
一
月
、
美
文
「
「
浦
光
轡
影
」
を
「
明
星
」
に
発
表
。

明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
　
3
4
歳

　
一
月
か
ら
五
月
ま
で
、
紀
行
文
「
浦
分
衣
」
を
「
明
星
」
に
連
載
。

　
五
月
、
翻
訳
「
楽
人
の
ね
た
み
」
（
ド
ー
デ
ー
原
作
）
を
「
文
芸
界
」

　
に
発
表
。

　
六
月
、
翻
訳
「
夏
の
夜
」
（
ド
ー
デ
ー
原
作
）
を
「
明
星
」
と
「
白
百

　
合
」
に
発
表
。

　
七
月
、
次
女
晴
子
生
る
。

　
七
月
、
蒲
原
有
明
の
推
薦
で
文
集
『
野
守
草
』
（
新
声
社
）
刊
行
。

　
八
月
、
詩
「
友
を
悼
む
の
歌
」
を
「
明
星
」
に
発
表
。

　
九
月
、
翻
訳
「
秋
の
一
夜
」
（
ゴ
ル
キ
イ
原
作
）
を
「
明
星
」
に
発
表
。

　
九
月
、
「
常
久
の
う
ら
み
」
（
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
原
作
）
を
「
新
声
」
に
発

表
。

　
一
二
月
、
父
三
八
没
す
6
享
年
八
○
。

　
一
二
月
、
美
文
「
寝
覚
の
記
」
を
「
明
星
」
に
発
表
。

　
　
　
　
馬
場
孤
蝶
略
・
年
譜
「

　
こ
の
年
、
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫
妻
と
親
交
を
深
む
。

明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
　
3
5
歳

　
一
月
、
翻
訳
「
鐘
の
音
」
（
モ
ー
パ
ヅ
サ
ン
．
原
作
）
を
「
新
声
」
に
、

　
翻
…
訳
「
苦
闘
録
」
（
．
バ
ル
ザ
ッ
ク
原
作
）
を
「
明
星
」
に
発
表
。

　
二
月
、
美
文
「
浴
泉
日
記
」
を
「
明
星
」
に
発
表
。

　
三
月
、
「
書
腰
一
則
」
を
「
明
星
」
に
発
表
。

　
春
、
森
田
草
平
、
生
田
長
江
、
中
村
古
峡
、
栗
原
古
城
、
辻
村
鑑
ら
と

　
知
り
あ
い
、
草
平
宅
で
一
葉
会
を
催
す
。

　
四
月
、
美
文
「
冬
の
夜
」
を
「
明
星
」
に
発
表
。

　
六
月
、
翻
訳
「
月
の
夜
」
（
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
原
作
）
を
「
明
星
」
に
発

　
表
。

　
七
月
、
長
男
昂
太
郎
生
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
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十
月
、
緑
雨
の
推
薦
で
、
翻
訳
文
集
『
や
ど
り
木
』
（
弘
文
社
）
刊
行
。

明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
　
3
6
歳

　
一
月
、
美
文
「
磯
の
一
夜
」
を
「
「
明
星
」
に
発
表
。

　
四
月
、
斉
藤
緑
雨
没
す
。

　
五
月
、
談
話
「
故
斉
藤
緑
雨
君
」
を
「
明
星
」
に
の
す
。

　
七
月
、
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
の
共
同
詩
歌
文
集
『
毒
草
』
に
難
文
を
寄

　
す
。

明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
　
3
7
歳

　
一
月
、
翻
訳
「
心
の
通
路
」
（
．
バ
ル
ザ
ッ
ク
原
作
）
を
「
文
芸
界
」
に

　
発
表
。

　
二
月
、
「
万
朝
報
」
所
載
、
孤
蝶
選
の
新
体
詩
集
『
花
が
た
み
』
（
佐
久



　
　
　
　
馬
場
孤
蝶
略
年
譜

　
良
書
房
）
刊
行
。

　
三
月
、
詩
「
山
火
」
を
「
明
星
」
に
発
表
。

　
五
月
、
長
詩
「
う
き
く
さ
」
、
「
夜
半
の
街
」
を
「
明
星
」
に
発
表
。

　
五
月
、
文
集
「
連
掴
」
（
佐
久
良
書
房
）
刊
行
。

　
六
月
、
長
詩
「
夏
野
」
を
「
明
星
」
に
発
表
。

　
九
月
、
上
田
敏
、
与
謝
野
鉄
幹
ら
と
「
『
春
鳥
集
』
合
評
」
を
「
明
星
」

　
に
発
表
。

　
一
二
月
、
翻
訳
「
負
借
ご
（
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
原
作
）
を
「
明
星
」
に
発

　
表
。

　
こ
の
頃
、
安
成
貞
雄
、
吉
井
勇
、
石
川
啄
木
、
北
原
白
秋
ら
を
知
る
。

明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
　
3
8
歳

　
一
月
、
上
田
敏
、
森
田
草
平
、
生
田
長
江
ら
と
「
芸
苑
」
を
発
行
。

　
一
月
、
翻
訳
「
金
脳
の
人
」
（
ド
ー
デ
ー
原
作
）
を
「
明
星
」
に
発
表
。

　
一
月
よ
り
六
月
ま
で
、
翻
訳
「
六
号
室
」
（
チ
ェ
ホ
フ
原
作
）
を
「
芸

　
苑
」
に
連
載
。

　
三
月
、
「
翌
朝
報
」
所
載
、
孤
蝶
選
の
新
体
詩
集
『
春
駒
』
（
佐
久
良
書

　
房
）
刊
行
。

　
四
月
、
翻
訳
「
外
光
」
（
ゾ
ラ
原
作
）
を
「
明
星
」
に
発
表
。
続
い
て

　
五
・
六
・
一
一
月
に
の
る
。

　
八
月
か
ら
一
二
月
ま
で
、
翻
訳
「
わ
が
小
説
」
（
モ
ー
パ
ヅ
サ
ン
原
作
）

　
を
「
芸
苑
」
に
連
載
。

　
九
月
、
日
本
銀
行
を
辞
任
、
慶
応
義
塾
大
学
の
教
授
と
な
り
、
ヨ
ー
ロ

　
ッ
パ
文
学
を
講
ず
。

明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
　
3
9
歳

　
一
月
、
翻
訳
「
田
鼠
」
（
コ
ザ
ッ
ク
伝
説
）
を
「
明
星
」
に
発
表
。

　
一
月
、
平
田
禿
木
、
上
田
敏
ら
と
芸
苑
社
講
演
に
出
席
。

　
一
月
、
「
秀
才
文
壇
」
詩
欄
の
選
者
を
始
む
。

　
七
月
、
翻
訳
「
あ
だ
枕
」
（
ゴ
ル
キ
ー
原
作
）
を
「
太
陽
」
に
発
表
。

　
七
月
、
訳
文
集
『
泰
西
名
著
集
』
（
如
山
堂
）
刊
行
。

　
七
月
二
六
日
、
茅
野
三
々
、
増
田
雅
子
の
媒
酌
を
つ
と
め
る
。

　
九
月
、
「
藤
村
子
の
『
並
木
』
」
を
「
趣
味
」
に
発
表
。

　
秋
よ
り
、
文
学
講
話
会
を
開
催
、
ま
た
生
田
長
江
ら
と
閨
秀
文
学
会

　
（
成
美
女
学
校
）
を
催
す
。
平
塚
明
子
（
雷
鳥
）
、
青
山
（
山
川
）
菊

　
栄
、
三
千
歳
ら
来
会
。

明
治
四
闘
（
一
九
〇
八
）
　
4
0
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
一
月
差
り
六
月
ま
で
、
翻
訳
「
火
と
剣
」
（
シ
ェ
ン
キ
イ
ウ
ィ
ッ
ツ
梗

　
概
）
を
「
明
星
」
に
連
載
。

　
一
月
、
翻
訳
「
断
頭
台
」
（
ツ
ル
ゲ
ネ
フ
原
作
）
を
「
新
声
」
に
発
表
。

　
一
月
、
「
明
治
学
院
及
び
文
学
界
時
代
」
を
「
趣
味
」
に
発
表
。

　
四
月
、
東
京
日
日
新
聞
客
員
と
な
る
。
こ
の
頃
、
田
中
貢
太
郎
、
森
下

　
岩
太
郎
（
雨
村
）
ら
を
知
る
。

　
八
月
、
「
事
実
と
『
春
』
」
を
「
新
潮
」
に
発
表
。

　
九
月
、
翻
訳
「
小
児
の
心
」
（
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
）
を
「
明
星
」
に

　
発
表
。

　
一
二
月
、
翻
訳
「
処
女
地
」
（
ツ
ル
ゲ
ネ
7
、
梗
概
）
を
「
趣
味
」
に

　
発
表
。



　
一
二
月
九
日
～
一
〇
日
、
「
『
春
』
付
モ
デ
ル
問
題
」
を
「
国
民
新
聞
」

　
に
発
表
。

明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
　
4
1
歳

　
一
月
、
「
万
朝
報
」
詩
壇
選
者
を
辞
す
。

　
五
月
、
「
野
人
言
」
を
「
東
京
日
日
新
聞
」
に
連
載
。

　
六
月
、
「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
の
小
説
（
上
）
」
を
「
新
声
」
に
発
表
。

　
九
月
、
「
『
共
立
学
校
』
時
代
」
を
「
文
章
世
界
」
に
発
表
。

　
一
〇
月
、
「
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
と
紀
行
」
を
「
読
売
新
聞
」
に
連
載
。

明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
　
4
2
歳

　
一
月
、
「
中
沢
臨
川
君
」
を
「
趣
味
」
に
発
表
。

　
四
月
、
翻
訳
「
上
長
官
」
（
ブ
ウ
ル
ジ
ェ
原
作
）
を
「
太
陽
」
に
発
表
。

　
五
月
、
「
三
田
文
学
」
創
刊
、
創
刊
号
か
ら
八
月
ま
で
、
「
ブ
ウ
ル
・
ド
．

　
ス
イ
フ
」
を
連
載
〇

　
六
月
、
翻
訳
『
国
事
探
偵
』
（
ゴ
ル
キ
イ
原
作
）
（
昭
文
堂
）
刊
行
。

　
七
月
、
鴎
外
、
孤
蝶
ら
の
「
夏
目
漱
石
論
」
を
「
新
潮
」
に
発
表
。

　
八
月
、
泡
鳴
、
孤
蝶
ら
の
「
島
崎
藤
村
論
」
を
「
新
潮
」
に
発
表
。

　
九
月
、
翻
訳
「
親
殺
し
」
（
モ
ー
サ
ッ
パ
ン
原
作
）
を
「
新
潮
」
に
発

　
表
。

　
＝
月
、
翻
訳
「
上
繭
」
（
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
）
を
「
学
生
文

　
芸
」
に
発
表
。

　
こ
の
頃
、
安
成
貞
雄
、
阿
部
幹
三
と
と
も
に
荒
畑
寒
村
来
訪
。

明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
　
4
3
歳

　
一
月
、
小
説
「
こ
し
方
」
を
コ
ニ
田
文
学
」
に
発
表
。

　
　
　
　
馬
場
孤
蝶
略
年
譜

　
二
月
、
「
一
葉
女
史
に
断
て
」
を
「
智
仁
勇
」
に
発
表
。

　
五
月
よ
り
九
月
ま
で
、
「
屈
辱
」
を
「
三
田
文
学
」
に
連
載
。

　
＝
一
月
、
「
日
記
を
通
し
て
見
た
る
樋
口
一
葉
」
を
「
早
稲
田
文
学
」

　
に
発
表
。

　
＝
一
月
、
「
一
葉
の
作
物
と
周
囲
」
を
「
三
田
文
学
」
に
発
表
。

　
こ
の
年
よ
り
翌
年
に
か
け
、
博
文
館
の
一
葉
全
集
の
校
訂
を
す
る
。

明
治
四
五
・
大
正
　
元
（
一
九
＝
一
）
　
4
4
歳

　
六
月
よ
り
七
月
ま
で
、
「
樋
口
一
葉
の
手
紙
」
を
「
女
学
世
界
」
に
発

　
表
。

　
六
月
、
「
一
葉
全
集
の
末
に
」
を
『
一
葉
全
集
』
後
篇
に
発
表
。

　
八
月
か
ら
九
月
ま
で
、
翻
訳
「
闘
牛
」
（
シ
ェ
ン
キ
イ
ウ
ィ
ッ
ツ
原
作
）

　
を
「
三
田
文
学
」
に
発
表
。
　
　
，
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一
一
月
、
随
筆
「
地
下
へ
」
を
「
三
田
文
学
」
に
発
表
。

　
こ
の
年
、
「
戦
争
と
平
和
」
（
ト
ル
ス
ト
イ
原
作
）
の
翻
訳
に
着
手
す
。

大
正
　
一
一
（
一
九
＝
二
）
　
4
5
歳

　
一
月
、
「
夢
二
つ
」
を
「
黒
耀
」
に
発
表
。

　
一
月
四
日
、
第
一
回
近
代
思
想
社
集
会
に
出
席
。

　
二
月
一
五
日
、
青
鞘
三
三
一
回
講
演
会
で
講
演
。

　
三
月
、
青
符
合
研
究
会
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
に
つ
き
講
演
。

　
七
月
、
近
代
思
想
社
講
演
会
で
講
演
。

大
正
　
三
（
一
九
一
四
）
　
4
6
歳

　
三
月
、
『
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
傑
作
集
』
（
如
山
堂
）
刊
行
。

　
五
月
、
「
近
代
思
想
」
の
与
太
の
会
（
堺
利
彦
、
土
岐
二
野
、
大
杉
栄
、



　
　
　
　
馬
場
孤
蝶
略
年
譜

　
荒
畑
寒
村
ら
）
に
出
席
。

　
七
月
、
翻
訳
『
戦
争
と
平
和
』
（
ト
ル
ス
ト
イ
原
作
）
（
国
民
文
庫
刊
行

　
会
）
四
巻
を
翌
年
八
月
ま
で
に
刊
行
。

　
九
月
、
『
近
代
文
芸
の
解
剖
』
（
広
文
堂
）
刊
行
。

　
一
二
月
、
随
想
『
葉
巻
の
け
む
り
』
（
広
文
堂
）
刊
行
。

　
一
二
月
、
母
三
子
没
す
。
享
年
八
四
。

大
正
四
（
一
九
一
五
）
4
7
歳

　
二
月
、
「
現
今
の
裁
判
制
度
を
難
ず
」
を
「
反
響
」
に
発
表
。

　
三
月
、
翻
訳
『
戦
塵
』
（
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
原
作
）
（
如
山
堂
）
刊
行
。

　
三
月
（
衆
議
院
議
員
選
挙
に
立
候
補
し
落
選
。

　
一
二
月
、
『
社
会
的
近
代
文
芸
』
（
東
雲
堂
）
刊
行
。

　
一
二
月
、
翻
訳
『
イ
リ
ア
ー
ド
』
（
ホ
ー
マ
ー
原
作
）
（
国
民
文
庫
刊
行

　
会
）
刊
行
。

大
正
五
（
一
九
一
六
）
4
8
歳

　
一
月
、
日
本
著
作
家
協
会
幹
事
に
選
ば
る
。

　
五
月
、
『
ボ
ー
の
小
品
』
（
千
波
万
波
一
松
本
商
会
出
版
部
）
刊
行
。

　
七
月
、
「
上
田
敏
君
」
を
「
読
売
新
聞
」
に
発
表
。

　
七
月
、
「
文
芸
と
民
主
主
義
」
を
「
第
三
帝
国
」
に
発
表
。

　
九
月
、
「
弟
の
見
た
る
馬
場
辰
猪
」
を
「
新
小
説
」
に
発
表
。

　
一
一
月
三
日
、
山
川
均
、
青
山
菊
栄
の
結
婚
の
媒
酌
を
な
す
。

　
こ
の
頃
か
ら
、
書
画
に
興
味
を
も
ち
は
じ
め
る
。

大
正
六
（
一
九
一
七
）
4
9
歳

　
一
月
、
「
シ
ェ
リ
」
コ
フ
夫
人
の
計
画
を
許
し
作
家
の
反
省
を
促
す
」
を

　
「
時
事
新
報
」
に
発
表
。

　
四
月
、
「
近
代
文
学
の
一
傾
向
」
を
「
第
三
帝
国
」
に
発
表
。

　
七
月
、
「
文
壇
二
十
五
年
」
を
「
中
央
文
学
」
に
発
表
。

　
七
月
、
「
『
名
人
長
次
』
に
な
る
迄
」
を
「
東
京
日
日
新
聞
」
に
発
表
。

　
一
ム
月
か
ら
＝
一
月
、
「
ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
自
伝
体
小
説
」

　
を
「
文
明
」
に
発
表
。

　
一
二
月
、
「
一
葉
と
緑
雨
」
を
「
中
央
文
学
」
に
発
表
。

大
正
　
七
（
一
九
一
入
）
　
5
0
歳

　
二
月
、
「
悪
筆
雑
観
」
を
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
に
発
表
。

　
三
月
、
「
春
宵
漫
言
」
を
「
三
田
文
学
」
に
発
表
。

　
六
月
、
「
露
文
学
に
関
す
る
英
書
」
を
「
英
語
文
学
」
に
発
表
。

　
六
月
、
二
葉
女
史
作
『
濁
り
江
』
上
演
の
由
来
」
を
「
時
事
新
報
」
　
3
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に
発
表
。

　
六
月
、
「
『
に
ご
り
江
』
に
な
る
迄
」
を
「
東
京
日
日
新
聞
」
に
連
載
。

　
一
一
月
、
「
駿
と
し
て
、
樋
口
一
葉
君
略
伝
、
一
葉
著
作
年
表
」
を
樋

　
口
邦
子
編
『
た
け
く
ら
べ
』
（
博
文
館
）
に
の
せ
る
。

大
正
　
八
（
一
九
一
九
）
　
5
1
歳

　
五
月
、
「
オ
デ
ッ
セ
ェ
物
語
」
（
ゼ
ー
ム
ス
・
セ
ク
ス
ト
ン
原
作
）
を

　
「
婦
人
公
論
」
に
発
表
。

　
六
月
、
「
騒
擾
条
件
」
を
「
新
社
会
」
に
発
表
。

　
八
月
、
「
二
、
三
十
年
前
の
寄
席
」
を
「
我
等
」
に
発
表
。

　
九
月
、
「
社
会
改
造
と
文
芸
」
を
「
文
章
世
界
」
に
発
表
。

　
九
月
ハ
『
闘
牛
』
　
（
天
佑
社
）
刊
行
。



　
一
r
二
月
、
詳
註
『
緻
…
糟
…
の
森
』
（
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
原
作
）
（
ア
ル
ス
英
文

　
学
叢
書
第
一
編
）
刊
行
。

大
正
　
九
（
一
九
二
〇
）
5
2
歳

　
一
月
ハ
「
将
棋
の
話
」
を
（
読
売
新
聞
）
に
連
載
。

　
二
月
二
三
目
、
京
橋
遊
楽
亭
の
「
石
蕗
会
」
に
出
席
。

　
五
月
二
九
日
、
堺
利
彦
宅
で
有
島
武
郎
に
会
う
。

　
六
月
、
森
下
岩
太
郎
、
佐
藤
緑
葉
と
の
共
訳
『
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
露
西
亜

　
文
学
講
和
』
（
ア
ル
ス
）
刊
行
。

　
八
月
、
「
午
睡
に
入
る
前
」
を
「
三
田
文
学
」
に
発
表
。

　
＝
一
月
、
「
文
芸
の
社
会
化
か
、
社
会
の
文
芸
化
か
？
」
を
「
読
売
新

　
聞
」
に
連
載
。

大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
　
5
3
歳

　
一
月
か
ら
二
月
、
「
探
偵
小
説
の
研
究
」
を
「
読
売
新
聞
」
に
連
載
。

　
四
月
、
「
文
壇
三
十
年
」
を
「
中
央
文
学
」
に
発
表
。

　
四
月
、
「
文
化
の
変
遷
と
寄
席
の
今
昔
」
を
「
新
文
学
」
に
発
表
。

　
四
月
か
ら
七
月
、
「
島
崎
藤
村
君
の
踏
み
来
り
」
路
」
を
「
蛛
蜘
」
に

　
連
載
。
、

　
六
月
、
「
演
劇
門
外
観
」
を
「
劇
文
学
」
に
発
表
。

　
七
月
、
「
豊
田
貢
」
を
「
改
造
」
に
発
表
。

　
一
〇
月
、
「
明
治
小
説
界
概
観
」
を
「
解
放
」
に
発
表
。

大
正
顧
一
（
一
九
二
二
）
　
5
4
歳

　
二
月
、
「
英
米
の
通
俗
小
説
」
を
「
三
田
新
聞
」
に
発
表
。

　
六
月
、
「
一
葉
全
集
の
末
に
」
を
『
縮
刷
一
葉
全
集
』
（
博
文
館
）
に
の

　
　
　
　
馬
場
孤
蝶
略
年
譜

　
せ
る
。

　
八
月
、
「
更
に
衰
へ
ざ
り
し
鴎
外
大
人
」
を
「
三
田
文
学
」
に
発
表
。

　
九
月
、
甲
府
の
一
葉
碑
建
立
に
た
ち
あ
う
。

　
九
月
か
ら
一
〇
月
、
「
探
偵
小
説
の
興
味
の
核
心
」
を
「
サ
ン
デ
ー
毎

　
日
」
に
連
載
。

　
一
二
月
、
「
人
間
を
透
視
せ
る
一
葉
女
史
」
を
「
心
の
花
」
に
発
表
。

大
正
＝
闘
（
一
九
二
三
）
　
5
5
歳

　
一
月
、
「
探
偵
小
説
の
新
傾
向
」
を
「
新
青
年
」
に
発
表
。

　
四
月
、
［
若
き
巨
男
」
を
「
金
の
星
」
に
発
表
。

　
六
月
、
『
鵬
鵡
蔵
』
（
表
現
叢
書
）
（
二
松
堂
）
刊
行
。

　
一
〇
月
、
「
震
後
雑
感
」
を
「
報
知
新
聞
」
に
発
表
。

　
一
一
月
、
「
善
き
人
な
り
し
大
杉
君
」
を
「
改
造
」
に
発
表
。
層
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大
正
＝
二
（
一
九
二
四
）
　
5
6
歳

　
一
月
か
ら
二
月
、
「
回
顧
四
十
年
」
を
「
改
造
」
に
発
表
。

　
二
月
、
「
翻
訳
権
を
自
由
に
」
を
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
発
表
。

　
三
月
、
「
翻
訳
の
秘
諦
は
一
何
処
に
有
り
や
」
を
「
読
売
新
聞
」
に
発

　
表
。

　
五
月
か
ら
七
月
、
「
福
沢
先
生
と
馬
場
辰
猪
」
を
「
三
田
評
論
」
に
連

　
三
つ

　
六
月
、
「
事
実
と
創
作
」
を
「
当
朝
報
」
に
発
表
。

　
七
月
か
ら
一
二
月
、
「
馬
場
辰
猪
自
伝
」
を
「
改
造
」
に
連
載
。

　
一
〇
月
、
『
孤
蝶
随
筆
』
（
新
作
社
）
刊
行
。

大
正
闇
四
（
一
九
二
五
）
　
5
7
歳



　
　
　
　
馬
場
孤
蝶
略
年
譜

　
一
月
か
ら
五
月
、
「
探
偵
小
説
悪
の
華
」
を
「
婦
人
倶
楽
部
」
に
連

　
載
。

　
二
月
、
「
た
ば
こ
（
上
）
、
（
下
）
」
を
「
読
売
新
聞
」
に
発
表
。

　
五
月
か
ら
一
二
月
、
翻
訳
『
戦
争
と
平
和
　
上
中
下
』
（
ト
ル
ス
ト
イ

　
原
作
）
（
国
民
文
庫
刊
行
会
）
刊
行
α

　
山
ハ
月
、
　
「
紫
塩
煙
裡
雑
記
」
を
「
抽
怪
士
冗
新
聞
…
」
に
連
載
。

　
六
月
、
『
紫
煙
』
（
大
阪
屋
号
書
店
）
刊
行
。

　
九
月
、
「
小
説
モ
デ
ル
物
語
」
を
「
婦
人
倶
楽
部
」
に
発
表
。

　
一
〇
月
、
「
両
三
放
送
所
感
」
を
「
中
央
公
論
」
に
発
表
。

　
一
一
月
、
「
煙
草
の
趣
味
」
を
「
週
刊
朝
日
」
に
発
表
。

大
正
翻
五
・
昭
和
　
欄
（
一
九
二
六
）
　
5
8
歳

　
一
月
か
ら
四
月
、
「
荊
棘
の
路
」
を
「
婦
人
倶
楽
部
」
に
連
載
。

　
三
月
二
二
日
、
吉
向
知
へ
行
く
。

　
三
月
二
七
日
、
高
知
講
演
（
県
公
会
堂
）

　
四
月
、
「
高
知
の
一
夜
」
を
「
文
章
往
来
」
に
発
表
。

　
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
高
知
県
下
を
巡
遊
す
。

　
四
月
、
「
眉
山
　
緑
雨
　
透
谷
」
を
「
早
稲
田
文
学
」
に
発
表
。

　
九
月
、
「
故
郷
の
二
た
月
」
を
「
桂
月
」
に
発
表
。

　
九
月
、
「
『
春
』
の
中
の
事
実
と
藤
村
君
の
人
物
」
を
『
明
治
大
正
文
学

　
の
輪
郭
』
（
新
潮
社
）
に
発
表
。

　
一
二
月
、
「
『
芸
苑
』
の
出
た
前
後
」
を
「
改
造
」
に
発
表
。

昭
和
　
二
（
一
九
二
七
）
　
5
9
歳

　
一
月
、
「
対
局
観
戦
記
」
を
「
読
売
新
聞
」
に
連
載
。

　
三
月
、
二
葉
の
こ
と
ど
も
L
を
「
文
芸
公
論
」
に
発
表
。

　
五
月
、
翻
訳
『
緋
の
文
字
』
（
ホ
ー
ソ
ン
原
作
）
（
国
民
文
庫
刊
行
会
）

　
刊
行
。

　
八
月
、
北
海
道
旭
川
に
遊
ぶ
。

　
八
月
、
『
世
界
名
著
解
題
』
（
誠
文
堂
）
刊
行
。

　
一
一
月
、
」
O
A
K
で
「
明
治
文
学
に
於
け
る
俳
句
の
影
響
」
を
放
送
。

昭
和
　
三
（
一
九
二
八
）
　
6
0
歳

　
一
月
、
「
余
技
の
俳
画
」
を
「
俳
譜
雑
誌
」
に
発
表
。

　
二
月
、
「
古
き
東
京
を
思
ひ
出
て
」
を
「
週
刊
朝
日
」
に
発
表
。

　
三
月
、
翻
訳
『
サ
イ
ラ
ス
・
マ
ア
ナ
ア
』
（
エ
リ
オ
ヅ
ト
原
作
）
（
国
民

　
文
庫
刊
行
会
）
刊
行
。

　
五
月
、
「
共
存
同
衆
の
功
績
」
を
「
明
治
文
化
研
究
」
に
発
表
。
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六
月
、
「
パ
イ
プ
の
話
」
を
「
雄
弁
」
に
発
表
。

　
七
月
、
「
層
雲
峡
ま
で
」
を
「
時
事
新
報
」
に
連
載
。

　
八
月
、
「
日
記
を
つ
け
る
心
得
」
を
「
三
田
文
学
」
に
発
表
。

昭
和
　
四
（
一
九
二
九
）
　
6
1
歳

　
一
月
、
「
賀
鑓
と
追
憶
」
を
「
三
田
文
学
」
に
発
表
。

　
四
月
、
「
臨
終
の
斉
藤
緑
雨
」
を
「
現
代
」
に
発
表
。

　
四
月
、
『
現
代
日
本
文
学
全
集
3
7
』
（
孤
蝶
篇
を
収
録
）
（
改
造
社
）
刊

　
行
。

　
六
月
九
日
、
藤
村
ら
が
孤
蝶
還
暦
祝
賀
会
を
開
く
。

　
八
月
、
『
現
代
日
本
文
学
全
集
3
6
』
（
孤
蝶
篇
を
収
録
）
（
改
造
社
）
刊

　
行
。



　
一
〇
月
二
七
日
目
評
論
随
筆
家
協
会
主
催
の
孤
蝶
還
暦
祝
賀
会
を
開
く
。

　
一
一
月
二
四
日
、
泊
鴎
会
、
三
田
文
学
系
の
孤
蝶
還
暦
祝
賀
会
を
開
く
。

昭
和
　
五
（
一
九
三
〇
）
　
6
2
歳

　
一
月
、
翻
訳
『
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ツ
ウ
ィ
ス
ト
』
（
デ
ッ
ケ
ン
ズ
原
作
）

　
『
世
界
大
衆
文
学
全
集
第
九
巻
』
（
改
造
社
）
刊
行
。

　
三
月
、
慶
応
義
塾
大
学
教
授
を
辞
任
。

　
九
月
か
ら
一
〇
月
、
「
刺
戟
を
逃
れ
て
」
を
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
連

　
載
。

　
一
二
月
、
翻
訳
『
ナ
リ
バ
ー
ッ
ゥ
イ
ス
ト
』
（
デ
ッ
ケ
ン
ズ
原
作
）
（
国

　
民
文
庫
刊
行
会
）
刊
行
。

昭
和
　
六
（
一
九
三
一
）
　
6
3
歳

　
七
月
、
「
た
ぼ
こ
の
ひ
ま
」
を
「
雑
味
」
に
発
表
。

　
八
月
か
ら
九
月
、
「
ア
パ
ー
ト
の
老
人
」
を
「
週
刊
朝
日
」
に
発
表
。

　
九
月
、
「
談
話
」
を
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
連
載
。

　
一
二
月
、
「
最
も
優
れ
た
る
物
語
作
家
」
を
「
読
売
新
聞
」
に
発
表
。

昭
和
　
七
（
一
九
三
二
）
　
6
4
歳

　
二
月
、
「
変
り
ゆ
く
言
葉
」
を
「
古
東
多
万
」
に
発
表
。

　
三
月
、
「
手
紙
の
話
」
を
「
都
新
聞
」
に
連
載
。

　
七
月
、
「
木
堂
翁
を
憶
ふ
」
を
「
文
芸
春
秋
」
に
発
表
。

　
九
月
、
名
古
屋
松
坂
屋
の
煙
草
講
演
会
に
講
師
と
し
て
出
席
。

　
一
一
月
、
二
葉
女
史
原
稿
の
所
在
」
を
「
書
物
展
望
」
に
発
表
。

　
一
二
月
、
「
政
治
文
学
」
『
岩
波
講
座
世
界
文
学
4
』
（
岩
波
書
店
）
刊

　
行
。

　
　
　
　
馬
場
孤
蝶
略
年
譜

　
＝
一
月
、
中
島
久
萬
吉
商
工
大
臣
宅
の
談
話
会
に
出
席
。

昭
和
　
八
（
一
九
三
三
）
　
6
5
歳

　
一
月
、
「
露
国
恐
る
べ
き
か
」
を
「
文
芸
春
秋
」
に
発
表
。

　
三
月
、
「
亡
兄
の
片
影
」
を
「
報
知
新
聞
」
に
連
載
。

　
八
月
、
「
著
作
権
差
押
を
何
う
見
る
か
」
を
「
東
京
帝
国
大
学
新
聞
」

　
に
発
表
。

　
九
月
、
随
筆
集
『
野
糞
漫
言
』
（
書
物
展
望
社
）
刊
行
。

昭
和
　
九
（
一
九
三
四
）
　
6
6
歳

　
一
月
、
「
ル
ソ
ー
『
戯
悔
録
』
」
を
「
婦
人
公
論
」
に
発
表
。

　
二
月
、
佐
々
木
三
津
三
全
集
刊
行
発
起
人
の
会
に
出
席
。

　
三
月
、
「
好
漢
味
津
三
君
」
を
「
三
文
」
に
発
表
。

　
一
一
月
、
「
面
白
か
っ
た
本
、
珍
蔵
書
」
を
「
文
芸
春
秋
」
に
発
表
。
　
　
3
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1

昭
和
幽
O
（
一
九
三
五
）
　
6
7
歳

　
一
月
、
「
春
ら
し
い
座
談
会
」
は
「
文
芸
春
秋
」
に
の
る
。

　
一
月
一
四
日
よ
り
、
村
松
梢
風
ら
と
台
湾
へ
講
演
旅
行
。

　
二
月
、
「
『
名
人
長
次
』
に
な
る
迄
」
を
『
有
馬
幸
子
家
集
』
に
発
表
。

　
六
月
、
「
時
代
に
取
残
さ
れ
た
乗
物
」
を
「
旅
」
に
発
表
。

　
＝
一
月
、
「
蟹
の
舎
左
文
の
事
ど
も
」
を
「
三
田
評
論
」
に
発
表
。

昭
和
＝
（
一
九
三
六
）
　
6
8
歳
、

　
三
月
、
「
長
江
君
の
若
か
り
し
頃
」
を
「
書
物
展
望
」
に
発
表
。

　
五
月
、
「
仮
名
垣
魯
文
」
を
「
随
筆
読
本
」
に
発
表
。

　
七
月
、
『
明
治
文
壇
回
顧
』
（
協
和
書
院
）
刊
行
。

　
一
〇
月
、
　
「
秋
夜
漫
筆
」
を
「
サ
ン
ー
ア
i
毎
日
」
に
発
表
、
o



馬
場
孤
蝶
略
年
譜

昭
和
＝
一
（
一
九
三
七
）
　
6
9
歳

　
一
一
日
μ
、
　
「
噛
み
タ
バ
コ
」
を
「
帥
読
由
冗
仔
耕
閣
剛
」
　
に
謡
曲
主
思
。

　
八
月
、
「
講
演
の
巧
拙
」
を
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
発
表
。

　
九
月
、
「
偶
感
」
を
「
キ
ン
グ
」
に
発
表
。

　
一
一
月
、
「
教
科
書
に
転
載
さ
れ
る
吾
々
の
文
章
の
事
な
ど
」
を
「
日

　
本
読
書
新
聞
」
に
発
表
。

　
一
二
月
、
「
三
三
雑
記
」
を
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
連
載
。

　
一
二
月
、
大
津
留
聡
、
次
女
晴
子
夫
妻
、
満
鉄
勤
務
の
た
め
渡
満
せ
る

　
に
よ
り
、
そ
の
留
守
を
か
ね
て
渋
谷
区
松
濤
の
家
に
移
り
住
む
。

昭
和
＝
二
（
一
九
三
八
）
　
7
0
歳
“

　
七
月
、
「
江
戸
名
物
の
川
柳
」
を
「
文
芸
春
秋
」
に
発
表
。

　
七
月
、
「
樋
口
一
葉
の
恋
人
は
誰
で
あ
っ
た
か
」
を
「
月
刊
文
章
」
に

　
発
表
。

　
＝
月
、
「
閑
時
漫
録
」
を
「
書
物
展
望
」
に
発
表
。

　
＝
一
月
、
「
煙
草
」
を
「
読
売
新
聞
」
に
発
表
。

昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
　
7
1
歳

　
一
月
、
「
言
語
の
虐
待
」
を
「
丹
刊
文
章
」
に
発
表
。

　
一
月
、
「
揮
毫
の
話
」
を
「
博
静
寧
」
に
発
表
。

　
五
月
、
東
宝
映
画
「
樋
口
一
葉
」
（
並
木
鏡
太
郎
監
督
、
山
田
五
十
鈴

　
主
演
）
の
試
写
会
に
出
席
。

　
七
月
、
「
雅
号
の
由
来
」
を
h
東
京
朝
日
新
聞
」
に
発
表
。

　
八
月
、
「
東
京
人
戸
川
秋
無
明
」
を
「
三
田
評
論
」
に
発
表
。

　
八
月
、
「
戸
川
面
骨
君
と
島
崎
藤
村
と
私
」
を
コ
ニ
田
新
聞
」
に
発
表
。

　
九
月
、
「
戸
川
秋
骨
君
の
本
郷
時
代
」
を
「
書
物
展
望
」
に
発
表
。

　
九
月
、
コ
　
川
君
の
明
治
学
院
時
代
L
を
「
英
語
青
年
」
に
発
表
。

昭
和
胴
五
（
一
九
四
〇
）
　
7
2
歳

　
一
月
、
「
昔
の
万
世
橋
」
を
「
博
浪
沙
」
に
発
表
。

　
一
月
、
「
野
老
偶
語
」
を
「
学
鑑
」
に
発
表
。

　
二
月
、
「
筆
戯
雑
談
」
を
「
書
斉
」
に
発
表
。

　
三
月
、
日
本
橋
矢
尾
板
病
院
に
入
院
。
」

　
六
月
二
〇
目
、
松
濤
の
大
津
留
家
で
死
去
。
享
年
七
二
。

昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）

　
五
丹
（
『
明
治
の
東
京
』
（
中
央
公
論
社
）
刊
行
。

　
一
一
月
、
『
明
治
文
壇
の
人
々
』
（
三
田
文
学
出
版
部
）
刊
行
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
繁
雄
編
集

参
考
文
献

　
『
馬
…
場
孤
皿
蝶
』
木
一
戸
昭
平
著
、
古
同
知
市
民
図
童
日
館
　
昭
和
六
十
年
三
月

　
「
馬
場
孤
蝶
年
譜
」
紅
野
敏
郎
作
製
『
日
本
現
代
文
学
全
集
9
　
北
村

四
谷
集
附
文
学
界
派
』
講
談
社
　
昭
和
四
十
年

、
「
馬
場
孤
蝶
」
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
　
第
四
十
六
巻
』
昭
和
女
子
大

学
近
代
文
化
研
究
所
　
昭
和
五
十
二
年

　
『
現
代
日
本
文
学
大
年
表
明
治
篇
』
明
治
書
院
　
昭
和
四
十
三
年

・
『
現
代
日
本
文
学
大
年
表
　
大
正
篇
』
明
治
書
院
　
昭
和
四
十
五
年

　
『
現
代
日
本
文
学
大
年
表
　
昭
和
篇
1
』
明
治
書
院
　
昭
和
四
十
六
年
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【資料1コ

　　記念館肖像画の人びと

一一苑辮驪ｳ師と歴代総理・院長一

工藤　英一

はじめに

　明治学院記念館2階の大会議室に，10枚の油絵の肖像画が掲げられている。その

経緯について，武藤富男第7代院長は，次のように述べている。

　　“学院には歴代学院長の肖像画がどこにもかかっていなかった。ヘボン博士の

　胸像はあるが，井深学院長以来，都留学院長に至るまでの面影は展示されていな

　い。

　　昭和42年の11月に迎える創立90周年を記念して，大会議室の壁面に油彩の肖像

　画を掲げようと提案し，理事会の賛成を得て，長尾己画伯に頼み，ヘボン，ブラ

　ウソ，フルペッキ，井深，田川，矢野，村田，都留と6代の学院長，2名の先達

　の肖像画を描いてもらい，壁面を飾った。”（「明治学院の12年」，『クリスチャン・

　グラフ』1983年5月号所収）

　歴代院長のほかに，先達としてブラウンとフルペッキが選ばれたのは，このふた

りが，ヘボンとならんで，明治学院と密接な関係を続けているアメリカの教会から

派遣された，最初の来日宣教師であったからにほかならない。幕末におけるこれら

の宣教師の来日がなかったならば，明治学院の創設もなかったのである。

　これらの肖像画のために彩管をふるった長尾町画伯は，東京白馬会洋画研究所で

黒田清輝に師事した洋画家である。岸田下生・中川一政は同門の先輩であった。長

尾はここで，写実主義の画風を身につけた。かれは文展や院展に入選した後，専ら

人物画にとりくむに至った。かれは，アチソン駐日米国大使やマッカーサー司会官

の肖像画，ならびに数名の衆議院議長・副議長の肖像画を描いて，肖像画家として

の地歩を築いた。

　武藤院長が長尾画伯に依頼したのは，ただ単に肖像画家としての名声に惹かれた

からではなく，長尾がクリスチャン画家であったからである。かれは1893年8月26

日，牧師の三男として金沢で生れた。祖父の長尾町之門は，北陸における最初のプ

ロテスタント信徒であり，両親の巻と松えは，賀川豊彦が最大の感化を受けたと深

く感謝している牧師夫妻であった。己という名が示すように，かれは10人の兄弟姉

1
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妹の6番目であったが，その10人によって“姉弟伝道会社”と称する伝道団を組織

し，それぞれのタレントを活かして福音宣教に努めた。長尾一族とは，日本のキリ

スト等閑におけるユニークなファミリーであり，長尾画伯はその一員であった。

　肖像画家としての長尾については，モデルの人物によく似た画を描き，しかもき

わめて筆が早いという評判であった。しかしかれは，画家として追求する美につい

て，次のようにその宗教的意義を強調している。

　　“人間には，無から有を生ぜしめる能力はありません。無から有を生ぜしめる

［能力あるものは神だけです。わたしには，美を創造する能力はありません。ただ

　神の創造したもうた美に同調してゆくだけのことです。”（長尾己「出会の人々

　（7）」，『愛と希望』1980年2月号所収）

　記念館の壁画に10枚の肖像画を残したこの画家は，1985年5月28日，91年9ヵ月

の地上の生涯を終えて天に召された。

　（注）　長尾画伯については，安孫子治夫妻から資料ならびに写真の提供を受け

　　　た。記して感謝の意を表したい。安孫子氏は本学院東村山高校教諭，友子夫

　　　人は己画伯の長女である。

1．　S．R．ブラウン

Samuel　Robbins　Brown
（1810．6．16～1880．6．19）

　アメリカ・コネティカット州イースト・ウインザ

ーに生まれた。母フィーベは，、讃美歌“わずらわし

き世を　しぼしのがれ’1（現行教団讃美歌319番）の

作詩者として知られている。ブラウンは，母の祈り

に支えられて外国伝道考をめざし，苦学しつつ1832

年エール大学，38年エ0月ユニオン神学校を卒業し

た。その帰すぐに，エリザベス・バートレットと結

婚，長老教会牧師としての准允を受け，同月17日，

アメリカ伝道協会派遣宣教師として中国へ出発し

た。39年2月マカオに到着，モリソン記念学校の校

長として中国人学生の教育に当った。47年夫人の病気のため帰馬，ニューヨーク以

た新設されたローマ・アカデミーの校長となった。51年同州オワスコ・アウトレ：ッ

トにあるオランダ改革派のサンド・ビーチ教会の牧師に招かれた。在任約8年，’再

び外国伝道に赴く決心をし，オランダ改革派教会が初めて日本に派遣する宣教師の

2



．ひとりとなった。59年5月7日，夫人と共にサーブライズ号でニューヨークを出帆

したが，同行の宣教師フルペッキはブラウンの推薦によるものであった。

　途中上海に寄港した後，11月1日，宣教医シモンズ夫妻と共に神奈川に到着，先

着のヘボン夫妻の住む成仏寺に住み，矢野元隆：を教師として日本語の学習を始め

た。62年幕府が開設した横浜英学所の英語教師となり，63年目日英会話篇』を刊行

するとともに，四福音書と創世記の日本語訳をほぼ完了した。

　67年5月，横浜居留地内の住宅を火災で失い，．一時帰回したが，その間ニューヨ

ーク市立大学から神学博士の学位を授与された。69年新潟英学校の教師に招かれ，

宣ミス・キダーを伴って赴任した。翌年同校を辞して横浜に移り，横浜修文館で教鞭

をとった。

　72年3月の日本基督公会の創立に際して，ジェームズ・バラと共にその指導に当

り，奥野昌綱・井深梶之助等に洗礼を授けた。同年9月，宣教師会議において新約

聖書翻訳委員会の委員長に選ばれた。73年8月，修文館の教師を辞し，横浜山手

211番にブラウン塾を開設，日本人青年の教育をおこなったが，その中心は漸次神

学教育になり，三三の出身者から多くの日本人伝道者を輩出した。77年他の宣教師

の私塾と合併して，三二は東京一致神学校へと発展的に解消した。

　79年，ブラウンは，病気のため帰米，みずから委員長であった新約聖書の翻訳

は，ヨハネ黙示録の最後の2章を残すのみであった。その仕事は，後任のヘボン委

員長のもとで，翠80午に宗成された。その知らせに接して約1ヵ月の後，両親の墳

墓の地であるマサチュセッツ州モンソンで，ブラウンは天に召された。
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II．　G．　H．　F．フルペッキ

Guido　Herman　Fridolin　Verbeck
　　　　（1830。1．23～1898．3．10）

　オランダ・ゼーストにジ町長を父として生まれた。モラヴィア派の小学校を経

て，ユトレヒト工芸学校を卒業，蘭・英・仏・独の4力国語を修得した。1852年，

義兄のG・ヴァン・デュースの招きと導きを受けてアメリカに渡った。技師として

働いたが，54年夏コレラに罹り，病床で，健康を取り戻したならば外国伝道に献身

することを決意した。少年時代から，モラヴィア派の教会で培われた外国伝道への

強い関心，特にK・ギュツラフによって鼓吹されたものが，ここで実を結んだ。

　56年ニューヨーク州の長老派のオーパン神学校に入学，59年3月同校を卒業し

た。当時アメリカのオランダ改革派教会では，総会の決議により旧名の宣教師を目

：本に派遣することとし，その募集をしていた。特にそのうちの一名は，オランダ語

3
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のできる者とすることとなっていた。フルペッキ

は，S・R・ブラウンの推薦に基づき，その一名に

選ばれた。

　59年5月7日に日本に向けニューヨークを出発す

るまでの問に，フルペッキは長老教会牧師としての

准允を受け，さらに改革派教会に転籍し，マリア・

マニオンと結婚した。その歯すでにオランダ国籍を

失っていたが1アメリカの市民権獲得の手続を済ま

す間もなく，無国籍のまま日本へ出発した。10月21

日上海到着後，同行のブラウンとシモンズは神奈川

に赴いたが，フルペッキは長崎に向い，　　　　　　　　　　　　　　　　　　11月7日同地に着き，アメリカ監督教会宣

教師ウイリアムズのもとに同居した。最初中国で印刷された伝道用文書の頒布の責

任者となったが，みずから日本語の修得に努めるとともに，日本人への英語教授に

従事，幕府の長崎外語学校・済美館（のち広運館）および佐賀藩立の長崎致遠館の

教師を務めた。遡れらの機会をつうじて，大隈重信・副島雄臣をはじめ後年明治政

府の重要ポストに就いた多くの武士との接触をもった。その間佐賀藩の家老・村田

若狭兄弟に洗礼を授けた。

　69年4月から政府の招きを受けて上京，開成学校教師となり，現在の東京大学の

創設に尽くした。同時に政府顧問として公議所に勤務，77年夏で“お傭い外国人”

として，明治政府の相談役の任務を国政の各分野に果たした。特に，71年の岩倉外

交使節団の派遣は，フルペッキの建策に基づいた。

　77年，東京一致神学校の講師として弁証論と説教学を質したが，流暢な日本語の

講義であった。同時に華族学校にも出講，78年家族と共にアメリカに帰ったが，翌

年再来日して宣教師に戻った。

　82年，旧約聖書の翻訳委員に選ばれ，植村正久と詩篇を訳した。日本語を駆使し

て，多くの講演・説教をおこない，伝道旅行は全国各地に及んだ。87年以降明治学

院教授となり，理事をも務めた。91年，日本政府は，フルペッキの功績にむくいる

ため，かれと家族に自由な国内旅行を許可する特別許可証を与えた。赤坂葵町の自

宅で，心臓麻痺のため永眠，ついに無国籍のままであった。青山墓地に各界の名士

の醸金により記念碑が建てられた。
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III。」．　C．ヘボン

　アメリカ・ペンシルヴェイニャ州ミルトンに生ま

れ，1832年プリンストン大学を卒業した。36年忌ペ

ンシルヴェイニャ大学医科を卒業し，医学博士を得

た。

　41年，アメリカ長老教会宣教医として東洋に派遣

された。シンガポール，マカオ，アモイで医療に従

事し，45年夫人の病気のためアメリカに帰った。

　ニューヨークで病院を開業し成功したが，59年10

月伝道のため来日，神奈川成仏寺に住み，宗興寺に

施療所を開設。62年横浜居留地39番館に施療所を新

James　Curtis　Hepburn
（1818．3．13～1911．9．21）

築して施療をおこなった。79年健康上の理由で医療事業をやめるまで，多くの患者

に接し，近代西洋医術の紹介・普及に貢献した。

　41年シンが墨汁ルでギュッラフの日本語訳『約翰福音之伝』を発見して以来，日

本語の修得に関心を寄せ，67年『和英語林集成』を刊行，新旧約聖書・キリスト教

書の日本語訳に貢献した。

　63年，夫人を助けて前記居留地の施療所にヘボン塾を開いた。同塾は一時中断す

ることもあったが，長老派ミッションの教育機関となった。同i麹ま，80年東京へ移

って築地大学校となり，83年東京一致英和学校となったが，その教育は主としてジ

ョン・パラに委ねられた。なお同校は，87年発足の明治学院の母体のひとつとなっ

た。

　ヘボン博士は，明治学院の生理学・衛生学の教授となったが，89年10月，明治学

院理事会から総理に推戴された。当時，指輪教会建築資金募集のため夫人と共にア

メリカ旅行中であった博士は，すでに74歳の老令であったことを理由に，一度は辞

退したが，理事会の強い要望によって，井深梶之助を副総理とすることを条件に，

横浜在住のまま総理に就任することを承諾した。東京一致神学校時代はもちろん，

明治学院となってからも，校長をおかず，教会政治における長老主義に基づいて，

理事会を最高決議機関として学校の運営をおこなっていた。従って，ヘボン博士が

初代総理にほかならなかった。博士はアメリカのユニオン神学校に留学した井深の

帰国を待って，91年10月13日総理の職を辞した。
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　博士夫妻は，かねて念願していた回路教会の会堂の落成を見とどけ，92年10月22

日横浜を出帆，帰米した。その後は，ニュージャージー州イースト・オレンジに引

退，同地のブリック教会の長老をつとめた。1905年6月プリンストン大学から法学

博士の学位を授与された。翌06年3月4日夫人が永眠，博士も5年後に96歳で天に

召された。永眠の日の早朝（日本時間）明治学院ヘボン館が全焼した。夫妻の遺骸

は，ローズ・デール墓地に埋葬されている。

IV．　井深梶之助

（1854．7．4～1940．6．24）

　会津藩士の長男に生まれ，戊辰戦争における鶴ケ

城籠城に参加，その後も深刻な敗戦体験をした。薩

長への怨念に燃え，学問をつうじての報復を期して

上京したが，S・R・ブラウンの支授のもとで苦学

して横浜修文館で学び，さらにブラウン塾に転じ

た。

　漢訳聖書によって，山上の垂訓のなかの愛敵の精

神を知り，1873年1月第1日曜日にブラウンから洗

礼を受けた。伝道者を志して，東京一致神学校に学

び，78年同校を修了して牧師の准允を受け，翌年10

月正牧師，80年1月東京麹町教会の牧師となった。同年水上せきと結婚，81年一致

神学校助教授となった。

　明治学院設立に際しては，日本人理事として尽力し，87年教授となった。89年ヘ

ボン博士の総理就任にあたり，副総理となった。90年8月，ユニオン神学校留学の

ため，副総理の事務代行を杉森此馬幹事に委ねて渡米，教会史を専攻して91年9月

23日帰国した。

　井深の帰国を待って，ヘボン総理はその職を辞し，第2代総理に井深が選ばれ

た。91年11月6日，サソダム館礼拝堂で総理就任式がおこなわれた。．その時，井深

は37歳であった。

　就任当初から，井深は反動期におけるミッション・スクールの苦難を体験し，特

に文部省訓令12号発布によるキリスト教主i義学校への弾圧に対しては，全国の同種

の学校を結集して，反対運動を指導した。98年3月妻を失い，翌年4月、大島はなと

再婚した。
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　日本基督教会内の自給独立主義と外国ミッションとの関係をいかに調和さ塗るか

は，井深総理にとってのひとつの課題であった。それは，1903年の植村正久の明治

学院辞任事件をめぐる井深の行動によって理解される。他方井深は・日本基督教会

のナショナリスティックな立場を代表する牧師のひとりでもあった。いわゆる『日

本の花嫁』事件における態度や日露戦争における日本の立場を弁明するため欧米諸

国を巡回したことから以上の点が知られる。

　井深はまた，日本のキリスト教界におけ’る最高の国際人でもあった。万国キリス

ト教学生同盟の大会や世界宣教大会などの国際的舞台での日本代表として，井深は

貴重な存在であり，そのような場での活躍をつうじて，かれ自身エキユメニカルな

信仰を身につけていった。07年の頃から，日本における超教派的キリスト教主義大

学創設のために働いたが，その努力は実を結ぶに至らなかった。

　一方，学院総理としての井深に課せられた課題は，学院拡張案の具体化であっ

た。J・L・セベレンスの寄付によって，神学部寄宿舎（セベレンス館）の建設は

順調にいったが，拡張資金の募金は必ずしも容易ではなカ｝つた。そのため，拡張は

専ら普通学部（中学部）の急激な規模拡大に集中しがちであった。20年，井深が総

理辞任の決意をしたのは，同年3月9日に勃発した中学部同盟休校事件を契機とし

てであった。その背後には，中学部膨脹による校紀の弛緩や教員問の不一致があっ

た。21年3月末日をもって総理を辞任した井深は名誉総理であると同時に，24年ま

で神学部教授・同部長であった。

　39年3月以降高血圧で白金三光町り自邸で静養中であった井深は，翌年脳膜下出

血ため危篤におちいり，86歳の生涯を終えた。葬儀は，6月26日礼拝堂において学

院葬としておこなわれた。
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V．　田川大吉郎

（1869．10．26～1947．10．9）

　井深総理の退職後約4年間，総理不在が続いた。その間，1921年4月から11月ま

で，オルトマンス理事長が総理事務取扱となり，巧年2月田川大吉郎が総理に就任

するまでは，田川理事長が総理事務取扱をつとめた。

　井深の後任として最有力視された田川の総理就任が，以上のように遅れた最大の

理由は，田川がある筆禍事件のために「粗鋼五箇月罰金百円」の実刊に服した経歴

があったからである。

　田川は，大村藩士の長男として生まれ，東京専門学校政治科を卒業し，その後，
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報知新聞・都新聞などでジャーナリストとして活躍

した。1890年番町教会で小崎弘道から洗礼を受け，

1904年植村正久の一番町教会に移り，さらに信濃町

教会に転じた、

　日清・日露の両戦争には，田川は中国語通訳とし

て従軍している。03年東京市水道部長となり，一旦

辞職の後，08年尾崎行雄市長の助役となって，14年

まで東京の市政に携わった。

　1908年，長崎県から衆議院議員に立候補，当選8

回に及んだ。無所属の時代もあったが，中正会，同

志会，憲政会に所属し，

いた。

キリスト教の立場を堅持しつつ，自由主義・民主主義を貫

　16年10月の大隈内閣総辞職に際しての後継首班推薦問題に関し，田川は元老政治

を批判する論文を発表したが，そのなかに天皇への不敬の文章があった。先にあげ

た筆禍事件がそれである。そのため，18年4月16日，富士見町教会における入獄祈

二会の後，実刑に服した。

　中学の拡張から起こる校紀弛緩をめぐって第2回同盟休校事件が発生し（24年11

月），田川は総理事務取扱として，生徒との話しあいによってこれを収拾した。正

式に総理に就任した後（就任式は1925年4月），田川は高等学部の充実をめざした。

26年，高等学部英文科を4年制とし，28年同病商業科を高等商業部として独立さ

せ，高等学部に社会科を新設した。しかし一方では，すでに角筈に移転していた神

学部は，30年明治学院から分離し，日本神学校として独立するに至った。

　ロシヤ革命，米騒動，戦後恐慌と慢性的不況等の影響を受け，学院内特に高等学

部・高等商業部の生徒の間には，社会問題・社会主義への関心が高まった。従っ

て，学内には軍事教練反対運動をはじめ左翼的学生運動が渦巻いた。田川は，学生

の自治を重んじ，かれ自身の社会改良主義の立場から，運動に理解を示し，学内に

おける消費組合を支持・奨励したが，学内の紛糾はさけがたかった。

　1935年7月，総理の名称が院長と改められた。それ以前から，田川は辞任の意志

を理事会に表明していた。衆議院議員としての活動と院長職との両立が困難となっ

たこともその一因であった。しかし，経済不況の影響から経営難に陥った学院財政

の窮状を救うために立てた白金校地売却案が，理事会の支持を得られなかったの

が，院長辞任を早めた原因であった。

　35年11月6日付をもって，田川院長の辞職が認められ，W・G・ホキエ博士が院

長事務取扱に就任した。
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　院長辞任後の田川は，衆議院議員としての働きをつづけ，国際主義的平和論者と

して時局を批判し，そのため軍部からのきびしい圧迫を受けた。しかし，第二次世

界大戦末期まで，日中和平工作を継続し，重慶に蒋介石を訪ねる途中，南京で日本

の無条件降伏を知った。戦後，東京都長官の社会党候補者として立ったが，不幸落

選に終った。

　　　　　　　つらき
VI．　矢野貫城
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（1886．7．4～1975．11．4）

　ホキエ院長事務取扱の時代は，1939年9月の矢野

院長正式就任の時まで続いた。すでに国家主義・軍

国主義の風潮が支配的な時期にあって，ミッション

・スクールへの風当りはきわめて強かった。しか

も，事務取扱とはいえ，学校長に相当する院長のポ

ストに，外国人が就いていることは，いっそう学院

への偏見を大きなものにした。文部省は再三にわた

って，学院に督学官を派遣して巡視をおこない，

学院の教育に対して批判の眼をむけ，さまざまな要

求をつきつけた。その一例として，天皇・皇后の

“御親骨”が学院にないことを非難して，ついに1918年10月にこれを“奉戴”させ

た。

　このようにミッション・スクールへの偏見や迫害のきびしい時代に，院長として

その苦難を切り抜けていくことのできる人物を迎えるのは，決して容易ではなかっ

た。理事会が設けた貸下委員会が，矢野院長の招請を決定するのに1年以上の歳月

を要した。その後，失野自身との交渉をかさねて，正式の就任をみるまでに，さら

に3年近くがかかった。

　矢野は高知県の出身であり，高知第一中学を経て，1908年山口高等商業学校を卒

業，同校の助教授となった。13年同校教授となり，15年アメリカに留学して，コロ

ンビヤ大学において商業学・商業地理を専攻，MAの学位を取得して帰国した。19

年文部省事務官兼同省督学官となり，21年同省実業学務局第三課長，24年同局商業

教育課長となり，27年彦根高等商業学校長に就任した。

　信仰的には，1907年2月24日，日本基督山口教会の和知牧太牧師から洗礼を受

け，東京移転により富士見町教会に転籍同教会の長老をつとめた。
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　官立の高商の校長をつとめ，文部官僚としての経歴をもつ矢野院長からみれば，

学院の学制や職制には不完全な部分が少なくなかった。それゆえ，着任早々，矢野

院長は新しい学制・職制を制定した。また，各種の学校行事を，教育勅語の奉読を

中心とするものに改め，明治神宮や靖国神社への参拝をも，学校行事としておこな

った。これらのことは，すでに全国の学校では一般的となっていたが，学院やキリ

スト教系の学校としては，きわめて画期的なことであった。また，従来学院の創立

記念日は11月3日であったが，その日が明治節にあたるため，隣長の宮中参賀記帳

の都合で，11月1日に変更された。

　1940年4月，高等学部に東亜科を新設，11月にはミッション援助辞退を理事会で

決議した。すでに創立当初のような意味でのミッション・スクールではなかったと

はいえ，学院の外国ミッションとの経済的関係は，ここで完全になくならたわけで

ある。

　以上の他，矢野院長のもとでは，急迫した戦時体制に適応するさまざまな改革が

進められた。アメリカ人宣教師も漸次帰国した。そのような状況のもとで，国策に

即応した教育路線の枠内で，建学の精神を守るζとが，矢野院長の使命であった。

戦時下といえども，可能な限りにおいて礼拝は守られた。

　1944年4月，戦時学校統合によって，青山学院・関東学院の文科系生徒を吸収し

て，明治学院専門学校が開校し，矢野院長が校長となった。

　敗戦後の矢野院長は，新教育制度に基づく学院教育の改革を推進すると同時に，

悪性インフレ下における困難な経営問題に取り組まねばならなかった。教育民主化

の名のもとに戦時中の校長や指導者への追及が多くの学校において激化したが，矢

野院長の時代は1947年まで続いた。しかし，戦時中における院長の施策についての

不満は皆無ではなかった。このような情勢を察知して，矢野院長は辞表を提出，理

：事会は47年8月31日付でこれを受理し，名誉院長に推薦した。

　院長辞任後，矢野は基督教教育同盟総主事に就任した。在職8年余に及び，その

後四国学院長に就任，東京女子大など数々の理事長や国際基督教大学監事をつとめ

た。

VII．　村田四郎

（1887．9．2～1971．2．7）

　矢野院長辞任のあと，8ヵ月の空白期間をおいて，1948年4月，村田四郎牧師が

第5代院長に就任した。空自期間の院長事務は，富田満理事長が担当した。

10



　村田院長は山口の出身，1904年7月7日，山口日

本基督教会で山本二二牧師から受洗した。11年6

月，明治学院神学部を卒業，直ちに桐生教会牧師に

就任した。12年9月渡米してオーバン神学校に学

び，キリスト教史・新約聖書学を専攻した。16年9

月帰国して大阪神学院教授となった。18年4月，明

治学院中学部聖書科教員として招かれ，明治学院教

会を設立し，その牧師を兼ねた。翌19年9月中学部

長に就任したが，20年3月に中学部生徒による同盟

休校事件が起こった。同年7月中学部長を辞任し

て，朝鮮の大憲教会牧師として赴任した。

聾層㌔

　1922年，熊本日本基督教会に招かれて牧師に就任するとともに，九州学院神学部

講師を兼乱した。26年，明治学院神学部教授として母校に戻り，新栄教会・本郷日

本基督教会を応援した。30年日本神学校の設立とともに，同校教授となり，新約学

と教会史を講じた。33年高倉徳太郎の死後，日本神学校々長となり，その傍ら青山

日本基督教会を牧した。その間，東京帝国大学文学部哲学科講師として“パウロ神

学”を講じた。

　1935年，日本基督教団の成立とともに，東部神学校の校長となったが，教団教学

局長に任じられたため，校長を辞した。

　敗戦後，国立教会を設立してその牧師となり，1947年から東京商科大学兼担講師

としてキリスト教学を講じていた。

　戦後の新教育制度による中学・高校・大学の設立準備は，すでに矢野院長のもと

で始められ，1947年には新制中学が発足していた。村田院長就任と同時に新制高校

も設立した。残る新制大学の設立は，専門学校の昇格という形で準備され，49年4

月に発足した。学長は村田院長が兼任した。村田学長は，コリント人への第一の手

紙13章6節の“真理の喜ぶところを喜び”という聖句を明治学院大学のめざす理想

とすると入学式で語った。

　1945年5月，大学の入学式を終えた直後，村田院長は世界聖書－協会会議出席のた

めに渡米した。その際，アメリカの長老・改革両派の教会幹部と会談し，両教会と

明治学院の協力関係を確認して帰国した。それ以後，特に改革派教会からは，院長

顧問としてシェーファー博士が，また宣教師の資格で松本亨が来日し，村田院長を

補佐した。

層村田院長が，明治学院独特の教育プランとして，外国ミッションとの協力のもと

に実施をめざしたものに，中学校における少数教育プランがあった。この理想教育
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案の実行に，村田院長はきわめて意欲的であった。しかし学院全般の財政状況か

ら，この理想案は漸次修正のやむなきに至った。

　文経学部という変則的な複合単一学部として発足した大学が，文，経二学部の独

立したものとなるためには，既存の土地・建物だけでは不十分であった。そのため

隣接地の海軍墓地の買収が進められ，そこに図書館と大学本館を建設することが予

定された。図書館は1954年11月目うやく完成したが，本館の完成は，57年1月まで

待たねぽならなかった。

　1953年5月，村田院長は，現職の院長・学長のまま，日本基督教団指路教会の専

任牧師に就任した。伝道者たることをみずからの使命と強く信じていた村田院長と

しては，牧師職を引き受けることに，それ程の躊躇を感じなかった。学院において

も，中学・高校・大学の礼拝時間には，村田院長は必ず出席していた。このこと

は，学院生への大きな宗教的奨励になった。また，チャペルにおける村田院長の説

教は，聴く者の心を強くひきつけた。

　1955年9月，突然狭心症で倒れて以後，院長・学長・専任牧師を兼ねることは健i

康が許さなくなった。それゆえ，56年3月学長を辞任し，57年3月には院長をも辞

任した。このようにして，指路教会牧師に専念することになったが，67年4月，同

教会牧師を辞任，名誉牧師となった。その間，関東学院大学神学部の設立に際して

教授に就任した。

　1971年2月14日指路教会でおこなわれた葬儀は，同教会・明治学院・日本聖書協

会の合同葬であった。

VIII．　都留仙次

（1884．1．20～1964．1．21）

　都留仙次第6代院長の就任は1957年4月，“もはや戦後ではない”といわれはじ

めた年のことであった。村田院長のもとに開設された大学を，いかに充実させてい

くか，膨脹していく学院の教育のなかでいかにキリスト教教育を堅持していくか，

これが都留院長に課せられた課題こほかならなかった。

　都留院長は大分県宇佐の出身，長崎を拠点とする米国改革派ミッションの昔から

の伝道地のクリスチャン・ホームの四男であった。1902年長崎の東山学院中学部を

卒業したが，同校在学中長崎教会において瀬川浅牧師から受洗した。

　その後，明治学院高等学部を経て，1907年6月同神学部を卒業した。同年9月米

国オーパン神学校に入学，10年5月同校を卒業した。同年6月からスコットランド
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のエディンバラ大学神学部において，旧約聖書およ

び旧約歴史を専攻し，翌年日本に帰った。

　1911年9月明治学院神学部助教授となり，12年4

月教授に昇進，21年高等学部長に就任した。本郷教

会・麹町教会の牧師として，三会にも従事した。

　関東大震災に際して，中山昌樹教授と協力して，

朝鮮人学生を匿い，不法な暴力からかれらを守っ

た。

　1924年，神学部弓筈移転の年に同部長に就任，29

年3月までその職にあったが，30年4月の神学部と

神学社との合同に強く反対し，神学生の懇望にもかかわらず，新設の日本神学校教

授には就任せず，明治学院にとどまった。

　1932年4月，中学部長となり，長崎東山学院中学部の廃止と三部の明治学院への

合併に関する問題の処理にあたった。

　矢野院長の就任に際して，中学部長を解任され，1940年10月学院を辞任，51年ま

でフェリス女学院長をつとめた。戦時下抑留された外国人宣教師を，特に深い友情

と好意をもつて遇した。51年から55年まで，聖書協会口語訳聖書改訳委員長とし

て，戦後の聖書改訳に貢献した。

　都留院長は，学院教育の根本としての礼拝を重んじ，中学？高校・大学の礼拝を

率先して守った。第2代学長に高橋源次教授が就任したこともあって，都留院長は

院長職に専念した。組織が拡大した学院内部には，さまざまな摩擦や軋礫が生じ牟

が，そのため院長独自の解決策を講じねばならぬこともあった。学院内における一

貫教育をめぐる問題の処理も，院長に負わされた重い課題であった。

　中学から始められた少数理想教育も，開始当初から波瀾含みであったが，1958年

度から大幅な修正をよぎなくされ，募集定員を増加することとなった。大学におい

ても定員増がおこなわれた。このようにして，学院の教育は，拡大・膨脹の道をた

どりはじめた。このことは，都留院長の本意とするところではなかったが，学院教

育における大きな曲り角に，都留院長は立たされざるをえなかった。すでに70歳台

の半ばをすぎていた都留院長は，対処しなけれぽならぬ多くの問題を残して，健康

上の理由で院長職を辞した。1962年3月のことである。
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IX．武藤富男

　第7代武藤富男院長の就任式は，1962年6月16日

礼拝堂においておこなわれた。高橋源次学長の先導

のもと，北村理事長・武藤新院長・都留前院長とつ

づいて入場するプロセッションの写真が，『明治学

院百年史』（472ページ）に掲載されている。拡大・

膨脹にむかう武藤院長時代の開幕にふさわしい院長

就任式の光景であった。

　武藤院長の施策の根幹をなすものは，就任の年の

9月，理事会に提示された“明治学院発展方策素

案”であった。学院の経営規模の問題と少数教育な

（1904．2．20～　　　　）

いし人格教育の問題とは別箇のものであるという前提に立って，積極的な発展策が

進められた。大学における学部の増設・東村山高校の開設・中学の移転ならびに学

生・生徒数の増大等が実行に移され，それと平行して校舎・施設の増新築や土地購

入がつぎつぎになされていった。

　このような発展策の展開が，砂礫や歪みを伴ったことは否定できない。その最た

るものは，学園紛争であった。特に大学における紛争の激化は著しいものがあり，

若林龍夫学長・和田昌衛学長とともに，武藤院長は文字どおり身を挺して紛争対策

に忙殺した。

　1974年3月11日，学院におけるみずからの使命は終ったとして，武藤院長は辞表

を提出し，3月末をもって院長職を辞した。11年10ヵ月間の院長在任であった。そ

の略歴については，『キリスト教人名辞典』に次のように記述されている。

　　“教育家，牧師，キリスト教事業家，社会事業家。静岡県富士岡村（現・御殿

　場市）に生まれる。東京帝国大学法学部法律学科卒業（1927）後，司法官試補に

　任官，横浜地方裁判所に勤務（27），その後東京地方裁判所判事となる（29）。

　満州国国務院司法部刑事科長（34），日本政府内閣情報局第一部長（43）などを

　経て退官（45），日米会話学院を創立し院長に就任（45）。1946年くキリスト新

　聞〉創刊に携わり主筆として活躍。48年日本基督教団補教師試験に合格。教文館

　社長（59），キリスト新聞社社長（60），明治学院長（62）をつとめる。64年より

　キリスト新聞社会長，74年に明治学院長を退任，名誉学院長となる。日本基督教
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団向河原教会名誉牧師。著作に『再軍備を憤る』（1951），『口語訳新約聖書』

（1952），『甘粕正彦の生涯』（1956），『キリスト教入門』（1974），『社説三十年」1

（1975），豆（1976），『評伝賀川豊彦』など多数がある。”

X・　島村亀鶴

　武藤院長の辞任と同時に，鈴木春理事長も94歳の

高令のため辞任した。理事長の後任には，島村亀鶴

理事が選任されたが，後任院長の人選は容易に決ま

らなかった。そのため，1974年4月新任の金井信一

郎学長が，院長職を代行することとなった。

　この体制は，専任院長の人選が困難なままに約3

年間続いた。折しも，1977年11月には明治学院は創

立100年を迎えることになり，すでにそのための各

種記念事業の準備は着々と進んでいた。院長空席の

まま，意義ある創立100年を迎えることを憂慮した

理事会は，島村理事長の院長兼務を強く要望し，

ここにようやく第8代院長が決定し，

こなわれた。同年11月1日，

典での式辞は，島村院長が述べた。

　島村理事長の院長兼務は，翌78年3月まで続いたが，

（1900．12．25～　　　　）

　　　　　　　　1977年8月兼務の形ではあるが，

　　　　同年9月16目礼拝堂において院長就任式がお

日比谷公会堂において挙行された創立100周年記念式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同月30日金井学長は院長代

行となった。その後，第9代平出宣道院長が決定するまでの経過は，以下のとおり

であった。

　1978年4月就任の平出宣道学長は，翌79年4月から院長事務取扱を兼ねた。81年

10月1日，平出学長は院長を兼務することとなり，院長就任式をおこなった。ただ

し，82年3月末をもって，学長の任期が終了したので，それ以後専任の院長となっ

た。

　なお，島村理事長の後任としては，1978年7月郷司浩平が就任，84年1月以降阿

部志郎が理事長を代行したが，同年6月理事長となり現在に至っている。

　第8代島村亀鶴院長の略歴は，『キリスト教人名辞典』によれば，次のとおりで

ある。

　　“牧師。俳号は哉哉（さいさい）。高知県室戸市室津：に生まれる。1930年明治
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学院神学部卒業後，直ちに前橋市に赴き開拓伝道に従事。10年間，日本基督群馬

教会牧師として在任。39年3月，東京の富士見町教会牧師に就任。50年10月以

降，富士見町教会主任牧師として在職，79年4月引退し，名誉牧師。その間1963

年創立の日本基督伝道会の会長。69年以来，俳誌く九十九里〉の選者として活

躍。著書に『講話イエス・キリスト』（1958），『信仰歳時記』（1971）などがある。”

おわりに

　記念館の壁面に飾られた10枚の肖飛弾について，それぞれの人物の伝記端境描
く

を，以上記述してきた。初めて明治学院を訪れ，これらの肖像画に初めて接する人

を想定し，できるだけ公平な立場から各人物を紹介したつもりである。しかし，筆

者の個人的評価や好みが，知らず知らずのうちに含まれているのではないかという

不安がないわけではない。各人物によって，記述に長短のあるのは，筆者としての

その人物に関する研究・調査の程度の差によるものと理解されたい。特に現存の人

物については，たまたま最：近刊行された，『キリスト教人名辞典』（日本基督教団出

版界，ig86年2月）の記事をそのまま引用させて貰った。

　現院長を除いた8名の歴代院長のほかに，二名の宣教師が加えられたことについ

ては，“はじめに”の部分で触れた。いわばこれらの宣教師は，明治学院前史の舞

台に登場する重要人物である。しかし，1877年の東京一致神学校の開校をもって学

院史の出発点とするという見解に篭りならば，同校開設の中心的役割をはたした3

名の宣教師のことが忘れられない。その3名とは，米国改革派教会のアメルマソ

（James　Lansing　Amerman，1843～1928），米国長老教会のイソブリー（William

Imb「ie，1845～1928），スコットランドー致長老会のマクラレン（Samuel　Gilfilan

Mc：Laren，？～1914）のことである。この3名の宣教師こそ，各教派のミッション

の委託を受けて，一致神学校の開設に尽くした功労者であった。そのことは，明治

学院の創立にとっても大切な功労者であることを示している。，できればこの3名め

宣教師の肖像画も欲しいように思うのだが，スコットランドー致長老教会と学院と

の協力関係はその後とだえている。

　いま改めて，10枚の肖像画をひとつひとつながめ，ひとりひとりの人物の事績を

思う時，学院教育の最高責任を担った人びとの労苦がしのばれる。各時代の総理・

院長は，それぞれのおかれた時代的環境のもとで，学院の伝統の継承につとめ，し

かも常に時代にふさわしい教育の在り方を求めてやまなかった。そのような創造的

努力を支えたものは，キリストへの信仰であり，学院教育をキリストの依托への応

答として捉える姿勢にほかならなかった。いずれの肖像についても，その眼ざしに
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は，キリストを信ずる者の輝きが感じられる。歴代の総理・院長には，経営的行政

的手腕等において，それぞれ長短のあったことは否定できない。しかし，すべての

人物について例外なく指摘できることは，かれらが“良きキリストの僕”であった

点である。
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衆議院副議長室で肖像画を描く長尾己画伯
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【資料2】

マリア・T・ッノレー夫人の

人物史のための基礎的研究

津田　一路

　米国長老教会婦人宣教師として活躍し，日本女

性のため一生をさ玉げ異国の地に死んだM．T

True（以下ツルー夫人と記す）について知られ

ているところは少い。その活動の大きさから考え

て，その人物を知ることの大切さを思い，人物史

を明確にするため現在知られる事をまとめ今後の

研究のために供したい。

1　資　料

　ツルー夫人の生涯の概略はrJapan　Evangelist」

1896年8月号にA．K．　Davisが書いている。伝記

として唯一だと思われるものは1899年に発行され

井深梶之助のアルバムにあった

若い頃のツルー夫人

た田村直臣著「ツルー夫人之伝」である。来日後，初期の横浜時代については「横

浜共立学園六十年史」に記載されている。東京に移ってのちについては「女子学院

五十年史記学窓回想録」に記載されている。とくに1985年に刊行された「女子学院

の歴史」において多くの資料と，すぐれた史観によって詳しく記述されていて，こ

れらをあわせると人間像がかなり明確になる。その他「金沢教会百年史」にも記さ

れている。矢嶋二子との関係は久布白落実著の「矢嶋階子伝」にくわしく，その他

当時の「基督教新聞」，女学雑誌等にも記載されている記事が多くある。また最近

では看護教育の日本における先駆者として注目され，高橋政子「日本近代看護の夜

明け」（1977年医学書院）「写真でみる日本近代看護の歴史」（1980年医学書院）高

田みつ子「桜井女学校の誕生とマリア・T・ツルーと矢嶋揖子」（1986年看護教育

6月～9月医学書院）などがある。

　外国資料としては米国フィラデルフィアにある米国長老教会の史料館たツルー夫

人が日本から出した手紙のマイクロフィルムが30通以上残されていて，そのコピー
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が横浜開港資料館に保存されている。しかしとれは写真が悪く，

が不可能である．ため人物史解明の壁になっている。

　筆者は1982年「白金通信」161㌣162号に紹介したことがある。

全部解読すること

　　皿　一枚のカード

　米国ニューヨ㌣クのInter－Church　Centerとよばれている建物にアメリカ長老

教会の事務所がある。そこにアメリカ長老教会の宣教師の名を記したカード・ボッ

．クスがあり，その中に次にあ．げるカードが一枚あった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈表＞

True，　Mrs．　Maria　T．

Birth　　　　　　1840

Birth　Place　　エ〉診切Y∂漉5彦αオθ

Marriage　　1晦y　16，．1865

　　　　　　　　　　，0」Rθη．ノ1Z6θr診　Trz6B　4ゴθ41876

Educatioh　　　　E4％6α彦θ4伽抽蜘yo娩5’漉θ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈裏＞

Business　or　Professional　Experiellce

　　　　　．7セα01≧8r，」勉6ゴちノ躍ゴ∬ゴ。π”o漉伽魏ωY∂漉，　Nエ

　　　　　　1871～73，2協53foηα御　％π4θr　恥ηzαπ’5乙「πゴ。π　1協55’o一

　　　　　　πα秒500ゴθをyゴπC痂πααπ4」妙αη．1873～1876

Appointment　　　　Oσ’．30，1876．

Mission　　　J¢ραπ

Form　of　Work　on　Field　　　7診鋤ゴπg．勿7b々ッ。απ4　Kα一

　　　　　　πα2α㎜α．L¢㎎・6らPゴπ5〃％ηz8磁ζzZ．∫πo㎎・απ琵‘㎎「彦ゐθJb・

　　　　　　虚ゴ9α々％伽，α3η0脚CO2Z4％‘オθ4．　E5如1うあ5乃θ4σσ0η曽αZθ5－

　　　　　　cθη〆5Hbz65θ．απ4　野φπゴ㎎　50ゐooZプを）ブ　翫75θ5　ゴη

　　　　　　7bんツ。．

Retired　　　　J4y　30，18り2．　E㎎¢gθ4∫π　o読6プ泌。漉　伽

　　　　　」砂αη．

Death’馳 @．　4ρ曜18，1896α彦7bゐッ。．

Biography　　　　　J物少αηEηα．㎎θZ’5’ノ1π9．1896ρρ．317～330、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19
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　以上の記載事項を基本にして人物史を解明するために重要な年代・日時を検討し

てみたい。

　（1）生年月日

　カードには1840年に生れたとだけ書いている。A．　K．　Davisも1840年とだけ記し

ている。おそらくDavisの文からカードにとったと思われる。田村直臣の「ツルー

夫人之伝」では1840年12月17日とあり，1985年刊行された「女子学院の歴史」でも

12月17日となっている。これはおそらく「ッルー夫人之伝」から採用したものであ

ろう。田村直臣はその緒言で「予は先年米国に赴き夫人の故郷に到りて夫人の姉妹

に面会して略夫人の幼少時代を聞き，夫人が我国に来らるる迄の働きを知る事を得

て帰朝し，以て其の（筆者一伝記記述の）宿望を果さんとしぬ」といっている点を

考慮し12月17日を誕生日と認めていきたい。

　（2）出生地

　カードとA．KDavisはニューヨーク州とだけ書いているが，田村直臣は「ニ

ューヨーク州ビニシー郡ボルシンで生まれた」と書いている。以上からニューヨー

ク州の出身であると認めてよい。

　（3）結婚
　カードでは1865年5月16日アルバート・ツルー牧師と結婚したと書いている。

A．K．　Davisは「1865年5月16日にアルバート・ツルーと結婚して二人の共同生活

をアイオア州のセダー・フォールズで続けていった」と書いている。田村直臣は

「ウィリアム大学に於ける有為の一青年ツルr・氏こそマリエタ嬢が未来の夫なりけ

れ。彼は二二に螢雪の功を積むこと四年間，業を卒えて後オーボルン神学校に転じ

ぬ。……中略……1865年5月ツルー氏はオーボルン神学校を卒業しぬ。同じ月彼は

按手礼を施されて長老教会の一教師になりぬ。一小女なりけるマリエタ嬢も既に二

十五回の春秋を重ねたるなり。而してツルー氏が按手礼を施されたる同じ週に於て

楽のしき結婚の日は来りぬ。美はしき五月の天，美はしき五月の地，美はしき五月

十六日に於て会堂の鐘は楽のしき音を響かせたりき」と記しているので結婚の年月

目は三者が一致している。

　このRev．　Albert　Trueは1871年病を得て天に召されたと記しているが田村直臣

め伝記によれば1871年10月18日となっている。

　（4）　1871年から1876年まで

　カードによるとRev．　A．　Trueの死後，ツルー夫人は1873年までニューヨークの

都市伝道の仕事をしてのち1873年から1876年までWoman’s　Union　Missionary

Societyのもとで中国・日本での仕事にあたったことになっている。これについて
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A．K．　Davisの文章によると1873年に中国に渡り，1874年11月に日本に来たといっ

ているのは「横浜共立学園六十年史」と一致して居り，田村直臣も1874年来日した

といっている。来日して横浜・山手212番地の「ミッション・ホーム」といってい

た学校に着任した。

　カードによると1876年10月30日にアメリカ長老教会の宣教師に任命されたことに

なっている。こうしてツルー夫人は東京の原女学校の教師に就任して，東京に転

じ，新栄女学校，桜井女学校，独立女学校，北陸女学校での働きがはじまる。

皿　角筈教会の礎石

　東京府警豊島郡角筈村（現在

の新宿区西新宿1丁目）で1902

（明35）年6月6日午後2時か

ら日本基督教会角筈講義所会堂

の捧堂式が行われた。その時の

角筈講義所の記録は次の通りで

ある。

　　「讃美歌大門聖父を歌ひて

　式を初む。次に博：士タムソン

　氏祈薦あり次に和田秀豊氏の

　聖書朗読あり。次に讃美歌神

　の教会歌ひ奥野昌綱氏男憎式

　　　　　　　　　　　　　　M・T・TRUE記念会堂として建てられたレバノ

　　　　　　　　　　　　　　ン教会会堂

門門終て女子学院生徒英語唱歌あり。次に井深梶之助氏の説教捧堂式の讃美歌あ

　り田村直臣服部綾雄氏の演説岡見千吉郎氏の会計報告祝蒔を以って終る。出席者

百有余名」

これに関連する新聞記事は福音新報362号，363号にのっている。この会堂は1945

（昭20）年5月25日の空襲によって被災し焼失したが，その礎石が現在日本キリス

ト教団高井戸教会に保存されている。その表面と側面に次の文字が刻まれている。
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　IN　MEMORY

　　　　OF

MARIA・T・TRUE

〈表〉

ツ
ル
ー
夫
人

　
記
念
ノ

為　
建
設
ス

明
治
珊
四
年

．〈側〉
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　ここで何故弓筈講義所会堂が「ツルー夫人記念ノ為」なのかを解明したい。

　ツルー失人は東京に移ってからのち，原女学校，新栄女学校から桜井女学校の経

営をまかされアメリカ長老教会の援助で学校規模を拡大し，教育内容を充実した。

学校のことは矢嶋揖子校長代理にまかせ，ツルー夫人の活躍は1886（明19）年頃か

ら看護婦養成と1889（明22）年独立女学校設立に対する努力が中心になってくる。

この独立女学校を東京府南豊島郡角筈村に土地を求めて建設したのであった。そし

てすでに開校していた看護i婦養成学校を桜井女学校から角筈に移し，角筈にその校

舎と看護婦養成の実習の場としても利用でき，日本女性の健康のために貢献できる

衛生園（サナトリウム）を建設した。筆者の推測では看護学校に必要な実習の場と

しての病院をキリスト教主義によって建設することが願望であったが，それができ

なかったので，衛生園（サナトリウム）というような半端なものになったと考え

る。その過程を資料でおさえることは，まだ十分できていない。

　さて角筈教会の資料によると角筈に土地を取得した頃にミろ・パラが新宿駅周辺

で伝道の成果をあげていたとなっていて基督教講義所がたてられ，1891（明24）年

以後，貴山幸次郎，岡本敏行，多田素，服部綾雄，朝倉岩造，長谷川裕らが伝道に

あたって1896（明39）年頃にいたっている。かれらの顔ぶれは明治学院神学部に関

係するものであって，米国長老教会につながるものであった。

　以上のことを考慮にいれて，この小論の資料として採用してきた田村直臣の「ッ

ルー夫人之伝」の緒言を再度引用してみたい。

　　「予は夫人の永眠後直ちに，夫人の一生を書き綴り是れを世に公にせんとの希

　望を懐きぬ。一中略一然るに予は先年米国に赴き夫人の故郷に到りて一中略一期

　て其宿望を果さんとしぬ。恰かも宣し角筈教会（註・当時正しくは角筈講義所）

　の主任教師福田錠二氏岡見千吉郎氏と共に予を来訪し同教会の信徒相議し・国人

　の為めに一記念館を建設せんとの計画ある旨をつげ，其の趣旨書を予に示された

　り。予は其の計画が夫人を記念するに最も適当なる計画なるを賛し，予も亦た夫

　人の伝記を物せんとする意あるを語りぬ。而して予は同時に夫人の伝記の編輯に

　従事し，漸くにして其の書を成するを得たりき。予は角筈教会信徒諸君の計画を

　賛成し平しんで此の冊子を告ぐ」

と書いている。しかし，この本は1899（明32）年に発行されたのであったが，1900

（明33）年2月に講義所の建物が焼失してしまったので，できた建物が記念館でな

く記念会堂となった。

　田村直臣が言うツルー夫人の記念のために角筈の地が何故最も適当かということ

にふれておきたい。ツルー夫人は日本の女性のために一生を捧げたといって過言で

ない。その方法は第一に教育であり，第二に健康であり，第三に職業（社会的役
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割）を確保することであった。第一は横浜共立学園にはじまり，原女学校，桜井女

学校から女子学院へとつながる一連の活動がそれである。第二は衛生園であり，第

三は独立女学校と看護学校であった。このうち角筈で第三の部分を最も重視して，

自分の最後の最大の仕事として，自分の生命をかけて努力したからであった。そし

て田村直臣はツルー夫人が自分の死期がせまっているのを予期するかのように必死

の思いで自分の仕事の完成をめざして努力しているのをみていた思いを，伝記に残

そうとしたのだろうと思う。

　（註）　角筈教会は1960年頃からはじめられた東京副都心計画によって移転をヨギ

　　　なくされ1961（昭36）年杉並区高井戸に移転し高井戸教会になった。

W　一通の手紙

　前述のカードによると1892（明25）年July　30に宣教師を退職ている。そして

Engaged　in　other　work　in　Japan．となっている。この退職を示す記録はこの一枚

のカード以外にない。そして次に示す手紙がそのことを裏づけている。そして田村

直臣が感激して伝記を書かずに居れなかった秘密をそこに発見できる思いがする。

まず，その手紙の全文を紹介する。
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Received

　Aug．22，1892
DR　Gillespi・1

512　2nd　st．　Towanda．　Pa．

　　　　　　　Aug．20　th　1892．

Dear　Dr．　Gillespie；

　Your　very　kind　letter　of　the　16　th　inst；together　with　the　Board’s

acceptance　of　my　resignation，　carne　to　hand　in　due　time．

　Thank　you　for　the　expression　of　collfidence，　and　sympathy　with　my

purpose　to－do　what　see卑s　to　me　rightで

　Itrust　that　no　mistake　has　been　made，　and　believe　that　even　our

mistakes　will　be　overruled　for　good　and　so　come　llnder　the　head　of

‘‘≠撃戟@things．”

　These　changes　which　come　to　us，　even　though　in　the　path　of　duty．

Are　very　trying；but　it　does　not　become　us　to　make　much　of　them．

　Thanks　for　the　kind　thoughtfulness　ill　the　grant　of＄100．　as“a　retiring
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allowance．，7

　1t　is　my　purpose　to　setout　on　my　return　journey　about　the　middle　o±

Sept．1eaving　time　for　some　stops　by　the　way，　and　sailing　from　Vancover

early　in　Oct．　My　interest　in　the　work　of　thr　Board　will　certainly　not－be

less　because　of　my　call　to　another　Serv圭ce．

　Trust　Sincere　thanks　for　all　kindllesses，　and　best　wishes　for　all　at　the

Mission　House．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iam　yOUrS　Very　SinCerely

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Maria　T．　True

　ツルー夫人が米国長老教会の宣教師を辞任する経過を知ることは在日の宣教師団

又は個々の宣教師や学校・教会とミッション理事会との連絡のすべて，即ち往復書

簡や会議の議事録を検討する必要があるが，現在ではそれがほとんど不可能になっ

ている状況で，唯一の手がかりとして，部分的にしか判読できない手紙のコピーに

たよる以外方法がない。

　1883（明16）年J・パラ夫人が病気をした経験から「キリスト教精神」による看

護婦養成の必要を感じ，「看護婦養成所」建設募金のため帰話して活動中に穿れた

ためツルー夫人が遺志をついで桜井女学校の中に看護婦養成所を設立した。「女子

学院の歴史」（P250～）では明治19年に第1回忌が入学している。卒業生の文章か

らしても明治19年12月に入学し20年11月から1年帝国大学附属第一医院で実習して

明治21年11月に卒業したといっている。書簡集の中に発見できないが，リストにだ

けあるツルー夫人の書簡の末尾に次の記載がある。

　　　　NO。161　NOV．28　1887（註・明20年）

　……前略……Addition　of　Dr．　Light（M．　D）to　our　circle．

　高橋政子の「写真でみる日本近代看護の歴史」（p．27）によると教育年限は2年

で，第1年は教室での学習，第2年が病院実習でこれをMiss．　Agnes　Vetchに依

頼した。このヴェッチの看護学の学力と業績から帝国大学附属第一医院では月給80

円で教師として採用したということは第1直生の病院実習は帝国大学の病院ででき

たが，このとき着任したDr．　Lightのもとで，実習が継続できるかどうかという不

安か，もしかすると不可能が決定していたのではないだろうか。しかし筆者はライ

ト医師が来日した事情やミッションとの関係を前述の1887（明20）年11月以前にみ

る資料を全く持っていないゴ

　次に1888（明21）年10月にミッションのGillespieからDr．　Lightにあてた手紙

をみることができる。これは10月1日の理事会決定を10月2日に発信している重要
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な指令である。よみとれるかぎりの要点は，①看護婦養成所を宣教師団の事業の一

部から外ずす。②Dr．　Lightは宣教師団の同意と本人の意志で他の宣教事業に移っ

てもよいこと，しかし個人的好みにならないようにしてほしい。そしてこの手紙の

後半で看護学校を開設し，Dr．：Lightを任命する前に実習の病院が必要であること

が予見できなかったことは大きなミスだが，看護婦養成学校のために病院を建てる

ことは宣教活動の目的からはずれるので理事会はこの事業に否定的結論をだすにい

たったことを説明し，Dr．　Lightを医療宣教師として全面的に支援すると書いてい

る。

　11月16日付ツルー夫人からDr．　Gillespieにだした手紙をみるとこの間の大きな

動揺がわかるがツルー夫人の強さもよくわかる。

　　The　day　on　which　your　letters　arrived　was　a“red－1etter”day　in　the

　history　of　that　work．

　この日とは10月2日で6名の第1回生が2年の課程を終了してスコットランドか

ら来られた先生（Miss．　Agnes　Vetch）から立派な証明書が与えられたこと，そし

てツルー夫人の部屋に集って将来の計画を語り合ったといっている。又6名の卒業

生のうち1名はAgpes　Vetchの代役として病院に残り，他は病院や個人病院の看

護のため求人が多いといっている。（ただし実際は病院に残ったのは3名だったと

いう）．こういうときに廃止の手紙をうけた。そのときの失望を顔にあらわさず，

神様は私どもの信仰にさらに大きい試練を必要としているのだと感じたと書いてい

る。そして第2回生として在籍している6名の生徒をどんなことがあっても卒業ま

で引張って行くと書いている。理事会の決定ではあるが，資金はあるから続けると

いっている。

　Dr．　Lightは11月6日Dr．　Gillespieに理事会決定に満足しているという返事を

出した。一方ツルー夫人は1889（明22）年1月9日付の手紙を受けている。それに

は

　　On　assertaining　that　you　had　engaged　another　class，　before　the　section

　of　the　Board　reached　you．　I　felt　at　oぬce　that　you　must　1）e　protected　in　what

　you　had　en亡ered　into　in　good　faith．

と書いている。即ち理事会の決定にもかかわらず、次のクラスととりくんでいると

いうことはツルー夫人が信じてすXんでいったところにおいて護られねばならない

といっている。Dr．　Lightに対しては医療宣教師として支えるし，できるかぎりの

援助をするといっているのにたいし，ツルー夫人には，これからやろうとしている

事業が宣教活動として最善でないという理事会の決定にしたがえな「いのだとした

ら，あなたの計画を支持する方に移っても仕方ないだろうという意味に読みとれ
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る。その後1890年は手紙の交渉で，A．　K．　Davisの文によると1891年はツルー夫人

がアメリカに一時帰国している。そして宣教師団が関係していない日本人のキリス

ト教団体の仕事に関係していく決心をする。その一つをIndustorial　School　for

young　women．といっている。これは日本の婦人のキリスト教信者によって建てら

れ，日本の牧師たちが援助を依頼してきていたが，従来は多忙のためできなかった

のでこれを援助するようにしたいという。そして第二には，さきに廃止した看護婦

養成学校を実現したいという。この実現は神様のみこころであって，彼女はその実

現に責任を感じている。そしてこの看護婦養成学校のために購入しておいた土地に

校舎を建てたい。その費用を得たいというのが悲願であった。しかしその仕事はす

でにミッションの管轄外のことなのでどうす停めたらよいかが心配であることが

1892年1月30日の手紙によくでている。

　私はこのIndustrial　School　for　Young　Womenを独立女学校とし，これを支え

る目本のキリスト者婦人の団体を加藤俊子を中心とするグループと考えたい。その

婦人たちの団体を支援している牧師が数名存在するようだがその名も不明である。

しかしあとで掲げる人物が入っていると予想してもよいだろう。そしてフィラデル

フィアの長老教会の資料館で見たWoman’s　Union　Missionary　Societyの年報に

1頁にわたる加藤俊子の和服で立った写真でこの学校の紹介があったことを記憶の

中に思いおこす。即ちこの婦人の伝道団体（この団体は世界中の伝道活動に援助金

と人材をおくり，日本では横浜にミッションホーム（横浜共立学園）を建設したの

で，大いにアピールしたものと思われる。

　この手紙の中でツルー夫人に賛成し，応援するMrs．　Tvistar　Morrisという人

物名をみることができる。それによると，ツルー夫人を中心とする活動計画は日本

の女性に必要な事業であるから，もし専念するならば数年にわたり給料を払い，ツ

ルー夫人をおくりだしているシラキュースの2つの教会が従来通りの給料を払って

くれるのならぽMrs．　T　Morrisの援助を校舎建築にまわすことができる。どうす

ることが最良であるか指示してほしいと書き送っている。

　この1月30日の手紙は1891年からひきつづいて米国滞在中でニューヨークかペン

シルバニアから出している。それに対して返信をうけているらしいが，それは不明

で，2月26日再び手紙を出して失望したと書き送っている。しかし4～5月までに

資金を集めすべてが整ったら秋の終りには日本に帰り仕事にとりか鼠りたいといっ

ている。かなりのあせりが感じられ，5月9日の手紙から辞職のことが言われはじ

め，8月10日の手紙で辞職が申し出られ，8月10日のさきに掲げた手紙になる。こ

れでみるかぎり辞職は8．月になるが，先のカードによると7月30日である。

　こ瓦にでてくるMrs．　T．　Morrisは米国フィラデルフィアのウィスター・モリス
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の夫人である。1890（明23）4月18日付基督教新聞によると「ウィスター，モリス

氏は米国フィラデルフィア府の人にして有名なる富豪家慈善家なるが，熱心なるク

ェーカー派の基督教徒にして氏の世話に預りたる者少からず。氏は又日本人と見れ

ば親切至らざるなし。頃日社員は夫婦を旅館に訪ひ種々の談話を為せしが，氏は主

に伝道上の視察を為さん為に来遊せられたるにて，殊に夫人には滞在中，種々伝道

に尽力すべしとのことにて近々府下の貴婦人を鹿鳴館に会し，教に関する談話を為

さるる由」という記事がある，福音新報の1896年10月16日号の加藤俊子による「妾

の信仰歴」によると（本井康博編「回想の加藤勝彌」の中に再録あり）

　　「妾は其の時，桜井女学校の故ツルー女史と相謀り，独立女学校創立の経営を

　致し候。己れは，精神ありて資金乏しき女子を教えて独立自修の途を立つさする

　ものに有之，一も二もなく，虚心の女子をバイブルウーメン（婦人伝道師）に養

　成することの弊害多きを見て，思い立ちたるものに御座候。

　　点くに，命取敢，十三名の生徒を得て，上二番町に仮校舎をしつらえ，越えて

　1889年の春，更に其の規模を拡張致し三三て，資金募集のため，鍋島侯，樺山

　伯，井上男等の令夫人の助力を得，鹿鳴館に第一回の音楽会を催し，四千円足ら

　ずの金額を得心て，地所を新宿郊外，角筈村に買い，六つ校舎を建築して，之に

　移転仕候一後略一」

といっている。ツルー夫人の手紙にあるIndustrial　School　for　Young　Womenが

日本の婦人キリスト信者と日本の牧師たちによって建てられ援助を求められている

ということが，ある程度具体的にごXで語られていると考えてよくはないだろう

か。

　1892年9月23日付基督教新聞において次の記事をみることができる。

　　「先年其良人と倶に我国に来遊せられし事ある米国費府モウリス夫人は良人の

　死去せられし後も相変らず日本の遊学生を愛して深切（ママ）に之を世話し居ら

　れしが，今度我国に来りて日本婦女の為めに働き其余年を送らんとの覚悟にて多

　分来月来着せらるべしと聞く」

　ツルー夫人のこれまでの経過をまとめると看護婦養成学校の問題を中心に独立女

学校の援助を新しいテ』マとして宣教師団と米国にある長老派ミッションの理事会

との手紙による交渉が1888年頃から開始され，1891年に帰合した。1892年1月置は

資金集めの見通しがついて独自で計画をすすめる決意がかためられ，この年の秋に

再来日して実行にうつすことであった。この9月23日の基督教新聞によるモリス夫

人来日予告の記事は，ツルー夫天の計画実行の予告でもあったのであろう。

　こうして1892年8月20日の手紙を出しアメリカをはなれ再び日本にもどってき

た。
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　さらに11月18日の記事に次の記事がある。

　　「先年我国に来遊せし費府の慈善家故モリス氏の夫人は数：日前再び来遊，現今

帝国ホテルに滞在直なるが，曾て米国に於て同家の親切を受けし人々及び知友諸

　氏は来廿三日，品川御殿山なる原六郎邸宅に曾て歓迎会を催さるる由」

とあり，その出席者は次の通りであった。

　　会主　三島彌太郎・原田助・津田元親・原富子・津田梅子

　　来賓　大山伯夫人・津田仙・中島力造・柳谷謙太郎・中村栄助・矢嶋梶子

　　　　　　　（ママ）・加藤錦子（？）

　こうして加藤俊子を校長とする独立女学校が上二番町から角筈に移り校舎を建築

し教育をはじめたところであり，さらにツルー夫人は看護学校を再建し，そのため

の施設を建設する準備ができた。

V　ツルー夫人の死とその後の事業

　角筈における新しい事業は多くの人々の協力とモリス夫人の寄附によってすXめ

られた，建築が完成したとき18d5年10月からツルー夫人は病床につき，1896年4月

18日天に召された。これらの年月日については問題ない。

・葬儀についての記録は現在のところ発見できていない。田村直臣は「数百の知友

の哀悼を以て青山の墓地に葬られたりき，予は夫人の一生に於て，生ける基督教を

読む心地す」と言っている。

　（註）　墓地……青山墓地・西四通北一種角

　本稿においてはツルー夫人の人物を考える上で必要な基礎的な事柄を資料に基づ

いて明確にする作業をしてきた。おのずから人物像もでてきているが，詳細な伝記

にはほど遠いものであるので，それは後日を期したい。

　とくに角筈における事業のその後については手早女子学院百年史の171頁以下，

女子学院の歴史340頁以下で書かれている。

　「角筈衛生園」という名称で赤坂病院の分院として婦人のためのサナトリウムと

して開業したのは1897年11月27日だった。園長にはツルー夫人の横浜時代の教え子

で米国で医学を修めてきた岡見京が就任した。しかし経済的行きづまりから1906年

に閉園，建物は女子学院の分教場となり，のち1918年には東京女子大学の開校の地

となり（東京女子大学五十年史37頁）1924年には明治学院神学部が移転した。

（明治学院百年史305頁）。

　　　　国立横須賀看護学校の井上義衛先生が解読して下さった英文手紙解読の原稿を参考に

　　　させていただいたことを感謝致します。
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